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序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財

が数多 く残されております。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であ

り、本県の歴史や文化、伝統を正しく理解するのに欠くことのできない歴史資料

です。同時に、それらは県民のみならず国民的財産であり、将来にわたって大切

に保存し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの

開発にあたっては、環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地と

ともにある埋蔵文化財保護との調和も求められるところであります。

当事業国埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整の

もとに、開発事業によってやむを得ず消滅する遺跡の事前の緊急発掘調査を行い、

記録保存する措置をとってまいりました。

本報告書は、「国道 4号線拡幅工事」に関連して、平成14年度に発掘調査され

た北上市滝の沢地区遺跡の調査結果をまとめたものであります。

今回の調査では縄文時代に属する竪穴住居や埋設土器、配石遺構などが多数得

られ、貴重な資料を提供することができました。本書が広く活用され、埋蔵文化

財についての関心や理解につながると同時に、その保護や活用、学術研究、教育

活動などに役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解とご協力を

賜 りました国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所、北上市教育委員会を

はじめとする関係各位に対し、深く感謝の意を表します。

平成17年 1月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長 合 田   武



例 言

1.本報告書は、岩手県北上市大堤西 1-1ほかに所在する滝の沢地区遺跡の発掘調査成果を収録したも

のである。

2.本遺跡の調査は国道 4号拡幅工事事業に伴い行われたものである。調査は岩手県教育委員会と国土交通

省東北地方整備局岩手工事事務所 (現岩手1可川国道事務所)と の協議を経て、 (財)岩手県文化振興事

業団埋蔵文化財センターが担当した。

3.岩手県遺跡台帳の遺跡番号はM E75-0373、 遺跡略号はTS-02である。

4.

5。

6.

7.

8.

発掘調査面積は1,646だ である。

発掘調査期間と室内整理期間及び調査担当者は以下の通 りである。

発掘調査期間 :平成14年 9月 2日 ～12月 6日 本す木 敬 。青山 紀和

室内整理期間 :平成14年 12月 2日 ～平成15年 7月 31日  村木 敬

野外での写真撮影は村木、遺物写真撮影は期限付職員福士昭夫・村田罵鴻・高橋和雄が担当した。

本報告書の執筆・編集 。構成は、村木が担当した。なお、第 I章調査に至る経過は国土交通省東北地方

整備局岩手工事事務所にお願いした。

9.野外調査及び本報告書の作成にあたっては以下の機関及び方々にご指導いただいた。 (順不同、敬称略)

国土交通省東北地方整備局岩手工事事務所、北上市教育委員会、北上市立埋蔵文化財センター

八重樫憲司・稲野祐介・小田島知世・杉本良 。大渡賢―・君島武史・岩田貴之・小野寺麻耶・藤原大輔

(北上市立坦蔵文化財センター)、 吉田秀享 (福島県文化財センター
)、 宇田川浩― (秋田県埋蔵文化財セ

ンター)、 森一欽 (釜石市教育委員会)、 西田昌弘 (石川県教育委員会)、 高瀬克範 (東京都立大学)、 中

川真人 (城山町教育委員会)、 阿部朝衛 (帝京大学)、 菅野智則 (東北大学大学院)、 長沼正樹 (北海道大

学)

10。 測量、分析、鑑定は以下の機関に委託した。

基準′ミ測量 :有限会社北上測量設計

石材鑑定 :花尚岩研究会

埋設土器内胎土分析 :パ リノ・サーヴェイ株式会社

黒曜石産地同定 :株式会社第四紀地質研究所

琥珀産地同定 :元興寺文化財研究所

m.土層の色調観察は、『新版標準土色帖』 (農林水産省農林水産技術会議事務局監修 1993年版)を用い

た。

12.本報告書の作成に伴い国土地理院発行の地形図「北上」 160,000を使用した。

13.遺跡の基準点は、北上市教育委員会と同様のものを採用しており、日本測地系の数値である。それに伴

う世界測地系への変換を行っていない。緯度・経度も日本測地系から変換したものである。

14.本遺跡の調査で得られた一切の資料は岩手県立埋蔵文化財センターんミ保管している。

15.調査成果はこれまでに現地公開資料や岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第423集 『岩手県埋

蔵文化財発掘調査略報 (平成14年度)』 に発表してきたが、本書の内容がこれに優先するものである。
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第 I章 調査に至る経過

第Ⅱ章 遺跡概観

第 I章 調査に至る経過

一般国道 4号は、東京を起点として福島県、宮城県、岩手県を経て青森県にいたる東北地方の大動脈の一

端を担っている主要幹線道路である。

北上拡幅は、北上市内の国道 4号の交通混雑解消、交通安全の確保、冶線環境の改善を図ると共に、高速

交通時代の一端を担い、地域経済発展の根幹となる道路として、昭和57年度より事業を進めて来た。

平成10年度までに、終点側から和賀夫橋手前までの延長6,200mと 、北上運動公園前の延長900mについて 4

車線整備を完了している。

この区間の埋蔵文化財包蔵地については、岩手県教育委員会が分布調査を実施し、今回発掘調査を実施し

た「滝の沢地区遺跡」ほかの遺跡が確認され、その結果に基づいて、岩手県教育委員会は国土交通省東北地

方整備局岩手工事事務所との協議を行い、発掘調査を財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターの

受託事業とすることとした。これにより、岩手県教育委員会は平成14年度埋蔵文化財調査事業について、財

団法人岩手県文化振興事業団へ通知し、それを受けて当埋蔵文化財センターは、平成14年 9月 2日 付けの受

託契約に基づいて平成14年 9月 2日 から滝の沢地区遺跡の発掘調査に着手した。当初面積は1,646� で、終了

面積は同じく1,646∬である。

(国土交通省東北地方整備局岩手工事事務所)

第Ⅱ章 遺跡概観

1.遺跡概略

滝の沢地区遺跡は、土地区画整備事業や宅地造成に伴い北上市教育委員会・北上市埋蔵文化財センターに

よって1977年 より複数回に及び緊急発掘調査が行われ (北上市教育委員会1977、 1989、 1991)、 縄文時代前期

末から中期初頭にかけての大規模な集落であるという成果が得られている「滝ノ沢遺跡」と同一遺跡である。

今回の報告においては、岩手県教育委員会によって作成された「岩手県遺跡台帳」(2001)に 従い、その掲載

名称である「滝の沢地区遺跡」を採用している。

本遺跡は広範な面積を有する遺跡で、その中央を南北に国道 4号が走っている。今回の発掘調査は国道 4

号拡幅工事に伴うものであることから、調査区は国道に平行した南北に長いものとなっており、本調査区は

ほぼ遺跡の中央部分を調査したことになる。

2.位置・立地

本遺跡は、岩手県北上市大堤西 1丁 目ほかに所在し、 JR北上駅より南東約 3kmに位置している。遺跡が

所在する北上市は、県中央よりやや南部、北上山盆地の中央部に位置している。当市は平成 3年に和賀町と

江釣子村と合併して市制が施行されてからは東西に長く、東は江刺市と東和町、南は金ヶ崎町、西は湯田町、

北は花巻市と沢内村に接する。古 くに奥州街道の宿場町や北上川船運の中継地点として栄えた都市である。

人口は約90000人、面積は47.55だである。

遺跡は、北上川と和賀川が合流した南側の北東方向に張り出した和賀川によって形成された標高約79mの

河岸段丘上に立地している。この段丘は和賀川と北上川が合流する北東方向に向かって緩やかに傾斜してお

り、遺跡はこの縁にある。国土地理院発行 5万分の 1地形図「北上」 (NJ-54-14-13)の図幅に含まれ、
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第Ⅱ章 遺跡概観

北緯39度15分狙秒、東経141度 6分 9秒に位置する。

3.地形・地質

岩手県は、南北に長 く、四国と同等の広範な面積を有している。その地勢は、東に北上山地、西に奥羽脊

梁山脈がそれぞれ南北に延びている。諸説あるが岩手町御堂観音境内に端を発する北上川はその合間を河谷

低地帯を形成しながら岩手県と宮城県を南流して宮城県石巻湾に、袖山高原に端を発する馬淵川は北流して

青森県入戸湾に注 ぐ。

遺跡が所在する北上市は、岩手県南部中央で北上川中流域にあたり、その地形は奥羽山脈と】ヒ上山地に挟

まれている。市の中央を北上川が南流して、市の西側をほぼ南北に分断するように和賀川が東流して、それ

らはほぼ市内中央で合流する。各河川の両岸に低地と河岸段丘がそれぞれ形成されている。

市内において北上川両岸で異なる地形・地質が見られる。北上川西岸は、先述したように北上川に向かっ

て和賀川が東流し、夏油川や尻平川などの小河川がそれに注いでいる。西岸の段丘は北上川と和賀川によっ

て形成され、低地がそれらの河川に沿って存在する。それに注 ぐ小河川沿いも同様の地形にある。ただし和

賀川によって南北に分断された地形は、北側は低位や高位砂礫段丘が形成され比較的平坦な段丘面が広がっ

ているが、南側は面積の狭い低地の背後に高位段丘が存在 し急斜度な地形を形成している。和賀川の両岸の

地形は、西側に向かうにつれ奥羽山脈の東辺が存在していることから標高が高 くなる。奥羽山脈の裾野に広

がる小～中起伏山地には、和賀川右岸に前塚見山 (標高915m)・ 羽山 (標高583m)。 鞍掛森山 (標高942

m)。 牛形山 (標高1340m)、 その左岸に高森山 (標高516m)・ 月山 (標高583m)。 明倉山 (標高800m)

などがある。また、北上川東岸は北上山地西辺の丘陵地となっていることから小起伏山地が多く見られ、西

岸とは異なり急斜度の地形が追 り出している。このため低地が存在 しているものの西岸に比べるとその面積

は狭い。

表層地質や土壌も地形と同様に、北上川の両岸で異なる。表層地質は概ね三地域に大別され、南西部は奥

羽山系の東縁部にあたり新第三期鮮新世の砂岩が主体、西部から中部は和賀川水系によって形成された洪積

世と沖積世の段丘や扇状地などが主体、中部から東部は花尚岩質岩石と砂岩が主体となる。土壌は、西岸は

決積世の火山灰を主要母材とし、クロボク土壌が最も広 く分布 している。東岸は第三紀層を主要母材とし、

全体的に赤色古風化を受けている。

本遺跡は、先述した北上川西岸、和賀川南岸に形成された段丘上に立地している。この段丘は地形区分は

六原台地、表層地質は洪積世ローム、土壌はクロボク土壌の板沢統か淡色クロボク土壌の黒岩統に分類され

ている。
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4.基本層序

調査区は南北に長いことから遺構を確認できた場所でのみ基本層序の把握を行った。

遺構が確認できた場所は、E N77グ ッリド付近の調査区南端、F178グ リッド付近とF R79グ リッド付近

の調査区中央、GMoN。 077グ リッド付近の北端の 4箇所であった。今回は調査区北端と南端においての

み、複数層が堆積している状況が認められ遺構検出面や遺物包含層を確認できたことから、基本層序の把握

を行った。調査区中央の 2箇所では、層厚約0.2mの表土直下にⅥ層が確認されたため、その記録を行ってい

ない。地形・地質において触れたが本遺跡はクロボク土壌に区分されているように、削平を受けていない場

所では黒色土力渡く 堆積している状況を確認できた。以下に基本層序をまとめておく。

調査 区北端 :GM・ N・ 077グ リッ ド西壁断面図

I層 :黒色シルト層 (10YRl.71)粘 性やや弱 く、しまり強い。腐植土。直径10～50Hunの 礫をやや多く含む。

層厚は0.2～ 0.25mである。

Ⅱ層 :黒色シル ト層 (7.5YR2/1)粘性並、しまりやや強い。黄褐色スコリアをやや多く含む。層厚は0.1～ 0.2

m、 南に行くにつれ堆積が薄くなる。遺物包含層 。遺構検出面。

Ⅲa層

Ⅲb層

Ⅳa層

Ⅳb層

黒褐色粘土質シルト層 (10YR2/2)粘性、しまり共にやや強い。層厚は0.2mで ある。遺物包含層 。遺

構検出面。

黒褐色粘土質シルト層 (10YR3/2)粘性、しまり共にやや強い。層厚は0.1～025mである。遺物包含

層・遺構検出面。

黒褐色粘土質シル ト層 (10YR3/1)粘性並、しまりやや強い。直径 3～ 10mmの 炭化粒を多 く含む。

上層に比べ、遺物出土量が極端に減る。層厚は0.15～0.3mである。遺物包合層・遺構検出面。

黒褐色シル ト層 (10YR3/1)層 厚は0.lmである。遺物包含層・遺構検出面。

V層 :灰褐色～黒褐色粘土質シル ト層 (10YR4/2～ 10YR3/1)粘性やや強く、しまり強い。若干下層の村崎

野スコリアが入 り込んでおり、地山ブロックの浮き上がりが見られる。Ⅲ層とⅥ層の漸移層と思われ

る。層厚は0.15mである。遺物包含層・遺構検出面。

Ⅵ層 :明褐色粘土質シル ト層 (10YR5/8)粘性、しまり共に強い。直径10～301nmの村崎野スコリアやパミス

が多 く含まれる。層厚は不明であるが、攪乱部よりlm以上は堆積していることを確認できた。遺構

検出面。

調査 区南端 :E N77グ ッリ ド東壁 断面図

I層 :黒褐色土層 (10YR2/2)粘性弱く、しまりやや強い。植物による腐植土。層厚は0.2mである。

コ層 :黒色粘土質シルト層 (10YR2//1)粘性やや弱く、しまりやや強い。層厚は0.15mである。

Ⅲ層 :黒色粘土質シル ト層 (10YRl.7/1)粘性、しまり共に並。当初本層はⅡ層と同一層と判断していたが、

若干粘性が弱く暗味を増すことから区別した。層厚は0.1～ 0.15mである。

Ⅳa層 :黒褐色粘土質シル ト層 (10YR3/2)粘性やや強く、しまり強い。層厚は0,15mで ある。遺物包含層・

遺構検出面。

Ⅳb層 :上層より若千明るく、V層が僅かに混じる層。そのため部分的にしか確認できない。所々に黄褐色ス

コリアを少量含む。層厚は0.05mである。

V層 :灰黄褐色粘土質シルト層 (10YI弘/2)粘性強く、しまりやや強い。層厚は不明である。遺構検出面。
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5。 周辺の遺跡

北上市には旧石器時代から近世にかけて所属する遺跡が数多 く存在 してお り、その遺跡数は431を 数える

(岩手県教育委員会2001)。 本遺跡と同様の縄文時代に属する遺跡は213遺跡あり、北上市の半数以上を占める。

本遺跡の周辺にも縄文時代に所属する遺跡が数多 く存在 している。

今回の発掘調査では、縄文時代前期末から中期初頭にかけての遺構や遺物が検出された。ここではその時

期に限って概観 していく。市内において発掘調査が行われている遺跡は、新平遺跡・鳩岡崎遺跡・唐戸崎遺

跡・物見崎遺跡・横町遺跡・樺山遺跡・媒孫遺跡などあり、その他の遺跡でも当該期の遺物が確認されてい

る。それらは北上川と和賀川の合流地点に多 く存在 してお り、本遺跡もその一つである。

近年、北上市周辺でも発掘調査が増加 し、それに伴い当該期の資料が出土 し多 くの成果が得 られている。

それらの分布については、金子 (2003)や 千葉 (2001)に よって詳細にまとめられているのでそれらを参照

されたい。ここでは発掘調査が行われた当該期の遺跡のみ触れてお く。湯田町には白木野 I遺跡・清水ヶ野

遺跡・峠山牧場 I遺跡、金ヶ崎町には和光 6区遺跡、江刺市には新田遺跡 。大中田遺跡 。宝性寺跡、胆沢町

には大清水上遺跡などがある。ここでは触れていないが数多 くの遺跡が周辺には存在 している。これらの多

くは、北上川沿い及びそれに注 ぐ支流によって形成された段丘の縁にあり、ほぼ河川が合流する地点に集中

することが窺える。当該期の遺跡は、北上川と和賀川周辺の地域に比較的まとまって存在 していることが明

らかになりつつある。それらの遺跡では礫石錘が多 く出土している遺跡とそれらが認められない遺跡の 2種

類が確認されてお り、前者は河川沿いに、後者はやや内陸部にある。このことは各集落の生業形態により分

布する範囲に差異が生 じたものと思われる。前者である本遺跡は、当時の様相を捉える手がか りに漁労具と

しての礫石錘にあるように考えられる。

今後、縄文時代前期末から中期初頭にかけて遺跡の報告例が増加することで、上述 したことを踏まえて当

該期の社会的な様相 を捉えていくことが検討課題として挙げられる。

第Ⅱ章で使用した引用・参考文献

(こ こでは財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターを岩文埋とする。)

北上市教育委員会1983『滝ノ沢遺跡』北上市文化財調査報告第33集

北上市教育委員会1990F滝 ノ沢遺跡Ⅱ』北上市文化財調査報告第60集

北上市教育委員会1991『滝ノ沢遺跡Ⅲ』北上市文化財調査報告第63集

岩手県教育委員会2001『岩手県遺跡台帳』

岩文埋1994『 煤孫遺跡』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書196集

岩文埋1995『鳩岡崎上の台遺跡』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書240集

岩文埋2001『清水ヶ野遺跡」岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書351集

岩文埋2002『新田遺跡』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書405集

岩手県1974『 北上山地系開発地域 土地分類基本調査』
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第 1表 周辺遺跡一覧 (1)

No 遺 跡 時代 出土遺物 住所 備 考

l 道ノ上長根 I 平安 須恵器 滑田 3地割

2 道ノ上長根 Ⅱ 平安 須恵器 滑田 3地割

3 道ノ上長根Ⅳ 平安 土師器、須恵器 滑田 4地割

道ノ上長根 V 平安 土師器、須恵器 滑田 4地割

5 道ノ上長根Ⅵ 平安 土師器、須恵器 滑田 4地割

6 新平 縄文 平安 中世 縄文土器 土師器 堀 新平 2地割 一部県指定 (1963/12/24)

7 長 根 縄 文 フレーク 滑田 2地割

8 渋 田 奈良～平安 土師器 滑田14地割

9 新平屋敷 近 世 環漢 新平 2地割

芦萱 縄文・平安 縄文土器、土師器、須恵器 新平 4地割

持川 旧石器 石 斧 滑田14地割

谷地館 中世 ? 藤根下中野

高畑 平安 土師器、須恵器 滑田12地割

下糠塚古館 近 世 堀 跡 滑田19地割

横堰 エ 平安 土器、石鏃 滑田20地割

横堰 I 縄文 奈良 平安 縄文土器、土師器、須恵器 滑 田 20地 割

鳩岡崎高台 縄文・平安 土師器、須恵器 鳩岡崎 3地割

鳩岡崎上の台 縄文・平安 縄文土器、土師器 鳩岡崎 1地割 平成 5・ 6年度調査

藤沢 奈良・平安 縄文土器、土師器、須恵器 飯豊町字藤沢第12地割

平安 須恵器 鴻岡崎

鳩岡崎三館 平安 。中世 縄文土器、土師器、須恵器、堀、郭 鳩岡崎 2地割

中通 り I 平安 土師器 滑 田13地割

中通 りⅡ 平安 土師器 滑田13地割

荒屋 ] 平安 土器、土師器 藤根長清水、滑田 9地割

長清水 Ⅲ 縄文、平安 縄文土器、土師器 藤根長清水

長清水Ⅳ 縄 文 縄文土器、石器 藤根長清水

折橋 縄文 平安 土師器、フレーク 滑田 9地割

荒屋 Ⅱ 奈良・平安 土 師器 上江釣子 3地割

清水 平安 土師器 滑田 9地割

和野 奈 良 土師器、竪穴住居跡 上江釣子 8地嘗」

田代 (田 代主殿屋敷) 中 世 古銭 、堀跡 上江釣子10地割

野崎 I 平安 土師器 鳩岡崎 1地割

中田 平安 土師器 北鬼柳 2地割

野崎 ] 平安 土師器 鳩岡崎 1地割

清水端 奈良・平安 土師器 北鬼柳 7地割

36 曽山 I 平安 土師器、須恵器 北鬼柳 5地割

37 曽山Ⅱ 平安 土師器、須恵器 北鬼柳 5地割

38 蒲谷地 I

40 藤沢窯跡群 平安 須恵器 黒沢尻町字2-81周 辺

常盤台 平安 土師器、須恵器 常盤台

五輪壇 中世 土壇、周溝 二子町字南 田

南 田 縄文 縄文土器 二子町字南田

44 明神 I 古代 土師器 二子町宇明神

下春木場 縄文 縄文土器、竪穴住居跡 飯豊町

二子一里塚 近 世 二子町字高屋 S40、 3県指定史跡

4i 高屋 I 古代 須恵器 二子町字高屋

48 堰向 I 縄文・古代 土師器、須恵器、石匙 二子町字堰向端
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第 2表 周辺遺跡一覧 (2)

No 遺 跡 時代 出土遺物 住所 備考

49 鳥喰 Ⅱ 古代 土師器 二子町字鳥喰

鳥喰 I 古代 土 師器 ・須恵器 二子町字蔦喰

堰向 Ⅱ 古代 土 師器  須恵器 二子町字堰向 平成15年度調査

西川 目 古代 土師器・須恵器 二子町字鳥喰 平成15年度調査

明神 Ⅱ 古代 土師器 二子 町

中島 古代 土師器 二子町字中島

岡島 古代 土師器・須恵器 二子町字岡島

高屋 Ⅱ 古代 須恵器 二子町字野 田

野田 Ⅱ 縄文 フレーク 二子町字野田

野田 I 弥生・縄文・古代 縄文土器(後 晩期)、 弥生土器、土師器、須患器 二子町

上 野 二子町

中居俵 I 二子 町

上川端 Ⅱ 古代 土師器 二子 町字上川端

千XU 平安 弥生上器、土師器、須恵器 二子町字千メU

黒沢尻上野町住宅 平安 土師器 上野町

黒沢尻北高グラウンド 平安 土師器、須恵器、鎌、砥石 常盤台

梨子山 縄文 縄文土器 (中 期 ) 黒沢尻町字里分第 2地割

蟹 沢 二子町

小鳥崎館 (館 山) 中 世 堀、帯郭 黒沢尻町字小鳥崎

小鳥崎 縄文 縄文土器 黒沢尻町字小島崎

荒屋 Ⅱ 平 安 須恵器 上江釣子 2地割

荒屋Ⅳ 平安 土 師器 上江釣子 4地割

71 荒屋 V 平安 土師器 上江釣子 4地割

71 喜左工門田 平安 土師器 上江釣子 16地割

下谷地 平安 土師器、木製品 上江釣子 13地害〔

朴島V 平安 土師器、須恵器 北鬼柳11地割

朴島 I 平安 土師器、須恵器 北鬼柳11地割

朴島Ⅱ 平安 土師器、須恵器 北鬼柳11地割

荻島 平安 土師器、木製品 北鬼柳10地割

朴 島 平安 土師器、須恵器 北鬼柳10地割

三枚橋 平安 土師器、須恵器 北鬼柳10地割

柳 田 平安 土師器 北鬼柳 6地割

蒲谷地 Ⅱ 縄文・奈良～平安 縄文土器 石器 土師器 須恵器 町分 4地吉」

下江釣子羽場 奈良 平安 土師器 下江釣子15地割

江釣子城 中 世 堀、複郭 上江釣子17地割

妻川 平安 土師器・須恵器 下江釣子16地割

江釣子宿 平安 土師器・須恵器 下江釣子16地害じ

江釣子館 中世 堀、単郭 下江釣子16地割

五粂丸館 中世 堀跡、土墨 下江釣子16地割

本宿羽場 余良・平安 土師器 上江釣子19地割

本宿 縄文・奈良 縄文土器、土師器 上江釣子19地割

五条丸 I 奈良 土師器 上江釣子 20地割

五条丸古墳群 古墳・奈良 古墳、鉄刀、ガラス玉、土師器 上江釣子20地割

五条丸 Ⅱ 奈良 土師器、須恵器 上江釣子20地割

上藤木 平安 土 師器 北鬼柳14地割

猫谷地古墳群 古墳・奈良 古墳、鉄刀、ガラス玉 上江釣子10地割

入幡古墳群 古墳 奈良 古墳 北鬼柳 21地割
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第 3表 周辺遺跡一覧 (3)

遺 跡 時代 出土遺物 住所 備考

人 幡 奈良・平安 土師器、竪穴住居跡 北鬼柳21地割

高橋 平安 土師器、竪穴住居跡 北鬼柳19地割

鳥海柳 奈良・平安 土師器、須恵器 北鬼柳22地割

大 曲西 平安 土師器、須恵器 大通り2丁 目

諏訪神社境内 平安 土師器 諏訪町 1丁 目

和 鋒 縄 文 縄文土器 (中 期 ) 幸 町

方人丁館 平安 川岸、黒沢尻町字里分第14地割

牡丹畑 縄文・平安 縄文土器 (後・晩期 )、 須恵器 黒沢尻町字里分第12地害U

102 横 町 縄文 縄文土器 黒沢尻町字立花

103 九年橋 縄文 縄文土器 (晩期)、 石器、竪穴住居跡 九年橋 3丁 目

104 黒沢尻柵 (安倍館 ) 平安 竪穴住居跡、須恵器、堀 黒沢尻町字中川岸

立花南 平安 土師器・須恵器 立花10地割

立花館 (館 ) 平安 土師器 黒沢尻町字立花

107 館 Ⅱ 縄文 縄文土器 (中期 ) 黒沢尻町字立花

館 I 縄文 縄文土器 (中期 ) 黒沢尻町字立花

館 Ⅳ 縄文 縄文土器 黒沢尻町字立花

立花小学校下 縄 文 縄文土器、打製石斧 黒沢尻 町字立花

館 V 縄文 縄文土器、打製石器 黒沢尻町字立花

イヽ寺 縄文 平安 須恵器、 フ レー ク 岩崎福岡

高 団坂 縄文 。平安 縄文土器、土師器、須恵器 岩崎高田

114 刀ヽ 平 縄 文 平安 縄文土器、土師器、須恵器、尖頭器 岩崎福田

伍大坂 Ⅱ 縄文・平安 石器、土師器 岩崎蒼前

伍 夫坂 I 中 世 石塚、土星 岩崎蒼前

117 欠ノ下台地 平安 方形周溝墓、布目瓦、須恵器、土師器、発 岩山奇欠ノ下

六軒 縄文 縄文土器 (晩期 )、 土師器 鬼柳町字上鬼柳六軒

里オヽ屋 平安 土師器、須恵器 岩崎里小屋

120 柳 上 平安 土器、土師器、須恵器 鬼柳町字上鬼柳六軒

三十人町 ] 平安 土師器 相去 町字下三十人町

122 三十人町 I 平安 相去町字三十人町

123 上成沢 平安 土師器、須恵器 相去町字上成沢

124 成沢 平安 土師器、砥石 相去 町字成沢

成沢 Ⅱ 縄文 平安 縄文土器・土師器 須恵器 相去町成沢

下成沢 I 平安
槌又土誘 (早・ 甲 後・ 明期 ,

十師器、痴燕栞、候達 相去 町字下成沢

127 下成沢 Ⅱ 旧石器
石皿、サイフ形石器

相去町字下成沢

葛西壇 平安 竪穴住居跡、土師器 相去町字葛西壇

高前田 平安 竪穴住居跡、土 師器、須恵器 相去町字下高前田

鹿島館 (羽場館 ) 中世 堀、土塁、郭 鬼柳町字宿

丸子館跡 縄文～弥生 平安 中世 縄文 弥生土器 土師器・須恵器す陶磁器

滝の沢地区 縄 文 縄文土器 (晩期 )、 竪穴住居跡 鬼柳町字上鬼柳14 17

高前壇 I 平安 土器、土師器、須恵器 相去町字高前壇

高前壇 ] 平安 土器、土師器、須恵器 相去町字高前壇

大堤 平安 土師器、須恵器 相去町大堤

蒼前森 平安 土師器・須恵器 相去町蒼前森

中筋 平安 土師器・須恵器 大堤南二丁 目

南館 縄 文 近世 縄文土器 (晩期 )、 墳墓 (江戸 ) 相去町字門覚

観音館 中世 鬼柳町字白装

鬼柳西裏 平安 鬼柳町字町分

―- 12 -―



第 4表 周辺遺跡一覧 (4)

No 遺 跡 時代 出土遺物 住所 備 考

西 野 平安 土師器 相去町字西野

142 陣 ケ岡 中世 稲瀬 町

143 展勝 地 平安 稲瀬 町

144 西谷 平安 稲瀬町字内門岡

目見山廃寺(僧館 曽館) 平安 土師器、須恵器、三郭、堀 稲瀬町字内門岡 S446県 指定史跡

新館 (六原新館 ) 中近世 土塁、堀 六原新館

147 天神社

148 上大谷 地 平安 竪穴住居跡、土師器、 相去町字上大谷地

土井 平安 相去町

相去城 (鶴野館 ) 中世 堀、主郭、空堀、土塁、腰郭 相去町字山根

平林 I 平安 土師器、須恵器 相去町宇平林

平林 Ⅱ 平安 相去町字平林

松 の木 古代 土師器 相去町字松の木

小糠沢 縄 文 縄文土器 (中 期 )、 須恵器 相去町字小糠 沢

八木畑 平安 土師器、須恵器 相去町字人木畑

男 山 縄 文 縄 文土器 稲瀬町岩脇

岩脇 縄 文 縄文土器、石器 稲瀬町字岩脇

上 台 平安 竪穴住居跡、土師器 稲瀬町字上台第223地宮」

斉羽場館 縄文・ キ日石器・ 中世
縄 文土器 (早期 )、 吹切沢、旧石器、
石錐、 チイフ、堀 稲瀬町字下門岡

縄 文 縄文土器、剥片 稲瀬字金附

相 田 縄文 稲瀬町字内門岡

館 平安 相去町字山根

梨の木 平安 相去町字山根梨の木

164 岩の 目館 中 世 堀 切 4H去町字岩の目

和 田尻 縄文 縄文土器 (晩期 ) 相去町字和田尻

和田前 縄文 縄文土器 (晩期 ) 相去町

縄文 縄文土器 稲瀬字金附

馬場崎 平安 土師器、須恵器 稲瀬町字馬甥崎

樺 山 縄文 縄文土器 (中 期 ) 稲瀬町字大谷地 S547 県指定史跡

下門岡ひ じり塚 中 世 墳丘、周溝 稲瀬町字水越 S46 県指定史跡

ふくべ堤北 縄文

赤石 奈良・平安 土師器、須恵器 六原赤石

ニ ッ堤

174 六原森合

ニ ノ町 縄文 平安 縄文土器、土師器 六原ニ ノ町

道所森館 近世 平場、土塁 六原道所森

178 北田中 縄文 縄文土器、石器 西根改断

179 前稗沢 奈良 平安 土師器、須恵器 北上市相去町

180 北荒巻 縄文土器 西根荒巻北

花沢 縄文土器 三ケ尻花沢

182 瘤木 縄文土器 三ケ尻瘤木

183 西 浦 縄文土器 三ケ尻西浦

184 後生平 縄文土器 三ケ尻後生平

185 東浦洞穴 三ケ尻東浦

186 沢 野 縄 文 縄文土器、石器 黒沢尻町字立花

187 館 ] 縄文 縄文土器 (中 期 ) 黒沢尻町字立花
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第Ⅲ章 野外調査と室内整理

1.野外調査の方法

1)調査区設定

グリッド設定については、1987年度の北上市教育委員会によって設定されたものに従い行っている。設定

の経緯については「滝ノ沢遺跡Ⅲ」 (北上市教育委員会1991)に 詳細に報告されているので参照願いたい。よ

って座標値は日本測地系の平面直角座標 (第 X系)に よるものである。

ここでは簡単なグリッド設定方法と本遺跡のグリッドについて記述する。今回の発掘調査におけるグリッ

ド設定は滝ノ沢遺跡で使用されているものをそのまま本遺跡にも姑応させ、現存する基準点から回して以下

に示した基準杭及び補点を設置した。下記の表は本遺跡の調査を行った際に打設した基準点 2点、補点 4点

の計 6点の数値を表記しておく。なお今回の報告においては、先行する「滝ノ沢遺跡」で得られている成果

と対比するため日本測地形の数値のまま報告を行っており、それに伴う緯度や経度も変換していない。

第 7図 グリッド配置図

X Y H グ リ ツ ド名

基準点 1 ‐81845.000 23243.000 77.226 G K80南東隅

基準点 2 -81895,000 23243.000 79,058 F S8研打東隅

補点 1 -81896.000 23237.000 78.721 F S78君 g男臣F潟

補点 2 -81929.000 23237.000 79.569 F H78南東隅

補点 3 ‐81971.000 23228.000 79.400 E S75南東隅

補点 4 ‐81989,000 23228.000 79.550 E M75南東隅
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2)表土掘削・遺構検 出・精査 。遺物の取 り上 げ方

粗掘 りは入力により任意に数力所設定した トレンチを掘 り下げ、堆積状況や遺物包含状況、遺構検出面の

確認を行った後、 G F77～ 81グ リッドより南は重機を用いて掘 り下げを行った。また、それより北は砕石に

よる盛上のみ重機で掘削を行い、表土から遺構検出面まで人力により掘り下げた。

遺構検出は、表土を除去した面及び遺物包含層の層界を両刃鎌で行った。

遺構精査は検出された遺構を適宜 2分法・ 4分法を使い分けて行い、必要な記録は野帳や図面等に記録し

た。また、遺構の精査ではサブトレンチを積極的に利用し、正確な遺構の把握に務めた。

各遺構からの出土遺物の取り上げ方は、「埋土」・「床面」に分けて行い、観察表中でも同様に表記してい

る。

遺物包含層は、精査当初にG H78か ら西壁に沿って北側に向かって トレンチを入れ、層位 と遺構検出面及

び遺物出土状況をそれぞれ確認 した。遺物取 り上げの際に、出土層位の確認を行 うために78と 79グ リッドの

境、GMと GNの境とGKと G」 との境に約50cm幅のベルトを「キ」状に設定し、 6m四方で土層断面を網

羅できるようにした。それぞれのグリッドにおいて各層を複回数掘り下げ、出土遺物を柱状に残しながら、

その都度層位を確認し遺物の取り上げを行う。本来ならば地山までベルトを残しながら掘り下げ作業を進め

たかったが、土捨て場などの関係から起こる作業の制約から複数回掘り下げ各層界を検出した後、ベルトを

除去し再度次の層界までベルトを残すようにして掘り下げた。遺構検出は各層界において行い、包含層中に

おいて遺構が確認されればその都度精査を行っている。掘り下げは、表土であるI層はスコップ、Ⅱ層以下

は移植箆により行った。

3)実測

遺構の平面実測は、簡易遣り方測量と平板測量で作成している。縮尺は竪穴住居や焼土遺構、土坑、柱穴

類は原則として 1/20、 埋設土器や配石遺構は 1/10、 溝や調査区などは1/40で作成し、その他は必要に応じ

て任意の縮尺を用いた。

4)写真撮影

写真撮影は、35mm判 カメラ2台 (モ ノクロ。リバーサル)と 6× 9cm判 カメラ1台 (モ ノクロ)を使用

し、遺構や遺物の検出状況や出土状況に応じて行っている。

5)広報活動

埋蔵文化財に対する啓蒙普及活動の一環として、調査成果を公開する現地説明会を平成14年 11月 20日 に開

催し、約30名 が参加している。

2.調査の経過

9月 2日 :器材搬入し現場設営開始。

9月 3日 :G F77グ リッドより以南の調査区東壁側を試掘開始。

9月 4日 :E N77グ リッドから北に向けて重機により掘削開始。

9月 19日 :調査区内の重機による掘削を終了。調査区北端 (GI～ Oグ リッド)の包含層精査開始。調査区

西側にトレンチを入れ遺物出土層位を確認。

9月 24日 :基準点設置業務完了。

10月 15日 :調査区南端 。中央部の柱穴完掘状況の写真撮影が終了し、F179グ リッドより南側の調査区は精

査終了。
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10月 8日

10月 30日

11月 6日

11月 18日

11月 20日

11月 22日

11月 25日

12月 5日

12月 6日

F R78グ リッド付近で陥し穴を検出。

1号溝精査中に 1号竪穴住居を確認。

Ⅱ～Ⅲ層掘り下げ中に埋設土器や配石遺構を検出。

Ⅲ層上面にて 4。 5号竪穴住居を確認①

午後現地公開を行う。 (約30人参加)

調査区北側において地山までの掘 り下げを終了する。焼土や土坑、柱穴等を複数確認し、精査及

び図面作成開始。

委託者・生涯学習文化課 。当センターによる終了確認を行う。

調査区北側の包含層範囲の写真撮影を終了。

調査区北側の平面図作成業務が終了。午後現場撤収。

3.室内整理の方法

1)作業手順

取 り上げた遺物は全てセンターに持ち帰 り、水洗、注記、重量計測と平行して遺物の接合復元し、石膏入

れ作業を行った。選別後に本報告書掲載遺物の登録、実測、遺物写真撮影、遺構・遺物の トレースを順に行

い、図版及び観察表を作成した。また、先述した作業と平行して原稿執筆、各鑑定分析を行い報告書に掲載

している。

2)遺構

遺構図版はスケール・縮尺率を付しており、一部例外があるものの以下の縮尺を原則としている。

竪穴住居方位は 1/40、 配石遺構や埋設土器は 1/20、 焼土や土坑は 1/40、 溝は 1/60である。第X系の北

を示している。方位がないものはグリッドでその方角を示している。

遺構配置図は、調査区が南北に細長いことから、遺構が検出できた範囲に限定し掲載している。その結果、

遺構配置図が掲載されていない範囲については、遺構検出面まで攪乱を受け遺構が存在 していないことを意

味している。その遺構配置図は 1/範で作成し、 1/80で報告した。

3)遣物掲載基準・縮尺

土器実測は原則として立体土器を中心とし、復元できないものは口縁部を中心に、体部は文様を含むもの、

底部は底径が出せるものに限って行っている。石器は定形石器を中心に行い点数が多いため類型化し、それ

らの中から完形品を中心に掲載している。また、土製品及び石製品は全て図化している。原則としてはこれ

が全てではなく、遺構内外共にできる限り図化するように務めた。ただし、このような基準から土器と石器

の掲載比率が一部悪くなってしまった箇所ができてしまったことはお詫び申し上げる。

掲載遺物の縮尺率は以下に記す。土器は 1/3、 土製品は 1/2と した。剥片石器は8cm以下は4/5、 そ

れ以上は2/3、 石核・礫石器は 1/3を基本としている。また大きさに合わせて適宜縮尺を変えており、各

図版ごとに縮尺を示している。

写真図版の縮尺は基本的に遺物図版と同じものを使用するように務めているが、土器と礫石器は 1/3、 剥

片石器は2/3を使用している。
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4. 凡 例

。遺構名称については、遺構配置や観察表中にのみ以下の略号を付している。

竪穴住居 :SI  埋設土器 :SR  配石遺構 :SQ  焼土 :SX  土坑 iSK  溝 :SD

ただし、遺構配置図には柱穴は番号のみ付している。また本報告用に新番号に振 り直し報告している。そ

の際には新番号脇に旧番号を付しているが、整理時には旧番号を用いており、室内整理における遺物の注記

などの変更を行っていない。

・観察表中に用いている「調査区一括」とは、調査区北端の包含層中のGI～ Oグ リッドを表した言葉であ

り、発掘調査及び整理作業時に帰属不明となった資料である。

・基本層序に伴うローマ数字、遺構に伴う記載はアラビア数字を使用している。

・観察表中に用いた (○)は欠損による最大値を、〔○〕は推定値を表している。すべて (cm)である。

・石器石材を以下のようにに略す。

頁岩・・Sh、 凝灰岩・・Tu、 黒曜石・・Ob、 赤色貢岩・・Rsh、 泥岩・。Sユ、玉髄・・C ha、 珪質頁岩・・S sh、

馬璃・・Aga、 デイサイト・・Dac、 蛇紋岩・。
S er、 礫岩・・Gra、 安山岩・。An、 砂岩・・S an、 滑石・・Ta、

ホルンフェルス・・Ho、 粘板岩・・S la、 石英・・Qua、 角礫岩・・B re、 凝灰角礫岩・・T.B re、 花闘岩・・Gra、

珪化木・・Ke、 石英安山岩・・Quan、 ひん岩・・P or、 斑掘岩・・Gab、 細粒斑糖岩・・G rb、 松脂石・・P五、

閃緑岩・・Dlo、 細粒閃緑岩・・dio、 花闘岩緑岩・・G dio、 花南閃緑岩・・GranO、 花簡斑岩・・Grapo、

軽石・・Pum、 熔岩・・L av、 流紋岩・・R hy、 石英ひん岩・・Qu,por

・遺物番号の下に掲載しているローマ数字は層位、アルファベットは上記の石材の略号を表している。

また、本報告書では以下の凡例を使用している。

卜 b―引卜C]
―

a―

ｉ

ｃ

レ多影影多 磨面 翻  
敲打涙

鰯  
日痕 ‖祉冊‖Ⅲ  滞痕

第 3図 凡例
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第Ⅳ章 土器・石器分類

今回の報告では、遺構出上の遺物と包含層中の出土遺物はほぼ同時期であることから、それぞれから出土

した土器と石器を同一分類基準のもとに扱う。

1.土器分類

土器の器形は深鉢、浅鉢、ミニチュア土器に大別し、各器形上の特徴からのように分類基準を設定してい

る。

深鉢 :I類

A類 :顕部が「く」の字状にくびれ、日縁は外反ないし外傾し、胴部は膨らむもの。胴部径が頸部径と口縁

部径より大きいもの。

1.胴部中央より上半部に胴部最大径があるもの。

2.胴部中央より下半部に胴部最大径があるもの。

B類 :頸部が「く」の字状にくびれ、日縁は外反ないし外傾し、胴部は膨らむもの。胴部径が頸部径より大

きく口縁部径より月ヽさいもの。

1.胴部中央より上半部に胴部最大径があるもの。

2.胴部中央より下半部に胴部最大径があるもの。

C類 :胴部が球状に膨らみ、日縁部は外傾、胴下部は円筒 。円錐台状を呈する。頸・胴部にそれぞれくびれ

をもつ。

D類

E類

F類

所謂

G類

浅鉢

A類

B類

ノ沢遺

ミニチュア土器 :Ⅲ類

小形の土器の総称である。

胴部上位に膨らみをもち、頚部で緩やかにくびれ口縁部が外傾するもの。

胴部が膨らみ最大径をもち、日縁部がやや内湾ないし内傾してすぼまるもの。

胴部が筒状もしくは開き気味、頸部で「く」の字状ないし緩やかにくびれ、日縁部は外傾するもの。

「朝顔型」も含む。

底部から口縁にかけて外反ないし外傾するもの。ほIP筒状を呈する。

1.口縁部まで外反ないし外傾するもの。

2.口縁部のみ小さく外反するもの。

:Ⅱ 類

底部から内湾気味に立ち上がり、胴部から口縁まで直線的に立ち上がる。ボウル状の形状を呈する。

外傾 して立ち上がる。日縁部まで残存するものが存在していないが、底部でA類とは区分できる。滝

跡 (北上市教育委員会1983.1991)を 参考にすると鉢状を呈するものの底部であると思われる。
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2.石器分類

本遺弥からは石鏃・尖頭器 。石箆・石錐・石匙・スクレイパー類・不定形石器・楔形石器・石核 。打製石

斧・磨製石斧・石錘・礫石器などが出土している。それぞれ各石器について下記のような分類基準を設定し

ている。

石鏃

石鏃は「扁平で左右対称で、先端部を形成した 5cm未満のもの」を対象としている。平面形状及び基部形

状で下記のように分類でき、さらにその中で細分している。ただし例外として 5cm以上でも、尖頭器のよう

な形状を持たないものは未製品の可能性があることから石鏃として扱っている。

I類 :有茎鏃。有茎であり、尖頭部と基部との境が明瞭なものである。

1.基部が尖頭部より短いもの。

2.基部が尖頭部より長いもの。

Ⅱ類 :尖基鏃。平面形状が柳葉形を呈し、有茎であるが尖頭部と基部の境が不明瞭である。長さが 5cm未満

のものとした。

Ⅲ類 :平基無茎鏃。基部側が平坦なもので、尖頭部と基部の境が存在しないもの。その平坦部の調整の有無

で細分できる。平面形状が三角形や二等辺三角形を呈する。

1.二次加工が施されているもの。

2. 二次加工が施されておらず、素材の縁辺がそのまま残されているもの。

凹基無≧鏃。基部が調整加工により扶 りが入 り、形成されているもの。長幅比とその扶 りの深さで細

る。 (扶 りの深さは、扶 り/幅で算出している。27頁参照。)

長さが幅の1.8以上で、快 り/幅が 1/3以上のもの。

長さが幅の1.8以上で、快 り/幅が 1/3以下で、快 り部分が直線的なもの。

長さが幅の1.8以上で、快 り/幅が 1/3以下で、袂 り部分が三角形ないし丸味帯びるもの。

長さが幅の1.8以下で、扶 り/幅が 1/3以上のもの。

長さが幅の1.8以下で、扶 り/幅が 1/3以下で、扶 り部分が直線的なもの。

長さが幅の1,8以下で、快 り/幅が 1/3以下で、扶 り部分が三角形ないし丸味帯びるもの。

円基鏃。二次加工により基部側が円形を呈するもの。

Ⅳ類

分でき

Ⅵ類 :未製品ないし欠損品と捉えれるもの。剥離が粗雑なものであるが、その形状は三角形ないしティアド

ロップ形状を呈する。

尖頭器

尖頭器は、「5cm以上のものを対象とし、基本的には扁平縦長で一方の先端に鋭い先頭部をもつ石器」で

ある。平面形は柳葉形かそれに近い形態を呈する。今回は石鏃のH類は形状から判断すると本石器に含まれ

るものがあるが、大きさをその基準として区分しただけである。

2.

3.

4.

5.

6.

V類
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箆状石器

箆状石器は、「器中軸線で左右対称となり断面形状がカマボコ 。菱形・台形・凸レンズ状で、平面形が撥

形 。長方形 。小判形・長楕円形を呈し、一端ないし両端に刃部が形成された石器」を対象としている。平面

形状などで分類 を行っている。刃角は最小値～最大値を計測している。

ここでは平面形状を以下のように扱う。

撥形～細い基部から刃部へ幅が広がり、基本的には刃部付近に最大幅があるもの。

長方形～刃部と基部の幅に差がなく、両側縁がほぼ平行なもの。刃部が直線ないし弱い外湾を呈する。

小判形～両端が外湾し両側縁がほぼ平行し、最大幅が中央付近にあるもの。長/幅が2.6未満のもの。刃部は

強いタト湾を呈する。

長楕円形～両端が九味が強く両側縁はほぼ平行で、長/幅力遊6以上のもの。

I類 :平面形が撥形を呈するもの。刃部の作出方法により細分している。

1.刃部は両面加工により形成されている。

2.刃部は片面加工により形成されている。

Ⅱ類 :平面形が長方形を呈するもの。

Ⅲ類 :平面形が小判形を呈するもの。断面形状により細分している。

1.二次加工により両面体が形成されており、断面形状が凸レンズ形を呈している。

2.二次加工により両面体を形成されているが、基本的には素材腹面から剥離を行っているため断面形状

は蒲鉾形を呈している。

Ⅳ類 :平面形が長楕円形を呈する。刃部及びその周辺に細かい二次加工が施されている。二次加工及び断面

形状により細分している。

1.断面形状が凸レンズ状を呈する。先端及びその周辺に二次加工が施されている。

2.器面全体が粗雑な剥離により形成され断面形状が菱形を呈する。刃部付近にのみ細かな二次加工が施

されている。

V類 :未製品ないし欠損品と捉えれるもの。粗雑な剥離により両面体を形成し、断面は三角形及び台形、平

面形はU字ないしV字形を呈する。両端に刃部が形成されていないことから石核やスクレイパー類の可能性

もあるが粗雑な加工により形成されていることから、製作段階による廃棄と考えたため本類で扱うこととし

た。

トランシェ様石器

素材剥片の縁辺を刃部を設け基部側に二次加工を施し、平面形が台形状を呈している石器である。

石匙

石匙は「両側辺から快 りを入れつまみ部を一端に作出し、二次加工により片側ないし両側に刃部が形成さ

れた石器」を対象としている。そのつまみ部の中軸線と刃部の交わる角度によって分類を行っている。刃角

は最小値～最大値を計測している。

I類 :縦型 =中軸線と最も長い刃部が平行する縦長のもの。

1.つ まみ部及び刃部は両面に二次加工が施され、刃部の 2側縁が外側に膨らみ左右対称のもの。
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2.刃部は両面に二次加工が施され、刃部の 2側縁が直線的で柳葉形を呈し急斜度の先端部を作出してい

るもの。

3.刃部は片面より二次加工が施され、 1側縁に作出されているもの。平面形は素材剥片の形状を大きく

残しているため定形化されておらず、断面形は三角形や台形を呈し、 4類より厚みがある。

4.刃部は片面より二次加工が施され、 2側縁に作出されているもの。刃部はやや外側に膨らむか直線的

である。平面形が定形化し、断面形は三角形か台形状を呈し、 3類に比べ厚みがない。

5。 刃部は片面より二次加工が施され、両側縁の刃部と直交する末端部に刃部が形成され、 3側縁に刃部

が作出されているもの。平面形状は台形状を呈する。

6.刃部は両面より二次加工が施され、平面形が不定形なもの。

Ⅱ類 :横型 =中軸線と最も長い刃部がほぼ直交する横長のもの。

1.刃部は両面に二次力H工が施されたもの。

2.刃部は片面より二次加工が施されたもの。

Ⅲ類 :斜型 =中軸線と最も長い刃部が交差するもの。その交差角度で大きく2つ に分類できる。

1.交差角度力認0～ 35度の範囲内に含まれるもの。

2.交差角度がち～65度の範囲内に含まれるもの。

Ⅳ類 :未製品ないし欠損品と捉えられるもの。

石錐

両側縁から二次加工を施し、両面加工された錐部 (先頭状の端部)を有する石器である。断面形状が三角

形や菱形を呈し、つまみ部と錐部によって細分される。

I類 :つ まみ部の縁辺と錐部に両面加工が施され、特に錐部の断面は菱形を呈する。つまみ部と錐部との比

が同じかつまみ菩呂が長い。

Ⅱ類 :棒状の錐部のみでつまみ部が存在しないもの。断面は菱形を呈する。ここで該当する石器は 1点のみ

である。それはつまみ部が破損しているものの錐部がつまみ部に向い幅が広がらず、錐部全体に二次加工が

施されていることから、他類とは区分できるものと判断したため本類に合めている。

Ⅲ類 :二次加工が施されていないつまみ部を有し、錐部の断面形状を三角形を呈する。つまみ部と錐部の比

は錐菩Бが長ヤヽ。

Ⅳ類 :剥片の側縁に二次加工を施して錐部のみが形成され、錐部の断面は菱形を呈する。

ス クレイパー類

今回ここでスクレイパー類として扱うものは、二次加工が施されている石器の中から1側縁の半分以上に

二次加工により刃部が形成されている石器のみを抽出し、それらの中から下記のような基準により分類した。

それらの中には所謂スクレイパー・掻器・削器を一括して扱い分類作業を行った。分類作業は大きくは剥片

への刃部形成箇所で行い、作出方法でさらに細分している。刃角は最小値～最大値を計測している。
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I類 :二次加工により1側縁に刃部が形成されている石器。

1.素材腹面から背面にかけて二次加工が施され、背面に刃部が形成されているもの。

2.素材背面から腹面にかけて二次加工が施され、腹面に刃部が形成されているもの。

3.両面に刃部が形成されているもの。

Ⅱ類 :二次加工により両側縁に刃部が形成されている石器。

1.素材腹面から背面にかけて二次加工が施され、背面に刃部が形成されているもの。

2.素材背面から腹面にかけて二次力E工が施され、腹面に刃部が形成されているもの。

3.両面に刃部が形成されているもの。

4.1・ 2類の加工により刃部が形成されているもの。

Ⅲ類 :二次加工により剥片末端部に刃部が形成されている石器。

1.素材腹面から背面にかけて二次加工が施され、背面に刃部が形成されているもの。

2.素材背面から腹面にかけて二次加工が施され、腹面に刃部が形成されているもの。

3.両面に刃部が形成されているもの。

4。 1・ 2類の力日工により刃部が形成されているもの。

Ⅳ類 :二次加工により剥片の一端にのみ刃部が形成されている石器。

剥片の一端に形成された刃部は急角度である。

V類 :二次加工により打面及び打面以外の周縁に刃部が形成されている石器。平面形状は円形ないし楕円形

を呈する。

1.素材腹面から背面にかけて二次加工が施され、背面に刃部が形成されているもの。

2.素材背面から腹面にかけて二次加工が施され、腹面に刃部が形成されているもの。

3,両面に刃部が形成されているもの。

Ⅵ類 :二次加工により1側縁及び剥片末端部に刃部が形成されている石器。「 J」 字状を呈する。

1.素材腹面から背面にかけて二次力Π工が施され、背面に刃部が形成されているもの。

2.素材背面から腹面にかけて二次力H工が施され、腹面に刃部が形成されているもの。

3.1・ 2類の加工により刃部が形成されているもの。

4.刃部が両面に形成されているもの。

Ⅷ類 :二次加工により2側縁及び剥片末端部に刃部が形成されている石器。「U」 字状を呈する。

1.素材腹面から背面にかけて二次加工が施され、背面に刃部が形成されているもの。

2.素材背面から腹面にかけて二次加工が施され、腹面に刃部が形成されているもの。

3.1・ 2類のカロ正により刃部が形成されているもの。

4。 両面に刃部が形成されているもの。

Ⅷ類 :二次加工により剥片の両端に刃部が形成された石器。

1.素材腹面から背面にかけて二次加工が施され、背面に刃部が形成されているもの。

2.素材背面から腹面にかけて二次加工が施され、腹面に刃部が形成されているもの。

Ⅸ類 :欠損品。
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不定形石器

不定形石器は縁辺に二次加工を有するものでスクレイパー類の規定から外れ、二次加工が縁辺の一部もし

くは半分以下に形成されているものと微細剥離が認められるものをここで扱う。

I類 :剥片の 1縁辺に連続した片面方向から二次加工による剥離を有する石器。スクレイパーの分類に該当

しないものはここに含まれる。

1.連続もしくは部分的に形成されているもの。

2.複数力所に形成されているもの。

Ⅱ類

Ⅲ類

Ⅳ類

1.

2.

V類

複数の縁辺に二次加工による剥離を有する石器。

1縁辺に両面から二次加工による剥離を有する石器。

剥片の縁辺に扶 り (ノ ッチ)を有する石器。

片面に二次加工が施されているもの。

両面に二次加工が施されているもの。

両面に刃部とは異なる剥離が施され、両面体を形成している石器。スクレイパーの I・ Ⅱ-3類に含

まれないものである。

1.細かい剥離面が素材腹面に形成されているもの。

2.大きな剥離面が素材腹面に形成されているもの。

Ⅵ類 :微畑剥離痕が認められる石器である。

異形石器

異形肩器は二次加工により形成された他の分類に含まれない形状を呈する石器である。釣針状石器や石錘

を模倣したもの、2つ以上の突起を有するもの等がある。

楔形石器

楔形る器は2つの側縁から互いに向き合う方向の両端剥離が表裏面に生じている石器である。

I類 :上下の一対の両極剥離痕を有するもの。

Ⅱ類 :上下左右の二対の両極剥離痕を有するもの。

石核

剥片剥離作業が認められた石器である。

打製石斧

「敲打 。剥離によって仕上げられた石斧」である。素材・平面形態 。断面形態 。二次加工で分類を行って

いる。

I類 :扁平な円礫を使用し両面に自然面を残しているもの。

Ⅱ類 :剥片を素材として使用し片側に自然面を残しているもの。

Ⅲ類 :剥片を素材として使用し二次加工により自然面を残していないもの。
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磨製石斧

「敲打 。剥離により整形され、研磨が施され仕上げられた石斧」である。形状と研磨で分類を行っている。

I類 :両側縁及び頭部が研磨され、正裏両面と側面の間に稜を持ち、断面形状が隅丸長方形を呈する。所謂

「定格式磨製石斧」と呼ばれるものである。

Ⅱ類 :正裏両面と側面の間に稜を持たず、断面形状が楕円形を呈する。所謂「乳棒状磨製石斧」と呼ばれる

ものである。

Ⅲ類 :石材をそのまま利用し、一部に研磨を施し刃部を形成したものである。

石錘

石錘は、「扁平な礫を素材とし、 1箇所から4箇所の快りを有するもの」を対象としている。その扶りの数

とその部位、平面形態によって分類している。平面形態は狭り部を中心とした長幅関係で、縦長と横長を決

めている。

I類 :袂 り部が 1つのみのもの。 a縦長・ b横長。

Ⅱ類 :決 り部が 2つで姑のあるもの。 a縦長・ b横長。

Ⅲ類 :快 り部が 3つ以上存在するもの。 a縦長・ b横長。

Ⅳ類 :快 り部の他に凹痕等の痕跡を有するもの。 a縦長・ b横長 。

V類 :欠損品。

礫石器

全てを礫石器と総称 し、使用痕跡による器種認定を下記のような分類のもとに行っている。各憑器を使用

痕跡都位においてそれぞれ細分していくことは可能であったが、複合石器においてそれらの組み合わせを行

うことで本来の姿を確認できなくなると考えられたことから、ここでは行っていない。使用痕跡は下記の用

語を使用している。

敲打痕～先端ないし側面に形成された「あばた」状の痕跡。

磨痕～正裏面や側面に形成された摩耗の痕跡。

凹痕～礫の平坦な面に形成された敲打状の痕跡。

溝痕～礫面に形成された溝状の痕跡。

I類

Ⅱ類

Ⅲ類

Ⅳ類

V類

Ⅵ類

Ⅶ類

Ⅷ類

Ⅸ類

X類

敲石のみが確認され端部や側面に敲打痕を有する石器である。複数の敲打痕を持つものもある。

磨石のみが確認され正裏面ないし側面において磨面を有する石器である。複数面に持つものもある。

凹石のみが確認され正裏面に凹痕を有する石器である。

敲石 (I類)と 磨石 (H類)の痕跡を確認できる石器である

敲石 (I類)と 凹石 (Ⅲ 類)の痕跡を確認できる石器である。

磨石 (Ⅱ 類)と 凹石 (Ⅲ 類)の痕跡を確認できる石器である。

敲打痕 (I類)と 磨面 (Ⅱ 類)と 凹痕 (Ⅲ 類)の痕跡を確認できる石器である。

砥石 (有溝石)溝状の痕跡を有する石器である。

敲打痕 (I類)と 溝状 (Ⅷ類)の痕跡を確認できる石器である。

凹痕 (Ⅲ 類)と溝状 (Ⅷ類)の痕跡を確認できる石器である。
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XI類 :敲打痕 (I類)と 溝状 (Ⅷ類)と磨面 (Ⅱ 類)の痕跡を確認できる石器である。

XⅡ類 :敲打痕 (I類)と 磨面 (Ⅱ 類)と 凹痕 (Ⅲ 類)と溝状 (Ⅷ類)の痕跡を確認できる石器である。

XⅢ類 :所謂「特殊磨石」である。礫の側縁部に平坦な磨面を持つものである。

1.擦り面の両側に剥離痕が存在するもの。

a。 1側縁に存在するもの。

b.2側縁以上に存在するもの。

2.擦 り面のみで形成されているもの。

a。 1側縁に存在するもの。

b。 2側縁以上に存在するもの。

3.擦 り面以外に敲打痕等を有するもの。

XⅣ類 :細長い円礫の先端近 くで敲打ないし磨面で形成され、その先端が角錐状を呈する石器である。

XV類 :「礫器」で、二次加工により礫の縁辺に刃部が作出されたものである。

1.片面より剥離が行われ刃部が形成されたもの。

2.両側より剥離が行われ刃部が形成されたもの。

XⅥ類 :「台石」で、敲打痕による凹みを有するものである。この中には多孔のもの「蜂の巣」状も含む。

XⅦ類 :「石皿」で、基本的に磨面で構成されているもの。

XⅧ類 :有子と石である。

1。 子とが一つのもの。

2.孔を複数有するもの。

XⅨ類 :原石。

剥片

上記の分類項目から外れた全ての剥片石器を対象としている。大きさにより剥片やチップと分けて報告す

べきであるが、ここでは全てを総称して剥片とした。なお今回の報告では点数が多く、剥片の分析から剥片

剥離技術を把握したかったが、時間的な制約から行っていない。ここでは石材のみを報告とする。

母岩別資料

本来ならば同一母岩を抽出し、母岩数や剥片剥離技術の把握を試みたかったが時間的制約から、母岩分類

作業までは行えなかった。
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第V章 検出された遺構と遺物

1.概 要

発掘調査は国道 4号沿拡幅工事に伴うもので、調査区は約200mと 南北に細長く国道に平行して設定されて

いる。調査区は国道 4号線の西側にのみ存在する。遺跡範囲から見ていくと今回の調査区はほぼ遺跡中央部

にあたり、東西を分断するような場所に位置する。

今回の調査ではGFグリッド以南においては遺構検出面が削平されており、遺構及び遺物等が確認されて

いる範囲が部分的であった。そのため遺構が集中して確認できた範囲を北から順に1～ 4区 と便宜的に付し

報告している。遺構が検出されたのは1区 (GI～ 0。 78～82グ リッド付近)、 2区 (F R79グ リッド)、 3

区 (F178・ 79グ リッド付近)、 4区 (E M75・ 76グ リッド)で、出土遺物が確認できたのは1区 と4区であ

る。

検出された遺構は、 1区では竪穴住居 5棟、埋設土器 。配石遺構は各 6基、焼土遺構・土坑は 5基ずつ、

柱穴199個、 2区では陥し穴 1基、 3区では柱穴 9個、 4区では土坑 1基、柱穴 5個である。

出土遺物の大半は 1区からで、僅かに 2～ 4区からも出土している。 1区は遺構からは土器 (第 5表 )

3,096点 、51.946k g、 石器 (第 8・ 9表)811点が出土している。遺構外からは土器 (第 6。 7表)42,687点、

554.61k g、 石器 (第 10・ 11表)5,452点が出土している。土器と石器共にⅢ層を中心に出土している。その他

の地区の遺構外からは土器は見られず、不定形石器や打製石斧、石錘等のみの出土である。

第 5表 遺構内出土土器一覧

遺構名 点数 重量 遺構名 点数 重量

S101 586 8428 S R04 7 700

S102 96 1470 S R05 1

S103 395 S R06 1 1,095

S 104 898 P58 4 150

S 105 2590 P60 56 1,450

S Q03 P64 120

S Q04 755 1

S Q05 23

S Q06 460 P96 2 70

S K01 P98 6 40

S K02 4 60

S K03 7 39

S K04 1520 4

S K05 1,030 P122

S D01 2290 8

S N01 Z

S R01(9f・ ) 1 2825 12

S R01(入れ子 ) 1 890 4

S R01(埋土内 ) 6 140 P188 5

S R02 1 1380 合 計 3,096 51,946

1 728
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第 7表 遺構内石器出土一覧 (1)

石 鏃 尖頭器 石 匙 石箆
トランシェ

様石器

スクレイ
パー類

異形石器 石錘 石錐 石製品 秘辞
打製石斧 彗製石斧 礫 器 石核 冊片石お 合計

S101 9 1 1 42 5 158 285

S102 2 2 6 1

S103 ユ 1 1 1 7

S 104 5 7

S105 2 4 l ユ 1 7 1 3 48

S Q01 4 2 6

S Q02 ユ 2 2

S Q03 1 8 5

S Q04 1 ユ

S Q05 l 1 1 1 3 4

S Q06 2

S K01 ユ 2 3

S K02 1 1 l 3

S K03 1 1

S K04 ユ 1 3 5

S K05 2 ユ l 1 2 7

S X01 1 1

S X02 1 ユ

S X03 1 5 6

S R01 l 1 2 1 5

S R02 0

S R03 5 5

S R04 1 1

S R05 0

S R06 1 1

ユ 1

ユ 1

1 2 3

ユ 1

1 1 ユ 3

1 ユ 2

1 ユ 2

P47 1 1 2

P52 l 1
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第 8表 遺構内石器出土一覧 (2)

石 鏃 尖頭器 石 匙 石箆
トランシェ
様石器

スクレイ
パー類

異形石器 k形石器 石錘 石 錐 石製品 秘辞
T製石奔 蜃製石斧 礫 器 石核 Ш片石器 合 計

P57 1 ユ

1 l 2

2

l 1

P73 ] 1 2

1 l

2 2

1 1

1 1

1 〕 2

2

1 1

1 1

1 1

P96 1 2 3

P103 1 1 1 3

P l12 1 ユ

P l14 l 1

P130 1 ユ

1 1

P149 〕 ユ

] l

1 1

1 1

P165 1 1

] 1

P187 ユ 1 3

P188 ユ 1

P190 l 1 2

P197 1

P198 2 2

P199 1 2 1

S D01 6 2 l 3 3 1 162 200

合計 0 20 3 0 0 1 2 2 0 3 474
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第 9表 遺構外石器出土グリッドー覧 (1)

石 鏃 尖頭器 石匙 石 箆
トランシェ
様石器 ″噸

異形石器 兇形石春 石 錘 石錐 石製品
不定形

石器
T製石斧 磨製石劣 礫 器 石 核 討片石零 含Hl

3078 1 2 ユ 〕 3 l

G079 7 4 1 4 17 1 40 2

G080 1 1 2 3 42

G081 1 ユ

G082 l 1 2

C.N78 ユ 2 6 1 5 122

GN79 3 2 3 7 9 4 178 243

GN80 7 3 8 1 7 5 11 2 296

3N8ユ ] 2 4 11

,M終 3 4 1 4 1 l 17 1 221

3V179 8 2 2 8 2 223

3M80 5 1 2 3 1 9 1 l

3aI181 6 l 5

〕N180・ 81 1 1 1 ユ 1

3M82 3 9 1

GL78 3 2 1 ユ 2 7 1 1 32 2 174

CL79 9 3 5 5 1 1 40 297

】L80 6 ユ 5 3 1 1 2 ユ 76 ユ 349 505

】酪 1 4 ユ 5 l ユ よ ユ 5 200

〕L82 ユ 1 3 7 ユ

〕K78 2 l 6 4 1 9 2

〕K79 2 2 4 2 7 14

3K80 11 2 3 〕 ユ 1 1 235 327

3K8] 4 5 2 7 1 8 l

3K82 1 1 1 3 8

剪78 2 6 ] 9 1 129

訂79 l l 8 9 9 l 2 148

可7981 8 8

4 1 l 4 1 2 6 6 1 104

GJ81 1 l 3 1 4 1 64

GJ I d 1

G178 2 1 6 4 2 7 1

GIЮ 1 1 2 6 5 11 1

G180 2 1 2 3 5 1

G181 1 2 3 3 6

GH78 0

]H79 2 1 2 2

IH狗 '駅 2

]H80 1 1 5 7

3F79 ユ l ユ ユ 1 23

3E82 2 2

FU81 1 1

FT81 1 1

F177 1 1

EQ76 1 2 1 4

EP75 2 ユ 3

FP巧 ユ ユ

EN75 1 1

L75 1 1

母査区一生 3 3 ユ 240

合計 108 3 45 4 24 8 5 728 3,780 5452
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第10表 遺構外石器出土層位一覧 (2)

石 鏃 尖頭器 石 匙 石 箆
トランシェ
様石器

スクレイ
パー類

異形石器 兇形石器 石錘 石錐 石製品
不定形

石器
T製石狩 磨製石斧 礫器 石核 剥片石器 合 計

I 3 7 7 9 1 44 1 5 778

20 7 12 1 l 7 1112

H～ Ⅲ 2 1 2 〕 4 14 1 67

Ⅱ・ I
一括

3 1 l 3 184 208

30 2 23 2 4 7 2 3 2 5 365 15 1,438 2,209

Ⅲ一括 2 2

Ⅲ～Ⅳ 3 3

Ⅳ上面 2 1 3

Ⅳ 8 1 6 6 1 2 1 3 246

Ⅳ～V 3 3

Ⅳ～Ⅵ 6 6

V 4 6 17 2 1 3 24 1 241 407

V下位 1 1

V一括 2 2

Ⅵ上面 ] 2

包含層
一括

2 2

調査区
一括

1 3 9 3 1

不 明 ユ 2

合計 108 3 2 163 4 4 8 269 5 33 3,780 5,452

―- 36 -一
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2.縄文時代の検出遺構

1)竪穴住居跡

1号竪穴住居跡 (調査時には 3号竪穴住居と登録)(第 13～ 31図 )

[検出位置]G K78。 79、 G」 硲 。
79、 G178・ 79グ リッドに位置する。

[検出面]V下部からⅥ層上面。本来は上層から掘 り込まれていると思われるが層位は不明である。

[検出状況]1号溝精査中に底面から焼土が検出されたことから、これを中心とした竪穴住居跡の存在を想定

していた。そのことを確認するため溝の壁を利用して竪穴住居跡の立ち上がりを精査 した結果、本遺構 と2

号竪穴住居跡が重複していることが明らかとなった。しかし、埋土と地山の判別ができず平面プランを把握

できないことから、サブトレンチをベル ト脇に入れ本遺構の広がり及び壁の立ち上がりを把握 し、平面形は

楕円形を呈しほぼ床面のみの残存であることを確認した。精査当初に溝の底面で検出した焼土は、住居の掘

り方か住居内に形成された土坑へ流入したものと判断している。

[重複関係]2号竪穴住居跡と1号溝と重複しており、 2号竪穴住居跡→本遺構→ 1号溝の順に新しくなる。

[平面形]南西方向が攪乱により削平されているが、残存している形状は楕円形を呈する。

[規模]5。 19× 461m、 深さは0.10～0.19mである。

[埋土]黒～暗褐色シルト層主体で10層 に分層される。

[床面 。壁]床面は若千南北に傾斜しているがほぼ平坦である。確認できた壁は0.lm前後で、外傾して立ち

上がる。

[柱穴]10個検出されており、地床炉を取 り囲むように住居の平面形と同じ楕円形に配置されている。柱穴は

形状や規模共に類似しているが、住居の掘 り方か土坑内に存在する柱穴のみ深さは異なる。

[炉]中央よりやや南西寄りで地床炉が 1基確認された。平面形は不整形を呈する。規模は060× 0.51m、 厚

さは0.21mである。

[遺物]土器586点、石器285′点が出土している。土器は体部が大半であったため代表的な口縁部のみを抽出し、

石器は各器種の分類ごとに掲載している。 1～ 11は すべて深鉢の口縁部である。 2は大木 5a式、10は大木

7a～ b式、それ以外は大木 6式に比定される。12～ 18は石鏃。Ⅱ類 (18)。 Ⅲ類 (12～ 14)。 Ⅳ類 (15～

17)が見られるが、Ⅲ類の占める割合が高い。19～26。 1036は 石匙。 I-1類 (19)・ I-3類 (21.1036)・ Ⅱ

類 (22～24)。 Ⅲ類 (25。 26)の各類が見られる。27の石錐はⅢ類で先端部にのみ錐部を作出している。28

～49はスクレイパー。 I類 (28～ 32)・ Ⅱ類 (33・ 35～38)。 Ⅲ類 (34・ 39・ 40)。 Ⅳ類 (44)。 V類

(43)・ Ⅵ類 (41・ 42・ 45)。 Ⅶ類 (46～49)の各類が見られるが、Ⅱ類とⅦ類の割合が高い。50～63は不定

形石器。 I類 (50～ 55・ 57・ 59・ 62)。 Ⅱ類 (56。 61)・ V類 (58)・ Ⅵ類 (60)が見られ、 I類が主体と

なる。64は楔形石器である。65・ 66は石核。65は分厚い剥片、66は扁平な礫とそれぞれ異なる素材を用いて

いるが、両者共に一定方向からのみ剥離作業を行っている。67～86は石錘で凹痕を有するⅢ類 (84・ 85)以

外はすべてⅡ類である。礫石器は42点出土し以下の各類が認められている。 I類 (87・ 89～ 95)、 Ⅱ類 (96～

99)、 Ⅲ類 (100。 101)、 Ⅳ類 (88'102。 103)、 V類 (104・ 105)、 Ⅵ類 (106)、 Ⅶ類 (107～ 110)、 XⅢ類

(111～ 117)、 XV類 (119・ 120)、 XⅥ類 (118)、 XⅦ類 (121)、 XⅧ類 (122～ 124)である。剥片石器の石

材は大半が頁岩で、剥片の中に小赤沢産黒曜石が 1点含れている。礫石器の石材はデイサイ トが多く使用さ

れているが、器種による石材選択は見受けられない。また赤色頁岩の原石が搬入されている。

[遺構時期]縄文時代前期末から中期初頭に所属する。
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1号竪穴住居

◎
C

C'

1号竪穴住居
1 黒褐色シルト層 (10YR3/2)粘性やや弱 く、 しまり並。

φ2～ 5mmの焼土、炭化粒を少量含む。

2 暗褐色ンル ト層 (10YR3/3)粘 性並で、しまりやや強い。

φ5～ 10mmの 焼土、炭化粒を少量含む。

0                                               2m

lm

3

4

5

6

7

8

9

10

11

暗褐色シル ト層 (10YR3/4)粘 性、 しまり共にやや強い。

ゅ1～5mmの炭化粒を微量に含む。

黒色シル ト層 (10YR2/1)粘 並、 しまりやや弱い。

黒褐色シルト譴 (10YR3/2)粘 性やや弱 く、しまり並。

黒褐色シル ト層 (10YR3/2)粘 性弱 く、しまり並。

φ3～ 5mmの炭化粒を少量含む。

黒褐色シル ト層 (10YR3/2)粘 性並、 しまりやや強い。

ゆ5～ 10mmの焼上、炭化粒をやや多 く含む。

暗褐色シル ト層 (10YR3/4)粘性やや強く、しまり並。

暗褐色シルト層 (10YR3/3)粘 性、 しまりやや強い。

φ5～ 10mmの 焼土ブロックを少量含む。

褐色シル ト層 (10YR4/4)粘 性やや弱 く、 しまり並。

焼土付近では焼土粒が多 く見られ、炭化粒を並含む。

黒褐色シル ト層 (10YR3/2)粘性やや強く、しまり並。

ゅ20mmの 焼上が混入。人為的な埋没土。

基本的には溝に削手され、本層はJヒ側の壁際しか残存

していない。

C

C

C.

地床炉
1 黒褐色シル ト層 (5YR3/1)粘 性やや強く、しまり強い。

埋土と焼土まじり。
C'  2 赤褐色シル ト層 (25YR4/6)粘性並、しまり強い。焼土。

- 3 灰褐色シル ト層 (75YR4/2)粘性やや弱く、 しまり耳尋い。
L‐79800m   直径5～ 10mmの 焼土を微量に含み、地山崩落上を含む。

0

第13図 1号竪穴住居
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2号竪穴住居跡 (調査時には8号竪穴住居と登録)(第 32～34図 )

[検出位置]GK硲 ・79、 G J78・ Ю、G178・ Юグリッドに位置する。

[検出面]V層下部からⅥ層上面。本来は上層から掘り込まれていると思われるが層位は不明である。

[検出状況]1号竪穴住居跡と同様の状況で本遺構の存在を確認していた。本遺構も平面プランを把握できな

いことからサブトレンチを入れ、楕円形プランを呈することと壁の立ち上がりを確認して精査に入る。

[重複関係]1号竪穴住居跡と重複するが本遺構の方が古い。

[規模]5.59× 5.25m、 深さは005～009mである。

[平面形]確認できたプランは不整楕円形を呈する。

[埋土]黒褐色シルト層主体で 4層 に分層される。

[床面・壁]床面は若干北に向かって緩やかに傾斜していくが、ほぼ平坦である。確認できた壁は005～ 0.12

m、 ほぼ垂直に立ち上がる心

[柱穴]8個検出され、壁の付近に配置されている。配置されている柱穴の規模や形状等に類似性は認められ

ない。

[遺物]土器96点、石器37点が出土している。125は 口縁部と1261ま 頸部～体部で大木 6式 に比定される。

127・ 128は不定形石器。 I類 (128)と Ⅱ類 (127)である。1291よ円盤状の石核で打面を周回させ表裏面にお

いて剥片剥離作業が行れている。130。 131の 石錘は I類 (130)と Ⅱ類 (131)が見られる。礫石器は 6点出

土 してお り以下の各類が確認されている。 I類 (132)、 Ⅳ類 (134)、 Ⅵ類 (133)Ⅶ類 (135)、 XⅢ 類

(136。 137)である。剥片石器は頁岩、礫石器はデイサイトや安山岩を使用している。

[遺構時期]縄文時代前期末から中期初頭に所属する。

3号竪穴住居跡 (調査時には4号竪穴住居と登録)(第 35。 36図 )

[検出位置]GK的 、G L78。 79、 G M78。 Ю、G N78'79グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅲ層。

[検出状況]包含層のⅢ層上面にて遺構検出を行った際に、焼土と柱穴が複数確認されたため遺構検出作業を

行った。その結果、焼上の周辺に楕円形に配置された柱穴を確認し、本遺構は床面のみ残存していることを

確認して精査に入る。

[規模]柱穴から確認できた規模は8.18× 4.44mである。

[平面形]柱穴の配置状況から楕円形を呈するものと思われる。

[埋土]柱穴の埋土主体層はすべて黒褐色シルト層が主体である。

[床面 。壁]床面・壁共に確認されなかった。

[柱穴]13個検出され、楕円形状に配置されているが規模や形状共に類似していない。

[炉]柱穴範囲のほぼ中央に地床炉が 1基確認された。平面形は円形を呈する。規模は0.68× 0.68m、 厚さは

021mである。

[出土遺物]土器395点、石器14点が出土している。土器は磨滅した体部が大半であったため口縁部のみ図化

した。138。 1391ま 口縁部で、前者は大木 6式、後者は大木 6～ 7a式に比定される。140～ 1穆の石鏃はすべ

てⅣ類である。14の石匙はⅡ類である。144は スクレイパー、145は不定形石器である。146は石錘。17は礫

石器 I類である。剥片石器の使用石材は頁岩や凝灰岩である。

[遺構時期]縄文時代前期末から中期初頭に所属する。
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4号竪穴住居跡 (調査時には 5号竪穴住居と登録)(第 37～40図 )

[検出位置]G N78・ 的、G078'79グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅲ 層。西壁断面よりその掘り込み面を確認する。

[検出状況]調査区北側に包含層の層位観察用にサブトレンチを入れた結果、本遺構の地床炉となる焼土をⅢ

層中に存在することを確認していた。しかし、その段階ではただ焼土が単独で存在するものと把握していた。

包含層を焼土より若千高いⅢ層下位まで掘 り下げ、西壁と直行するようにサブトレンチを入れたことから、

壁の立ち上がりと半精円形の平面プランを確認して精査に入る。

[規模]3.14× 2.56m、 深さは0.19～0.28mである。

[平面形]調査区外に延びていくため全容は不明であるが、確認できた平面形は楕円形を呈する。

[埋土]黒褐色～暗褐色シルト層主体で12層 に分層される。

[床・壁]床面はほぼ平坦である。壁は外傾して立ち上がる。

[柱穴]1個検出されている。また、Ⅵ層上面で確認した柱穴においても埋土主体層の存在から検討してみた

が、本遺構に配置される柱穴かどうかは不明である。

[炉]床面のほぼ中央で地床炉が 1基検出された。調査区外に延びていくため全容は不明であるが、楕円形を

呈すると思われる。確認できた規模は0.斃 ×012m、 厚さは0.∽mである。

[遺物]土器898点、石器25点が出土している。土器は磨滅している体部がほとんどで、代表的なもののみ図

化した。148～ 1541ま深鉢。149は 大木 6式、151～ 153は 大木 7a式、154は大木 7a～ b式にそれぞれ比定さ

れる。1551よ ミニチュア土器である。156は板状土偶の頭部、1571ま ボタン状土製品である。158～ 1621よ石錘。

すべてⅡ類である。礫石器は13点 出上し以下の各類が確認されている。 I類 (163～ 167)、 Ⅲ類 (168)、 Ⅳ類

(170。 171)XⅢ類 (169。 172～ 174)で、 I類が多く出土している。石錘と礫石器の石材は共にデイサイト

を主体としている。

[遺構時期]縄文時代前期末から中期初頭に所属する。

5号竪穴住居跡 (調査時には6号住居と登録)(第41～47図 )

[検出位置]G L81、 G K81'82、 G」 81・ 82グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅲ層。

[検出状況]1号溝精査中に調査区南端において焼土混じりの土を一部確認できたことから、竪穴住居跡が存

在するものと考えていた。しかし、Ⅲ層上面においては本遺構のプランを確認できないでいた。調査区北側

から包含層を掘 り下げた結果、地山から柱穴や焼上が検出されたことから再度精査を行ったところ、壁の立

ち上がりを確認できたため竪穴住居跡として精査を行う。

[重複関係]1号溝と重複しているが本遺構の方が古い。

[規模]確認できた規模は東西■銘皿、深さはα26mである。

[平面形]削平を受けているため全容は不明であるが、確認できた平面形は半楕円形を呈する。

[埋土]暗褐色シルト層主体で 5層に分層される。

[床面・壁]床面はほぼ平坦で、壁際に向かって若千傾斜している。壁は外傾して立ち上がる。

[柱穴]4個検出された。規模や形状共に類似せず、配置に規則性は認められない。

[炉]地床炉 1基検出された。平面形は楕円形を呈する。規模は0.54× 0.22m、 厚さはα14mである。
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第39図  4号竪穴住居出土遺物 (2)
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第40図  4号竪穴住居出土遺物 (3)

[遺物]土器181点、石器87点が出土している。175～ 192は深鉢。175'lη・181・ 182・ 184・ 186。 188。 190。

191は大木 6式、187は 大木 6～ 7a式、1801ま 大木 7a式、1891ま 大木 2式、それ以外の176。 178。 179・

183・ 185。 192は大木 6式か 7a式に比定される。193・ 1941よ石鏃のⅣ類である。195～198は石匙。 I類とⅢ

類が 2点ずつ出土している。201はスクレイパーである。199・ 200。 202～206は不定形石器。 I類の占める割

合が高い。207～209は石核。207は分厚い剥片を素材 とし一定方向から打面を後退させながら、208は素材は

不明であるが上下に打面を設定し180度転移させながら、それぞれ連続して剥片剥離を行っている。前者は自

然面を有しているが、後者は残存していない。2091ま打面を頻繁に転移させ剥離作業を行ってお り、同一打面

において連続して剥離する回数は極めて少ない。2101よ 頁岩製磨製石斧である。2111よ石錘である。礫石器は

19点 出土し以下の各類が見られる。 I類 (212～ 215)、 Ⅲ類 (216)、 V類 (217・ 218)、 Ⅵ類 (219)、 Ⅷ類

(220)、 Ⅸ類 (222)、 XI類 (221)、 XⅢ類 (223～227)で ある。他の住居と同様 I類とXⅢ類の占める割合

は高い。228は頁岩製垂飾石製品である。剥片石器は頁岩が主体であるが、石核はそれ以外に垢瑞や安山岩な

ども用いられている。礫石器はデイサイトが主体である。

[遺構時期]縄文時代前期末から中期初頭に所属する。

6～10号竪穴住居跡 (第47図 )

[検出面 。検出状況]Ⅳ層下位やV層下位にまで掘 り下げた後、柱穴・焼上の配置から竪穴住居の平面プラン

の推定したため提示しておく。ただし。今回は柱穴の標高や埋土主体層等からの検討は行っていない。ここ

で報告するのは 6～ 10号竪穴住居で、下記にその形状及び規模を提示しておく。これらの検出面はV層下位

からⅥ層上面である。
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P2 6 5号竪穴住居
1 黒褐色シル ト層 (19YR2/3)

炭化粒を微量含む。
2 暗褐色シル ト層 (10YR3/3)
3 暗褐色シル ト層 (10YR2/2)

微量含む。

4 暗褐色シルト層 (10YR3/2)
を微量含む。

5 暗褐色シル ト層 (10Ⅵ磁/2)

粘性やや強く、しまり強い。ゅ3m中前後の焼上、

粘性、しまり共。ゆ5～ 10mmの 炭化粒を薇量含む。

粘性やや強 く、 しまり並。φ5～ 10mmの焼土を

粘性並で、しまりやや弱い。ゆ5～ 10mmの炭化粒

粘性やや弱 く、しまり並。

C詐

生⊂亜⊆茎め
生

3'

と=76400m.

0                                2m
|

SX01
1 赤褐色シル ト層 (多5YR4/6)粘 性強く、
2 明褐色シル ト層 (7うYR5/6)粘 性強く、

しまりやや強い。焼土。
しまり弱い。5Y鴎

“

を微量含む。

B

0                          1m

第41図  5号竪穴住居
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第45図  5号竪穴住居出土遺物 (4)
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第47図  5号竪穴住居出土遺物 (6)

。6号竪穴住居はGK o GL78に位置する。平面形は精円形を呈する。規模は6.32× 2.5mである。

・ 7号竪穴住居はG L79。 80、 G M79・ 80に位置する。平面形は円形を呈する。規模は5.06× 4.98mで ある。

本遺構の南東寄りに5号焼土が位置する。

・ 8号竪穴住居はG L80・ 81、 G K80・ 81に位置する。平面形は楕円形を呈する。規模は452× 3.94mである。

本遺構のほぼ中央に4号焼土が位置する。

・ 9号竪穴住居はG M78・ 的、G N78・ 的に位置する。平面形は円形を呈する。規模は5,09× 2.32mで ある。

。10号竪穴住居はG M80。 81、 G N80・ 81に位置する。平面形は円形を呈する。規模は5.23× 2.24mで ある。
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2)焼土

1号焼土 (第49図 )

[検出位置]G M81グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅲ層上面。

[規模]■02× 0.76m、 層厚は0。 1～0.16mである。

[平面形]不整形を呈する。

陛 土]暗褐色シルト層主体で 8層に分層される。 4層にあたる中央部が焼成を強く受けている。

[底面・壁]底面は凹凸があり、若干北側が深くなっている。壁は緩やかに立ち上がる。

[遺物]土器74点、石器は剥片 1点のみの出土である。229は所属時期不明の口縁である。他の上器は磨滅し

ているものが大半である。

[遺構時期]縄文時代前期末～中期初頭に所属する。

2号焼土 (調査時には 3号焼土と登録)(第49図 )

[検出位置]G M81グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅲ層上面。

[検出状況]Ⅲ層中を掘 り下げを行っている際に精円形プランを呈した焼土範囲を確認できたことより精査に

入る。

[重複関係]5号埋設土器と重複し、本遺構の方が新しい。

[規模]α56× 0.42m、 層厚は0.08mである。

[平面形]楕円形を呈する。

[埋土]赤褐～黒褐色シルト層が主体で 4層に分摺 される。

[底面・壁]底面はほぼ平坦である。壁は外傾しながら立ち上がる。

[遺物]剥片が 1点出上している。

[遺構時期]縄文時代前期末～中期初頭に所属する。

3号焼土 (調査時には4号焼土と登録)(第 49図 )

[検出位置]G J80・ 81、 G180・ 81グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅲ層下位。

[検出状況]Ⅲ層中を掘 り下げを行っている際に不整形プランを呈した焼土範囲を確認できたことより精査に

入る。

[規模]■06× α99m、 層厚はαllmである。

[平面形]不整形を呈する。

[埋土]赤褐～褐色シルト層主体で 3層に分層される。中央部の 1層が強く焼成を受けている。

[底面 。壁]底面は平坦である。壁は緩やかに立ち上がる。

[遺物]石器が 6点出土しており、230は礫器 I類でそれ以外のものは剥片である。

[遺構時期]縄文時代前期末～中期初頭に所属する。

一- 76 -―



1号焼土

A                      A'

号焼土

暗褐色ンル ト層 (10YRν3)粘性、しまりともに並。

黒褐色シル ト層 (10YR3/2)粘 性やや強く、しまりやや弱い。

暗掲色シルト層 (10YR3/4)粘 性、しまり共にやや弱い。

暗赤色シル ト層 (10R3/6)粘 性粥く、しまり強い。

暗褐色シルト層 (10YR3/31粘 性やや弱 く、しまり並。

暗褐色シル ト層 (10YR3/3)結 性やや弱 く、しまりやや強いぅ

暗褐色シル ト層 (10YR4/3)粘 性やや強く、しまりやや弱い。

にぶい黄褐色シルト層 (10YR4/3)粘 性やや強 く、しまり並。

4号焼土

A'

A A'

A

2号焼土

2号焼土

1 赤褐色ンル ト層 (5YR4/6)粘性やや強く、
しまり強い。

2 黒褐色ンル ト層 (7nt3/の 粘性強く、
しまりやや弱い。焼上プロックが少量混入。

3 2層 と同じだが、焼土プロックがやや多 く入る。
4 黒褐色粘土質シル ト層 (10YR2/2)粘 性、

しまり共にやや強い。

3号焼土

i i‐ i.l ll=― || :!li千 三lti

3号焼土

1 赤褐色シル ト層 (露R4/6)粘性並、

しまりやや弱い。
2 褐色シル ト層 (7うYR4/6)粘 性能、

しまりなし。プロック状に崩壊 した

焼土。

A'

Ｘ
ぽ

A

4号焼土

1 赤褐色シル ト層 (Z5YR4/8)粘性弱く、しまり強い。

黒色土ブロックが混入する。

SX01

Ｘ
ＯA

―
■:卑■!モニ吉■■二1干J

5号焼土

1 暗褐色シルト層 (10YR2/2)粘 性やや弱く、しまりやや強い。

φ3～ 5mmの焼上、炭化粒を少量含む。
2 赤褐色シルト層 (5YR4/81粘性弱 く、しまり強い。焼上。

0                              2m

A                 A'

_一ffrC===室 全孝下4r」李1聟
00m

醐

　

　

　

　

　

　

Ａ
一

l     L=7741Xlm

SX03

1～ 5号焼土、出土遺物
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4号焼土 (調査時には 6号焼土と登鋤  (第49図 )

[検出位置]G K81グリッドに位置する。

[検出面]Ⅵ層上面。

[検出状況]本遺構は地山で遺構検出を行った際に、精円形プランを呈した焼土範囲を確認できたことから精

査に入る。

[規模]0.67× 041m、 層厚は0.06mである。

[平面形]精円形を呈する。

[底面 。壁]底面は皿状に窪んでいる。壁は緩やかに立ち上がる。

陛 土]赤褐色シルト層である。焼成を強く受けている。

[遺物]な し。

[遺構時期]縄文時代前期末～中期初頭に所属する。

5号焼土 (調査時には8号焼土と登録)(第49図 )

[検出位置]G L80グリッドに位置する。

[検出面]Ⅵ層上面。

[検出状況]本遺構は地山で遺構検出を行った際に、楕円形プランを呈した焼土範囲を確認できたことから精

査に入る。

[規模]0,81× α49皿、層厚はα06mである。

[平面形]楕円形を呈する。

[底面・壁]底面は皿状に窪んでいる。壁は緩やかに立ち上がる。

[埋土]赤褐色シルト層である。焼成を強く受けている。

[遺物]な し。

[遺構時期]縄文時代前期末～中期初頭に所属する。

3)埋設土器

1号埋設土器 (第50。 51図 )

[検出位置]G L78グ ッリドに位置する。

[検出面]Ⅱ ～Ⅲ層。

[検出状況]G L78グリッドをⅡ層からⅢ層にかけて西から東に向かって掘り下げを行っている時に、本遺構

の存在を確認した。周辺を精査した結果、完形土器であることとプランを確認できたことから精査に入るが、

掘り方の西半分の上端は消滅してしまった。また、断面図作成のため埋土を若干精査した結果、入れ子が存

在することを確認した。

Ш 設土器の状態]埋設土器は正立、入れ子は倒立していた。

[規模]掘 り方の規模は0.43× 0.28m、 深さはα26mである。

[平面形]掘 り方の平面形は円形を呈する。

[底面・壁]掘 り方の底面は平坦である。壁は外傾して立ち上がるため、断面形は播 り鉢状を呈する。

[埋土]掘 り方は暗褐色シルト層が主体で 2層に分層される。土器内は土壌サンプル採取を優先しため分層は

していない。
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[出土遺物]入れ子のタト側から土器 6点 と石器 5点が出土している。出土土器は磨減しているため図化してい

ない。231は坦設土器として使用され、深鉢で回縁部がやや肥厚している。2321ま 入れ子として使用され、 I

C類の深鉢である。口縁部がやや肥厚で、日縁部と胴部共に文様は施文されていない。両者共に大木 6式に

比定されるものと思われる。233は頁岩製スクレイパー I類である。234石錘、235・ 236は礫石器 XⅢ類であ

る。

[遺構時期]縄文時代前期末～中期初頭に所属する。

[性格]動物遺体埋納遺構の可能性がある。遺構の性格は374頁参照。

2号埋設土器 (第50。 52図 )

[検出位置]G181グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅲ層下位。

[検出状況]G181グ リッドをⅢ層からⅥ層にかけて掘 り下げを行っている時に、破損しているものの残存 し

ている土器の底部と楕円形プランを合わせて確認できたことにより精査に入る。掘 り方のプラン精査中に土

器が倒れてしまったために、遺構の平面図には埋設した土器が周回していない状態となる。プラン確定時に

土器の底面が確認できたために、胎土内のサンプリングを行わなかった。

[埋設土器の状態]土器の上半部は削平されているため、状態は不明である。残存 していた底部から正立して

いたものと思われる。

[規模]掘 り方の規模は0.36× 0.28m、 深さは0,09mで ある。

[平面形]掘 り方の平面形は精円形を呈する。

[底面 。壁]掘 り方の底面は皿状に窪んでいる。壁は緩やかに外傾 しながら立ち上がり、断面形は皿状である。

[埋土]掘 り方はにぶい責褐色シル ト層、埋設土器内は暗褐色シルトが主体である。

[出土遺物]埋設土器内からはない。237は埋設土器に使用されたの深鉢底部である。

[遺構時期]縄文時代前期末～中期初頭に所属するものと思われる。

[性格]動物遺体埋納遺構の可能性がある。このことは他の埋設土器の性格から判断している。

3号埋設土器 (第50・ 52図 )

[検出位置]GM器・的グリッドに位置する。

[検出面]Ⅲ 層中位。

[検出状況]G M78'79グ ッリドをⅢ層からⅣ層にかけて掘り下げを行っている時に、土器の口縁部が確認で

きたことから本遺構の存在を認識した。土器周辺を精査した結果、楕円形のプランを持つことを確認し精査

に入る。

[埋設土器の状態]土器は斜位で東に傾斜 している。

[規模]掘 り方の規模は0.33× 0.32m、 深さは0.lmで ある。

[平面形]掘 り方の平面形は円形を呈する。

[底面・壁]掘 り方の底面は若千凹凸があるもののほぼ平坦である。壁は外傾して立ち上が り、断面形は悟 り

鉢状である。

[埋土]掘 り方は暗褐色粘土質シルト層である。土器内は土壌サンプル採取を優先しため分層はしていない。

[出土遺物]埋設土器内から石器 5点が出土している。238は本遺構に使用された深鉢で口縁部がやや肥厚 し
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縦位に沈線が施されている。本遺構に使用された土器は大木 6～ 7a式に比定されるものと思われる。埋納

された石器はすべて石錘 Ⅱb類 (239～ 243)で ある。埋設土器内は底に239～ 241の 3点を縦位、それらの上

に242・ 2螂の 2点が斜位から横位にして埋納されていた。

[遺構時期]縄文時代中期初頭に所属するものと思われる。

[Jl■格]デポである。遺構の性格は374頁参照。

4号埋設土器 (第50。 53図 )

[検出位置]G M81グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅲ層中位。

[検出状況]G M81グ リッドをⅢ層からⅣ層にかけて掘 り下げを行っている際に、土器を確認した。その上器

の周辺を遺構検出を行った結果、不整円形のプランを持つことを確認し精査に入る。

[埋設土器の状態]土器は正立。半裁した結果、土器上部が破損し体部下半から底部のみであった。

[規模]掘 り方の規模は0.24× 0.21m、 深さは0.14mである。

[平面形]掘 り方の平面形は不整円形を呈する。

[底面・壁]掘 り方の底面は中央が窪み皿状を呈し、壁は外傾して立ち上がる。

[埋土]掘 り方は暗褐色～褐色シルト層主体で 2層 に分層される。土器内は土壌サンプル採取を優先しため分

層はしていない。

[出土遺物]埋設土器内から土器 6点、石器 1点が出土している。244は埋設土器の底部で、底部からの立ち

上がりからIC類か IF類の形態である。本遺構に使用された土器は大木 6～ 7a式に比定されるものと思

われる。出土した土器は磨滅しているため図化していない。石器は剥片である。

[遺構時期]縄文時代前期末～中期初頭に所属すると思われる。

[Jl■格]動物遺体埋納遺構の可能性がある。遺構の性格は3留頁参照。

5号埋設土器 (第50・ 53図 )

[検出位置]G M81グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅲ層上位～中位。

[検出状況]G M81グ リッドに存在する 3号焼土の精査時に、本遺構に伴う土器が存在することを確認した。

その精査終了した後、土器を若千掘り下げた際に破損はしているものの周回する日縁部と、不整円形のプラ

ンを持つことを合わせて確認し精査に入る。

[重複関係]3号焼土と重複しているが本遺構の方が古い。

[埋設土器の状態]土器はほぼ正立しているが若千西に傾いている。

[規模]掘 り方の規模は0.27× 0.24m、 深さは0.18mである。

[平面形]掘 り方の平面形は楕円形を呈する。

[底面・壁]掘 り方の底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。

[埋土]掘 り方は暗褐色シル ト層である。土器内は土壌サンプルの採取を優先しため分層はしていない。

[出土遺物]埋設土器内からはない。245は埋設土器に使用された土器である。口縁部に中央が凹孔を有し円

形刺突された円形粘土板が 4単位で貼られ、回縁部にも同様に円形刺突が施されており、大木 6式に比定さ

れる。
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[遺構時期]縄文時代前期末に所属する。

[性格]動物遺体埋納遺構の可能性が高い。遺構の性格は374頁参照。

6号埋設土器 (第5Kl・ 53図 )

[検出位置]GM81グ ッリドに位置する。

[検出面]Ⅳ層下位。

[検出状況]Ⅳ層下位からⅥ層にかけて掘り下げを行っている時に本遺構の存在を確認した。周回する日縁部

と、楕円形のプランを持つことを合わせて確認し精査に入る。

[埋設土器の状態]土器は正立であるが若干北に傾いている。

[規模]掘 り方の規模は0.49× 025m、 深さは0.36mである。

[平面形]掘 り方の平面形は精円形を呈する。

[底面・底面]掘 り方の底面は平坦である。壁は外傾ないし垂直気味に立ち上がり、断面形は播り鉢状を呈す

る。

[埋土]掘 り方は暗褐色～褐色シルトが主体で 3層 に分層される。土器内は土壊サンプルの採取を優先しため

分層はしていない。

[出土遺物]土器内から石鏃 (247)1点が出上している。2/46は埋設土器に使用された土器である。底部が欠

損している深鉢で、大木 6～ 7a式に比定されるものと思われる。

[遺構時期]縄文時代前期末～中期初頭に所属すると思われる。

巨隆格]動物遺体埋納遺構の可能性があり、他の埋設土器の性格から判断している。
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4)配石遺構

1号配石遺構 (調査時には 1号集石と登録)(第 54・ 56図 )

[検出位置]G L80・ G M80グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅲ 層上面。

[検出状況]Ⅱ 層上面より礫は確認できていたが、その段階では遺構として認識していなかった。Ⅲ層まで掘

り下げた結果、複数の礫が直立している状況を確認できた。立石の周辺を遺構検出した際に土坑を伴うこと

が明らかになり精査に入る。

[配石の状況]遺構中央からと南端にかけてまとまりをみせている。南端で検出された扁平礫 (石皿)を支え

るように他の礫が配置されている。

◆
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[規模]土坑の規模は0.51× 0.39m、 深さは0.09mである。

[平面形]土坑の平面形は不整形を呈する。

[底面 。壁]土坑の底面は皿状を呈し部分的に凹凸がある。壁は緩やかに外傾 しながら立ち上がる。

[埋土]土坑の埋土は黒褐色粘土質シルト層である。

[使用された礫]4点使用され、総重量は8.13kgで ある。石材は安山岩、花筒岩、デイサイトである。

[出土遺物]土坑内から剥片 2点が出土している。使用された礫はすべて礫石器である。 I類 (248)、 Ⅱ類

(20)、 XⅢ類 (250)である。図化していないが礫石器XⅦ類が出土している。

[遺構時期]縄文時代前期末～中期初頭に属すると思われる。

2号配石遺構 (調査時には 2号集石と登録)(第 54・ 56図 )

[検出位置]G M81グリッドに位置する。

[検出面]Ⅲ層上面。

[検出状況]1号配石と同様の状況で本遺構を確認した。立石を確認後に周辺を精査した結果、土坑を伴うこ

とが明らかになり精査に入る。

[配石の状況]遺構中央でまとまりを見せているが、中央に斜位に配された礫を支えるように直立した礫があ

る。またその西脇にある礫も同様に直立した状態である。

[規模]土坑の規模は0.53× 0.37m、 深さは0.21mである。

[平面形]土坑の平面形は楕円形を呈する。

[底面・壁]土坑の底面は西側に傾斜している。壁は緩やかに外傾しながら立ち上がる。

[埋土]土坑の埋土は黒褐～暗褐色粘土質シルト層主体で 2層に分摺 される。

[使用された礫]4点で使用され、総重量は15kgで ある。石材はデイサイト、安山岩である。

[出土遺物]埋土から石器 4点が出土している。礫器 I類 (251)、 図化していないが石鏃と剥片が出土してい

る。配石に使用された礫はすべて礫石器である。その内の一′点は、Ⅶ類 (252)である。

[遺構時期]縄文時代前期末～中期初頭に属すると思われる。

3号配石遺構 (調査時には 3号集石と登鋤  (第54・ 56・ 57図 )

[検出位置]G M79・ G N79グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅲ 層上面。

[検出状況]Ⅱ 層下部～Ⅲ層上面にかけて掘 り下げを行った際に、複数の礫が散浸ではあるものの確認できた

ことから遺構検出を行った。その結果、不整円形の上坑を伴うものと確認して精査に入る。

[配石の状況]掘 り方の上面に礫14点が配置されている。直立したものは存在していない。

[規模]土坑の規模は■開×0.81m、 深さは0,12mである。

[平面形]土坑の平面形は不整形を呈する。

[底面・壁]土坑の底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。

[埋土]土坑の埋土は暗褐色粘土質シル ト層である。

[使用された礫]14点使用され、確認できた 8点の重量は4.72k gで ある。石材はデイサイト、安山岩、花商

岩、石英斑岩、凝灰岩である。

[出土遺物]土坑から土器18点、石器 6点が出土している。253。 254は口縁部で文様から大木 6式に比定され
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る。255は頁岩製石匙で I類である。他の石器はすべて剥片である。256～263は配石に使用された礫石器であ

る。 I類 (256・ 257)、 V類 (258～260)、 XⅢ類 (261～263)である。

[遺構時期]縄文時代前期末～中期初頭に属すると思われる。

4号配石遺構 (調査時には2号土坑と登録)(第 55図 )

[検出位置]G L79・ 80グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅲ層。

[検出状況]G L79・ 80グ リッドを掘り下げていく段階で、この礫はⅡ層中から下位にかけて本遺構の礫を確

認できていたが、その段階では遺構としては把握できていなかった。Ⅲ層上面の検出中に長軸0,78mの礫が

出土した。その後その周辺を遺構検出したところ土坑を伴うことを確認し精査に入る。

[配石の状況]土坑の上面に大きな礫に、床面において扁平の礫が横位に配されていた。

[規模]土坑の規模は■25× 1鰐 m、 深さは0.13mである。

[平面形]土坑の平面形は円形を呈する。

[底面・壁]土坑の底面はほぼ平坦であり、壁は緩やかに外傾 しながら立ち上がる。

醒 土]土坑の埋土は黒褐～暗褐色粘土質シルト層主体で 2層に分層される。

[使用された礫]大 きさは0.78m× 0.25m、 重さは56kg、 石材はデイサイトである。使用痕跡は認められなか

った。

[出土遺物]土坑からは土器63点、石器 1点が出土している。土器は磨滅しているため図化していない。底面

から出土した石器は安山岩製磨石で、重さ力認3k宮である。

[遺構時期]縄文時代前期末～中期初頭に属すると思われる。

5号配石遺構 (調査時には4号土坑と登録)(第 55・ 58図 )

[検出位置]G L79・ 80グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅳ層中位～下位である。

[検出状況]本遺構は当初土坑として、半載を行っていた。その際に礫が直立している状況を確認できたこと

から配石と判断し精査を進めた。

[配石の状況]礫 1点が土坑中央に直立している。

[規模]土坑の規模はα73× α61m、 深さはα66mである。

[平面形]土坑の平面形は円形を呈する。

[底面・壁]土坑の底面は平坦である。壁は外傾して立ち上がる。

[埋土]土坑の埋土は黒～暗褐色シルト層主体で 3層に分層される。

[使用された礫]重さは14kg、 石材はデイサイトである。

[出土遺物]土坑から土器寄点、石器11点 (264～270)が出上している。土器は磨滅しているため図化してい

ない。264は石鏃Ⅳ類。266は石匙Ⅲ類。265はスクレイパーⅡ類。267は不定形石器 I類で、すべて石材は頁

岩である。礫石器は I類 (2681、 Ⅲ類 (269)、 XⅢ類 (270)である。

[遺構時期]縄文時代前期末～中期初頭に属すると思われる。
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6号配石遺構 (調査時には 5号土坑と登録)(第55。 59図 )

[検出位置]G K80グリッドに位置する。

[検出面]Ⅳ層中位～下位。

[検出状況]G K80グリッドを掘 り下げ中に本遺構に伴う礫が横位の状況にあり、また不整楕円形の上坑を伴

うことを確認できたことから精査に入る。

[配石の状況]礫は横位に配されている。

[規模]土坑の規模は1.14× 0.91m、 深さは0.06mである。

[平面形]土坑の平面形は不整楕円形を呈する。

[底面・壁]土坑の底面はほぼ平坦で、壁は緩やかに外傾 しながら立ち上がる。

[埋土]土坑の埋土は暗褐色シル ト層である。

[使用された礫]2点の礫は、重量が9,2kg、 石材は安山岩とデイサイトを使用されている。

[出土遺物]埋土から土器33点が出土している。271・ 272は口縁でそれぞれ波頂部直下に円形凹孔を有し半散

竹管による施文が見られる。両者は大木 6式に比定される。使用された礫 (273・ 274)2点は礫石器で、 I

類 (273)と XⅦ類 (274)である。

[遺構時期]縄文時代前期末～中期初頭に属する。
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5)陥 し穴

1号陥し穴 (第60図 )

[検出位置]F Q78・ 79グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅵ層。

[検出状況]表土除去後に隅九長方形の平面プランを確認した。

[規模]1.16× 0.66m、 底面までの深さは0.71mである。逆茂木痕の規模は0.11× 0.lm、 深さは0.34mである。

[平面形]隅丸長方形を呈する。

[底面・壁]底面は平坦で底面中央に逆茂木痕 1カ 所を有する。壁は垂直気味に立ち上がるが、北西隅のみオ

ーバーハングして立ち上がる。

[埋土]黒褐色～暗褐色粘土質シルト層が主体で11層 に分層される。

[出土遺物]な し。

[遺構時期]縄文時代前期末～中期初頭以外に所属するものと思われる。この時期は埋土主体層が、 1区の基

本層序において確認できなかったことから判断している。

1号陥し穴

号陥し穴

黒褐色粘土質ンル ト層 (10YR2/2)粘 性やや強く、しまり強い。

ゆ1～3mmの炭化粒を微量、明黄褐色のスコリア軽石を多く含む。

黒褐色粘土質シル ト層 (10YRν2)粘性やや強く、しまり強い。

明黄褐色のスコリア軽石を少量含む。

褐色粘土質シル ト層 (75YR4/6)粘性、しまり共に強い。

地山ブロックを多 く含む。

黒褐色粘土質シル ト層 (10YR2″)粘性強く、しまりやや強い。

明黄褐色のスコリア軽石を少量含む。

暗褐色粘土質シル ト層 (10YR3//3)粘 性、 しまり共に強い。

5層に似ているが、若干粘性が強い。

暗褐色粘土質シル ト層 (ЮYR3れ)粘性、しまり共に強い。

暗幅色粘土質ンル ト層 (10YR3浴)粘性強く、しまりやや強い。

暗褐色粘土質シル ト層 (10YR3/3)若 干色調が明るい。地山プロックを少量含む。

褐色粘土質シル ト層 (10YR4/4)粘性、 しまり共に強い。

灰黄褐色～にぶい黄褐色粘土質シル ト層 (10Y勲/2～10YR4/3)粘性、しまり共に強い。

o                              2m

第60図  1号陥し穴
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6)土坑

1号土坑 (調査時には 6号土坑と登録)(第 61・ 62図 )

[検出位置]G M80グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅵ層。

[検出状況]遺構検出時に楕円形プランを確認したことにより精査に入る。

[規模]1.14× 0.71m、 深さは0.72mである。

[平面形]楕円形を呈する。

[底面・壁]底面は中央が窪む。壁はほぼ垂直に立ち上がる。

[埋土]黒褐色～暗褐色シルト層が主体で 3層に分層される。

[出土遺物]埋土から土器69点、石器 6点が出上している。土器は磨滅しているため図化していない。275は

スクレイパー I tt。 276は石核で上下に打面設定し作業面を180度転移させながら剥片剥離が行れている。背

面にも剥離が及んでいることから自然面を除去しながら打面を後退させている。礫石器は 2点確認され、 I

類 (277)と Ⅶ類 (278)である。

[遺構時期]縄文時代前期末～中期初頭に属する。

2号土坑 (調査時には 7号土坑と登鋼  (第61・ 63図 )

[検出位置]G N79グリッドに位置する。

[検出面]Ⅵ層。

[検出状況]遺構検出時に長楕円形プランを確認したことにより精査に入る。

[規模]■47× 0.34m、 深さは0.21mである。

[平面形]長楕円形を呈する。

[底面 。壁]底面は凹凸がある。壁は緩やかに外傾 しながら立ち上がる。

[埋土]黒褐色シルト層が主体で 3層に分層される。

[出土遺物]埋土から土器10点、土製品 1点、石器 2点が出土している。土器は磨減しているため図化してい

ない。279は耳栓である。2801よスクレイパー I類である。

[遺構時期]縄文時代前期末～中期初頭に属する。

3号土坑 (調査時には8号土坑と登鋤  (第61図 )

[検出位置]G M80グリッドに位置する。

[検出面]Ⅵ層。

[検出状況]遺構検出時に楕円形プランを確認したことにより精査に入る。

[規模]■22× ∝ m、 深さは0.18mである。

[平面形]楕円形を呈する。

[底面・壁]底面はほぼ平坦である。壁は外傾 しながら立ち上がる。

[埋土]にぶい黄褐色～黄褐色シルト層が主体で 3層に分層される。

[出土遺物]土器 7点、石器 1点出土している。土器は磨滅しているため図化していない。石器は剥片である。

[遺構時期]縄文時代前期末～中期初頭に属する。
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◎ ◎

第63図

4号土坑 (調査時には 9・ 10号土坑と登録)(第 61・ 64図 )

[検出位置]G M80グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅵ層。

[検出状況]遺構検出時に不整形プランを確認したことにより精査に入る。

[規模]■31× 1.19m、 深さは0.54mである。

[平面形]不整形を呈する。

[底面・壁]底面は平坦である。壁は外傾しながら立ち上がる。

[埋土]黒褐色～暗褐色シルト層が主体で 4層 に分層される。

[出土遺物]土器65点、石器 5点が出土している。281～ 284は深鉢、281は E類で日唇部に縦位隆帯を貼 り付

けている。深鉢282～ 284は 同一個体で円形凹孔と半裁竹管による刺突列がある。これらは大木 6式に比定さ

れる。285はスクレイパーⅢ類、286は磨製石斧である。287・ 288は礫石器XⅢ類である。

[遺構時期]縄文時代前期末～中期初頭に属する。

5号土坑 (調査時には11・ 12号土坑と登録)(第 61・ 65図 )

[検出位置]G L81・ 82、 G M81・ 82グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅵ層。

[検出状況]G L81・ 82、 G M81・ 82グ リッドをV層からⅥ層にかけて掘 り下げている際に円形のプランを確

定できたことにより精査に入る。半裁し掘 り下げていった結果、本遺構は中端が存在しさらに底面へ広 りな

がら下がっていくことを確認できた。

[規模]0.53× 0虚 m、 深さは0.67mである。

[平面形]楕円形を呈する。

[底面・壁]底面はほぼ平坦である。壁は底面から中端までオーバーハングし、中端から上端まで外傾しなが

ら立ち上がる。

[埋土]黒褐色～暗褐色シルト層が主体で 5層に分層される。人為堆積である。

[出土遺物]土器84点、看器12点 出土している。土器は磨滅しているため図化していない。289・ 290は石匙。

前者はⅢ類、後者はⅢ類である。293は石錘 I類である。礫石器はV類 (294・ 295)のみである。

[遺構時期]縄文時代前期末～中期初頭に属する。

[性格]断面形状からフラスコ状土坑と考えられる。

Ｓ

　

７９
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第64図  4号土坑出土遺物
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7)柱穴 (第66～71図 )

[検出位置]調査区 1区に位置する。

[検出面]Ⅲ ～Ⅳ層とV層下位～Ⅵ層にかけて検出されている。

[検出状況]各層界において遺構検出を行ったところ、上記の層中でプランを確認する。

[平面形・規模・形状]第42～45表に示した通 りである。

[出土遺物]各柱穴から出土しており、土器と石器共に第 5・ 7・ 8表に記載した通りである。出土した土器

は磨減しているため図化していない。掲載した遺物は296～333である。299・ 309・ 3251よ 頁岩製石鏃。それぞ

れ I類、Ⅱ類、Ⅳ類である。302・ 314は頁岩製石箆でⅣ類とⅢ類である。301・ 307・ 310。 328は スクレイパ

ー。それぞれⅣ類、Ⅱ類、Ⅶ類、Ⅲ類である。316イま不定形石器である。3171よ石核。90度ないし180度の打面

転移を繰 り返し、一定の打面が確保されると連続して剥離作業を行っている。324は磨製石斧。先端に剥離を

施し刃部を整形した後、研磨を施している。298。 305・ 306・ 320・ 326。 331は石錘である。礫石器は以下の

各類が見られる。 I類 (300・ 303・ 308。 312。 315。 319。 321・ 323・ 324。 329。 332)、 Ⅲ類 (318・ 322)、 Ⅳ

類 (311)、 Ⅵ類 (327)、 Ⅶ類 (333)、 XⅢ類 (297。 304・ 313・ 330)である。2∝は 状耳飾である。

[遺構時期]縄文時代前期末～中期初頭に属する。
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3。 時期不明の遺構

1)溝

1号溝 (第72～И図)

[検出位置]G」 78～81グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅲ層。

[検出状況]Ⅲ 層上面において西壁に試掘 トレンチを入れた結果、本遺構の存在を把握した。断面観察により

Ⅱ層を掘 り込んで形成されていることを確認した。

[重複]1号・ 2号竪穴住居跡と重複しており本遺構の方が新しい。

[規模]検出長は11.06m、 上端は0.74～ 1.24m、 下端は0.2～ 0.32mである。深さは0,71mである。

[平面形]上端と下端が共に平行し、東西にほぼ真っ直ぐである。

[底面・壁]底面は概ね平坦である。壁は外傾して立ち上がる。

[埋土]黒褐色シル ト層が主体で 5層 に分層される。

[出土遺物]縄文土器226点、石器200点が出土している。334は浅鉢の口縁部と思われる。335は石鏃、336は

石錐、337は石匙、338は不定形石器、339。 340はスクレイパー類である。礫石器のⅡ類 (341)、 Ⅶ類 (342・
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3螂 )、 XⅢ類 (3441である。本遺構と竪穴住居跡が重複した範囲で主にこれらの遺物が出上していることか

ら、 1号・ 2号竪穴住居跡の遺物である可能性が高い。

[所属時期]縄文時代以外の遺物は出土しておらず、また調査区西壁でⅡ層より掘 り込まれている状況を確認

していることから縄文時代中期以降に属するが、詳細は不明である。

2)土坑

6号土坑 (1号土坑で登録)(第72図 )

[検出位置]E M74グリッドに位置する。

[検出面]V層。

[検出状況]V層の遺構検出面まで掘 り下げを行った結果、壁際に調査区外に延びていく不整形プランを検出

した。断面において遺構はⅢ層より掘 り込まれていることを確認した。

[規模]0,77× 0.26m、 深さは0.1lmで ある。

[平面形]不整形を呈するが、調査区外に延びていくため全容は不明である。

[底面・壁]底面は皿状に凹む。壁は緩やかに立ち上がる。

[埋土]黒色～黒褐色粘土質シルト層主体で 2層 に分層される。

[出土遺物]な し。

[遺構時期]縄文時代以降に属すると思われるが所属時期は不明である。

3)柱穴

柱穴 (第 12図 )

[検出位置]F178・ 79グ リッド付近 (3区)と E M75。 76グ ッリド付近 (4区)に位置する。

[検出面]それぞれ地山である。

[検出状況]3区では 9基、 4区では 5基検出され、第12・ 13図 に示した通りである。

[平面形・規模・形状]観察表に記載した通りである。

[埋土]それぞれの区で確認できた柱穴の埋土主体層は同一である。

[出土遺物]な し。

[遺構時期]所属不明である。
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4。 遺構外出土遺物

1)土器

遺構外からは遺物が多 く、特に調査区 1区の I層からV層 にかけては多 くの土器が出土 し、約42,687点 、

重量は55461kgで ある。各層位ごとに遺物を取 り上げを行ったため、それぞれまとめておく。

各包含層からは大木 6式を中心に大木 2aか ら大木 7b式期にかけての土器が確認された。下記に分類し

た大木 5b～ 6式 。6～ 7a式 。7a～ 7b式は、区分できなかったためこのような扱いを行った。以下に

各層ごとに記載する。

I層 出土土器 (第75図 )

1,74点出土している。

[大木 6式](346・ 348)

346は半我竹管による縦位沈線、348は棒状工具による斜位沈線を施文。

[大木 7a～ 7b式](345。 347)

3もは「し」宇状隆帯貼付。347は 円文 。縦位沈線を組み合わせたものである。

Ⅱ層 出土土器 (第75～Ю図)

7,083点 出土している。

[大木 6式](349・ 351・ 352・ 357・ 360。 361。 363。 366。 373・ 378・ 380'382・ 388～ 390。 392・ 394・ 396・

399。 400。 405-408。 412・ 413・ 415・ 416・ 418・ 420。 421 ・424・ 427・ 433・ 435)

351は縦位隆帯 2列貼付と円形竹管による刺突、352は鋸歯状平行沈線にボタン状貼付文、351と 352は共に

IC類である。435は頸部と体部の間に横位の三角印刻を有するものである。その他は半我竹管・棒状工具に

よる沈線や刺突、円形粘土・縦位隆帯を買占付けられているものがある。

[ジ(舅に7 aテ ]ヽ (358・ 362・ 368・ 370・ 371 ・374・ 376・ 377・ 383・ 393。 417'423・ 434)

370。 374。 423は縦位直交に刻まれた隆帯力靱占付され、平行沈線と鋸歯状沈線、縦位沈線 と頸部と体部を区

画する横位隆帯に組み合わせによるものである。377は「X」 宇状隆帯を貼付、その脇に沈線を施文し、体部

にも縦位沈線施文。383は他の日縁部形態とは異なる波状縁を呈す①393は 回唇部に横位隆帯、その直下に複

数の縦位隆帯を貼付。4171ま 口縁都突起で口唇部及び内外面に沈線を有する。その他は隆帝貼付、沈線との組

み合わせで施文されたものである。

[大木 7a～ 7b式](356。 367・ 385・ 391・ 397・ 401'402・ 409・ 92・ 宅5。 426・ 429。 431・ 432・ 偲6。 437)

356は隆帯を三角形状に巡らし、渦巻状 。斜位・横位沈線と組み合わせたものである。367・ 4021ま 「X」 字

状隆帯貼付、前者の内面にのみ渦文只占付。385。 422・ 429。 431・ 432は鋸歯状隆帯を横位ないし縦位に貼付。

426は 「し」字状隆帯貼付。436と 零7は 日縁部突起で、前者は沈線により装飾されているが、後者は隆帯貼付

と沈線を組み合わせ、「ふくろう ?」 を模 している。その他は細い隆帯貼付、沈線を施文されたものである。

[大木 7b式](364・ 372'386・ 387'398・ 404・ 410。 411'414・ 428)

364は ボタン状貼付文。372は隆沈線文。386は弧状沈線と平行沈線の組み合わせたもの。387は格子状沈線。

410は 渦巻状隆帯。4111よ横位隆帯に平行させ側面圧痕を施している。その他は細い隆帯を貼付 し、沈線が施

文されたものである。
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[分類不明](350・ 353～ 355・ 359。 365。 369。 375。 379。 381・ 384・ 395。 403。 419。 430)

分類不明としたものは縄文のみ施文された完形個体や底部のみのもので、上記の型式に含まれる。深鉢が

大半を占めるが、355。 369のみΠB類である。

Ⅱ～ Ⅲ層出土土器 (第80図 )

41点出上している。

[大木 6式](娼 8。 439・ 442・ 446)

438と 439は口縁部が肥厚で IBl類である。439のみ棒状工具による波状沈線が施文されている。

[大木 7a～ 7b式](443・ 444・ 駆5)

軽 と445は鋸歯状隆帯貼付。444は「X」 字状隆帯貼付。

[大木 7b式](440・ 441)

440は弧状沈線文と平行沈線の組み合わせたもの。441は横位隆帯貼付。

[分類不明](447)

447は深鉢の底部、上記の型式内に含まれる。

Ⅲ層出土土器 (第81～103図 )

23,170点 出土している。

[大木 2a式](756)

756は撚糸文が横走し、胎土中に繊維を含む。

[大木 5a式](708・ 744・ 759)

708は波状口縁の波頂部に円形竹管による刺突が施された山形貼付文と縦位鋸歯状隆帯を貼付。744と 759は

鋸歯状沈線文。

[大木 5b～ 6式](483・ 6C18)

軽3と 608は口唇部に刻みが施されており、前者はIG2類である。

[大木 6式](448・ 451～ 453。 456～ 466・ 468～ 472。 475・ 479。 481・ 484～ 486・ 495。 506～ 509。 514～ 516・

518-520・ 523・ 524・ 526。 529・ 533・ 537^Ψ 539・ 547´Ψ549・ 554。 565-567・ 571´ヤ574・ 577・ 581・ 583・

585・ 586・ 588・ 590'593-598'601-606・ 609'613・ 614・ 616・ 618-620。 624・ 625。 627・ 629。 630・

632・ 635。 637・ 638。 640。 644´ヤ646。 649・ 652・ 653・ 657・ 659。 661 ・663。 668・ 669。 671 ・678-683・

685。 689・ 690。 694・ 695・ 699。 701・ 702・ 705・ 707・ 709・ 714-716・ 718・ 719・ 724・ 727・ 728・ 731・

732・ 742・ 743・ 748・ 755。 757。 76Cl)

448・ 460は単頭突起直下に円形粘土貼付。451・ 456は双頭突起直下に円形凹孔を施文。457は 口唇部に刻み

を有する。458は三頭突起直下に円形凹孔を施文。462は細い横位隆帯を貼付 し、その上を半我竹管を刺突。

その他は基本的に平口縁や単頭 。双頭・三頭突起等の口縁形態が確認できる。文様は縦位及び横位隆帯や円

形粘土貼付、円形凹孔、円形・半裁竹管による刺突、棒状工具・半裁竹管による沈線、側面圧痕などを組み

合わせて施文している。また口唇部に刻みを有するものがある。

また、本型式は完形個体が多いことからI類に分類 した各器形を確認でき、最もバリエーションが多い。
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[大木 6～ 7a式](480・ 530・ 532・ 556・ 5Ю 。580・ 5M。 626。 654・ 717・ 751・ 752)

480は半我竹管による刺突がある縦位隆帝貼付。560は横位平行沈線と縦位沈線組み合わせ、円形粘土板を

貼付。その他は横位隆帯、平行沈線が施文されたものである。

[ジ〔舅に7 a式 ] (449'450・ 473・ 474・ 476´
―V478・ 505。 513・ 521 ・525・ 528・ 535・ 536・ 540・ 541 ・543・

545・ 546・ 553・ 560。 562・ 564・ 579・ 589。 592・ 600。 607・ 610。 611 ・622・ 634・ 641・ 643・ 650。 655・

656・ 665'667'670'672-674・ 676・ 686・ 691 '720'729。 734^▼736'739・ 741 '745-747。 750。 753・

758)

狸9と 450は 内面に渦文を貼付ていることは共通しているが、前者は日縁部に渦文と縦位隆帯を貼付、後者

はボタンJ犬貝占付文である。476～478・ 643・ 670'729'758は縦位直交に刻まれた隆帯を貼付。473。 474・

650・ 655。 656'750・ 753は直交に亥1ま れた「ノ」字状ないし渦巻状隆帯貼付。560は 中央に凹みがある円形

粘土貝占付。これらは縦位隆帝と渦巻状隆帯、円形粘土貼付には平行沈線、鋸歯状沈線、縦・斜位沈線をそれ

ぞれ組み合わせたものである。その他は平行沈線、鋸歯状沈線、縦・斜位沈線をそれぞれ組み合わせたもの

で施文されている。本層から完形個体は少なく、大木 6式 に比べ器形のバリエーションは少ない。449・

476・ 477は IBl類、T3・ T4・ T8は ID類、ЪOは HA類である。その他は不明である。

[大木 7 a～ 7 b式] (531 ・542・ 544・ 552・ 563・ 557・ 559・ 563・ 578・ 642・ 651 ・658・ 662・ 677・ 684・

687・ 688・ 693・ 700。 703・ 712'718・ 721 ・723・ 730。 737。 738・ 740)

531・ 557は波状縁の波頂部に円形状突起を有する。563は渦文貝占付。578は口唇部にボタン状貼付文。651は

口唇部に深さの異なる刺突を複数有する。700'7031よ穿子としてお り、内外面共にやや膨らむ。684'740は

「C」 字状隆帯貼付。7301よ格子状沈線文。737円 形ないし渦文員占付、それに沿って細い隆帯を只占付。その他は

鋸歯状・縦位・横位隆帯貼付、円形刺突文が施文されている。

[大木 7b式](522・ 591・ 636・ 647・ 664・ 675。 692。 697・ 698'726)

522・ 636。 664は 口唇部に沈線が施され、日縁部はやや厚みがある。522は 口唇部に隆帯を貼付 し、沈線が

施文。591は内面と口唇部に渦文只占付。6飩は縦位隆帯貼付。636は鉢状を呈するものである。647・ 697t溺用犬

沈線と平行沈線を組み合わせたもの。675は 口唇部と口縁に棒状工具による刺突列が施されている。698は 口

縁部に縦位沈線が施され、Ⅱ類に分頚されるものである。726は横位一列に穿子しされ、その直下に隆帯貝占付。

[円筒下層 d式](696)

696は口縁部は側面圧痕、胴部は木目】犬撚糸文が施文されている。

[分類不明](454。 455・ 467・ 482・ 487～ 494・ 496～ 504・ 510～ 512・ 517・ 527・ 534・ 550～ 551・ 555・ 558・

561・ 568・ 569・ 575・ 576・ 582・ 584・ 599'612・ 615。 617・ 621 ・623・ 628'631・ 633・ 639。 648・ 660・

666。 704・ 706・ 710。 711 ・713・ 722'725'733・ 749'754)

分類不明としたものは縄文のみ施文された完形個体や底部で、上記の型式に含まれると思われる。454・

482は lD類、4551よ IBl類、491・ 497・ 4991よ ICか IG類の底部と思われる。493・ 498・ 501は IC類の

底部である。5041ま ⅡB類の底部である。その他の底部は I類である。日縁部から599・ 706・ 7131ま Ⅱ類と思

われる。その他は I類 と思われ、無文や縄文のみのもの、側面圧痕が施されたものがある。
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Ⅳ層出土土器 (第103～108図 )

3,096点 出上している。

[大木 5a式](801)

801は ドーナツ状突起貼付。

[大木 5b～ 6式](761・ 778・ 798・ 837)

761は細い鋸歯状隆帯を横位に施文されたIC類である。778は 口唇部と肥厚帯下端にそれぞれ刻みを有す

る。798と 837は回唇部に刻みがあり、798のみ口縁部に半載竹管による刺突が施文されている。

[大木 6式](764。 765。 767～ 770・ 779～ 781・ 785。 786。 790・ 792・ 793・ 797・ 799・ 803・ 805'813・ 815～

818・ 822'823・ 825。 828・ 831・ 833・ 835。 836・ 838'840～ 843)

768は双頭突起で鋸歯状沈線を施文。770は平口縁で日唇部に刻みを有 し平行沈線を施文。793・ 764は単頭

突起で、前者はその直下に円形凹孔、後者はその直下に円形粘土板貼付。797は 口縁部に円形凹孔列。842は

円形状隆帯貼付。その他は縦位隆帯や円形凹孔、円形・半裁竹管による刺突、棒状工具・半裁竹管による沈

線、側面圧痕などをそれぞれ組み合わせて施文されている。 IB・ D類が確認されているが、本層からは器

形が確認できるものは少ない。

[大木 6～ 7a式](763・ 狗5)

8221ま縦位隆帯貝占付と側面圧痕を組み合わせているものである。

[大木 7a式](771・ 782・ 783・ 789。 794・ 796・ 8C18・ 812・ 829・ 832)

785は渦巻状沈線。789・ 808は「X」 字状隆帯貼付。その他は縦位直交に刻まれた隆帯に平行沈線、鋸歯状

沈線、縦 。斜位沈線をそれぞれ組み合わせたものと各沈線だけを組み合わせたものである。出土点数が少な

く器形を確認できるものはない。

[大木 7a～ 7b式](800・ 807・ 810・ 814)

800は鋸歯状隆帯貼付。その他には円形刺突、平行沈線、ボタン状貼付文が施文されている。

鰈 不明] (762・ 766。 772-777・ 784・ 787・ 788・ 791 ・802・ 804・ 806。 809・ 811 ・819-821 ・824・ 826。

827・ 830。 834・ 839)

分類不明としたものは縄文のみ施文されたもので、上記の型式に含まれると思われる。762・ 7721よ IG類

に分類される。他の底部は I類に含まれるが詳細は不明である。7761ま ミニチュア土器である。日縁部には無

紋や縄文のみのもの、側面圧痕が施されたものがある。

Ⅳ～ V層出土土器 (第108図 )

768点出土している。

[大木 6式]徹り

844は単頭突起直下にボタン状貼付文、 IC類である。

V層出土土器 (第109～116図 )

5,398点 出土している。

[大木 5b～ 6式](864)

8髄は細い隆帯を縦・横位の直線と鋸歯状を組み合わせて貼付。

[大木 6式](845・ 846・ 858・ 860。 861・ 863・ 871・ 873～ 879・ 890・ 893～ 896。 901・ 902)
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路 は単頭突起で鋸歯状沈線を施文。846は双頭突起で波底部直下に円形凹孔を施文。858は平口縁で体部に刷

毛目状工具による沈線を施文。これらはすべて IBl類である。860。 863は側面圧痕と横位隆帯を組み合わ

せたもので、両者共に平口縁のIG類である。その他には半裁竹管や棒状工具による沈線、円形凹孔、縦位

隆帯貼付がそれぞれ施文されている。

[大木 7a式](865・ 882・ 885。 891・ 897・ 898)

865は縦位隆帯 2列の貼付と横位沈線と鋸歯状沈線を組み合わせで施文。885は波頂部に渦文貼付。その他

には縦位直交に刻まれた隆帯と横位平行・鋸歯状沈線、縦・斜位沈線をそれぞれ組み合わせたものである。

865のみ ID類であるが、その他の器形については点数が少ないため不明である。

[分類不明](847～ 857・ 859。 862・ 866～870・ 872・ 880・ 881・ 883・ 884・ 886～889・ 892・ 899～9CXl・ 903)

分類不明としたものは縄文のみ施文されたもので、上記の型式に含まれると思われる。器形が分かる深鉢

であるが、縄文のみであるため型式分類は行っていない。

調査 区一括 出土土器 (第116図 )

810点ある。

[大木 5a～ 5b式](923)

9321よ円形竹管による刺突が施された縦位山形隆帯貝占付。

[大木 6式](904・ 906。 907・ 911・ 912。 915。 916・ 924)

912・ 915。 916は 円形凹孔と平行沈線を組み合わせたもので、いずれも日縁は波状縁である。906は 口縁部

がやや肥厚で胴部のみ縄文を施文。その他は半裁竹管や棒状工具による沈線が施文されている。

[大木 7a式](905。 910。 917・ 919。 920)

913は内外面に渦文貼付。9191ま縦位直交に刻まれた隆帯と横位平行 。縦位・斜位沈線をそれぞれ組み合わ

せて施文されている。920は前述した沈線のみで施文されている。

[大木 7a～ 7b式](913。 914・ 920

平行沈線、半裁竹管による刺突が施されている。

[分類不明](908。 909・ 918'921・ 922・ 925)

分類不明としたものは、底部及び縄文のみ施文された体部で上記の型式に含まれると思われる。器形が分

かるものもあるが、文様が施文されていないため分類できなかった。
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第109図  V層 出土土器 (1)
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第111図  V層 出土土器 (3)
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2)土製品 (第 118～ 120図 )

土製品は、板状土偶・耳栓 。その他の土製品が調査区 1区の包含層から出土している。

土偶

全て板状のものでⅡ～Ⅲ層から計11点出土している。

Ⅱ層からは4点出土している。928は体部上半部、頭部と僅かに両腕が張 り出している。胸部中央に浅い楕

円形の凹みがある。頭部と体部中央、腕部に穿孔がある。背面にのみ直線で施文されている。929は体部上半

部の肩部、乳房が残存している。乳房の直上に穿孔を有し、表面と背面に4～ 5本で 1単位の直線で施文さ

れている。930と 931は体部上半部の碗部で、両方とも穿孔がある。9301よ 直線のみの施文で、931は直線及び

弧線で表面と背面に施支されている。

Ⅱ～Ⅲ層からは 1点出土している。933は体部下半部、膨隆部を有するものである。表面と背面に直線で施

文されている。

Ⅲ層からは 6点出土している。934は頭部から体部上半部のものでまとまった状態で出土している。頭部と

両腕が張 り出しており、頭部と両腕部に穿子とがある。直線及び弧線で表面と背面に施文されている。935と

936は腕部が欠けているが、胎土や焼成等から同一個体と思われる。頭部に穿子とを有し、体部下半部に膨隆部

を有するものである。直線及び弧線で表面と背面に施文されている。9371ま体部上半から下半部にかけてのも

ので、膨隆部を有する。表面に直線と点で施文されている。938は体部上半から下半部にかけてのものである。

異なる場所から出土した 3点が、接合 している。表面は直線、背面は直線及び渦巻文が施文されている。939

は脚部で穿子しを持つものである。表面と背面に直線で施文されている。

基本的にⅡ層とⅢ層からの出土であるが、表面と背面に直線ないし弧線で施文されてるものが大半である。

938のみ渦巻文が施文されているものが存在している。大木式の土偶の編年をしている小笠原 (1984)を 参考

にすれば、基本的に直線及び弧線で施文され、膨隆部をもつ929～ 931・ 933・ 987～9391よ 大木 6式、928は体

部に凹みをもち、両腕部がわずかに出ているのは大木 5式、938は背面に渦巻状のが施文されていることから

大木 7a～ b式である。このことから本遺跡では大木 6式を中心に出土し、一部前後する時期のものが確認

されているということになる。

耳栓

Ⅲ・Ⅳ・V層 と1点ずつ計 3点出土している。MOと 9ちは穿孔しており、9461よ 焼成が悪く、上下に凹みを

有するものである。

その他 の上製品

上記に含まれない土製品は 5点で、 I層からⅢ層にかけて出上している。927は不明土製品、土塊あるいは

刻みが入っていることから土錘の可能性がある。932は不明土製品である。ミニチュア土器とも考えられたが、

内面中央に膨らみを有することからここで報告している。942は 土錘で、長さ2.9cmの ものである。941は垂飾

状土製品である。一端に穿孔を有する。943と 9駆は舟形土製品である。同一個体であるが接合はしない。944

にのみ穿子とを有する。
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3)石器

遺構外から剥片石器や礫石器を含めると石器は5,452点 出土している (第120～ 181図 ・第10。 11表)。 ほとん

どの石器が調査区北端のGO～ 」グリッドから出上しており、それ以外の調査区から出土した石器は僅かで

ある。

下記には分類した石器ごとにまとめておく。また、基本的に遺構外の記載であるが、分類項目に遺構内に

しか存在しない場合はその記載を行うこととしている。

石鏃  (第 131～ 134図 )

遺構外からは108点 出土しており、本石器のすべての出土位置はGKo Lo M oN79・ 80グ リッドに集中し

ている。石材は頁岩が主体で、各分類ごとでの相違は見られない。出土層位においては I層からV層にかけ

て出土しているが、Ⅲ層に多く見られる。平面形及び基部形状で 5分類 している。

I類は有茎鏃で I層 とⅡ層から1点ずつ出土している (993)。 本類は石鏃の中で占める害↓合が最も低 く、

基部と先端部の長さにより細分される。993は 2類である。

Ⅱ類は尖基鏃で 3点出土している (950・ 963)。 I層 とⅡ～Ⅲ層で見られている。本類のみ他類と異なり長

さが幅の 2倍を越えるものである。950'9631よ 腹面は共に周縁部にのみ二次加工が施され、素材腹面を残し

ている。

Ⅲ類は平基無茎鏃で14点 出土している。本類は分類項目の中でⅣ類に次いで多 く確認されている。基部側

の調整の有無で細分したが、 1類は11点 (951～ 953・ 959・ 977・ 979・ 983)、 2類は 3点 (978)である。978

のように打面を基部側に用い加工をしていない 2類は少ない。952・ 977・ 979は基部側の調整が粗雑である。

本類及び他類を含めても基部側の調整が行われていることから、それらはⅣ 2・ 5類 またはⅥ類の製作段階

と983の ような形体への製作段階での廃棄と考えられる。

Ⅳ類は凹基無茎鏃で53点出土している。本類は最も多く認められるもので約1/4を 占める。長幅比と基部形

状において細分した。それらの内訳であるが、 1類は10点 (962・ 鋸1・ 985。 987～ 989)、 2類は3点 (949・

970)、 3類は 5点 (971・ 984)、 4類は17点 (984・ 954～956・ 966～ 969。 980。 992)、 5類は 6点 (957・

958・ 982・ 991)、 6類は11点 (964'965・ 973～ 975)、 不明は 1点である。 6分類を長幅比の関係から概観す

る。規模が同一基準である 1～ 3類をみていくと2類は点数が少ないことから判断できないが、 3類に比べ

1類は幅が狭 くなる細身の傾向がある。また 4～ 6類は、 4類は長さ30cm。 幅20cm前後にまとまりがある

が、 5・ 6類にはまとまりが見られずばらつきがある。同一基部形状を中心にみていくと、 1・ 4類は概ね

長さ30前後から40mm。 幅15～20mmに あり、その前後に 3・ 6類が分布しそれらの分布域が異なりを見せる。

本類を基部形状と規模から各類との関連性について言及していきたい。基部形状は袂 り部の深さにより分類

を行っているが単に深度の差と捉えるならば、3・ 6類は1・ 4類の製作段階途中に廃棄された未製品と想定す

ることができる。その場合、基本的には長幅比で示した分布域で1・ 3類 と4・ 6類が重なり合う分布状況を示

しても良いものと思われる。長幅比において少なからず各類がまとまりを見せていることから基部形状はそ

れぞれを目的として製作されたものと考えられ、1・ 4類 と3'6類の基部形状の2種類が存在したことになる。

規模の差は素材となる剥片の規模により生まれた結果と考えられ、今回のような基部形状による分類が妥当

かと思われる。ただし、2・ 5類に限っては点数が少ないことから言及できないので、他類との関係は今後の

課題としたい。
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V類は円基鏃でⅢ層とⅣ層と合わせて 3点出上している (976。 986)。 9861ま 基部が円形を呈しているが、

976は刃部末端が外側に張り出さず丸味帯びていることから判断している。

Ⅵ類は未製品及び欠損品で22点出土し、Ⅱ層に多 く見られる (960。 961・ 990)。 長幅比からみるとI～ V類

に比べ幅が広いものが大半で、製作段階で廃棄された可能性が高い。欠損品は上記の分頚に該当できなかっ

たものである。

このように分類作業を行った結果、各種の形態の石鏃を確認することができ、本地区ではⅣ類が主体を占

ることがわかった。その中でⅣ l・ 4類 とⅣ 3・ 6類は形態差であることを提示できたことは成果と言える。

滝ノ沢遺跡 (北上市教育委員会1987)で も上記の各分頚が見られることから、今後は全てを合わせて当該期

の石鏃として検討していく必要がある。

第12表 石鏃出土グリッド表

第121図 石鏃長幅比

60

20     25

幅 (llull)

（冨
）
和
曜

Ю 80 合計

CO 7 1 8

3N 2 7

GN・ M l 1

GM 3 6

3 4

GK 2 2 11

GJ 2 ユ 4 7

CI 2 5 4 ユ

GH

GF 1 1

3 3

合計 I 1 3 108

第13表 石鏃出土層位一覧

昌待
分 匁

I Ⅱ Ⅳ l V2 Ⅳ 3 Ⅳ 4 Ⅳ2 5 Ⅳ 5 Ⅲ′6 V 不 明 合 計

I ユ 4 ユ 1 1 3 1 1 2 6 23

Ⅱ 1 2 5 3 9 20

ll～ Ⅱ ユ 1 2

4 3 〕 2 2 6 7 30

Ⅱ・Ⅲ一括 1 ユ I 3

Ⅳ 2 ユ 2 1 2 8

V 1 4 1 1 1 1 2 11

不 明 11

合計 2 11 3 5 17 ユ 6 11 3

二おユX受 技
△
△x 

・  ・・

汁 ゞ・x△

ぶ

10
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尖頭器 (第 134図 )

Ⅲ層からⅣ層にかけて3点出土し、石材は全て頁岩である (994～996)。 当該期に見られる尖頭器や尖頭器

様石器は見られない。994は素材腹面より二次加工を施し、平面形状は柳葉形、断面形状は三角形を呈する。

995。 996は基部のみ残存し、先端部が欠損している。周縁のみのもので不定形類に属する可能性もあるが、

平坦な剥離を行っていることからこのような扱いをしている。いずれも石材は頁岩である。

第14表 尖頭器出上グリッドー覧

合計

GN

GN,M
CM 1 1

GL 1 1

GK

G

GH

GF 1 1

調査区一括

合 計 1 1 1 3

第15表 尖頭器出土層位一覧

層 位 点  数

El 2

Ⅳ ユ

合 計 3

石箆 (第 135～ 139図 )

遺構外からは55点、G N80グ リッドを中心として出土している。各層位によって形態による差異は認めら

れない。石材は頁岩が主体で僅かに流紋岩や凝灰岩が見られる。平面形状において 4分類している。

I類は撥形を呈するもので14点 出土している。刃部調整により細分しており、 1類は (999。 1005。 1006。

1012・ 1016)、  2類は (1003・ 1010)で ある。Ⅲ層からV層にかけて出土している。長幅比からみると長さ/

幅が2.5倍前後にまとまりをみせる。刃角は29～ 50° 前後の範囲であるが、概ね40° 前後である。基本的に両

面に二次加工が施されている。 1類は素材腹面を残すもの (1005。 1006・ 1012)と 二次加工により素材腹面

が確認できないもの (999。 1016)があり、両側縁の加工に比べ刃部側に細部加工が施されている。 2類 は、

1003は両面の刃部加工が基本であることから1類の製作段階の可能性がある。1010はスクレイパーの可能性

があるが、両側縁部に部分的ではあるが加工されていることから判断している。

Ⅱ類は長方形を呈するものでⅡ層から1点出土している。両面加工によるものは本類にはない。片面調整

により刃部が形成され、基部側に一部加工が施されている。形態はスクレイパーに類似している。

Ⅲ類は小判形を呈するもので 9点出土している (1001・ 1007・ 1011・ 1015)。 I層からV層にかけて見られ

るが、Ⅱ層から皿層が主体である。断面形状で細分したが、刃角に差は見られない。1001や 1011は両面に加

工を施されているが、1007・ 1015は両面に加工されているものの腹面への加工は粗雑であり、刃部周辺及び

背面に二次加工が施されている。

Ⅳ類は長楕円形を呈するもので10点 出土している (1000・ 1004・ 1008・ 1009。 1013・ 1014)。 Ⅱ層からV層

にかけて出土している。本類の断面形状は基本的に凸レンズないし菱形を呈し、二次加工は全面におよぶ。

刃角は33～ 60° とばらつきが見られる。1000。 1004・ 1008。 1013は二及加工が両面に施されている。1009は

先端部を中心に刃部形成をしている。1014の ように断面が蒲鉾形を呈しているものもある。

V類は未製品及び欠損品で、18点 出土している (1002・ 1017)。 未製品は断面は三角形及び台形、平面形は
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U字ないしV字形を呈するもの、欠損品に関しては器体中央で欠損しているものが大半を占める。

上記のように細分したものの分類形態と石材には関係を見出せない。また、 I類やⅣ類において直線的な

刃部と外湾ないし弧状の刃部の両者が観察され、分類形態と刃部形態にも差はない。

今回は二次加工の調整方法に特徴が認められたので詳述する。二次加工により両面と背面のみを中心に形

成されているものが大半であるが、刃部及び刃部付近の両側縁に集中して加工が施されているものが認めら

れる。このことは998。 1000。 1004。 1007。 1009の ように作業工程が進み刃部調整を繰 り返せば、作業部位で

ある刃部先端だけが先細 りしていくことが窺え、全体形状より刃部付近のみ再生作業を繰り返していると捉

えることができる。またその想定される作業部位の他に基部側の両側縁に細部加工が一部確認される資料が

存在しており、装着に対しての加工痕と捉えられるものもいくつか確認できた。これらのことは分類した各

類において想定され、作業部位と基部形状が共に変形していくことが考えられる。石器製作当初から見られ

る形態差が何から起こりうるかは、この分類からは判断できないことから、これらは今後の課題としたい。

本石器の出土点数の約 3割に使用痕が各類において観察できたので考察にまとめて掲載しておく。

第16表 石箆出土グリッドー覧

第17表 石箆出土層位一覧

第122図 石箆長幅比
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トランシェ様石器 (第 129図 )

Ⅲ層から2点出土している。1018は背面に自然面を有する剥片を素材としている。素材を横位に用い両面

より調整を施し基部を形成し素材の縁辺を刃部としている。1019は刃部範囲に剥離が見られ、小判形の形状

を呈することから、石箆やスクレイパー類の可能性もあるが、両面より基部を形成していることから本石器

としている。どちらも石材は頁岩である。

第18表  トランシェ様石器出土グリッドー覧

石匙 (第 140～ 143図 )

石匙は45点出土し、調査区北側のほiぎ全域で見られる。出土位置による差異は認められなかった。使用石

材は頁岩が主体で、赤色頁岩や弱璃や凝灰岩が僅かにある。出土層位は I層からⅥ層上面にかけて確認され、

Ⅲ層が主体である。摘み部を中心とした中軸線と刃部が交差する角度により、縦型・横型・斜位型に分類 し

ている。

I類は縦型で17点出土しており平面形状により6分類 している (1020。 1021・ 1023。 1026～ 1029・ 1035。

1036。 1040)。 長幅比では長さが幅の1.5倍以上のものが大半であるが、細分と長幅比に関係性は見いだせない。

刃部加工において両面加工が施される 1・ 2類は 3点のみで、その他の片面加工の 3～ 6類のものが約 8割

を占める。 1類は遺構内にのみ確認されている。 2類 (1026・ 1040)は共に、刃部先端が錐部と類似 した形

状を呈 している。1026は 狭 り部から摘み部にかけて、1040は 快 り部のみに加工が施されている。 3類

(1027・ 1036)は 1側縁にのみ二次加工が施され、他類 とは異なり刃部の断面形状は厚みがある。 4類

(1020。 1023。 1029。 1035)は本類の中で最も多く見られる。素材となる剥片の打面は除去されているが、打

面を上にして使用している。 5類 (1021'1028)は刃部が中軸線と平行 していることから本類として扱って

いるが、末端部に形成される刃部の後退により3類に含まれる可能性も考えられる。 6類は今回は図化して

いない。刃部は概ね中軸線と平行しているが、他類に比べ平面形が一定ではない。刃角の平均は I類は30°

前後、 2類は60° 前後、その他は全般的に共通した数値を示し26～ 68° の範囲に収まるが、30～ 50° 前後に

集中する。石材は頁岩が主体で、馬璃が僅に存在する。

H類は横型で 5点出土している (1024。 1030。 1031)。 刃部加工が片面か両面により細分している。 1類

(1024・ 1030。 1031)は、1024。 1030は刃部に細かな加工を施している。刃部再生が行われればⅢ類への変化

を想定できる。1031は快 り部と刃部に加工を施していることから未製品と考えられる。いずれも素材の打面

を摘み部側に用いている。 2類は遺構内から1点出土している (22)。 長幅比では幅/長さが1.5前後に集中

している。刃角は29～ 59° の範囲で、40° 前後に集中している。石材は頁岩である。

Ⅲ類は斜位型のもので、15点出土している。中軸線と刃部の交差する角度が20～ 35° とも～60° において

細分している。 1類 (1025。 1039・ 1041・ 1042)は 、刃部位置により細分できるが点数が少ないため今回は

行わなかった。1025は刃部が外側、1039は刃部が内側、1041は刃部が両側縁、にそれぞれ形成され同一形状

を示すのものは確認されていない。ただしこれらは素材打面を刃部末端側に用いるということは共通する。

合 計

CO

GN 1

GM
ユ

K

GH

合 計
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1042は両面に加工が施されているが、一部刃部と思われる部分は右側縁に形成されているが明確な刃部加工

は行われていないが、摘み部の作出されていることから本石器としている。 2類 (1022・ 1032～ 1034・

1037・ 1038)は、遺構外から最も多く出土している。同一形状を呈するものは少なくバリエーションが多 く

見られる。1032の ように素材の刃部側を打面部に用いているが、それ以外のものは横位ないし摘み部側に打

面部を用いている。長幅比でみてみると全体的にはばらつきがあるが、概ね長さ/幅が 2倍以上と1/1.5前 後

に集中する。これは一部例外があるもののほとんど前者は 1類、後者は 2類である。刃角は33～ 73° の範囲

に収まり、概ね40～ 50° 前後である。また 1類 と2類では刃角に違いは見られない。石材は他とは異なり頁

岩以外に凝灰岩や弱璃、黒曜石 (1034)な どが使用されている。本類は上記のように細分したがいずれ刃部

再生により中軸線に対する刃部の角度は変更がされるものと思われる。

Ⅳ類は欠損品で、 8点出土している。

上記に示したように分類したが、それらの関係性を認められなかった。長幅比でみると、 I類 とH類に分

布のまとまりが見られた。これは I・ Ⅱ類共に刃部を再生を繰 り返せば、 1:1の比率から乖離していくの

は当然のことである。また、石材からはⅢ類において頁岩以外の複数の石材が使用されているが、黒曜石以

外の石材において石材と石器の規模による違いは見られなかった。本石器において使用痕を観察できたので

考察にまとめて掲載しておく。

第20表 石匙出土層位一覧

第19表 石匙出土グリッドー覧

78 i8 終

GO 1 4 5

1 2 3 6

GN M 1 ユ

GM 2 2 1 9

2 3 1 l 7

2 2 5 9

G」 ユ l 2

G〕 1 ユ 2 4

GH 2 2

合 計 11 l 7

言彦 ヽぜ 12 13 14 11・ 4 V 合 計

I 1 ユ 1 3

Ⅱ 1 1 1 2 2 7

Ⅱ～皿 1 1

Ⅲ 1 3 3 1 1 1 1 1 5 3

Ⅳ 1 1 2 ユ 6

V 1 1 ] 4

Ⅵ上面 ユ

合計 l 2 4 6 2 ! 1 1 3 1 5 8
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第123図 石箆長幅比

60

(mm)

石錐 (第14図 )

石錐は4点出土し摘み部の形状と二次力Ⅱ工により分類 している。 I類は 2点、Ⅱ・Ⅲ類は 1点ずつである。

石材はすべて頁岩である。

I類 (1043・ 1046)は 、1043の摘み部及び錐部は二次加工が施され、素材腹面を裏面に確認できる。1046

は錐部先端が欠損しており、素材の打面部を腹面に残存するものである。

Ⅱ類 (10坐)は、つまみ部ないし錐部のどちらかが欠損しており、残存する錐部断面は菱形を呈する。

Ⅲ類 (10も)は、残存しているつまみ部の右側辺に二次加工が施されていないことから本類とした。

第21表 石錐出土グリッドー覧           第22表 石錐出土層位一覧第22表 石錐出土層位一覧

言F戸
｀ヽ、ミど獨 I Ⅱ Ⅲ 合討

I 1 I 1

Ⅱ

Ⅱ～Ⅲ

Ⅲ 2

Ⅳ

V 1 1

Ⅵ

合 計 2

異形石器 (第144図 )

異形石器は4`点すべてⅢ層から出土し、石材は頁岩である (1047～ 1049)。

1047は石錘を模倣したもので、上下の位置に 第23表 異形石器出土グリッドー覧
合計

GM 1 1

GL I ユ 1 3
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凹みに相当する箇所を表裏から二次加工を施

している。1048は釣針状石器で、二次加工に

よりすべての断面形状が菱形か台形状を呈す

る。1049は二次加工により2つ以上の突起を

有している。
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スクレイパー類 (第 145～ 157図 )

GK o L80を 中心に165点確認され、 I層からV層にかけて見られるものの半数近くがⅢ層からである。二

次加工による刃部形成位置で 8分頚 し、さらに二劾 H工作出方法により細分している。

I類は 1側縁に刃部が形成されているもので、39点出土している。スクレイパー類の中で最も多く確認さ

れている。石材はすべて頁岩である。 1類 (1061。 1062・ 1066。 1067)は23点あり、基本的には縦長剥片の

側縁に刃部を形成している。 2類 (1050。 1063。 1068)は 12点 あり、 1類と同様縦長剥片を素材として使用

している。 3類 (1056)は 2点ある。1056は刃部が形成されている打面側は背面から、末端側は腹面からそ

れぞれ刃部形成している。長幅比では各類によりばらつきがあり、規模と刃部位置に関係は見られない。ま

た刃角も1類が58° 、 2類力湘2° 、 3類が64° と近似値である。

Ⅱ類は 2側縁に刃部が形成されているもので、22点が出土している。石材は頁岩が主体で赤色頁岩や流紋

岩が僅かに含まれる。 1類 (1069)は 6点、 2類 (1065)は 1点である。 3類 (1051・ 1096)は 12点あり、

1051は素材腹面を残し両側縁に刃部を形成している。 4類 (1070)は 4点あり、1070は左側縁は腹面から、

右側縁背面からそれぞれ刃部を形成している。長幅比では各類によりばらつきがあり、規模と刃部位置に関

係は見られない。また刃角の平均値は 1類は57° 、 2類は59° 、 3類は61° 、 4類は58° と近似値である。

縦長剥片を素材とし、打面を上位に用いている。

Ⅲ類は末端に刃部が形成されているもので、35点出土している。石材は頁岩が主体でデイサイトが僅かに

含まれる。 1類 (1072。 1075。 1076)は 10点、 2類 (1071'1074)は 12点、 3類 (1100)|ま 5点、 4類

(1073)は 1点である。また刃角は 1類は57° 、 2類は55° 、 3類は69° 、 4類は72° で、 1。 2類と3・ 4

類は近似値である。素材となる剥片には縦長・横長剥片が用いられている。

Ⅳ類は一端に急斜度の刃部が形成されているもので、 5点出土している (1053。 1077)。 1053'1077は 刃角

はⅢ類と変わらないが、末端に幅の狭い刃部が形成されていることから本類としている。刃角は48～ 87° の

範囲にあるが、平均すると63° 前後である。石材はどちらも頁岩である。

V類は打面部以外の周縁に二次加工により刃部が形成されているもの (打面除去されているものも含む)

で、 9点出土している。 1類 (1054・ 1078～ 1080。 1082・ 1099。 1101)は 7点あり、基本的には素材打面を

上位に設定し、剥片の側縁に刃部を形成している。1054はほぼ円形状に刃部が形成されているが、折れ面に

二次加工を施している。1078。 1079・ 1099は刃部形成により素材打面が除去されている。1099は素材打面の

除去を背面側から行っている。1080・ 1082・ 1101はそれぞれほぼ周縁するように刃部が形成されているが素

材打面を残している。1101はⅦ類との区分は不明瞭であるが、刃部が素材打面側にも行われていることから

本類に含めている。これら素材打面の除去による有無はあるが、基本的には打面部を上位に設定している。

2類 (1052)は 1点あり、1052は素材背面に刃部が一部認められるが、主要な刃部は腹面に形成されてる。

素材打面は除去され、背面と腹面に形成された刃部はほぼ周回する。 3類 (1055。 1058)は 2点出土してい

る。1055は平面形状は三角形を呈しており、両面の各縁辺にそれぞれ刃部が施されている。1058は平面形は

円形を呈し、背面と腹面に形成された刃部はほぼ周回する。石材はすべて頁岩である。また刃角の平均値は

1類は61° 、 2類は80° 、 3類は53° である。

Ⅵ類は 1側縁 と末端部に刃部が形成されてお り「 J」 字状を呈するもので、29点出土 している。 1類

(1057・ 108Ⅲ 1098・ 1102・ 1103)は 10点 あり、1098は素材打面を末端にして刃部形成をしているが、他のも

のは素材打面を上位に用い刃部形成している。前者は素材打面は除去しており、後者は素材打面が残存して

いる。 2類 (1084・ 1087)は 8点あり、1084は素材打面を横位、1087は素材打面を上位に用いそれぞれ刃部
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形成している。 3類 (1083・ 1086)は 8点あり、それぞれ側縁と末端に形成された刃部の剥離方向が異なる。

縦長剥片を使用し素材打面を上位に設定していることは同じである。 4類 (1085)は 3点あり、1085は右側

縁が両面より刃部が形成されているため本類に合めた。刃部形成は 3類 と類似している。石材は頁岩が主体

でデイサイトが僅かに含まれる。また刃角の平均値は 1類は53° 、 2類は54° 、 3類は54° 、 4類は64° で、

4類以外は近似値である。

Ⅶ類は 2側縁及び末端ないし打面部に刃部が形成されており「U」 字状を呈するもので、30点出土してい

る。本類は4分頚 され、 1類 (1088・ 1089'1091・ 1094。 1095)は 8点あり、1095は素材打面を横位に用い

ているが、その他のものは縦位である。 2類 (1090。 1093)は 5点あり、1090は素材打面を上位に用い、背

面に自然面を有する剥片を使用している。 3類 (1092)は 10点 あり、刃部を背面と腹面からそれぞれ加工を

施しており、素材剥片は横長剥片を使用している。 4類 (1059。 1097'1104)は 7点あり、1059。 11041よ 素

材剥片の打面を上位に用いているが、1097は横位に用いている。石材は頁岩が主体で凝灰岩とデイサイトが

僅かに含まれる。また刃角の平均値は1類は59° 、 2類は磁
°
、 3類は58° 、 4類は58° と近似値である。

Ⅷ類は剥片の両端に刃部が形成されているもので、本遺跡から出土しているものは1類 (1105)の みであ

る。

基本的に長幅比から縦長剥片を素材としていたことが窺える。素材の用い方では、素材打面を上位に設定

し剥片を縦位に用いるのが大半である。打面は各類において残存させているものが多 く認められるが、V類

において素材剥片の打面を除去し刃部形成を施していることを把握できた。また形態により刃角に相違は見

られず、27～ 89° の範囲とその幅は大きく見られるものの、それらの平均値で比較すると近い数値を示して

いる。このように刃角でも近似値を示していることを合わせて検討していくと、少なくとも素材の用い方と

刃部の作出方法が同じであれば、各類が変形していくものと考えられる。また上記のような分類を行ったも

ののV類 とⅦ類に分類できないものが存在していることからも、それぞれが関連していることを裏付るもの

と思われる。このことから、刃部が側縁部にのみ施されている I・ Ⅱ類→刃部箇所が末端部にも施される

Ⅵ・Ⅶ類→全周に刃部が存在するV類へと変化し、石材等の諸条件が合えばこれらは運動していくことが想

定される。

第24表 スクレイパー類出土グリッドー覧

第25表 スクレイパー類出土層位一覧

I 6 I ] 1 1 14

3 2 2 1 2 ユ 1 1 2

Ⅱ～I 1 ユ

Ⅱ～I一括 1 1 2 1 1 1 ユ 2 1 1 2 1

2 9 3 5 1 3 8 3 1 3 4 4 4 3 1 5 3 6 1

1 1 1 〕 1 l 1 1 2

2 2 2 1 1 2 1 17

1

1

本 明 1

合 計 2 2 6 12 5 1 5 6
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第 124図
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不定形石器 (第157～ 164図 )

遺構外からは269点、G L80グ リッドを中心に出土している。出土層位は、Ⅱ層からⅢ層にかけて多く見ら

れる。各層位によって形態ごとの差異は抽出されなかった。スクレイパーと比べると刃部は連続せず、二次

加工が粗雑なことを判断基準として本石器を抽出している。

I類 は 1縁辺に連続した片面方向に二次加工を有する石器である。二次加工の部位の数で分類 しており、

1類は1カ 所、 2類 は複数力所に有するものである。 1類 (1110・ 1112・ 1118・ 1121・ 1122・ 1126～ 1128)

は、128点 出土し本石器の半数近くを占める。本類は側縁に刃部があるもので、末端部に刃部が形成されたも

のはない。 2類 は (1108)4点 と少ない。1108は刃部を形成している側縁部が久損しているが、末端に形成

された刃部が連続していないことから本類に含めた。

Ⅱ類は複数の縁辺に二次加工を有する石器である (1120・ 1124)。 Ⅱ層とⅢ層を中心に48点 出土しており、

頁岩が主体である。素材は縦長剥片を使用してその打面を上位に設定し、長い側縁部の複数力所に刃部を形

成している。

Ⅲ類は両面からの二次加工を有する石器である (1123・ m29)。 Ⅱ層とⅢ層を中心に38点出土しており、頁

岩が主体である。 I類 と明確に区分することは困難であるが、1123・ 1129の ように一部分でも両面に加工さ

れていれば本類に含めている。

Ⅳ類は快 り部 (ノ ッチ)を有する石器である (1107)。 Ⅲ層を中心に12点 出上しており、頁岩を主体にホル

ンフェルスや凝灰岩が僅に含まれている。1107は 右側縁中央に決 り部を有している。

V類は素材腹面に剥離が行われている石器である (1106。 1109。 1111・ 1113・ 1114・ 1119。 1125)。 Ⅱ層か

らⅢ層を中心に23点出土している。刃部調整のようなものとは異なり、素材腹面に大きな剥離面を有するも

のを紺象としている。1109は素材腹面が確認できないくらい剥離が施されているが、それ以外のものは素材

腹面を確認することができる。素材腹面を残すものの中でも■■ 。1114は、背面腹面共に調整され素材形状

を留めておらず、他器種の製作段階のものと考えられる。

Ⅵ類は微細剥離痕を有する石器である。Ⅲ層中心に計17点出土している (1116。 1117)。

８０

　

　

６０
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各類を長幅比でみてみると大きさにはばらつきがあり長さ40～60mm、 幅30～60mmに まとまるものの、各

類との関連性は見られない。V類以外の石器は形状を大幅に変形させることなくこの範囲でまとまることか

ら、遺跡内で製作されている剥片の大きさであることが考えられる。また、各類と他器種との関係を見いだ

すことを前提に本石器の分類を試みたが、各類間との関係性は認められない。先述したように1111・ 1114の

素材形状を留めていないものは他器種の製作段階を示唆できるが、他類は便宜的に縁辺に刃部形成し使用し

ているだけに留まっている。 I・ Ⅱ類は素材剥片の用い方や刃部位置などからスクレイパー類との関連性が

窺えるものも中には存在しているので、それらとの比較は今後の課題である。

第26表 不定形石器出土グリッドー覧

第27表 不定形出土層位一覧

第125図 不定形石器長幅比

60

幅 (llull)

140

120

０

　

　

　

０

８

　

　

　

６

（目
）
和
嘱

約 80 80'81 82 合 計

CO 3 1 2 ユ 7

GN 5 9 20 コ

GN・ M 2 2

GM 8 3

GK 6 1 43

Gキ 9 6

2 5 3

GH 2

l

1

EN

調査 区一括

合 計 l l 2 8 269

コ I Ⅳ V VI 合計

11 4 I 1 1 44

Ⅱ 1 4 4 2 ユ 70

Ц～Ⅲ 2 l 5

Ⅲ 2 4 1 4 5 97

Ⅳ上面 1 1

Ⅳ よ 2 1 1

V 5 2 1 3 24

調杏 区一括 5 1 2 1 9

1 1 2

層位不月 2

合計 128 3 38 1 11 17 269

`△
. 甘 △常 B◆

I.1と FIFi ttF亀 X評
ド”み

溝

　

藝

◆
△

　

・

ざ

（
Ｔ

◆

20 40

―- 173 -―

100 120



楔形石器 (第164図 )

遺構外からは斃点出土している。GL・ M・ Nグ リッドを中心にI層からV層にかけて見られる。

I類 (1131。 1132・ 1134)は上下にのみ両極剥離痕を有するもの、Ⅱ類 (1133・ 1135～ 1137)|よ上下以外

にも他の縁辺に両極剥離痕を有するものである。 I類とⅡ類に分類したが、出土層位と位置によってその差

は見られない。一部例外があるもののlFAね長軸が1.9cm～ 45cmの 間に納まる。石材は頁岩が主体で、流紋岩

や蛇紋岩、凝灰岩がある。図化したもの中で1137のみ流紋岩で、それ以外は頁岩と赤色頁岩である。自然面

を残すものは全体の約25%であり、残 りは両面に両極剥離ないし使用以前の剥離を有するものである。また

素材の腹面が確認できるものが大半であることから、素材の大半は比較的厚みのある剥片であったことが窺

える。それ以外には礫核素材のものが 1点ある。

I類 とⅡ類に区分しているが、1135な どの剥離から上下から左右へと両極剥離痕が移動していることが観

察できることから、 I類からⅡ類への使用過程により形成されたものと捉えるられる。本石器に使用する素

材には剥片と礫核素材の 2種類が窺えた。それらの素材の規模は1131・ 1134な どのように上下に両極剥離が

少ない段階に廃棄された石器から検討すると、使用過程によりその規模は縮小していくが素材の規模は比較

的小さいものを用いていたと考えられる。

第28表 楔形石器出土グリッドー覧 第29表 楔形石器出土層位一覧

石核 (第165～ 167図 )

遺構外からは33点出土している。I層からV層 にかけて見られ、出土位置や層位により差は見られない。

石材は頁岩・赤色頁岩・珪質頁岩が主体で、安山岩と鶏瑞なども使用されているがその頻度は低い。自然面

を残すものが32点あり、全体の約9割 を占める。石核は最終形態から分類している。

I類 (1139。 1140。 1142・ 1144)は 、扁平な礫を使用し幅の狭い面を作業剥離面に用い、上下に打面を設

定しそれらは自然面を除去しながら剥離作業を行う。礫そのものの幅を作業面とすることで作業面に奥行き

を持たせている。剥離工程が進行すれば、作業面が真後ろに後退するだけでなく、作業面と打面の両者の条

件が得られれば1139の ように横へ移動していく。この結果、1139や 1140の ように当初の作業面の反姑方向に

のみ自然面を残し、それ以外の面がすべて作業面となる。また、早い段階で石核が放棄されれば1144の よう

に自然面を多く残すこととなる。

Ⅱ類 (1138。 1141)は厚みのある板状を呈した剥片を用い、素材の側縁を打面に背・腹面を作業面とする

ものである。1138は上下に打面が設定され、作業面が 2面存在している。1141の ように剥片の腹面をそのま

ま残し、作業面が1面である。この類では1141か ら1138への作業工程が窺える。

Ⅲ類 (1143)は、基本的には上下に打面が設定され、打面再生を行いながら剥片剥離作業を行っている。

ほぼサイコロ状の形態を呈しており、上下に設定した打面以外は作業面である。今回提示できなっかた本類

に相当する石核には、剥離作業が行われていない箇所には自然面を残している。

Ⅳ類は遺構内から出上している (129)。 円盤状の看核で打点を周回させながら剥離作業を行っているもの

である。

79 80 合 計
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2 a 8
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I 6 1 7

Ⅱ 2 6
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第30表 石核出上グリッドー覧 第31表 石核出土層位一覧

石核の分類から剥片剥離技術についてまとめておきたい。

本遺跡においては上記のような剥片剥離行程が確認された。打面の在り方や剥離技術、自然面の残存状況

などI類 とⅢ類に共通するものが認められ、両者は同一の技術体系にあったものと思われる。しかし、本遺

跡からはI類 とⅢ類の中間的な資料は存在していなかったが、仮に珪質頁岩や馬璃、節理の少ない頁岩とい

うような石材の条件が整えば、 I類のような作業工程が進行した結果、Ⅲ類への形状に変化していくことが

見込まれる。 I類・Ⅲ類とⅡ類では使用する素材が異なることから、両間での変化は考えにくいが、上下に

打面を設定する剥離工程から同一技術体系にあると思われる。

これらをまとめると、 I・ コ・Ⅲ類、Ⅳ類の 2種類の製作技術が存在していたものと思われ、これらの技

術に使用される石材に差異は認められない。大半の石材は基本的に自然面のある頁岩であることから、石材

環境において頁岩採取が容易であったことが窺える。また、先述したような良質な石材のみ剥片剥離工程が

進行しⅢ類のような形状を留めていることから、頁岩において採取箇所の相違が存在するか、良質な頁岩の

み選択され剥片剥離作業が行われたなどにより生じたていたことなどが考えられる。

打製石斧 (第 168図 )

打製石斧は調査区 1区 と4区から計 5点出土し、その形態により3分類している。 I類 (1147)は 4区の

Ⅳ層より出土したもので頁岩製である。Ⅱ類 (1145。 1148)は、1145は 1区のⅡ層から出土したもので、形

状から「石鍬」 と思われる。1148は 4区のⅣ層からの出土である。両者の石材はデイサイ トである。Ⅲ類

(1146)は 基郡側を欠損している。他類では刃部付近にも自然面が残存 しているが、本石器には自然面が刃部

側に残存していな事から本類に含めた。1147と 1148は 共伴遺物が石錘 しか存在しないため、時期は不明であ

る。1145の み石鍬と思われる形状を呈しているが、それ以外は刃部と基部の幅は近似 している。

第32表 打製石斧出土グリッドー覧        第33表 打製石斧出土層位一覧第33表 打製石斧出土層位一覧
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磨製石斧 (第 168。 169図 )

遺構外から10点 出上している。形状と研磨のメ犬況で分類している。これらの半数はⅢ層からの出上である。

I類 (1149～ 1151)は欠損品であるが、残存部位の側面において研磨が施されていることから本類に含め

た。使用している石材は細粒斑楯岩や頁岩などであるが、頁岩の占める割合がやや高い。

Ⅱ類 (1152～ 1154)はすべて細粒閃緑岩を使用している。側面にも研磨が施されているが、 I類のような

側面が整形されておらず断面は楕円形を呈する。1154は側面の所磨する以前の敲打して形状を整形していく

段階で破損したものと思われる。よって■54の ように敲打により形状を整形した後に研磨を施した結果、

1152の ような形状へと変化していくことが見込まれる。

Ⅲ類 (1155)はすべて粘板岩を使用している。基本的に刃部にのみ研磨が施されており、体部には一部の

み施されてはいるがそれが全周に及ぶことはない。

基本的に各分類と刃部形状には関係は見られない。 I類は頁岩などの複数の石材、Ⅱ類は細粒閃緑岩、Ⅲ

類は粘板岩、各類と石材の間には関係が認められる。出土点数が少ないことから言及できないが、これらの

ことが当該期において石材選択された結果によるものか、地域の石材環境により起因したものか今後の検討

課題としたい。また、完成形態が異なるということは使用目的や姑象物の相違から起こりうるものと考えら

れることから、Ⅲ層時に全ての種類が確認できるということはそれぞれ異なる作業が存在していたこと考え

られる。

第34磨製石斧出土グリッドー覧 第35表 磨製石斧出土層位一覧

目様
葬 I Ⅱ Ⅳ 合 計

第36表 剥片石器出土グリッドー覧

3N

EP

剥片

遺構外からは3780点出土している。石材頁岩が主体で、僅かに黒曜石、蛇紋岩、馬璃、碧玉などある。

第37表 剥片石器出土層位一覧

石錘 (第169～ 173図 )

G L80や G079か らの出土量が突出しているが、主に調査区 1区の遺構外からで211点出土している。また

調査区 4区でも2点確認されている。出土層位は I層からⅥ層にかけてで、Ⅲ層にそのピークが見 られ半数

以上である。報告にあたっては、換 り部の数と他器種からの転用などにより4分類しており、その中で縦長
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と横長により細分している。石材はデイサイトが半数で占められ、次いで安山岩、その他には頁岩、砂岩、

礫岩、細粒閃緑岩、ホルンフェルス等も僅かであるが含まれている。各分類において石材による差異は認め

られない。

I類 (1159。 1163・ 1164'1172・ H78)は 16点出土しており、 b類 13点、欠損による不明が 3点である。

不明に分類 したものを除けば確認できたものにおいては縦長はなく、横長と使用する傾向がある。使用する

礫の平面形態が「三角形状」か「丸状」を呈するものがあるが、前者の形態の方が多い。

Ⅱ類 (1156～ 1158・ 1161・ 1162・ 1165。 1166。 1168～ 11約・H73～ 1177・ 1180・ 1182～ ■85・ 1187・ 1189・

1190・ 1192～ 1194・ 1196～ 1201)は 172点 出土しており、本遺跡で最も多く出土している。 a類は78点、 b類

は誘点であり、ほぼ同数である。先述したように長さ50～80mmで、重さ100g前後に集中している。

Ⅲ類 (1160。 1167'1179・ 1181・ 1191・ 1202)は 4点出土し、 a類は 2点、 b類は 2点である。横位にあ

る挟 り部は上下の決 り部に比べ剥離数が少なく浅い。上下以外に決 り部を複数使用することを目的としたも

のか、剥離ができないことから快 り部の変更が行われたのかは本明である。

Ⅳ類 (1171。 1186・ 1188)は 、凹痕ないし磨面を有するもので、 6点出土している。本類には凹痕を有す

るものが多い。

V類は欠損品で13点出土しており、遺跡内における欠損率は低い。

各分類において長幅比との関係を概観してみたが、 I類に横長のものを使用する以外はⅡ～Ⅳ類における

長幅比と決 り部の数には関係は見られない。石錘全体の傾向として長さと幅共に概ね50～100mmの 間に収ま

り、主に60～80mmの間にまとまりをみせている。長さと重量比の関係も合わせみていくと、長さに関わら

ず50～400gの範囲の重量を使用していることが窺える。特に100～ 150g前後にピークが見られることから、

それらの重量にのみ比重を置き選択している傾向が見られる。

各分類による長幅比、重量などから検討したが、これらからは関係性を見出せず何らかの選択により製作

されたとは言い難い。このことは滝ノ沢遺跡の石錘を稲野氏が検討していることと同一見解である (北上市

教育委員会1987)。 使用された石材に僅かながら特徴を見出すことができる。礫石器 I類 と使用する石材の傾

向が類似し、形態の近い礫石器 H類 とは異なる石材を使用する傾向にある。出土は点数が最も多い礫器 I類

と主要石材が同じであることは、基本的に近くで採取可能なデイサイトを選択した結果同様な傾向になった

ものと考えるのが妥当であり、形状が類似している礫石器Ⅱ類に使用された石材には、石錘に適した規模の

ものが存在していなかったからであろう。遺跡内で主要石材となるものを石錘の石材としていることから遺

跡近辺で容易に獲得できた石材と考えられる。

本石器の重量が100～ 150gに集中する。このことは滝ノ沢遺跡 (北上市教育委員会1987)や煤孫遺跡 (岩

文埋1994)。 清水ケ野遺跡 (岩文埋2001)。 鳩岡崎遺跡 (岩手県教育委員会1983)で も同一傾向にあることか

ら、重量にのみ選択条件が適用された結果と考えられる。さらに礫石器の長幅比や長幅指数・重量比と比較

検討を加えていくと本石器は明らかに礫石器とは異なる形状の礫を選択をしている傾向が認められる。この

ことから本石器に見られる凹痕は礫石器Ⅲ類とは区分できるもので、目的は不明であるが製作時ないし使用

時の痕跡と考えられる。今後は当該期の石錘が多量に出土している遺跡が数多く存在していることから、点

数や規模、重量などから検討を加えその様相を明らかにしていく必要があるものと思われる。
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第38表 石鍾出土グリッドー覧

第39表 石錘出土層位一覧

第126図 石錘長幅比
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礫石器 (第173～ 192図 )

礫石器は、728点 出土している。それらを敲打痕・凹痕・磨痕・溝痕などの痕跡を有するものなどを17分類、

有孔石や原石を合わせて19分類 している。 G L80グ リッドを中心に出土し、本包含層が残存しているGO

79・ G N80グ リッドの北側まで出土範囲は広がっている。逆に南に行 くに連れその出土量は極端に減る。出

土層位は I層からV層 にかけて確認されるが、その主体はⅢ層である。使用石材は安山岩が約 5割、デイサ

イト約 4割 と主体を占め、その他に砂岩や花尚閃緑岩、凝灰岩などがある。

[I類 ]

敲打痕を有する石器である (1203・ 1206・ 1207'1237～ 12喝 。1316～ 1318・ 1333～ 1336)。 礫石器の中で最

も多い240点が出土し、礫器の約 3割を占める。石材はデイサイトと安山岩で 7割弱で、凝灰岩や砂岩などが

使用されている。 I層からV層 にかけて確認されているが、半数近 くはⅢ層である。敲打痕は長楕円形を呈

した礫の両端部に形成されているものが大半であるが、円礫の側面に敲打痕を周回させるものもある。長幅

比では長さは100～ 150mm・ 幅は40～80mmの 範囲に集中が見られ、基本的に縦に細長い礫を使用しているこ

とが窺える。重量は100～500g前後にまとまりをみせている。

[Ⅱ 類]

磨面を有する石器である (1208。 1209。 1244～ 1246・ 1319・ 1320)。 I層からV層 にかけて48点出土してお

り、半数近くはⅢ層である。円形ないし楕円形を呈した礫の表裏面の平坦面を使用しているものが大半であ

る。側面に磨面を有する場合も表裏面と組み合わせて形成され、側面のみに磨面が存在するものはない。石

材は安山岩を主体とし、花尚岩やデイサイト等も見られる。長幅比では長さは70～ 120mm。 幅は70～110mm

の範囲に集中する。重量は100～ 1200gと 幅広い範囲に分布し、分散する傾向にある。

[Ш 類]

凹痕を有する石器である (1210。 1211・ 1247～ 1250。 1321)。 I層からV層 にかけて46点出土しており、半

数近くはⅢ層である。石材はデイサイトと安山岩で大半を占め、凝灰岩や花尚岩、熔岩などが見られる。長

幅比では長さは100mm前後 。幅は50～100mmに 比較的集中している。重量は500g前後に比較的まとまりをみ

せる。長精円形から円形を呈した礫を使用し、 I類 とⅡ類の石材の使用傾向に分けられる。

[Ⅳ類]

敲打痕と磨面が確認できるもので I類 とⅡ類の複合石器である (1212・ 1213・ 1252～ 1258)。 I層からV層

にかけて50点が出土しており、その半数以上はⅢ層である。楕円形ないし円形を呈した礫を使用し、表裏面

に磨面と側面に敲打痕とそれぞれ組み合わせて形成されている。石材は安山岩や花聞岩、デイサイトなどが

使用されている。長幅比では長さは100～ 120mm・ 幅は約80～100mmに集中する。

[V類 ]

敲打痕と凹痕が確認できるもので I類 とⅢ類の複合石器である (1231・ 1259～ 1262・ 1322～ 1324・ 1337)。

56点出土しているが I層からV層 にかけてで、その多 くはⅡ層である。長楕円形から円形を呈した礫を使用

し、表裏面に凹痕と両端に敲打痕が形成されている。長幅比などから使用する礫はⅢ類と同じ傾向にある。

石材は凝灰岩、安山岩、砂岩、花闘閃緑岩、デイサイトなどである。長幅比では長さは概ね80～160mmに納

まるが、幅は60mm以下と80mm以上にそれぞれまとまりをみせる。重量は183～ 1105gの範囲にあり、概ね

500g前後に集中する。
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[Ⅵ類」

磨面と凹痕が確認できるものでⅡ類とⅢ類の複合石器である (1232・ 1266～ 1270。 1325)。 15点出土し、主

体はⅢ層である。石材は安山岩を主体とし、花尚閃緑岩やデイサイトなどが見られる。長幅比では長さは90

～120mm・ 幅は80～ 100mmに まとまりをみせる。重量は500～ 1000gの 範囲に入る。楕円形から円形を呈し

た礫を使用し、表裏面に磨面と凹痕が形成されている。磨面と凹痕の前後関係は不明であるが、使用する礫

はⅡ類と同様の傾向である。

[Ⅶ類]

本類は敲打痕と磨面と凹痕が確認できるもので I類 とⅡ類とⅢ類の複合石器である (1216。 1218。 1219・

1233・ 1234・ 1271～ 1280・ 1326・ 1327・ 1346)。 35点 出土し、その多くは■層からⅢ層である。楕円形から円

形を呈した礫を使用し、表裏面に磨面と凹痕と両端及び側面に敲打痕が形成されている。これらの痕跡の前

後関係は不明であるが、使用する礫はⅡ類と同じ傾向である。石材は安山岩、花尚岩、花筒閃緑岩、デイサ

イトなどである。長幅比では長さは100～ 140mm・ 幅は90～110mmに まとまりを見せる。重量は360～ 1150g

の範囲にあり、500～700gに集中する。

[Ⅷ類]

溝状の痕跡を有する石器である (1205。 1220～ 1222・ 1283。 1284)。 14点出土し、その多 くはH層からⅢ層

である。石材は安山岩、軽石、デイサイ トなどである。主に扁平の楕円形を呈した礫の表裏面に溝状の痕跡

が形成されている。長幅比では長さは60～ 100m。 幅は40～80mm、 長さと幅共に100mm以上の 2つのまとま

りを示す。重量は96～639gの範囲にありまとまりはない。使用されている礫においても他類と比較しても関

係性が見出せない。重量においては先述したように幅はあるものの、長幅指数と重量比から検討するとI類

と同様の傾向にある。

[Ⅸ類]

敲打痕と溝状の痕跡が確認できるもので I類 とⅧ類の複合石器である (1222。 1282)。 Ⅱ層とⅢ層から1点

ずつ出土している。楕円形を呈した礫を使用 し、表裏面に溝痕と側面及び両端に敲打痕が形成されている。

石材はデイサイ トと砂岩である。どちらとも規模は類似し、長さは110mm前後で、幅は75～80mmで ある。

使用する礫は点数が少ないことから判断しがたいが、 コ類に近い傾向がある。

[X類 ]

凹痕と溝状の痕跡が確認できるものでⅢ類とⅧ類の複合石器である (1281・ 1340。 1341)。 4点出土し、主

にⅣ層である。楕円形から円形を呈した礫を使用し、表裏面に溝状の痕跡と凹痕が形成されている。この痕

跡の前後関係は不明である。石材は砂岩とデイサイトである。長さは94～110mmで 、幅は80mmである。

[XI類 ]

敲打痕と磨面と溝状の痕跡が確認できる複合石器である。Ⅲ層から1点出土しているが図化はしていない。

表裏面に磨面と溝状の痕跡、両端及び側面に敲打痕を有する。石材は石英安山岩と砂岩である。

[XΠ 類]

敲打痕と磨面と凹痕と溝状の痕跡が確認できる複合石器である (1223)。 Ⅱ層から 1′点出土しており、1223

は楕円形を呈した礫を使用し、両端及び側面に敲打痕が形成されている以外は、表裏面に痕跡がある。長さ

112mm、 幅97mm、 重さ884g、 石材は安山岩である。

- 180-



[XⅢ類]

所謂「特殊磨石」と呼称されるもので、側面に磨面が形成されているものを総称しており、159点 出土して

いる。磨面の脇に存在する剥離面の有無と磨面以外の痕跡を有するもので 3分類 している (1224～ 1228・

1235。 1285～ 1298・ 1328～ 1330。 1342～ 1343)。 長さは150前後～200mm、 幅は60～90mmに 集中し、重量は

500前後～1000gの範囲にある。石材は安山岩とデイサイトが主体で、砂岩、閃緑岩、扮岩などがある。 I

層からV層 にかけて出土しているが、Ⅲ層主体である。基本的に長楕円形を呈した礫を使用し、断面形状は

隅九三角形が大半で、楕円形を呈したものが稀にある。ここでは両者を区分できなかったため一括して扱っ

ている。

長幅指数と重量比で見ていくと、一部において I類が分布する範囲と重なるが、全般的に本類はまとまっ

て分布している。使用する礫は他類と異なる傾向にあり、本類を目的とした選択がされている。本遺跡にお

いては約半数が 2類 (75点)で、 1類 (34点)と 3類 (48点)がそれぞれ半数ずつである。 3類においては

8割以上が敲打痕 (24点 )や凹痕 (6点 )、 両者を伴うもの (11点 )で、残 りが磨面 (7点)を伴うものであ

る。 3類は I類ないしⅢ類からの転用が窺えることから、先述した分布範囲が重なる傾向と一致し、前後関

係は不明であるが I・ Ⅲ類と連動した作業工程にあることが想定できる。

[XⅣ類]

細長い円礫の先端近くに磨面が形成され、その端が角錐状を呈するものである (1299・ 1300)。 Ⅲ層から2

点出土している。1299は 磨面により形成された面は一端のみで、1300は先端が複数面が形成され角錐状を呈

している。両者共に石材はホルンフェルスである。

[XV類 ]

剥離により刃部を形成しているものを礫器とした。 8点出土し、刃部形成方法で細分している。 (1301～

1303)Ⅱ 層からⅣ層にかけて確認され、主体はⅢ層である。石材は頁岩、凝灰岩、安山岩、砂岩などが見ら

れる。 1類 (1301・ 1303)は 5点あり、1301は 長軸の側面に、1303は 短い側面に両面からの加工により刃部を

形成している。 2類 (1302)は 3点あり、いずれも片側からの加工により刃部を形成している。

[XⅥ類]

台石である (1229・ 1304～ 1307)。 18点 はⅢ層を中心に出土している。石材は安山岩が主体で、凝灰岩やデ

イサイトなども見られる。1229は 凹痕が礫面全体に形成され、1304は 凹痕が深 く形成されている。1305・

1306は規模の大きい礫面に凹痕が形成されている。1307は Ⅲ類と類似しているが、1229と 類似した凹痕が形

成されていたため本類に含めた。

[XⅧ類]

石皿である (1308。 1309。 13狸 。1345)。 Ⅲ層を中心に9点出土している。石材は熔岩とデイサイトである。

1309。 1344は敲打痕と磨面が片面ずつに形成されている。磨面が全面に形成されていることから本類に含め

た。

[XⅧ類]

有子L石である (1204・ 1230。 1236。 1310～ 1315)。 13点確認されており、Ⅲ層を中心に出上している。石材

はデイサイトが主体である。孔が単数か複数かで細分している。子とが複数力所有するものは 1点のみで、残

りは単数である。

[XⅨ類]

原石で、 6点出土している。石材は頁岩、赤色頁岩、瑶璃などが遺跡内に搬入されている。
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4)石製品 (第193図 )

瑛状耳飾 。有孔石製品・板状石製品など8点が、Ⅱ層からV層にかけて出土している。また、琥珀が破砕

されている状態で出土している。

映状耳飾

1347と 1352は、滑石製の映状耳飾で欠損品でⅡ層とV層から出上している。残存部位から1347は孔の貫通

が見られないことから製作時に、1352は全体及び子とにまで細かな整形されていることから完成後に久損して

いると考えられる。

有孔石製品

有孔石製品の中には短冊形有子と石製品、棒】犬右孔石製品、板状石製品、垂飾が見られ、Ⅲ層からV層 にか

けて出土している。短冊形と棒状に分類 したものは先端部が久損しているため、明確な区分は困難であった

が形状等から判断をしている。

短冊形有孔石製品 (1348)は ■～Ⅲ層から1点出土している。先端が欠損しているため全体形状は不明で

あるが、一端に穿子しがあり側面に磨痕を有し形成された稜線が直線的で、末端にかけて幅が広がりをみせる

ことから短冊形と判断している。石材は頁岩である。

棒状有孔石製品 (1354)は V層から1点出土している。久損しているため全体形状は不明であるが、一端

に穿孔があり表裏面のみ磨痕を有し側面にかけて磨痕が確認されず、自然形状をそのまま残していることか

ら棒状と判断している。石材は頁岩である。

板状石製品 (1349・ 1350)はⅢ層から2点出土している。欠損しているため全体形状が不明であるが、全

面に磨痕が施されていることから判断している。1350は垂飾の欠損品の可能性もある。両者とも石材は凝灰

岩である。

垂飾 (135ユ・1353)はⅢ層とV層から2点出上している。1351は凝灰岩製で欠損品である。1353は頁岩製

で全面に研磨が施されてる。

琥珀

G K80グ リッドV層から出土しており、すべて砕片で総重量は0.6gである。自然科学分析を行った結果、

原産地は岩手県久慈産もしくは福島県いわき産である (324頁参照)。
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新番号 配 置 平面形 規模 標高 旧番号 備考

] GH79 円 43× 42 78707

2 GH79 円 25× 24 77590

3 G179 円 26X25 η 740

4 C180 楕円 25X19 76660 8

5 G180 円 25× 21 76645 l

6 GV9 円 35× 26 76665 2

7 隅 丸 61X48 76650 7

8 G180 隅丸 26X25 76725 6

9 G180 円 26X23 77610

G180 円 22X2ユ 77635

11 G180 円 27X24 76570 4

G180 円 23X21 76630 5

13 GJ80 不整方形 48X39 76325 3

GJ80 楕円 39× 19 76320

GJ80 円 27× 26 77210

G」80 円 27× 25 77550

17 G」80 円 28X25 77480 198

18 G」81 円 35× 32 76435 9

GK78 円 25× 25 77510

20 GK78 円 22X21 77550 82

GK78 不整円形 28X14 77490

GK78 円 20X18 77 4ηЭ

GK78 糖 円 20X16 77550 99

24 GK78 円 19× 16 77575

25 GK78 不整円形 27× 26 77525 84

26 GK78 円 31× 29 77240 190

GK78 円 37X37 77180

28 GK79 楕 円 33X23 76935

29 GK79 隅 丸 19× 16

30 GK79 楕 円 13X10 4〕

31 GK79 楕 円 21X15 76545

GK79 円 22X20 77055

GK79 円 21X19 76580

GJ80 不整円形 33X22 76525

GK79 不整円形 24× 21 76375

GK79 楕 円 23× 19 76535

GK79 円 29× 26 76480

GK79'GL79 不整円形 86X18 76375

GK79 不整方形 75X45 76173 S103P13

GK80 楕円 21X17 76545

GK80 楕 円 24X18 76455

GK80 不整方形 40× 23

GK80 楕 円 30× 25 77425

GK81 円 19X16 77220

GK80'GK81 楕 円 24X18 77120 208

GK80 円 27X25 76980

GK80 GK81 円 52X48 76600 123

GL78 円 16X13 77400 78

GL78 隅九 18X18 77320 188

GL78 円 47X43 7270 100

GK78・ GL78 円 22X21 77120

GL78 楕円 29X24 76960 76

GL78 円 27× 25 77300

GL78 円 45× 43 77200 79

第42表 柱穴観察表 (1)
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新番号 配置 平面形 規模 標 高 旧番号 術 考

GL78 楕 円 44× 34 77080

円 29× 27 772招9

GL78 円 37X35 77260

GL78 円 25× 23 77010

円 31× 28 77240

GL79 楕 円 49X28 77385

GL79 円 32X27 76305 S103P2

GL79 楕 円 25X19 S103 P l

GK79・ GL79 隅九 40X40 76785 103

GL79 隅丸 41X39 77070

GL79 円 22X22 76790 176

GL80 円 25× 23 77050 206

GL79'GL80 円 21× 21 77110

GL79 不整円形 38X30 77050

GL79 円 22× 21 76900

CL80 円 17X16

71 GL80 糖 円 30X18 76960

GL80 円 30X28 76945 10判

GL80 楕 円 50X35 76715

“

GL80 隅九 41X39 76855

GL80 円 23X19 76960

CL80 円 34× 32 77145 106

GL80 円 14X13 77010

猪 GL80 円 20X18 76870 192

79 GL80 不整円形 20X15 76710

80 GL80 GL81 隅 丸 71× 55 76535

GL81 円 20× 18 76810

GL81 円 20X17 77000

83 GL81 隅丸 40X40 76630

84 CL8ユ 楕 円 25X20 76740

GL81 円 36X34 76690 164

86 CL80'GL81 楕 円 26× 22 77145 153

87 不整円形 25X23 76550 165

88 GL81 楕 円 34× 23 76760

89 円 27× 26 77100

90 GM81 楕 円 も X27 77065

GM81 円 31× 28 76980

92 円 17X16 76900

93 GL81 円 22X19 77160

GL81 楕 円 30× 22 76815

楕 円 28X20 76790

CK82 楕円 26× 20 76975

GL78 円 22× 21 77240 44

GL78 円 30X27 77070

GL78 楕 円 50X23 S103P3

GL78 円 32X28 76920

Cヽ178 楕 円 34× 28 77140 49

Gと78 楕 円 26X22 77200

Gヽ178 円 37X36 76850

GL78 円 30× 28 77040

105 GM終 円 16X16 77190

GL79 円 46X45 76940

GMЮ 円 11× 10 77030

108 GM79 円 19× 17 76920 174

第43表 柱穴観察表 (2)
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新番号 配置 平面諺 規模 標高 1日 番号 術考

109 CL79 楕 円 33X22 77130

GL79 円 23X23 77230

CL79 円 22× 22 77090 175

GL79 楕 円 44× 28 76740 133

G卜179 楕 円 27X18 76960 102

GM79 円 17X15 76920 F2

116 GM79 円 17× 15 77115

7 GM79 円 77080

GM79 円 22X20 77100

GM79 円 25× 20 76224 S103P9

GV179 隅 丸 45× 37 76740

GM79 円 16X13 76291 13 S103 P ll

122 Gヽ179 楕 円 63X43 76049 S103P8

GL79 GV179 楕 円 37× 17 76292 S103P12

CL79 円 1l X ll 77130 184

CM79'GⅢ180 円 23X22 77040

Gヽ180 円 17× 15 77020

127 Ch179 CW180 円 13 X ll 77170

128 Gヽ179 Gヽ 480 円 15X14 77040

129 Gヽ180 円 37× 35 76760

130 Gヽ180 円 31X30 76965

GL80 楕 円 76945

GM80 円 25X24 76930

GM80 楕 円 42× 35 76840

CM80 精 円 41× 31 76680

135 Cat180 円 17X16 77135 154

136 Gヽ180 円 18X16 77080

Gヽ181 円 22X22 77050

CM81 円 29× 29 77090 112

Cat181 円 25× 22 76950 160

G卜181 円 26X22 77020

GM81 円 35× 29 76990

GM81 円 17X16 77160

143 GA/18ユ 楕 円 42× 26 77000

144 CM81 円 17× 16 77 0mЭ

G卜18 円 15X13 76955

GM81 円 15X13 76880 157

GA/181 円 22X21 76965

GM81 円 27× 27 76895 155

149 GM78 円 14X13 ″ 145 52

150 GM78 円 26X23 76770

CM78 不整円形 45X33 77070 50

Gヽ178 不整円形 49X39 76660

GM78 円 34× 25 76128 S104P4

GM78 隅 丸 38X38 76970

GⅢ178 円 32X31 77070

Ch178 円 と7× 16 77030

GM78 隅九 44X38 76860

158 GN79 糖 円 45X34 77080

159 CN78 楕 円 37× 21 76322 S103P5

160 GN79 楕 円 17× 11 17 S103P6

GN79 円 25× 23 76170 S108P7

GN79 楕 円 26× 19 76960

第44表 柱穴観察表 (3)
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新番号 配置 平面形 規模 標高 旧番号 備 考

163 CN79 円 32X32 76820 弦

164 Glヾ79 楕 円 42X29 76120 S103P10

165 CM79 GN79 楕 円 52X33 76520

166 GN79 楕 円 61X51 76930

167 GN79 円 33× 32 76860

GN80 円 28× 25 77000

CN80 円 25X25 76900

CN80 円 21X21 76890

GN80 円 32X31 76750

ワ GN79 円 17× 17

GN78 円 20× 20 76965

Й GN78 円 16X15 76980 148

GN78 円 13X13 77100 147

GN79 円 27× 27 76945 149

177 GN79 円 37× 35 76715

GN79 円 25X25 76990

CN78 楕 円 14× 12 76930

GN79'C079 円 20× 19 76965

CN78 不整 円形 35× 26 7687Э 62

GN78 G078 不整円形 45X37 76790 129

C078 不整円形 50X42 76720 63

C078 不整円形 22× 21 76640 67

G079 円 19X19 76990 64

G078'G079 円 33X32 76970 68

C078 G079 円 29X28 76790

G079 円 26× 25 76750

189 G079 円 23× 20 76830

190 C078'C079 円 31X30 76600

G079 円 15X14 76860

192 C079 円 1l X ll 76915

193 G079 円 12× 10 76980 144

194 G079 円 15X13 76990 143

C079 円 16X15 77140

196 G079 円 29× 28 76870

C079 楕 円 31× 28 76740

円 17 76850

G079 楕 円 25× 21 76710

E M76 円 40× 34 79140 1

Eヽ175 円 34× 26 79200 2

Eヽ175 円 40× 38 79220 3

E N75 楕 円 28X20 79200 4

E N75 円 46× 41 79170 5

F H78 円 24× 22 79020 6

207 FIЮ 円 20X20 7

208 F179 円 19X18 79000 8

209 F179 円 28× 16 79050 9

F J78 楕 円 38X23 78860

F K79 円 22X17 78970 11

F K78 惰円 29× 22 78920

F179 円 18X15 79050 13

F H79 円 20X19 78960 14

第45表 柱穴観察表 (4)
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下
に

円
形

凹
孔
 

棒
状

工
具

・
半

我
竹

管
に

よ
る

沈
線

8
I

口
縁

S1
01

埋
土

黒
褐

日
縁

:平
縁
.や

や
肥

厚
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

9
日

縁
S1
01

埋
土

暗
褐

日
縁

平
縁
 

半
我

竹
管

に
よ

る
沈

線

10
15

よ
日

縁
S 
IO
l

埋
土

に
ぶ

い
褐

回
縁

:波
状

縁
 

や
や

肥
厚
 

斜
位

・
横

位
隆

帯
.

11
I

口
縁

S1
01

埋
土

に
パ

い
黄

褐
日

縁
:波

状
縁
,肥

厚
 

波
頂

部
直

下
に

円
形

刺
突
.棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

.

12
5

33
49

I
口

縁
～

胴
都

S 
10
2

埋
土

69
暗

褐
口

縁
:平

縁
 

横
位

隆
帯

(半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線
)

12
6

33
I

口
縁

～
胴

部
S 
10
2

埋
土

灰
黄

褐
ボ

タ
ン
状

貼
付

文
 

半
戦

竹
管

に
よ

る
沈

線
 

隆
帝

(棒
状

工
具

に

よ
る

沈
線
).
粘

土
粒

貼
付

13
8

I
口

縁
S1
03

埋
土

に
ぶ

い
黄

橙
回
縁

:波
状
縁
 
や
や

ll
L厚
 
波
頂
部

に
円
形

凹
孔
 
斜
位
・
横
位

隆
帯
 
半
枚
竹
管
に
よ
る
沈
線

I
口

縁
S 
10
3

埋
土

暗
褐

口
縁

:平
4・
A 

や
や

肥
厚
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

29
8

ID
口

縁
～

胴
部

S 
10
4

埋
土

(1
47
)

08
掲

日
縁

:平
縁

.
し
R

29
I

日
縁

S1
04

埋
土

に
ぶ

い
黄

褐
口

縁
:平

縁
 

横
位

隆
帯

(棒
状

工
具

に
よ

る
刺

突
),
半

械
竹

管
に

よ
る

沈
線

29
I

日
縁

S 
X0
4

埋
土

黒
褐

口
縁

「
平

縁
撚

糸
L

I
口

縁
S1
04

埋
土

掲
日

縁
:平

縁
.や

や
肥

厚
 

半
裁

竹
管
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

15
2

I
日

縁
S 
10
4

埋
土

に
ぶ

い
黄

橙
口

縁
:平

縁
 

や
や

肥
厚
 

半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線

15
3

I
日

縁
S1
04

埋
土

下
位

灰
褐

日
縁

:平
縁
 

縦
・

横
位

隆
帯

(細
い
)棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

I
胴

部
S1
04

埋
土

灰
黄

褐
半

伐
竹

管
に

よ
る
斜

位
と
横

位
沈

線

33
Ⅲ

日
縁

～
底

部
S1
04

埋
土

下
位

05
黒

褐
日

縁
:平

縁
.底

部
:丸

底
に

近
い

42
3]

12
IA
ユ

日
縁

～
底

部
S1
05

埋
土

下
位

25
4

33
5

(1
77
)

11
明

黄
褐

口
縁

:訊
頭
突
起

(4
単

位
)
 

波
底
部
に
縦
位
貼
付
 
波
頂
都
直

下
に
円
形

H¶
・
や
や
月R
厚

_

LR
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土
器

観
察
表

(2
)

遺
物
No

図
版
No

写
図

N(
登

録
N(

分
類

部
  

位
出

土
地

点
出

土
層

位
日

径
最

大
径

器
高

底
径

器
煽

色
 

調
文

様
 

特
徴

施
文

原
体

備
  
 

考

17
6

7
ID

口
縁

～
底

部
S1
05

埋
土

(1
49
)

15
0

に
ぶ

い
橙

日
縁

:平
縁

RL

17
7

I
口

縁
～

胴
部

S1
05

埋
土

(3
05
)

に
ぶ

い
黄

橙
回

縁
:小

波
状

縁
 

肥
厚
 
4単

位
.波

頂
部

直
下

に
円

形
刺

突

半
載

竹
管

に
よ

る
刺

突
列

.

17
8

42
I

胴
～

底
部

S1
05

埋
土

に
ぶ

い
黄

橙

17
9

I
口

縁
～

胴
部

S1
05

埋
士

褐
口

縁
:双

頭
突

起
(単

位
は
不

明
)

LR
端

部
結

節

18
0

I
日

縁
S 
10
5

埋
土

赤
褐

日
縁

:平
縁
 

半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線
 

縦
位

隆
帯

(半
我

竹
管

に
よ

る
沈

線
).

I
口

縁
S1
05

埋
土

に
ぶ

い
黄

褐
口

縁
:指

頭
状

工
具

に
よ

る
波

状
縁
 

や
や

肥
厚
 

半
我

竹
管

に
よ

る
沈

線

18
2

I
日

縁
S1
05

埋
土

黒
褐

日
縁

1平
縁
.半

我
竹

管
に

よ
る
縦

位
沈

線

I
口

縁
S 
10
5

埋
土

灰
黄

褐
日

縁
:平

縁
L側

面
圧

痕

I
日

縁
S1
05

埋
土

灰
黄

褐
回
縁

:単
頭

突
起
.肥

厚
.棒

状
工

具
 

半
救

竹
管

に
よ

る
沈

線
.

I
口

縁
～

胴
部

S1
05

埋
土

掲
日

縁
:平

縁
 

や
や

肥
厚

RL

守
I

日
縁

～
胴

部
S 
10
5

埋
土

に
ぶ

い
黄

橙
口

縁
:単

頭
突

起
 

波
頂

部
直

下
ボ

タ
ン
状

貼
付

文
 

隆
帯

(半
載

竹
管

に
よ

る
刺

突
列
)半

我
竹

警
に

よ
る

沈
線

RL

I
日
縁

～
胴

部
S1
05

埋
土

掲
口

縁
:波

状
.横

位
隆

帯

I
日
縁

～
胴

部
S 
10
5

埋
土

に
ぶ

い
黄

褐
口

縁
:平

縁
.肥

厚
 

縦
,斜

位
隆

帯
.

18
9

I
胴

都
S1
05

埋
土

灰
黄

褐
L結

節

19
0

44
I

回
縁

～
胴

部
S1
05

埋
土

灰
責

褐
半

我
竹

管
に

よ
る

沈
線
 

隆
帯

(半
殺

竹
管

に
よ

る
沈

線
).

I
胴

部
S 
10
5

埋
土

に
ぶ

い
黄

褐
半

繊
竹

管
に

よ
る

沈
線
 

ボ
タ

ン
状

貼
付

文

19
2

I
胴

部
～

底
部

S1
05

埋
土

4コ
橙

RL

22
9

49
I

日
縁

～
胴

部
S 
X0
1

埋
土

灰
黄

褐
口
縁

:波
状

縁
LR

1
ID

口
縁

～
底

部
S 
R0
1

(2
47
)

に
ぶ

い
黄

橙
日

縁
:平

縁
 

や
や

肥
厚

2
IC

回
縁

～
底

部
S 
R0
1

16
7

橙
日
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚

.
SR
01
入

れ
子

I
胴

～
底

部
S 
R0
2

(2
57
)

明
責

褐
LR
両

端
結

節

3
口

縁
～

底
部

S 
R0
3

66
橙

口
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚
 

縦
位

沈
線

列
LR
端

部
結

節

24
4

4
胴

～
底

都
S 
R0
4

明
赤

褐
LR
・

RL
結

束
第

1

種
 
両
端
部
結
節

5
IB
l

日
縁

～
底

部
S 
R0
5

85
に

ぶ
い

褐
日
縁

:平
縁
 
棒
状
工
具
に
よ
る
沈
線
後
、
円
形
竹
管
に
よ
る
刺
突
列
,円

形
貼
付

(5
単

位
円
形
竹
管
に
よ
る
指
突
列
)隆

帯
(縦

位
第
J突

列
)

LR
端

部
結

節
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観
察
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遺
物
No

図
版
No

写
図

N(
登

録
N(

分
類

部
  

位
出

土
地

点
出

土
層

位
日

径
最

大
径

器
高

底
径

津
厚

色
  

調
文

様
・

特
徴

施
文

原
体

備
  
 

考

24
6

ID
日
縁

～
胴

部
S 
R0
6

20
3

に
ぶ

い
褐

口
縁

:平
縁

LR

I
口

縁
～

胴
部

S 
Q0
3

埋
土

に
ぶ

い
黄

褐
日
縁

:波
状
.や

や
肥
厚
.棒

状
工
具
に
よ
る
沈
線

I
口

縁
～

胴
部

S 
Q0
3

埋
土

に
ぶ

い
黄

橙
日

縁
:平

縁
。

や
や

肥
厚
 

半
萩

竹
管

に
よ

る
沈

線
.

I
日
縁

～
胴

部
S 
Q0
6

埋
土

上
層

09
黒

褐
日
縁

:波
状

縁
(6
単

位
)や

や
肥

厚
 

波
頂

都
直

下
に

円
形

凹
孔

棒
状

工
具

や
半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線
 

体
部

:ボ
タ

ン
状

貼
付

6単
位

59
I

目
縁

～
胴

部
S 
Q0
6

埋
土

上
層

暗
褐

日
縁

:波
状

縁
 

や
や
肥

厚
,波

頂
部

直
下

円
形
貼

付
文

(中
央

凹
孔
)横

位
隆
帯

(半
裁

竹
管

に
よ
る
沈
線
)棒

状
工
具
 

半
裁
竹

管
に

よ
る
沈

線

64
40

9
日
縁

～
胴

部
S 
K0
4

埋
土

に
ぶ

い
黄

栓
回
縁

:平
縁
 

縦
位

隆
帯

(4
単

位
9)

LR
両

端
結

節
内

面
煤

付
着

28
2

]
日
縁

～
胴

部
S(
04

埋
土

暗
褐

日
縁

:平
縁
.円

形
刺

突
 

指
頭

状
工

具
に

よ
る

沈
線
 

半
裁

竹
管

に
よ

る
刺

突
列

28
3・

28
4と

同
一

個
体

I
口

縁
～

胴
部

S 
K0
4

埋
土

68
暗

褐
同

上
.

28
2 
28
4と

同
一

個
体

40
I

日
縁

～
胴

部
S 
K0
4

埋
土

灰
黄

褐
指

頭
状

工
具

に
よ

る
沈

線
.半

裁
竹

管
に

よ
る

沈
線

・
刺

突
列

28
2 
28
3と

同
一

個
体

44
Ⅱ

日
縁

～
胴

都
S 
DO
]

Ⅱ
暗

褐
日

縁
:平

縁
.

36
75

45
I

口
縁

～
胴

部
G 
L8
1

I
に

ぶ
い

黄
橙

日
縁

:平
縁
 「

し
」

の
字

状
隆

帯
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

34
6

I
日

縁
G 
K8
1

I
灰

黄
褐

回
縁

:平
縁
.や

や
肥

厚
 

半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線

17
6

I
口

縁
C1
81

I
44

に
ぶ

い
黄

褐
日
縁

:平
縁
 
や
や
肥
厚
.棒

状
工
具
に
よ
る
沈
線
・

LR

34
8

17
7

I
回

縁
～

胴
部

G」
78

I
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

:平
縁
.や

や
肥
厚
 
棒
状
工
具
に
よ
る
沈
線

.

34
9

60
ID

日
縁

～
胴

部
G 
N7
8

Ⅱ
(2
34
)

に
ぶ

い
褐

日
縁

:平
縁

 H
rk
帯

(指
頭

状
工

具
に

よ
る
押

圧
列

)I
RL
端

部
結

節

35
0

Ъ
62

IF
口

縁
～

胴
部

G 
K8
1

Ⅱ
06

に
ぶ

い
黄

橙
口
縁

:平
縁

・
横

位
隆

帯

45
IA
 I
C

日
縁

～
胴

部
G 
K8
1

コ
09

橙
日

縁
:平

縁
,E
H唇

部
に

2対
1単

位
の

隆
帯

貼
付

(単
位

不
明

)

円
形

竹
/R
4に

よ
る

刺
突

列

IC
口

縁
～

胴
部

G 
K8
1

]
(2
24
)

13
6

に
ぶ

い
黄

橙
口

縁
:平

縁
.や

や
肥

厚
.棒

状
工

具
 

半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線

ボ
タ

ン
状

貼
付

V/
Nt
t 
R

内
面

煤
付

着

35
3

I
胴

～
底

部
G 
L8
1

]
に

ぶ
い

黄
橙

底
部

:網
代

痕
外

面
煤

付
着

35
4

64
I

胴
～

底
部

G」
81

コ
赤

褐
底

部
:網

代
痕

→
ナ

デ

35
5

65
胴

～
底

部
G 
N8
1

16
9

灰
黄

褐
底

部
:網

代
痕

35
6

17
8

I
口

縁
～

胴
部

C 
N7
8

に
ぶ

い
赤

褐
日

縁
:平

縁
 

棒
状

工
具

正
具

に
よ

る
沈

線
 

斜
位
 

枝
位

隆
帯

RL
R

35
7

I
口

縁
～

胴
部

C 
K8
1

に
ぶ

い
褐

日
縁

:平
縁
.や

や
肥

厚
LR

35
8

I
日

縁
～

胴
部

G 
N8
0

に
ぶ

い
褐

口
縁

:平
縁
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
 

横
位

隆
帯

(棒
状

工
具

に
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土
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観
察
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図
版
No

写
図

N℃
分

類
部
  

位
出

土
地

点
出

土
層

位
口

径
最

大
径

器
高

底
径

器
厚

色
  

調
文

様
・

特
徴

施
文

原
体

備
考

35
9

I
日

縁
～

胴
部

Gヽ
18
0

Ⅱ
63

灰
黄

褐
口

縁
:平

縁
 

や
や

肥
厚

36
0

18
3

I
日

縁
G 
L7
8

Ⅱ
64

に
ぶ

い
黄

橙
口

縁
:波

状
縁

(単
頭

突
起

?)
.半

載
竹

管
に

よ
る

沈
線

.

18
8

I
回

縁
～

胴
部

C 
L7
9

Ⅱ
に

ぶ
い

責
褐

口
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

36
2

76
18
4

I
日

縁
C1
81

Ⅱ
灰

責
褐

日
縁

:波
状
縁

(単
頭
突
起
?)
肥

厚
 
日
唇
部
に
棒
状
工
具
に
よ
る
刻
み
あ

り
,波

頂
部
直
下
に
円
形
凹
孔
,棒

状
工
呉
に
よ
り
沈
線
 
束I

突
 
指
頭
状
工
具
に
よ
る
洗
線

36
3

I
口

縁
G 
K7
8

Ⅱ
に

ぶ
い

責
掲

日
縁

:波
状

縁
 

半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線

36
4

46
I

口
縁

～
胴

部
G 
M8
0

Ⅱ
に

ぶ
い

黄
褐

口
縁

:平
縁
 

ボ
タ

ン
状

貼
付

文
LR

76
46

I
口

縁
～

胴
部

G 
H8
0

Ⅱ
褐

灰
口
縁

:平
縁

し
端

部
結

節

76
46

I
日

縁
G 
L8
1

Ⅱ
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

:平
縁
 

横
位

VI
k帯

36
7

I
日

縁
～

胴
部

G 
M7
8

Ⅱ
黒

褐
日
縁

:単
頭
突
起
 
肥
厚
.波

頂
部

(外
):
縦

位
隆
帯
 
波
頂
部

(内
):
澗

文
日
唇
部

:縦
位
隆
帯
 
胴
部

:横
 
縦
位
隆
帯
 
棒
状
工
具

に
よ
る
沈
線

46
〔

口
縁

G 
L8
2

Ⅱ
に

ぶ
い

黄
褐

日
縁

:平
縁
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

36
9

46
19
0

Ⅱ
B?

日
縁

～
胴

部
C 
h1
81

Ⅱ
50

に
ぶ

い
黄

褐
日
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚

37
0

19
4

I
日

縁
G 
L8
0

Ⅱ
53

黒
褐

日
縁

:平
縁
 

縦
位

隆
帝

(半
数

竹
管

に
よ

る
沈

線
),
半

載
竹

管
に

よ
る

沈
線

19
5

I
口

縁
G 
L8
1

Ⅱ
灰

黄
褐

口
縁

:波
状

縁
.棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線
 

横
位

隆
帯

(指
頭

状
工

具
に

よ
る
押

圧
).

37
2

19
6

I
日

縁
G 
H7
8

Ⅱ
80

黒
褐

口
縁

:波
状

縁
. 
S字

状
隆

線
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

37
3

19
7

I
回

縁
G 
K7
8

Ⅱ
に

ぶ
い

黄
褐

口
縁

:平
縁
 2
列

縦
位

隆
帯
 

半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線

37
4

19
9

I
口

縁
G 
L8
0

Ⅱ
灰

黄
褐

日
縁

:波
状

縁
 

波
頂

部
直

下
に
縦

位
隆

帯
(棒

】大
工

具
に

よ
る
沈

線
)

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
 

横
位

隆
帯

(指
頭

状
工

具
に

よ
る
押

圧
)

37
5

77
20
9

1
日
縁

～
胴

部
C 
L8
0

Ⅱ
に

ぶ
い

責
橙

日
縁

:平
縁
.や

や
肥

厚
.棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

.

37
6

77
I

口
縁

G 
N8
0

Ⅱ
に

ぶ
い

褐
日

縁
:平

縁
 

や
や

肥
厚
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
.

37
7

77
I

口
縁

～
胴

部
C1
81

Ⅱ
褐

口
縁

:平
縁

「
ノ
」
字

状
・

横
位

隆
帯

(指
頭

状
工

兵
に

よ
る
押

圧
)

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

37
8

77
I

日
縁

G 
K8
0

Ⅱ
77

に
ぶ

い
黄

橙
縁 ・

回 線
波

状
縁
 

や
や

肥
厚
.指

頭
状

工
具
 

半
我

竹
管

に
よ

る
沈

77
I

日
縁

G」
i9

コ
褐

灰
口

縁
:平

縁
 

肥
厚

撚
糸

r

77
I

日
縁

～
胴

部
G 
K8
0

]
明

褐
日

縁
:平

縁
 

半
載

竹
管

に
よ

る
沈

線
撚
糸
L

77
I

日
縁

～
胴

部
G 
N7
9

Ⅱ
に

ぶ
い

黄
橙

日
縁

:平
縁
.や

や
肥

厚
L

38
2

77
み
Э5

I
日

縁
G 
N8
1

】
灰

黄
褐

日
:縁

平
縁
 

肥
厚
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
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図
版
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図
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分
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部
 

位
出

土
地

点
出

土
層

位
日

径
最

大
径

器
高

底
径

器
厚

色
  

調
文

様
 

特
徴

施
文

原
体

備
  
 

考

46
剛
Э
7

I
日

縁
G 
H8
0

Ⅱ
に

ぶ
い

黄
褐

日
縁

1双
頭
突
起

(単
位
不

明
?)
や

や
肥
厚
 

日
唇

部
に
棒
状

工
具

に
よ
る

沈
線
 
横

,斜
位
隆
帯

(指
頭
状
押
圧
)棒

状
工
具

に
よ
る
沈
線

.穿
孔

あ
り

77
46

I
口

縁
～

胴
部

G 
M7
8

〔
掲

日
縁

:平
縁
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
LR

38
5

I
口

縁
G 
K8
1

Ⅱ
褐

灰
日

縁
:双

頭
突

起
(単

位
不

明
?)
肥

厚
 

鋸
歯

状
.横

位
・

維
位

隆
帯

38
6

77
I

口
縁

～
胴

部
G 
L8
0

Ⅱ
に

ぶ
い

黄
褐

日
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
 

ボ
タ

ン
状

貼

付
文

.

38
7

77
I

日
縁

G 
L8
0

Ⅱ
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

:平
縁
.半

我
竹
管

に
よ
る
沈
線
.横

位
隆
帯

(半
税
竹
管
に

よ
る
刺
突
列

).

38
8

I
頸

～
胴

部
G 
h1
78

Ⅱ
に

ぶ
い

褐
口

縁
:平

縁
 

や
や

肥
厚
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
日
:L
R側

面
圧

戻

38
9

46
I

日
縁

G 
J7
8

Ⅱ
灰

黄
褐

口
縁

:波
状

縁
 

肥
厚
.半

裁
竹

管
に

よ
る

沈
線

口
:L
R側

面
圧

痕

46
21
8

I
口

縁
G 
L7
9

Ⅱ
灰

黄
褐

日
縁

:平
縁
 

や
や

押
厚
 

指
頭

状
工

具
に

よ
る

沈
線

77
I

口
縁

C 
N8
0

Ⅱ
に

ぶ
い

費
橙

日
縁

:平
縁
.や

や
肥

厚
 

横
・

斜
位

隆
線
.押

引
文

I
日

縁
C 
M8
0

]
明

黄
褐

口
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

77
I

日
縁

G 
L8
0

]
に

ぶ
い

黄
褐

口
縁

:平
縁
 

縦
・

横
位

隆
帯

I

22
2

I
日

縁
Gヽ

18
1

】
に

ぶ
い

赤
褐

日
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚
,棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線
.半

敬
竹

管
に

よ
る

刺
突

列

I
口

縁
G 
L8
1

]
灰

貢
褐

口
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚

.

39
6

77
I

日
縁

G 
L8
0

コ
褐

灰
口

縁
:平

縁
 

や
や

肥
厚
 

半
裁

竹
管

に
よ

る
it
線

I
口

縁
G 
L8
0

]
灰

黄
褐

日
縁

:平
縁
 

や
や

押
厚
 

棒
状

工
具

'半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線

39
8

守
I

口
縁

C 
M8
1

コ
明

赤
褐

日
縁

:平
縁

す
縦
 

斜
位

細
い

隆
帯

39
9

I
口

縁
G 
L8
0

]
45

に
ぶ

い
黄

褐
口

縁
:平

縁
.肥

厚
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

40
0

22
9

I
日

縁
G 
L8
0

コ
灰

黄
褐

口
縁

:平
縁
 

肥
厚
 

円
形

竹
管

に
よ

る
刺

突
列
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

40
1

78
23
0

I
日

縁
G 
L7
8

灰
黄

褐
日
縁

:平
縁
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
I

LR

40
2

守
I

日
縁

G 
X8
1

褐
灰

日
縁

:波
状

縁
 

縦
・

斜
位

・
横

位
隆

帯
(指

頭
状

工
具

に
よ

る
押

圧
)棒

状
工

具
に

よ
る
沈

線
.

40
3

守
23
2

I
日
縁

～
胴

部
C 
h1
78

明
褐

口
縁

:平
縁

.
網

目
状

撚
糸
L

40
4

I
回
縁

～
胴

部
G 
M8
ユ

E
黒

褐
日
縁

:平
縁
 

棒
状

工
具

に
よ

る
刺

突
列

,

40
5

23
4

I
口

縁
G1
79

に
ぶ

い
黄

掲
日

縁
:波

状
縁
.や

や
肥

厚
 

横
位

隆
帯

.

40
6

I
口

縁
C 
M8
1

灰
黄

褐
口

縁
:波

状
縁
 

や
や

肥
厚
 

棒
状

工
具

・
半

載
竹

管
に

よ
る

it
線

.



― ― 　 〕 釦 【 　 ― ―

第
51
表
 

土
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観
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邑
物

N(
賢
版
No

写
図
N(

登
録
No

分
類

部
  

位
出

土
地

点
出

土
層

位
口

径
最

大
径

器
高

底
径

器
厚

色
  

調
文

様
・

特
徴

施
文

原
体

備
  
 

考

40
7

終
I

日
縁

G 
K8
1

I
に

ぶ
い

黄
褐

日
縁

:平
縁
,日

唇
部

に
棒

状
工

具
に

よ
る

刻
み

あ
り
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
 

半
救

竹
管

に
よ

る
刺

突
列

78
47

23
7

I
日

縁
G 
L8
1

Ⅱ
暗

褐
日
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚
 

ボ
タ

ン
状

貼
付
.棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

半
茂

竹
管

に
よ

る
沈

線
 

糖
位

隆
帯

(半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線
).

78
47

23
8

I
日

縁
G 
L8
1

Ⅱ
灰

褐
日

縁
:波

状
縁
_回

唇
部

に
半

我
竹

管
に

よ
る

刻
み

あ
り
 

棒
状

工

具
に

よ
る

刺
突
.半

我
竹

管
に

よ
る

沈
線
 

刺
突

列

守
23
9

と
日

縁
G 
h4
81

Ⅱ
に

ぶ
い

黄
橙

日
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚
.横

位
・

渦
巻

状
隆

帯
(枝

位
の

み
半

萩

竹
管

に
よ

る
刺

突
)

LR
側

面
圧

反
RL

78
守

I
口

縁
G 
M7
9

Ⅱ
に

ぶ
い

黄
栓

口
縁

,平
縁
.横

位
隆

帯
(半

赦
竹

管
に

よ
る

刺
突

).
LR
側

面
圧

痕

78
守

I
口

縁
C 
L8
1

Ⅱ
に

ぶ
い

黄
橙

日
縁

:平
縁
 

縦
位

隆
帝

2列
 

横
位

鋸
歯

状
隆

帝

41
3

守
_9
42

I
口

縁
G 
L7
8

Ⅱ
黒

褐
口

縁
:平

縁
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
 

半
我

竹
管

に
よ

る
刺

突
列

78
守

24
3

I
日

縁
G1
80

Ⅱ
仄

責
褐

日
縁

:平
縁
 

日
唇

部
粘

土
粒

貼
付
 

半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線
 

刺

突
列

結
節
L

4i
24
7

I
口

縁
G 
N7
8

Ⅱ
黒

褐
日

縁
:平

縁
.肥

厚
 

縦
 

横
位

隆
帯

餡
T

於
I

日
縁

G 
L8
0

Ⅱ
褐

灰
日

縁
:平

縁
 

日
唇

部
粘

土
粒

貼
付
.ボ

タ
ン
状

貼
付

文
LR
端

部
結

節

4i
24
8

I
口

縁
十
装

飾
C 
M8
0

Ⅱ
灰

黄
褐

装
飾

:日
唇

部
(半

裁
竹

省
に

よ
る

沈
線
)半

哉
竹

管
に

よ
る

沈
線

,

78
24
6

I
口

縁
C 
M7
8

Ⅱ
暗

赤
褐

日
縁

:平
縁
 

棒
状

工
具

・
半

散
竹

管
に

よ
る

沈
線
 

半
赦

竹
管

に

よ
る
刺

突

78
T

24
4

I
日

縁
G 
J7
8

Ⅱ
に

ぶ
い

黄
橙

日
縁

:平
縁
,半

我
竹

管
に

よ
る

沈
線

44
/

24
9

I
日

縁
G 
K7
8

Ⅱ
に

ぶ
い

黄
褐

日
縁

:平
縁
 

日
唇

に
半

萩
竹

管
に

よ
る

刻
み

あ
り
,半

裁
竹

管
に

よ
る

沈
線

.

42
1

78
▼

I
口

縁
G 
N8
0

Ⅱ
灰

黄
褐

口
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚

LR
側

面
圧

痕

42
2

I
日
縁

～
胴

都
G 
N7
8

Ⅱ
に

ぶ
い

黄
橙

日
縁

:平
縁
 

横
位

鋸
歯

状
隆

帯

42
3

47
25
7

I
日

縁
G 
L8
0

Ⅱ
44

暗
褐

口
縁

:波
状
.縦

・
横

位
隆

帯
(半

裁
竹

管
に

よ
る

沈
線
)半

教
竹

管
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

42
4

25
2

I
口

縁
C 
N7
9

Ⅱ
に

ぶ
い

褐
口

縁
:波

状
縁
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
 

円
形

隆
帯

¢
5

I
口

縁
G 
M8
0

Ⅱ
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚
 

横
位

隆
帯

(指
頭

状
工

具
に

よ
る
押

圧
)

LR
側

面
圧

痕
LR

42
6

25
5

I
日

縁
Gヽ

48
0

E
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

:平
縁
 「

し
Jの

字
状

隆
帯

(半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線
).

棒
状

工
具

に
よ

る
刺

突
列

・
沈

線
.

42
8と

同
一

個
体

42
7

25
3

I
口

縁
CA
/1
78

Ⅱ
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

波
状

縁
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

42
8

25
6

Ⅱ
日

縁
C 
M8
1

Ⅱ
に

ぶ
い

黄
橙

日
縁

:平
縁
 「

し
Jの

字
状
隆
帯

(半
萩
竹
管
に
よ
る
沈
線

)

棒
状
工
具
に
よ
る
刺
突
列
・
沈
線

.

/t
26
と

同
一
個
体

42
9

25
8

I
口

縁
G 
N8
1

Ⅱ
黒

褐
日
縁

:波
状

縁
.縦

鋸
歯

状
・

横
位

隆
帯
 

半
載

竹
管

に
よ

る
沈

線

43
0

17
9

I
G 
K7
8

Ⅱ
灰

褐
撚

糸
L

内
外

面
煤

付
着
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土
器

観
察
表
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)

遺
物
No

∃
版
No

写
図
N

登
録
No

分
類

部
  

位
出

土
地

点
出

土
層

位
日

径
最

大
径

器
高

底
径

器
厚

色
  

調
文

様
・

特
徴

施
文

原
体

備
考

Ю
18
2

I
打同

言
【

Gヽ
17
8

Ⅱ
10
6

に
ぶ

い
黄

褐
鋸

歯
状

横
位

隆
帯

(指
頭

状
工

具
に

よ
る
押

圧
)

LR
 R
L結

東

第
1種

43
2

猾
20
6

]
月同

言
L

G 
M8
1

Ⅱ
暗

褐
縦

位
隆

帯
(棒

状
工

具
に

よ
る
押

圧
).

守
25
9

I
刃同

音
Б

G 
N7
8

Ⅱ
灰

黄
褐

Ｒ 種
RL
結

束
第

43
4

守
I

顕
～

胴
部

G 
L8
1

Ⅱ
43

赤
褐

横
位

隆
帯
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
RL
端

部
結

節

47
I

頸
～

胴
部

G 
L8
ユ

Ⅱ
赤

褐
棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線
 

円
形

竹
管

に
よ

る
刺

突
 

三
角

印
刻

LR
・

RL
結

束
第

1種
両
端
結
節

43
7

47
66
2

I
突

起
C 
L8
0

Ⅲ
層

25
96

に
ぶ

い
黄

橙

66
3

I
突

起
G1
80

I層
45
44

に
ぶ

い
黄

橙

80
68

IB
l

目
縁

～
底

都
G 
K8
1

Ⅱ
～

ll
(2
08
)

08
に

ぶ
い

黄
栓

日
縁

:平
縁

,
外

面
煤

付
着

80
69

IB
l

口
縁

～
胴

部
G 
L8
0

Ⅱ
～

ll
(2
23
)

黒
褐

口
縁

:平
縁

。
や

や
肥

厚
 

指
頭

状
工

具
に

よ
る

沈
線

44
0

80
48

I
日

縁
G 
N7
9

Ⅱ
・
Ⅱ

に
ぶ

い
黄

橙
口

縁
:平

縁
 

や
や

肥
厚
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
.

し
R

48
26
7

I
日

縁
G 
h1
81

I・
Ⅲ

に
ぶ

い
黄

褐
日
縁

:平
縁
 

横
位

隆
帯

(指
頭

状
工

具
に

よ
る
押

圧
)

44
2

80
26
5

I
口
縁

～
胴

部
G 
N7
9

Ⅱ
 

Ⅲ
掲

灰
口
縁

:平
縁
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
し
R側

面
圧

痕
LR

44
3

80
26
4

I
口

縁
C 
L7
9

Ⅱ
 

Ⅲ
に

ぶ
い

黄
橙

回
縁

:平
縁
 

日
唇

部
に

指
頭

状
工

具
に

よ
り
刻

み
あ

り

縦
位

鋸
歯

状
・

横
位

隆
帯

,

44
4

26
6

I
日
縁

～
胴

部
G 
N7
9

Ⅱ
 

Ⅲ
黒

褐
口
縁

:波
状

縁
 

波
頂

部
日

唇
に

縦
位

隆
希

2列

縦
位

・
横

位
隆

帯

26
0

I
日
縁

～
胴

部
G 
L8
1 

罷
Ⅱ
・

Ⅲ
褐

口
縁

:波
状

縁
 

や
や

肥
厚
 

縦
・

横
位

鋸
歯

状
隆

帯
RL
端

部
結

節

44
6

26
2

I
胴

部
C 
L8
1

Ⅱ
・

Ⅲ
掲

横
位

隆
帯

(指
頭

状
工

具
に

よ
る
押

圧
)

LR
 R
L結

節
第

2種
両

端
結

節

44
7

I
胴

部
～

底
都

G 
L8
2

■
・

■
に

ぶ
い

黄
橙

44
8

68
IB
2

口
縁

～
底

都
G 
L8
0

ll
l

59
4

に
ぶ

い
黄

橙
目
縁

1単
頭
突
起

(4
単

位
).
波

頂
部
● L下

に
ボ
タ
ン
状
貼
付
と
円
形
貼
付
が
あ
る

(則
突

列
)棒

状
工
具
に
よ
る
沈
練
 
爪
形
文
に
よ
る
刺
突
列
 
頭
部

!隆
帯

2列
(刺

突
列

)

LR
端

部
結

節

44
9

81
95

IB
l

口
縁

～
底

部
G 
M8
1

ll
(1
83
)

に
ぶ

い
黄

橙
口

縁
:単

頭
突

起
(4
単

位
)
波

頂
部

直
下

縦
位

隆
帯
 

ボ
タ

ン
状

員き
付

・
渦

支
貼

付
(内

外
面
)底

部
:網

代
痕

外
面

煤
付

着

49
79

Ⅱ
A

口
縁

～
底

部
G 
M8
0

(1
96
)

10
6

に
ぶ

い
橙

日
縁

:平
縁
 (
双

頭
突

起
1つ

有
り
)ボ

タ
ン
状

貼
付
 

や
や

肥

厚
.内

面
渦

文
貼

付
.底

部
:
網

代
痕

LR

49
82

IF
日
縁

～
底

部
G 
L8
1

に
ぶ

い
褐

日
縁

i双
頭
突
起
P(
4単

位
)波

底
部
に

2ア
I縦

位
隆
帝
 
波
頂
部
直
下
円
形
凹
孔

I

棒
状
工
具
 
半
裁
竹
管
に
よ
る
沈
線
 
ボ
タ
ン
状
貼
付

と
粘
土
塊
貼
付

を
交
互
に
貼
付

Ｒ 種

.R
L結

束
第

90
IF

日
縁

～
底

部
G 
L8
1

(1
85
)

明
黄

褐
口
縁

:波
状

縁
 

肥
厚
.内

外
面

に
横

位
隆

帯
 

棒
状

工
具

に
よ

る
,「

綿
LR
両

端
結

節

74
IA
ユ

口
縁

～
底

部
C 
L8
1

Ⅱ
(2
22
)

29
3

(1
27
)

1]
に

ぶ
い

黄
橙

回
縁

:平
縁
.半

赦
竹

管
に

よ
る

沈
線

胴
部

上
半

部
煤

付
着

4「
D4

ID
日
縁

～
底

部
G 
L8
1

19
0

08
に

ぶ
い

黄
褐

日
縁

:平
縁

日
:L
R側

面
圧
痕

M:
IP
 ,
p結

す
籍

1紅
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雪
版

N(
写

図
N℃

分
類

部
  

位
出

土
地

点
出

土
層

位
口

径
最

大
径

器
高

底
径

器
厚

色
  

調
文

様
 

特
徴

施
文

原
体

備
  
 

考

45
5

93
IB
l.
D

口
縁

～
底

部
G 
K8
1

ll
17
0

に
ぶ

い
赤

褐
日

縁
:平

縁
 

底
部

:網
代

痕
し
RL

内
外

面
煤

付
着

45
6

75
IB

口
緑

～
胴

部
G 
K8
1

ll
11

に
ぶ

い
黄

褐
口

縁
:双

頭
突

起
(4
単

位
)
波

頂
部

直
下

円
形

凹
孔

と
指

顕
状

工

具
に

よ
る

沈
線

。
や

や
肥

厚
,
半

萩
竹

管
に

よ
る
沈

線
LR

45
7

10
7

IF
口

縁
～

胴
部

G 
L8
0

(2
90
)

(3
00
)

64
に

ぶ
い

黄
褐

日
縁

:平
縁
 

日
唇

部
:棒

状
工

具
に

よ
る

刻
み
 

胴
部

:棒
状

工

具
に

よ
る

沈
線

及
び

刻
み
 

半
裁

竹
管

に
よ

る
刺

突

45
8

73
IB
l

口
縁

～
胴

部
G 
L8
0

』
暗

褐
日
縁

!三
頭

突
起

(4
単

位
)波

頂
部

直
下

に
円

形
凹
孔
 

指
頭

状
工

具
に

よ
る
沈

線
及

び
粘

土
塊

貼
利
 

肥
厚
 

半
我

竹
管

に
よ
る

沈
線

45
9

83
IA
2

口
縁

～
底

部
C 
L8
1

ll
(1
72
)

暗
褐

日
縁

:平
縁
 
肥
厚
 3
列

縦
位
隆
帯

(4
単

位
?)
指

頭
状
工
具

に
よ
る
沈
線

46
0

87
IC

口
縁

～
胴

部
G 
hf
79

(2
33
)

に
ぶ

い
橙

口
縁

:単
頭

突
起

(4
単

位
)波

頂
部

直
下

粘
土

塊
貼

付
 

棒
状

工

具
に

よ
る

沈
線

,半
裁

竹
管

に
よ

る
刺

突
と
沈

線
.

89
IB
l

口
縁

～
胴

部
G 
L8
1

ll
(1
52
)

に
ぶ

い
黄

橙
回
縁

:単
頭

突
起

(4
単

位
)1
カ

所
の

波
頂

部
に

指
頭

圧
痕

に
よ

る
刻

み
有

り
)縦

位
・

横
位

隆
帯

日 胴
LR
側

面
圧

痕

結
節
L

外
面

煤
付

着

84
84

IF
口

縁
～

底
部

G 
J7
9

ll
に

ぶ
い

黄
褐

日
縁

:平
縁
.粘

土
紐

貼
付

(半
裁

竹
管

に
よ

る
刺

突
)棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

84
92

2
口

縁
～

胴
部

G 
L8
1

ll
黒

褐
日

縁
:平

縁
 

や
や

肥
厚
.縦

・
横

位
隆

帯
・

円
形

凹
孔
.半

裁
竹

管
に

よ
る

沈
線
 

ポ
タ

ン
状

貝古
付

内
面

煤
付

着

46
4

84
10
6

I
口

縁
～

胴
部

G 
L8
1

ll
69

暗
褐

日
縁

:決
頭

突
起
?(
4単

位
?)
や

や
肥

厚
 

波
底

部
に

2列
縦

位
隆
帯

ボ
タ

ン
状
貼

付
文
 

円
形
竹

管
に

よ
る
刺

突
 

半
赦

竹
管

に
よ
る
沈
線

LR

46
5

ID
目

縁
～

胴
部

G 
L8
1

Ⅲ
18
8

に
ぶ

い
黄

褐
口

縁
:単

頭
突

起
(3
 o
r6
単

位
?)

LR
 R
L結

束
第

1種
外

面
煤

付
着

46
6

10
2

ID
口

縁
～

胴
部

G 
L8
1

ll
16
0

に
ぶ

い
責

儒
口

縁
:単

頭
突

起
?(
単

位
不

明
)波

頂
部

直
下

に
円

形
刺

突
と
棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

。
や

や
肥

厚
.

46
7

I
口

縁
～

胴
部

G 
L8
0

(1
53
)

に
ぶ

い
黄

橙
口

縁
:平

縁

46
8

10
9

I
口

縁
～

胴
部

G 
L7
8

ll
に

ぶ
い

褐
口

縁
:単

頭
突

起
(単

位
不

明
)日

唇
部

に
半

裁
竹

管
に

よ
る

亥
」
み

繊
維

混
入

46
9

口
縁

～
胴

部
G 
L8
0

(2
59
)

11
褐

縁
状 線

波 沈
る

縁 よ

日 に
(単

位
不

明
),
波

頂
部

直
下

円
形

凹
孔
 

棒
状

工
具

や
や

肥
厚
 

頸
部

:棒
状

工
具

に
よ

る
刺

突
.

Ｒ 種
RL
結

束
第

外
面

煤
付

着

47
0

53
76

I
日
縁

～
胴

部
G 
L7
9

浅
黄

橙
日

縁
:単

頭
突

起
(単

位
不

明
)波

頂
都

直
下

円
形

凹
孔
 

棒
状

工

具
に

よ
る
第
J突

 
や

や
肥

厚
.

70
IA
l

回
縁

～
胴

部
G 
L8
1

(2
98
)

に
ぶ

い
橙

口
縁

:平
縁
 

半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線
LR
端

部
結

節
外

面
剥

落
多

ψ

47
2

10
0

IA
2

回
縁

～
胴

部
G 
K8
1

18
6

暗
褐

日
縁

:単
頭

突
起

(単
位

不
明
)波

頂
部

直
下

内
外

面
に

円
形

凹
孔

半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線
内

面
煤

付
着

52
77

ID
日
縁

～
胴

部
G 
L7
8

に
ぶ

い
赤

褐
日
縁

:単
頭

突
起

(単
位

不
明
).
や

や
肥

厚
 

半
裁

竹
管
 

棒
状
工

具
に

よ

る
沈

線
 
刺

突
 r
rg
部

に
横

位
 

渦
巻
状

隆
帯

(棒
状

工
具

に
よ

り
刺

突
)

LR
・

RL
結

束
第

1種
両
端

部
結
飾

47
4

78
ID

日
縁

～
胴

部
G 
L7
8

Ⅱ
20
5

に
ぶ

い
赤

褐
日
縁

1単
頭
突
起

(単
位
不
明
)や

や
肥
厚
 
半
載
竹
管

,棒
状
工
具
に
よ

る
沈
線
 
刺
突
,顕

部
に
横
位
 
渦
巻
状
隆
帯

(棒
状
工
具
に
よ
り
刺
突

)

LR
 R
を

結
束

第
1種

両
端

都
結
節

85
ID

口
縁

～
胴

部
G 
K7
8

13
に

ぶ
い

黄
橙

日
縁

:平
縁
 

肥
厚
.円

形
凹
孔
 

指
頭

状
工

具
に

よ
る
沈

線
 

半
裁

竹
管

に
よ
る
沈
線
 
粘

土
塊
貼

付

98
IB
l

口
縁

～
胴

部
G 
Iv
18
0

22
6

11
に

ぶ
い

黄
橙

日
縁

:平
縁
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
 

縦
位

隆
帯
 

粘
土
塊

只占
付

(共
に

棒
状
工

具
に

よ
る
沈
線
)粘

土
塊

難
付

(棒
状
工

具
に

よ
る
沈

線
)

し
R 
RL
結

束
第

2種
両
端

結
節

47
7と

同
一

個
体

97
IB
l

日
縁

～
胴

部
G 
h1
80

(3
62
)

28
に

ぶ
い

黄
橙

日
縁

「
平

縁
,棒

状
工

具
に

よ
る
沈

線
 

縦
位

隆
帯
 

粘
土
塊

貼
付

(共
に

棒
状

工
具

に
よ
る
沈
線
)粘

土
塊

貼
付

(棒
状
正

具
に

よ
る
沈
線

)

LR
 R
L結

束
第

2種
両

端
結

節
47
6と

同
一

個
体

47
8

86
ID

口
縁

～
胴

都
Ch
/1
80

(2
36
)

30
3

に
ぶ

い
褐

日
縁

「
平

縁
,や

や
肥
厚
 

粘
土
塊

貼
付
 

縦
横

位
隆
帯

(そ
れ

ぞ
れ
棒

状
工
具

に
よ
る
刺

突
あ

り
).
棒

状
工

具
に

よ
る
沈

VR
。

LR
 R
L結

束
第

1種
両

端
部
結
節

内
面

煤
付

着
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土
器

観
察

表
(9
)

|

にや 0 〇

|

豊
物
Nc

露
版
N(

写
図
No

缶
霞
融

(ヾ
分

類
部
  

位
出

土
地

点
出

土
層

位
日

径
最

大
径

器
高

底
径

畢
ξ

色
  

調
文

様
 

特
徴

施
文

原
体

備
考

ID
日

縁
～

胴
部

G 
L8
1

Ⅲ
(1
79
)

09
掲

日
縁

:平
縁
.指

頭
押
圧

に
よ

り
2対

ユ
単
位

の
刻

み
有

り
(4
単

位
?)

網
目
状
撚

糸
L

内
外

面
煤

付
着

10
8

IC
l

口
縁

～
胴

部
GJ
 N
80

Ⅲ
(1
19
)

77
嗜

褐
日
縁

「
平
縁
 

粘
土
塊

貼
付

(棒
状

工
具

に
よ
る
刺

突
).

日 胴

LI
Wl
面

圧
痕

LR

IG
l

日
縁

～
胴

部
G 
L8
1

Ⅲ
16
6

に
ぶ

い
黄

橙
日
縁

:平
縁
 

や
や
肥

厚
外

面
煤

付
着

∞
ID

日
縁

～
胴

部
G 
L8
1

Ⅲ
49
3

褐
口
縁

i平
縁

日 胴

RL
r面

圧
痕

RL
r中

間
部
結
節

89
IG
2

口
縁

～
胴

部
G 
J8
1

Ⅲ
(2
34
)

に
ぶ

い
黄

褐
日
縁

:平
縁
 

日
唇

部
に
半
政

竹
管

に
よ
る
刻

み
あ

り
網

目
状
撚

糸
L

48
4

89
IG
]

口
縁

～
胴

部
G 
M8
0

Ⅱ
(1
75
)

橙
日
縁

:平
縁
,日

唇
部

に
RL
側

面
圧

痕
に

よ
り
刻

み
あ

り
 

隆
帯

上
に
指

頭
状

工
具

に
よ
る
押

圧
RL
端

部
結

節

89
ID

口
縁

～
胴

部
G 
L8
1

皿
(1
62
)

18
4

黒
褐

日
縁

:平
縁
.半

我
竹

管
に

よ
る
沈

線
内

外
面

煤
付

着

48
6

89
58

10
5

日
縁

～
胴

部
G 
M8
1

Ⅲ
(1
56
)

暗
褐

日
縁

:平
縁
 

や
や
肥
厚

小
石

を
多
量
混
入

48
7

89
]

胴
部

G 
K7
9

Ⅲ
(2
35
)

19
8

に
ぶ

い
赤

褐
木

目
状

Vl
tt
t 
L

48
8

89
]

胴
部

Cと
79

ll
l

(2
12
)

25
7

に
ぶ

い
赤

褐
L

内
面

煤
付

着

48
9

90
I

胴
部

G 
M8
0

Ⅲ
(1
63
)

16
0

明
赤

褐
LR
両

端
結
節

49
0

90
I

C 
h1
80

Ⅲ
(2
85
)

に
ぶ

い
橙

LR
 R
L結

束
第

1種
両
端

結
節

90
IC
?

胴
～

底
部

G 
M8
2

Ⅲ
橙

49
2

90
I

胴
～

底
部

G 
L8
0

Ⅲ
に

ぶ
い

黄
橙

底
部

:網
代

痕
→

ナ
デ

木
目
状

撚
糸

L・
R

49
3

90
I

胴
～

底
部

G 
L7
9

Ⅲ
に

ぶ
い

橙

49
4

90
I

胴
～

底
部

G 
N7
8

Ⅲ
(1
80
)

に
ぶ

い
赤

褐

49
5

I
胴

～
底

部
G 
L8
0

Ⅲ
(2
40
)

に
ぶ

い
黄

橙
胴

部
:半

数
竹

管
に

よ
る

沈
線
 

ボ
タ

ン
状

貝
占
付

I
胴

～
底

部
G 
K8
1

Ⅱ
に

ぶ
い

褐
内

外
面

煤
付

着

I
胴

～
底

部
G 
N8
0

Ⅱ
06

灰
黄

褐
底

部
:ナ

デ
,

49
8

12
4

IC
P

胴
～

底
都

G 
L8
0

Ⅲ
06

に
ぶ

い
黄

褐

12
0

I
胴

～
底

都
G 
K7
8

Ⅲ
07

橙
し
R圧

痕
内

面
煤

付
着

58
I

胴
～

底
部

G 
N7
9

ll
l

(1
81
)

に
ぶ

い
褐

底
部

:網
代

痕
→

ナ
デ

.

58
IC
?

胴
～

底
部

G 
M7
9

皿
(9
8)

に
ぶ

い
橙

57
I

胴
～

底
部

G 
L8
1

Ⅲ
(1
10
)

明
赤

褐
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宣
物
No

図
版

1皓
写

図
N(

登
録
N(

分
類

部
  

位
出

土
地

点
出

土
層

位
口

径
最

大
径

器
高

底
径

吊
渾

色
  

調
文

様
 

特
徴

施
文

原
体

備
考

50
3

I
胴

～
底

部
C 
M8
1

灰
黄

褐
瞑

部
:網

代
痕

→
ナ

デ

50
4

胴
～

底
部

G 
M8
1

(2
02
)

に
ぶ

い
貢

褐
底

部
:網

代
痕

50
5

26
8

I
口

縁
～

胴
部

G 
H8
0

阻
褐

灰
口

縁
:波

状
縁
,横

位
隆

柿
(指

頭
状

工
具

に
よ

る
押

圧
)棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

9Э
6

26
9

I
日

縁
C0
78

橙
日

縁
平

縁
`棒

状
 

指
頭

状
工

具
に

よ
る

沈
線

.

50
7

10
3

ID
口

縁
～

胴
部

G 
L8
1

(1
61
)

(1
61
)

07
に

ぶ
い

黄
褐

日
縁

:単
頭

突
起

(3
 o
r6
単

位
?)

LR
・

RL
結

束

第
1種

外
面

煤
付

着

50
8

27
0

I
日

縁
C 
L7
9

灰
黄

褐
日

縁
:平

縁
 

半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線

50
9

I
日

縁
G 
L7
9

灰
黄

掲
日

縁
:波

状
縁
 

や
や

肥
厚
 

棒
状

工
具

・
半

戦
竹

管
に

よ
る

沈
線

27
2

I
日

縁
～

胴
部

C 
M8
1

暗
褐

口
縁

i平
縁
,や

や
肥

厚

27
3

I
口

縁
～

胴
部

G 
J8
ユ

El
54

に
ぶ

い
黄

橙
日

縁
:平

縁
.や

や
肥

厚

27
4

I
口

縁
～

胴
部

G 
L7
9

に
ぶ

い
褐

日
縁

:平
縁

.
網

目
条

撚
糸

L

27
6

I
口

縁
～

胴
部

G 
M8
1

黒
褐

日
縁

:平
縁
.棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

RL

27
7

I
日

縁
～

胴
部

G 
N8
0

明
黄

褐
日

縁
:平

縁
 

棒
状

正
具

に
よ

る
沈

線

27
8

I
日

縁
G 
K8
2

に
ぶ

い
黄

褐
日

縁
:平

縁
.肥

厚
 

縦
位

隆
帯

2列
,半

載
竹

管
に

よ
る

沈
線

,

28
9

I
日

縁
G1
79

に
ぶ

い
黄

掲
日
縁

:単
頭

突
起
.肥

厚
 

波
頂

部
直

下
に

円
形

凹
孔
 

棒
状

工
具

半
栽

竹
管

に
よ

る
沈

線

I
日

縁
～

胴
部

G 
N8
0

黒
褐

日
縁

:平
縁

や
や

肥
厚

23
2

I
口

縁
C 
L7
9

に
ぶ

い
黄

橙
口
縁

:波
状
縁
 
肥
厚
 
指
頭
状
工
兵
に
よ
る
オ
J突

・
沈
線

I
口

縁
G 
L7
9

Ⅱ
に

ぶ
い

黄
褐

日
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚
 

棒
状

工
具

・
半

織
竹

管
に

よ
る

沈
線

52
0

28
4

I
日

縁
G 
N7
8

Ⅱ
に

ぶ
い

褐
日
縁

:波
状
縁
 
肥
厚
 
棒
状
工
具

に
よ
る
沈
線
 
半
激
竹
管

に
よ

る
刺
突
列

I
日

縁
C 
N8
0

に
ぶ

い
黄

橙
口

縁
:平

縁
 

や
や

肥
厚
.半

我
竹

管
に

よ
る

刺
突

列
 

棒
状

工
呉

に
よ

る
沈

線
 

横
位

隆
帯

(指
頭

状
工

具
に

よ
る
押

圧
)

28
6

I
日

縁
C 
M7
9

黒
褐

日
縁

:波
状

縁
.肥

厚
 

横
位

隆
帝
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
 

半
載

竹
管

に
よ

る
刺

突
列

52
3

28
7

I
日

縁
G 
N7
9

に
ぶ

い
橙

口
縁

:平
縁
 

半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線

52
4

28
8

I
口

縁
G 
N7
9

Ⅱ
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚
 

指
頭

状
工

具
に

よ
る
沈

線
,

27
9

I
口

縁
C 
M8
0

El
に

ぶ
い

褐
口

縁
:平

縁
 

や
や

肥
厚
,棒

状
工

具
に

よ
る
沈

線
 

横
位

隆
帝

(指

頭
状

工
呉

に
よ

る
押

圧
)

29
0

I
口

縁
C 
M8
1

Ⅲ
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

:平
縁
 

肥
厚
 

円
形

竹
管

に
よ

る
沈

線
・

刺
突

列
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豊
物
Nc

賢
版

N(
写

図
No

登
録
N(

分
類

部
  

位
出

土
地

点
出

土
層

位
口

径
最

大
径

器
高

底
径

器
厚

色
 

調
文

様
・

特
徴

施
文

原
体

備
  
 

考

I
口

縁
G 
N7
8

阻
に

ぶ
い

黄
褐

日
縁

平
縁
.や

や
肥

厚
.

LR
側

面
圧

痕

29
2

I
口

縁
G 
N8
0

黒
褐

日
縁

:単
頭

突
起
 

波
頂

部
直

下
に

粘
土

塊
貼

付
く棒

状
工

具
に

よ

る
円

形
刺

突
)棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

.

I
日

縁
C 
K7
9

Ⅱ
に

ぶ
い

褐
回

縁
:単

頭
突

起
 

肥
厚
 

波
頂

部
直

下
円

形
隆

帯
 

棒
状

工
具

に

よ
る

沈
線

I
日
縁

～
胴

都
G 
M7
9

Bl
に

ぶ
い

黄
橙

日
縁

:平
縁

す
や

や
肥

厚
,横

位
隆

帝
(指

頭
状

工
具

に
よ

る
押

圧
)

0段
多

条

I
口

縁
～

胴
部

G 
M8
2

褐
灰

日
縁

:波
状

縁
,波

頂
部

粘
土

塊
貼

付
 

波
頂

部
直

下
内

面
に

円
形

凹
孔

I
回

縁
Gヽ

18
0

Ⅱ
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

:平
縁
 

棒
状

工
具
 

半
数

竹
管

に
よ

る
沈

線

I
日

縁
G0
79

Ⅱ
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

:平
縁
 

横
位

隆
帯

(半
散

竹
管

に
よ

る
刺

突
列

)

I
目

縁
～

胴
部

G 
M8
2

El
褐

灰
口

縁
:平

縁

I
日

縁
G 
N8
0

Ⅲ
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

:平
縁
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
.

93
I

日
縁

Ch
/1
81

Ⅲ
に

ぶ
い

黄
褐

口
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚
 

棒
状

工
具

・
半

我
竹

管
に

よ
る

沈
線

.

93
I

口
縁

G 
M7
8

Ⅲ
に

ぶ
い

黄
橙

回
縁

:波
状

縁
 

縦
・

横
位

隆
帯
.円

形
凹

孔
.半

我
竹

管
に

よ
る

,「
.r
a

93
I

日
縁

G 
M8
0

Ⅱ
灰

黄
褐

日
縁

:波
状

縁
 

粘
土

塊
貼

付
 

半
我

竹
管

に
よ

る
沈

線

93
I

口
縁

C 
L8
0

Ⅲ
黒

褐
日
縁

:平
縁
 

棒
状

工
具

に
よ

る
刺

突
列

54
0

93
I

口
縁

G 
N8
ユ

Ⅱ
橙

日
縁

「
平

縁
.棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線
 

半
我

竹
管

に
よ

る
刺

突
列

93
I

口
縁

G 
L8
0

Il
黒

褐
回
縁

:棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

93
I

口
縁

G 
N8
0

Ⅲ
に

ぶ
い

黄
褐

口
縁

:平
縁
 

横
位

鋸
歯

状
隆

帯
Ｒ 種

LR
結

束
第

内
面

煤
付

着

54
3

93
30
8

I
日

縁
G 
N8
1

Ⅲ
黒

褐
日
縁

:棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

54
4

93
I

日
縁

G 
M8
2

皿
灰

黄
褐

日
縁

:平
縁
 

横
位

隆
帯

.
LR

54
5

93
I

口
縁

G 
L8
1

Ⅲ
黒

褐
日

縁
:波

状
縁
,波

頂
部

縦
位

隆
帯
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
・

刺
傘

93
]

口
縁

G 
L8
0

Ⅲ
黒

褐
口

縁
:平

縁
.縦

 
枝

位
隆

帯
(半

裁
竹

管
に

よ
る

沈
線

・
刺

突
)

権
状

工
具

に
よ

る
沈

線

54
7

98
]

口
縁

C0
78

Ⅲ
に

ぶ
い

黄
褐

口
縁

:平
縁
.や

や
肥

厚
 

粘
土

塊
貼

付
.

LR
側

面
圧

痕

LR

54
8

93
I

日
縁

G 
M8
1

Ⅲ
に

ぶ
い

黄
橙

日
縁

:波
状

縁
(突

起
不

明
).
肥

厚
.半

裁
竹

管
に

よ
る

沈
線

.

54
9

I
口

縁
G 
M8
1

Ⅲ
47

に
ぶ

い
黄

褐
口

縁
:平

縁
 

や
や

肥
厚
 

半
裁

竹
管

に
よ

る
刺

突
,沈

線

55
0

I
口

縁
G 
H8
0

Ⅲ
54

に
ぶ

い
黄

褐
日

縁
:平

縁
L端

部
結

節
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つ

|

遺
物
No

電
版
Nc

写
図
N(

登
録
No

分
類

都
 

位
出

土
地

点
出

土
層

位
日

径
最

大
径

器
高

底
径

器
厚

色
  

調
文

様
・

特
徴

施
文

原
体

備
  
 

考

93
I

日
縁

G 
J7
9

皿
46

黒
褐

日
縁

:平
縁
.肥

厚
,半

裁
竹

管
に

よ
る

沈
線

.
LR
側

面
圧

痕

55
2

I
口

縁
～

胴
部

G」
81

Ⅲ
に

ぶ
い

黄
褐

口
縁

:平
縁
.や

や
肥

厚
 

斜
位

隆
帯

.

LR
・

RL
結

束

第
1種

55
3

I
日

縁
G 
K7
8

Ⅲ
黒

褐
口

縁
:平

縁
 

や
や

肥
厚
.棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

外
面
煤
付
若

55
4

32
0

I
日

縁
～

胴
部

G 
N8
0

Ⅲ
46

に
ぶ

い
黄

褐
口

縁
:平

縁
 

や
や

肥
厚
 

円
形

凹
孔
 

棒
状

工
具

に
よ

る
刺

突
.

I
日

縁
GL
約

Ⅲ
灰

黄
褐

口
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚

LR
側

面
圧

痕

55
6

I
口

縁
G 
K7
9

Ⅲ
黒

褐
口

縁
:平

縁
 

や
や

肥
厚
 

半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線
LR

32
3

I
口

縁
G 
M8
2

Ⅱ
57

に
ぶ

い
黄

褐
口

縁
:波

状
縁
 

や
や

肥
厚
 

渦
巻

状
 

斜
位

隆
帯
 

棒
状

工
具

に

よ
る

沈
線

LR
側

面
圧

痕

55
8

60
32
4

I
日

縁
G 
M8
0

Ⅱ
明

黄
褐

回
縁

:平
縁

Ｒ 種
RL
結

束
第

55
9

32
5

I
口

縁
G 
L8
0

Ⅲ
に

ぶ
い

黄
褐

口
縁

部
突

起
:棒

状
工

兵
に

よ
る

刺
突

・
沈

線
 

半
我

竹
管

に
よ

る

沈
繰

.

56
0

32
6

I
日

縁
GⅢ

江
82

Ⅲ
に

ぶ
い

褐
口

縁
:波

状
縁
 

や
や

肥
厚
 

円
形

粘
土

塊
貼

付
(中

央
部

凹
)半

数
竹

管
に

よ
る

刺
突
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

32
7

I
日

縁
G 
N7
8

Ⅲ
66

に
ぶ

い
黄

構
日
縁

:平
縁

L

56
2

32
8

I
日

縁
G 
M8
0

Ⅲ
褐

灰
口

縁
:平

縁
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

56
3

60
32
9

I
日

縁
G 
L8
0

■
黒

掲
日

縁
:平

縁
.渦

巻
状
 

横
位

隆
帯
 

半
萩

竹
管

に
よ

る
刺

突

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

56
4

33
0

I
日

縁
G 
N7
8

Ⅲ
に

ぶ
い

褐
口

縁
:平

縁
 

半
載

竹
管

に
よ

る
沈

線
 

横
位

隆
帯

(指
頭

状
工

具
に

よ
る
押

圧
列

).

60
33
1

I
口
縁

～
胴

部
G 
M8
0

Ⅲ
灰

黄
褐

回
縁

:平
縁
 

日
唇

部
に
棒

状
工

具
に

よ
る
刻

み
あ

り

半
我

竹
管

に
よ

る
沈

線
.

56
6

60
33
2

I
口

縁
G 
L8
0

Ⅲ
48

灰
黄

褐
口
縁

:波
状

縁
 

や
や

肥
厚
.波

頂
部

直
下

円
形

凹
孔

指
頭

状
工

具
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
.

60
33
3

I
口

縁
C 
M8
1

ll
l

黒
褐

日
縁

:波
状

縁
 

や
や

肥
厚
 

渦
巻

状
隆

帯
?(
棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線
).
棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

60
33
4

I
口

縁
G 
K8
2

ll
l

に
ぶ

い
黄

橙
日
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚

LR
側

面
圧

痕

60
33
5

I
回
縁

～
胴

部
G 
M8
0

Ⅲ
に

ぶ
い

責
橙

日
縁

:平
縁
 
や
や
肥
厚

,

60
33
6

I
回
縁

～
胴

部
G 
L8
0

Ⅲ
暗

褐
日
縁

:平
縁
 

横
位

隆
帯

(指
頭

状
工

具
に

よ
る
押

圧
)

60
33
7

I
目

縁
Gヽ

18
0

Ⅱ
58

に
ぶ

い
褐

日
縁

:平
縁
 

肥
厚
 

棒
状

工
具
 

半
載

竹
管

に
よ

る
沈

線
.

半
裁

竹
管

に
よ

る
刺

突
列

60
33
9

I
口

縁
G 
K8
0

Ⅲ
に

ぶ
い

褐
日
縁

:単
頭

突
起
 

や
や

肥
厚
 

波
頂

部
の

日
唇

部
に
棒

状
工

具
に

よ
る

刻
み

あ
り
,半

裁
竹

管
に

よ
る
沈

線

57
3

60
I

日
縁

C 
L8
0

Ⅲ
黒

褐
日
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚
 

日
唇

部
指

頭
】夫

工
具

に
よ

る
刻

み
あ

り
指

頭
状

工
具
 

半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線
,半

救
竹

管
に

よ
る
刺

突
列

57
4

銘
60

I
日

縁
C 
M8
1

ll
l

に
ぶ

い
責

橙
口

縁
:平

縁
.肥

厚
.棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線
.円

形
竹

管
に

よ
る

01
4ヒ

幼
I
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表
 

土
器

観
察

表
(1
3)

― ― 　 ］ ω ト 　 ー ー

豊
物
No

図
版
No

写
図
N(

登
録
No

分
類

部
 

位
出

土
地

点
出

土
層

位
日

径
最

大
径

器
高

底
径

器
彊

色
  

調
文

様
,特

徴
施

文
原

体
術
  
 

考

57
5

34
2

I
日

縁
C 
L7
9

に
ぶ

い
黄

橙
回

縁
:平

縁
L 
Rl
ll
面

圧
痕

・

LR

57
6

34
3

I
日

縁
GA
/1
81

に
ぶ

い
黄

橙
日
縁

:平
縁

LR

57
7

∞
34
4

I
日

縁
G 
ht
82

41
灰

黄
褐

日
縁

:波
状

縁
 

肥
厚
 

縦
位

隆
帝

(棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
)

57
8

I
回

縁
～

胴
都

C 
L7
9

に
ぶ

い
黄

橙
口

縁
:平

縁
 

日
唇

部
に

縦
位

隆
帯

と
粘

土
塊

貼
付
 

棒
状

工
具

に

よ
る

刺
突

列

57
9

I
日

縁
G 
L8
0

黒
褐

日
縁

:平
縁
.棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

58
0

I
口

縁
C 
M8
〕

灰
黄

褐
日
縁

:平
縁
 
ボ

タ
ン
状
貼
付
文

(中
央
凹
).
半

裁
竹
管
に
よ
る
沈

線
RL

58
1

I
日

縁
G 
L8
]

掲
灰

日
縁

!波
状

縁
 

肥
厚
 

指
頭

状
工

其
に

よ
る

沈
線

・
円

形
凹

了
し

I
回

縁
Gヽ

18
〕

に
ぶ

い
黄

橙
日

縁
:平

縁
,

LR
端

部
結

節

I
日

縁
G 
L8
0

黒
褐

日
縁

:平
縁
.半

稼
竹

管
に

よ
る

沈
線

94
I

日
縁

G 
L8
0

に
ぶ

い
黄

橙
日

縁
,波

状
縁
 

肥
厚

L(
1)

58
5

I
日

縁
G 
J7
8

橙
目

縁
:平

縁
 

棒
状

工
具
 

半
赦

竹
管

に
よ

る
沈

線
LR

58
6

I
日

縁
G 
M8
0

Ⅱ
黒

褐
口

縁
:波

状
縁
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
 

横
位

降
帯

(棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
)

58
7

I
口

縁
G 
M8
1

Ⅲ
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

:単
頭

突
起
 

や
や

肥
厚
 

波
頂

都
直

下
縦

位
隆

帯
(半

裁
竹

管
に

よ
る

束
J突

).
半

蔵
竹

管
・

柊
状

工
具

に
よ

る
沈

線

58
8

60
I

口
縁

G卜
18
0

皿
に

ぶ
い

責
褐

口
縁

:波
状

縁
 

縦
位

隆
帝

(半
我

竹
管

に
よ

る
押

引
文

)

半
枚

竹
管

に
よ

る
沈

線

58
9

I
口

縁
C 
M7
8

Ⅲ
に

ぶ
い

褐
口

縁
:平

縁
 

や
や

肥
厚
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
半

織
竹

管
に

よ
る
押

引
文

磨
減

し
不
明
だ
が

LR
と

思
わ
れ
る

61
I

日
縁

G 
M8
1

Ⅱ
灰

黄
褐

口
縁

:単
頭

突
起
 

や
や

肥
厚
 

波
頂

部
の

日
唇

部
に

円
形

刺
突

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

I
口

縁
G 
N8
0

褐
灰

口
縁

:波
状

縁
 

日
唇

部
と
内

面
共

に
渦

文
貼

付
外

面
剥

落

35
9

I
口

縁
G 
L8
1

Ⅲ
明

赤
褐

口
縁

:平
縁

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
円

形
・

半
裁

竹
管

に
よ

る
刺

突

列
横

位
隆

帯
(棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

)

LR
 R
L結

束
第

2種
端

都
結

節

59
3

36
0

I
口

縁
C 
N7
8

に
ぶ

い
黄

褐
口

縁
!単

頭
突

起
 

肥
厚
.波

頂
部

直
下

に
横

位
隆

格
と

円
形

粘
土

貼
付
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

59
4

36
2

I
日

縁
G 
L8
1

78
に

ぶ
い

褐
日
縁

:平
縁
 
や
や
肥
厚
,半

機
竹
管

に
よ
る
沈
線
・
刺
突
列

縦
位
隆
帯

(半
散
竹
管
に
よ
る
刺
突
列

).

59
5

36
4

I
日

縁
～

胴
部

G 
L7
9

12
3

に
ぶ

い
責

褐
日

縁
:平

縁
 

や
や

肥
厚
.円

形
刺

突
 

半
裁

竹
省

に
よ

る
刺

突
列

・
沈

線
 

粘
土

粒
貼

付

59
6

I
日

縁
～

胴
部

G 
V1
80

に
ぶ

い
黄

橙
口
縁

:単
頭

突
起
 

半
秩

竹
管

に
よ

る
沈

線
.

59
7

36
5

I
日

縁
G 
K7
8

73
灰

黄
褐

口
縁

:波
状

縁
,肥

厚
 

波
頂

部
直

下
穿

孔
有

り
,半

赦
竹

管
に

よ

る
沈

線

59
8

36
6

I
日

縁
～

顕
部

GL
78
 8
(

に
ぶ

い
黄

橙
日

縁
:平

縁
 

や
や

肥
厚
 

半
哉

竹
管

に
よ

る
沈

線



第
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表
 

土
器

観
察
表

(1
4)

|

食や ⇔ 釦

|

宣
物
N(

劉
版
N(

写
図
Nc

儀
録
No

分
類

部
  

位
出

土
地

点
出

土
層

位
日

径
最

大
径

器
高

底
径

器
厚

色
  

調
文

様
 

特
徴

施
文

原
体

備
  
 

考

59
9

36
7

IB
口

縁
～

胴
部

G 
L8
0

に
ぶ

い
褐

口
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚

60
0

36
8

I
口

縁
～

胴
部

G 
M8
0

明
褐

日
縁

:平
縁
.棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線
 

半
械

竹
管

に
よ

る
刺

突

横
位

隆
帯

(棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
)

LR
 R
L結

束
第

1種
両

端
結

節

I
口

縁
G 
N7
8

ll
に

ぶ
い

黄
橙

日
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
`

60
2

36
9

I
口

縁
～

顕
部

G 
L8
1

83
褐

灰
日
縁

|三
頭

突
起
 

や
や
肥
厚
.波

頂
部
直

下
円
形

凹
孔
 
棒
状

工
具
 
指

頭

状
工

具
 
半
織

竹
管

に
よ
る
沈
線
 
横

位
隆
帯

(棒
状

工
具

に
よ
る
沈
線

)

60
3

37
3

I
日

縁
G 
K8
0

に
ぶ

い
褐

口
縁

:単
頭

突
起
 

波
頂

部
回

唇
に

棒
状

工
具

に
よ

る
刻

み
あ

り

半
我

竹
管

に
よ

る
沈

線
.

60
4

37
4

I
回

縁
G1
78

ll
78

に
ぶ

い
黄

褐
日
縁

:波
状

縁
 

斜
位

隆
帯
 

ボ
タ

ン
状

貼
付

文
LR

60
5

37
6

I
回

縁
G 
L8
1

ll
85

褐
口
縁

:波
状
縁
.縦

位
隆
帯
,
棒

状
工
具

に
よ
る
沈
線
 
半
我
竹
管

に
よ
る
刺
突

60
6

I
日

縁
G0
79

ll
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

:波
状

縁
 

や
や

肥
厚
,棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

60
7

37
5

I
日

縁
～

頸
部

C 
h1
80

ll
暗

褐
口

縁
:平

縁
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
 

刺
突

列
 

横
位

隆
帯

(指

頭
状

工
具

に
よ

る
押

圧
)

60
8

96
I

口
縁

～
胴

部
G 
K7
9

ll
褐

口
縁

:波
状

縁
 

波
頂

部
直

下
に

円
形

凹
孔
 

半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線

96
I

日
縁

～
胴

部
G 
L7
9

ll
l

赤
褐

日
縁

:波
状

縁
 

や
や

肥
厚
 

半
我

竹
管

に
よ

る
沈

線
LR

96
I

口
縁

G 
L7
9

D
褐

日
縁

:平
縁

96
I

口
縁

G 
h1
82

□
灰

責
褐

日
縁

:平
縁

。
日

唇
都

半
我

竹
管

に
よ

る
亥
1み

有
り
 

半
我

竹
管

に
よ

る
沈

線

61
2

96
62

38
3

I
日
縁

～
胴

部
G 
K7
8

Ⅱ
に

ぶ
い

責
橙

回
縁

:平
縁
 
や
や
肥
厚
.円

形
凹
孔
 
半
赦
竹
管
に
よ
る
沈
線

LR

96
I

日
縁

G 
N8
1

Ⅲ
に

ぶ
い

黄
褐

口
縁

:波
状

縁
 

や
や

肥
厚
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
 

半
赦

竹
管

に
よ

る
刺

突
列

61
4

96
38
5

I
口

縁
G 
M8
1

Ⅱ
黒

褐
日

縁
「
平

縁
 

や
や

肥
厚
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
 

横
位

隆
帯

(指
頭

状
工

具
に

よ
る
押

圧
)

96
I

日
縁

～
胴

部
G 
L7
9

Ⅱ
灰

黄
褐

回
縁

:平
縁

日 胴
L側

面
圧

痕

L

62
I

日
縁

G 
L8
0

Ⅲ
に

ぶ
い

褐
日
縁

:波
状

縁
 

や
や

肥
厚
 

波
頂

部
直

下
に

円
形

凹
孔
 

棒
状

工

具
に

よ
る

沈
線

62
38
6

I
日

縁
～

胴
部

G 
L8
0

Ⅱ
褐

灰
日
縁

:平
縁

日
LR
 R
し
常
束
の
側
面
臥

鵬
LR
 R
L練

第
1鰤

軸

62
39
0

I
日

縁
G 
L7
9

ll
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

'平
縁
 
肥
厚
 
棒
状
工
具

に
よ
る
沈
線
 
半
機
竹
管

に
よ
る

刺
突
ケ
」.

62
39
2

I
日

縁
G」

78
皿

灰
責

褐
口

縁
:平

縁
 

日
唇

部
に

指
頭

状
工

具
に

よ
る

刻
み

あ
り
,爪

状
工

具
に

よ
る

亦
」
突

ア
1

62
39
1

I
日

縁
Cと

80
Ⅲ

に
ぶ

い
橙

口
縁

:平
縁
 

半
載

竹
管

に
よ

る
沈

線

62
39
5

I
日

縁
～

胴
部

C 
L7
9

ll
l

明
褐

日
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚

し
R側

面
圧

痕

62
2

62
39
3

I
日
縁

～
胴

部
GX
/1
79

Ⅱ
灰

黄
褐

日
縁

1平
縁
.棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線
 

横
位

隆
帯

(側
面

圧
痕

+
粘

土
塊

貝
ζ付

).

LR
'R
L結

束
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土
器

観
察

表
(1
5)

― Ｉ 　 Ю ⇔ ⇔ 　 ― ―

畳
物
N(

図
版
No

写
図

N(
登

録
No

分
類

部
 

位
出

土
地

点
出

土
層

位
口

径
最

大
径

器
高

底
径

器
厚

色
  

調
文

様
・

特
徴

施
文

原
体

備
  
 

考

97
62

I
口

縁
～

胴
部

G 
K7
9

Ⅱ
褐

回
縁

:平
縁
 

半
数

竹
管

に
よ

る
沈

線

97
62

I
口
縁

～
胴

部
G 
M7
8

ll
灰

黄
褐

日
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
し

62
5

I
回

縁
G 
N8
0

ll
に

ぶ
い

黄
褐

日
縁

:単
頭

突
起
.や

や
肥

厚
 

波
頂

部
直

下
に

横
位

弧
状

隆
帝

・

円
形

粘
土

板
貝
占
付
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

39
7

I
日

縁
G 
M8
1

ll
に

ぶ
い

黄
褐

口
縁

:平
縁
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
.横

位
隆

帯

97
鬱

39
8

I
口

縁
G 
J8
1

Ⅲ
灰

黄
褐

日
縁

:平
縁
.肥

厚
 

円
形

凹
孔
.棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

62
I

日
縁

～
胴

部
C 
h1
78

に
ぶ

い
黄

橙
口

縁
:平

縁

I
日

縁
G 
K8
1

Ⅲ
灰

黄
褐

口
縁

:平
縁
.棒

状
工

具
 

半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線
.

63
0

よ
日

縁
G 
J7
9

に
ぶ

い
黄

栓
日
縁

:洸
頭

突
起

?.
や

や
肥

厚
 

波
頂

部
直

下
に

円
形

刺
突

.

縦
位

隆
帯
 

半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線

63
1

40
3

I
日

縁
～

胴
部

G 
V1
82

10
3

暗
褐

口
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚

63
2

40
9

I
口

縁
～

胴
部

C 
h1
81

に
ぶ

い
黄

橙
口

縁
:平

縁
 

や
や

肥
厚
 

円
形

凹
孔
.指

頭
状

工
具

・
半

萩
竹

管

に
よ

る
沈

線
.ボ

タ
ン
状

貝
占
付

63
3

【
日
縁

～
胴

部
G 
N8
1

灰
黄

褐
口

縁
:平

縁
.や

や
肥

厚
LR

I
日

縁
～

胴
部

G 
N8
]

黒
褐

口
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
 

横
位

隆
帯

(棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
)

LR
端

部
結

節

40
7

I
日

縁
G 
M8
0

明
赤

褐
口
縁

:平
縁
 

肥
厚
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
。

円
形

凹
孔

.

40
4

Ⅱ
A

口
縁

～
胴

部
C 
L8
2

に
ぶ

い
黄

掲
日
縁

「
平

縁
 

日
唇

部
に

沈
線
.半

散
竹

管
に

よ
る

沈
線

.

I
口

縁
～

胴
部

G 
N8
0

灰
責

褐
日

縁
:平

縁
 

や
や

肥
厚
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

63
8

I
口

縁
G 
L8
0

Ⅲ
黒

褐
日

縁
:平

縁
.肥

厚
 

口
唇

部
に

指
頭

状
工

具
に

よ
る
刻

み
あ

り

指
頭

状
工

具
に

よ
る

沈
線

63
9

コ
日

縁
～

胴
部

C 
M8
1

灰
黄

褐
日
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚

.

64
0

I
口

縁
～

顕
部

G 
L8
0

に
ぶ

い
黄

橙
日
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

I
日
縁

～
頸

部
C 
M8
0

Ⅲ
黒

褐
口

縁
:平

縁
.や

や
肥

厚
 

縦
位

隆
帝
,棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

I
日

縁
G 
N8
0

Ⅲ
i完

黄
橙

口
縁

:平
縁
.棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線
 

半
税

竹
管

に
よ

る
刺

突

64
3

98
I

口
縁

G 
L8
1

Ⅱ
灰

黄
褐

日
縁

:単
頭

突
起
 

波
頂

部
直

下
縦

位
隆

帯
(棒

状
工

具
に

よ
る

沈

線
)棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

98
I

口
縁

～
顕

部
Gヽ

18
0

Ⅲ
に

ぶ
い

褐
口

縁
:波

状
縁
 

日
唇

部
に
棒

状
工

具
に

よ
る

刻
み

あ
り

波
頂

部
直

下
円

形
凹

孔
 

半
栽

竹
管

に
よ

る
沈

線

64
5

98
I

日
縁

GN
約

Ⅲ
47

灰
黄

褐
口

縁
:単

頭
突

起
 

頂
頭

部
直

下
1列

縦
位

隆
帯
 

横
位

l■
k帝

(半

裁
竹

管
に

よ
る
刺

突
)半

裁
竹

管
に

よ
る

沈
線

.

64
6

I
日

縁
C 
N8
0

Ⅲ
に

ぶ
い

黄
褐

日
縁

:平
縁
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
 

粘
土

塊
貼

付
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土
器

観
察
表

(1
6)

直
物
No

図
版
Nc

写
図
N(

登
録
No

分
類

部
  

位
出

土
地

点
出

土
層

位
口

径
最

大
径

器
高

底
径

器
ξ

色
  

調
文

様
 

特
徴

施
文

原
体

備
  
 

考

64
7

I
口

縁
C 
N7
9

に
ぶ

い
黄

橙
口

縁
:平

縁
 

や
や

肥
厚
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

64
8

よ
日
縁

～
胴

部
G 
L8
0

に
ぶ

い
黄

褐
口
縁

,平
縁
.肥

厚

63
I

口
縁

G 
M8
0

に
ぶ

い
黄

橙
縁 付

平 貼
塊

縁 土
日 粘

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
 

半
裁

竹
管

に
よ

る
刺

突
日

唇
部

貝
占
付

剥
落

I
日

縁
G 
L8
1

に
ぶ

い
黄

褐
回

縁
:波

状
縁
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
 

渦
巻

状
隆

帯
(棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

)

65
1

63
・
42
2

I
回

縁
G 
L8
1

に
ぶ

い
黄

褐
日
縁

:平
縁
 
日
唇

部
に
突
起

あ
り
 

半
裁

竹
管

に
よ
る
刺

突
列
 
横
・
斜
位

隆

帯
(半

裁
竹
管

に
よ
る
沈
線
あ

り
)棒

状
工
具

,半
殺
竹
管

に
よ
る
沈
線

突
起

部
分

は
剥

落

65
2

63
I

口
縁

C 
N8
0

Ⅱ
褐

灰
日

縁
i平

縁
.や

や
肥

厚
 

指
頭

状
工

具
'半

我
竹

管
に

よ
る

沈
線

.

42
5

I
口

縁
～

胴
部

G 
J7
9

Ⅱ
灰

黄
褐

日
縁

:波
状

縁
 

肥
厚
.指

頭
状

工
具

に
よ

る
沈

線
.

65
4

42
7

I
口

縁
～

胴
部

G 
M7
9

Ⅲ
46

に
ぶ

い
赤

褐
日

縁
:平

縁
。

日
唇

部
に

円
形

竹
管

に
よ

る
刺

突
あ

り
LR

65
5

42
9

I
口

縁
C 
L8
1

』
に

ぶ
い

黄
褐

口
縁

:波
状

縁
 

や
や

肥
厚
.渦

巻
状

隆
帯

(棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
).

65
6

98
I

日
縁

G 
M8
1

ll
褐

灰
日

縁
:平

縁
 

や
や

肥
厚
.渦

状
隆

帯
(棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

)

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
.

98
63

I
日

縁
G 
J7
8

Ⅱ
黒

褐
口

縁
:双

頭
突

起
 

や
や

肥
厚
.波

底
部

間
縦

位
隆

帯
2列

`

横
 

斜
位

隆
帯
 

指
頭

状
工

具
 

半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線

63
43
2

I
日

縁
～

胴
部

G 
J7
8

ll
l

に
ぶ

い
黄

橙
口
縁

:平
縁
.棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

.

回 胴
LR
側

面
圧

痕
LR

63
43
3

I
口

縁
G 
K8
0

Ⅲ
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

:平
縁
.樺

状
工

具
に

よ
る
沈

線
 

半
裁

竹
管

に
よ

る
刺

突

63
43
4

I
口

縁
～

顕
部

G 
N8
0

Ⅲ
に

ぶ
い

黄
橙

日
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚

日
:根

〕面
圧
痕
.胴

!磨

減
し
て
い
る
た
め
不
明

43
5

I
口

縁
～

胴
部

C 
L7
9

Ⅲ
暗

褐
口

縁
:平

縁
 

や
や

肥
厚
.円

形
凹

孔
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

66
2

43
8

I
日

縁
GN
Ю

Ⅲ
黒

褐
日
縁

:平
縁
 2
列

縦
位

隆
帯

66
3

98
43
6

I
口

縁
～

胴
部

G 
N8
0

Ⅲ
に

ぶ
い

黄
褐

口
縁

:単
頭

突
起
.や

や
肥

厚
 

波
頂

部
直

下
円

形
凹

孔
 

半
我

竹
管

に
よ

る
沈

線
.ボ

タ
ン
状

貼
付

文

66
4

98
]

口
縁

C 
L8
0

Ⅲ
黒

褐
日
縁

:波
状
縁
? 

や
や
肥
厚
 
日
唇
部
に
棒
状
工
具
に
よ
る
沈
線
・
刺

突
あ

り
 
縦
位
隆
帯

(爪
形
文
)棒

状
工
具
に
よ
る
沈
線
.爪

形
文

66
5

98
I

日
縁

～
顕

部
G 
K8
0

□
に

ぶ
い

黄
橙

日
縁

:平
縁
 
棒
状
工
具

に
よ
る
沈
線
.横

位
隆
帯

(指
頭
状
工
呉

に
よ
る
押
圧

).

98
44
0

I
日

縁
～

胴
部

G 
N8
0

El
灰

黄
褐

口
縁

:平
縁

I
口

縁
G 
K7
9

狙
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

:平
縁
 

棒
状

工
兵

に
よ

る
沈

線
.

44
2

I
口

縁
～

頭
部

C 
N7
9

に
ぶ

い
黄

褐
日
縁

:平
縁
 

肥
厚
 

棒
状

工
具

・
半

載
竹

管
に

よ
る

沈
線

63
44
3

I
口

縁
G 
M7
8

掲
灰

日
縁

:波
状

縁
 

や
や

肥
厚
.三

角
印

刻
.指

頭
状

工
兵

に
よ

る
沈

線
.半

我
竹

管
に

よ
る
刺

突
.

6m
Э

44
4

I
口

縁
G 
L8
1

Ⅲ
に

ぶ
い

黄
褐

口
縁

:波
状

縁
 

波
頂

部
直

下
縦

位
隆

帯
(棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

).

権
研★

下
二

ιこ
止

ス

'オ

線
・

瑚
空

▼
‖
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置
物
No

図
版
No

写
図
N(

登
録
No

分
類

都
 

位
出

土
地

点
出

土
層

位
口

径
最

大
径

器
高

底
径

器
辱

色
  

調
文

様
 

特
徴

施
文

原
体

備
  
 

考

I
日

縁
G 
K7
9

に
ぶ

い
梗

日
縁

:平
縁
 

半
栽

竹
管

に
よ

る
沈

線

67
2

I
日

縁
G 
L8
2

に
ぶ

い
黄

褐
日
縁

:平
縁
 

や
や

月じ
厚
.棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

.

67
3

I
44
7

日
縁

C0
78

に
ぶ

い
責

褐
日

縁
:平

縁
,棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

.

I
44
8

日
縁

GL
℃

に
ぶ

い
黄

褐
回

縁
:平

縁
 

や
や

肥
厚
 

日
唇

部
ボ

タ
ン
状

貼
付

文
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

67
5

I
45
0

口
縁

C 
K8
0

に
ぶ

い
黄

IF
J

日
縁

:波
状

縁
 

日
唇

部
に

棒
状

工
呉

に
よ

る
刻

み
あ

り
 

棒
状

工

具
に

よ
る

刺
突

ア
1

67
6

I
日

縁
G 
N8
0

暗
褐

口
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚
.縦

位
隆

帯
.棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

横
位

隆
帯

(棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
).

I
45
2

口
縁

G 
L8
0

al
黒

褐
縁

平
― 列

縁 突
日 刺

月じ
厚
,棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線
 

円
形

竹
管

に
よ

る

67
8

I
口

縁
G 
L8
0

II
l

暗
掲

口
縁

:波
状

縁
 

波
頂

部
口

唇
部

に
棒

状
工

具
に

よ
る
刻

み
あ

り

波
頂

部
直

下
円

形
凹

Tし
,棒

状
工

兵
 

半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線

67
9

99
I

45
4

口
縁

～
胴

部
G 
K8
1

Ⅱ
褐

日
縁

:波
状

縁
 

や
や

肥
厚
 

日
唇

部
に

指
頭

状
工

具
に

よ
る

刻
み

あ
り
 

波
頂

部
直

下
円

形
凹

孔

68
0

99
I

日
縁

G 
N7
9

Ⅲ
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

:平
縁
.円

形
粘

土
板

貼
付

指
頭

状
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

I
口

縁
～

胴
部

G 
M8
1

Ⅲ
灰

責
褐

口
縁

:単
頭

突
起

L端
都

結
節

63
I

日
縁

G 
L8
0

ll
l

71
灰

黄
褐

日
縁

:平
縁
,半

萩
竹

管
に

よ
る

沈
線

.

63
I

45
8

回
縁

G 
N7
8

Ⅲ
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

:平
縁
 

肥
厚
 

円
形

粘
土

塊
貼

付
 

縦
位

隆
帯

(半
裁

竹
管

に
よ

る
刺

突
).
押

引
文

99
64

I
45
9

日
縁

～
胴

部
C 
N8
1

ll
灰

黄
褐

日
縁

:平
縁

。
や

や
肥

厚
 

ボ
タ

ン
状

只 占
付

文
.隆

帯
LR

68
5

99
I

46
0

日
縁

G0
78

]
に

ぶ
い

黄
褐

日
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚
 L
字

状
隆

帯
(棒

状
工

具
に

よ
る
沈

線
)

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

68
6

I
46
1

回
縁

G 
M8
1

ll
に

ぶ
い

黄
褐

日
縁

:平
縁
 

棒
状

正
具

に
よ

る
沈

線

68
7

I
46
2

日
縁

G 
K8
1

ll
黒

褐
日
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚
 

横
位

隆
帯

(半
我

竹
管

に
よ

る
沈

線
)

半
我

竹
管

に
よ

る
沈

線
.

64
I

日
縁

～
胴

部
G 
L8
1

褐
日

縁
:平

縁
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
.円

形
竹

管
に

よ
る
索
1突

ア
1

横
位

隆
帯

(棒
状

工
具

に
よ

る
刺

突
列

)

LR
 R
と

結
束

第

2種
両

端
結

節

I
46
7

日
縁

～
頸

部
G 
L7
9

明
黄

褐
日

縁
:平

縁
 

や
や

肥
厚
,棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

10
0

I
46
8

口
縁

～
頸

部
G 
Ⅲ
18
ユ

に
ぶ

い
黄

橙
回

縁
:平

縁
 

肥
厚
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
 

円
形

凹
孔
,半

伐

竹
管

に
よ

る
沈

線
.

10
0

I
46
9

日
縁

C 
L8
0

46
黒

褐
日

縁
:平

縁
 

や
や

肥
厚
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

69
2

I
日

縁
G1
80

に
ぶ

い
黄

褐
日
縁

:平
縁
 

半
散

竹
管

に
よ

る
沈

線
・

刺
突

列
,

結
節

L

69
3

I
日

縁
G 
M7
8

灰
黄

褐
口

縁
:平

縁
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
 

粘
土

塊
貼

付
(L
R側

面

圧
痕

).

RL
側

面
圧

痕
LR

69
盟

I
口

縁
G 
L8
]

に
ぶ

い
黄

褐
日

縁
:単

頭
突

起
 

枝
位

Ir
k帯

(棒
状

工
具

に
よ

る
刺

突
列
)内

面
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遺
物
No

図
版
Nc

写
図
N(

登
録
No

分
類

部
  

位
出

土
地

点
出

土
層

位
日

径
最

大
径

器
高

底
径

器
厚

色
  

調
文

様
・

特
徴

施
文

原
体

怖
考

69
5

I
日

縁
C 
L7
9

Ⅲ
黒

褐
口

縁
:波

状
縁
.肥

厚
 

半
我

竹
管

に
よ

る
沈

線
.

69
6

I
47
4

口
縁

～
胴

部
G 
L8
0

皿
10
8

に
ぶ

い
黄

橙
口

縁
:波

状
縁
 

横
位

隆
帯

(円
形

竹
管

に
よ

る
刺

突
列

)

RL
側

面
圧
戻

木
日
状
撚
糸
文
L 
R

69
7

I
日

縁
G 
L8
0

Ⅲ
灰

黄
褐

口
縁

:平
縁
 

肥
厚
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

69
8

I
日

縁
～

胴
部

G1
80

Ⅲ
46

H旨
褐

日
縁

:平
縁
.棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

.
LR
端

都
結

節

69
9

I
日

縁
Gヽ

18
1

Ⅲ
に

ぶ
い

黄
褐

口
縁

:波
状

縁
 

肥
厚
 

半
栽

竹
管

に
よ

る
刺

突
列
 

押
引

文

70
0

I
日

縁
G 
N8
1

Ⅲ
に

ぶ
い

黄
褐

口
縁

:波
状

縁
 

波
頂

都
穿

孔
あ

り
 

内
外

面
に

円
形

粘
土

貼
付

縦
位

隆
帯
 

半
栽

竹
省

に
よ

る
沈

線

I
日

縁
C 
L8
0

Ⅲ
灰

黄
褐

口
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚
 

円
形

竹
管

に
よ

る
刺

突
 

棒
状

工
具

に

よ
る

沈
線

η
Э2

I
48
0

日
縁

GL
Ю

Ⅲ
褐

日
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚
 

日
唇

部
捧

状
正

具
に

よ
る

刻
み

あ
り

棒
状

工
具

・
半

我
竹

管
に

よ
る

沈
線

70
3

I
日

縁
G 
N8
0

Ⅱ
40

黒
褐

口
縁

:波
状

縁
 

波
頂

都
直

下
穿

孔
あ

り
,縦

位
隆

帝
`

70
4

I
日

縁
G 
L8
]

Ⅲ
橙

EH
縁

:平
縁

70
5

I
日

縁
G 
M8
2

Ⅲ
47

明
黄

褐
日

縁
:波

状
縁
 

突
起

剥
落

し
不

明
.

紹
Э6

I
口

縁
～

胴
部

G 
M8
0

Ⅲ
褐

灰
日

縁
:平

縁
LR
・

RL
結

束
第

2種
端

部
結

節

70
7

I
回

縁
G 
M8
0

Ⅲ
褐

灰
日

縁
平

縁
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
LR
側

面
圧

痕

70
8

I
日

縁
G 
L8
1

Ⅲ
50

に
ぶ

い
黄

褐
日

縁
:単

頭
突

起
 

波
頂

部
円

形
竹

管
に

よ
る

刺
突
 

細
い

隆
帯

貼

付
.

70
9

I
49
0

日
縁

G 
M8
1

Ⅲ
50

に
ぶ

い
黄

橙
日
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
.

I
回
縁

～
胴

部
G 
L8
ユ

Ⅲ
橙

日
縁

:平
縁

71
1

64
I

49
3

日
縁

G 
L8
0

Ⅲ
明

褐
日

縁
:平

縁

64
I

49
2

日
縁

～
胴

部
G 
N7
8'
7(

Ⅱ
に

ぶ
い

黄
橙

日
縁

:平
縁
 

横
位

隆
帯

LR
側

面
圧

痕
外

面
煤

rl
着

I
49
4

口
縁

～
胴

部
C 
M8
0

Ⅱ
灰

黄
褐

回
縁

:平
縁

Ｒ 種
RL
結

東
第

64
I

49
5

日
縁

C 
M7
9

Ⅲ
黒

褐
日
縁

:波
状

縁
 

肥
厚
 

半
裁

竹
管

に
よ

る
刺

突
・

沈
線

71
5

I
日

縁
G 
L8
0

Ⅲ
黒

褐
日
縁

:訳
頭

突
起
 

肥
厚
.波

底
部

縦
位

隆
帝

64
I

49
8

日
縁

～
胴

部
G 
J7
9

m
に

ぶ
い

黄
褐

日
縁

:平
縁
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
.円

形
凹

孔
.半

載
竹

管
に

よ
る

沈
線

I
日

縁
～

顕
部

GA
/1
8〕

ll
l

44
掲

日
縁

:平
縁
 

横
位

隆
帯

(棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
).

71
8

64
I

日
縁

G 
N8
0

Ⅲ
に

パ
い

黄
橙

口
縁

:単
頭

突
起
.や

や
肥

厚
.波

頂
部

内
外

面
に

粘
土

塊
貼

付
構

位
陸

帯
_
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表
 

土
器

観
察
表

(1
9)

図
版
Nc

写
図
N(

登
録
NO

分
類

部
  

位
出

土
地

点
出

土
層

位
日

径
最

大
径

器
高

底
径

器
厚

色
  

調
文

様
・

特
徴

施
文

原
体

備
  
 

考

64
I

口
縁

C 
N8
0

Ⅲ
灰

黄
褐

日
縁

:小
波

状
縁
 

日
唇

部
に

指
頭

状
工

具
に

よ
り
刻

み
あ

り

72
0

64
I

ry
02

口
縁

G 
N7
8

Ⅲ
灰

黄
褐

回
縁

:平
縁
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
 

円
形

竹
管

に
よ

る
刺

突

64
I

50
3

口
縁

C 
L8
1

ll
l

に
ぶ

い
黄

橙
口

縁
:平

縁
.斜

 
横

位
隆

帯
貼

付
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

I
50
4

口
縁

～
胴

部
G 
L8
2

Ⅲ
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

:単
頭

突
起
 

半
我

竹
管

に
よ

る
沈

線
.

72
3

64
I

50
8

目
縁

G 
J8
1

Ⅲ
に

ぶ
い

黄
褐

日
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚
.円

形
竹

管
に

よ
る

刺
突
 

半
裁

竹
管

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
.

72
4

I
〕
Э5

口
縁

G」
78

ll
黒

褐
日

縁
:単

頭
突

起
 

肥
厚
 

半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線
LR
側

面
圧

痕

I
50
6

日
縁

～
胴

部
C 
N8
0

ll
黒

褐
口

縁
:平

縁
.半

裁
竹

管
に

よ
る
沈

線
,

I
50
7

口
縁

～
胴

部
G 
K8
1

に
ぶ

い
黄

褐
口

縁
:平

縁
.穿

孔
列
 

横
位

隆
帯
.半

裁
竹

管
に

よ
る

沈
線

.

]
50
9

口
縁

G 
K8
1

48
に

ぶ
い

責
橙

口
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚
 

横
位

隆
帯

(円
形

凹
子
し

)

65
I

日
縁

～
胴

部
G 
H8
0

Ⅲ
に

ぶ
い

黄
褐

日
縁

:単
頭

突
起
 

半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線

65
I

口
縁

C 
L8
2

黒
褐

口
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚
 

半
載

竹
管

に
よ

る
沈

線
 

縦
位

隆
帯

(半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線
).

65
I

口
縁

～
胴

部
Gヽ

17
9

に
ぶ

い
黄

橙
口

縁
:波

状
縁
 

横
位

隆
帯

(指
頭

状
工

具
に

よ
る

押
圧

)
網

目
状
撚
糸
R

I
日

縁
～

胴
部

G 
L8
0

暗
赤

褐
縁 線

口 沈
波

状
縁
.縦

・
横

位
隆

帝
 

横
位

隆
帯

(半
載

竹
管

に
よ

る

円
形

凹
孔
.棒

状
工

具
・

半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線

I
日

縁
G0
79

灰
黄

褐
回

縁
:波

状
縁
 

縦
・

横
位

隆
帯
.横

位
隆

帯
(半

裁
竹

管
に

よ
る

沈
線
)円

形
凹

孔
 

棒
状

工
具

・
半

裁
竹

管
に

よ
る

沈
線

I
日

縁
G 
K8
2

黒
褐

回
縁

:平
縁
 

半
載

竹
管

に
よ

る
沈

線

I
曰

縁
CL
グ

リ
ッ
ドー

括
橙

日
縁

:平
縁
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
.半

萩
竹

管
に

よ
る

刺
突

列

73
5

I
52
0

日
縁

～
胴

部
G 
M8
1

黒
褐

日
縁

:平
縁
.半

散
竹

管
に

よ
る

沈
線
 

横
位

隆
帯

(半
載

竹
管

に

よ
る

沈
線

)

LR
'R
L結

束
第

2種
両

端
結

節

73
6

I
回

縁
G 
M7
9

46
褐

灰
口

縁
:平

縁
.や

や
肥

厚
.棒

状
工

具
・

半
散

竹
管

に
よ

る
沈

線

73
7

I
日

縁
G 
K8
1

に
ぶ

い
黄

褐
日
縁

:平
縁
.肥

厚
 

渦
巻

状
隆

帯
?(
隆

線
4列

貼
付
)横

位

山
形

隆
帯

(半
哉

竹
管

に
よ

る
刺

突
列

).

73
8

I
回
縁

～
胴

部
G 
M7
8

に
ぶ

い
黄

橙
日
縁

:平
縁
`棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

.

10
2

I
52
2

日
縁

Cヽ
18
0

灰
黄

褐
口

縁
:平

縁
 

や
や

肥
厚
.棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

74
0

10
2

I
日

縁
G 
L8
1

掲
灰

口
縁

:平
縁
 

隆
帯

LR

10
2

I
頸

～
胴

部
G 
K8
2

に
ぶ

い
褐

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
 

縦
 

横
位

隆
帯

剥
落

LR
・

RL
結

節
第

1種
端

都
結

節

10
2

I
胴

部
G 
L7
9

橙
棒

状
工

具
・

半
萩

竹
管

に
よ

る
沈

線
LR
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豊
物
N(

図
版
No

写
図
N(

登
録
N(

分
類

部
  

位
出

土
地

点
出

土
層

位
口

径
最

大
径

器
高

底
径

器
厚

色
  

調
文

様
・

特
徴

施
文

原
体

備
  
 

考

74
3

10
2

I
27
5

胴
部

C 
ht
81

に
ぶ

い
黄

褐
棒

状
工

具
に

よ
る
沈

線
 

ボ
タ

ン
状

貼
付

文

74
4

10
2

I
29
9

胴
部

G 
N8

0
灰

褐
棒

状
工

具
に

よ
る
沈

線
RL

10
2

I
頸

部
G 
K8
2

明
褐

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

74
6

10
2

I
頸

部
～

胴
部

G 
M8
2

に
ぶ

い
黄

橙
横

位
 

縦
位

(鋸
歯

状
)隆

帯
.

し
R

74
7

“

I
頸

郡
G0
79

に
ぶ

い
褐

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
磨

減
し
不

明

74
8

10
2

I
36
3

頸
～

胴
部

G 
L8

1
灰

黄
褐

半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線
 

押
引

文
,

し
R

74
9

10
2

I
38
8

胴
部

G 
M7
9

[1
1

暗
褐

単
軸

絡
条

体
L

10
2

I
46
4

頸
部

C1
81

浅
黄

橙
渦

巻
状

隆
帝

(半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線
)横

位
隆

帯
(半

機
竹

管
に

よ
る

沈
線
)棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

10
2

I
46
3

胴
部

G 
N8
0

灰
黄

褐
半
較

竹
管

に
よ

る
沈

線

10
2

I
42
6

頸
部

G 
L7

9
橙

半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線

10
2

I
頸

部
G 
L8

1
に

ぶ
い

黄
褐

渦
巻
状

隆
帯

(棒
状

工
具

に
よ
る
沈
線
)横

位
隆
帯

(指
頭

状
工

具
に

よ
る

押
圧
)粘

土
塊

貼
付

(棒
状

工
具

に
よ
る
刺

突
)棒

状
工

具
に

よ
る
沈
線

LR
端

部
結

節

10
2

I
胴

部
G 
M1
9

に
ぶ

い
黄

褐
LR
端

部
結

節

75
5

10
2

I
44
9

顕
部

～
胴

部
C 
M8
0

に
ぶ

い
黄

橙
半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線
.円

形
竹

管
に

よ
る

声
」 突

列
.

し
R

75
6

10
2

I
46
6

胴
部

G 
L8

1
灰

黄
褐

撚
糸
L

75
7

I
47
0

胴
部

C 
L7

9
Ⅲ

に
ぶ

い
黄

褐
回
縁

:半
載

竹
管

に
よ

る
沈

線
・

刺
突

列
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
LR

75
8

I
顕

部
～

胴
部

C 
M8

0
Ⅲ

に
ぶ

い
黄

褐
縦

・
横

位
隆

帯
(半

政
竹

管
に

よ
る

沈
線
).
半

載
竹

省
に

よ
る
沈

線

75
9

I
胴

部
C 
W1
78

Ⅲ
に

ぶ
い

黄
褐

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
燃

糸
L

76
0

I
頸

部
～

胴
部

G 
N8

0
明

黄
褐

半
執

竹
管

に
よ

る
沈

線

IC
日
縁

～
底

部
C 
N7
9

Ⅳ
に

ぶ
い

橙
日

縁
:平

縁
 

隆
線

貼
付

・
粘

土
塊

貼
付

(隆
線

貼
付

)

LR
 R
L結

束
第

1種
端

部
結

節
内

面
煤

付
着

76
2

IG
2

13
3

回
縁

～
底

都
C0
79

Ⅳ
(1
18
1

17
0

18
4)

に
ぶ

い
褐

口
縁

:平
縁

外
面

煤
付

着

76
3

IB
l

日
縁

～
胴

部
GA
/1
79

Ⅳ
(1
42
1

l猛
3

暗
褐

日
縁

:平
縁
.縦

位
隆

帯
日 胴

LR
側

面
圧

戻

LR
端

部
結
飾

76
4

I
13
4

日
縁

～
胴

部
G 
M8
1

Ⅳ
12
88
1

に
ぶ

い
黄

褐
日
縁

:単
頭
突
起
.肥

厚
 
波
頂
部
直
下
に
粘
土
塊

。
円
形
隆
帯
 
棒
状
工
兵
に
よ
る

沈
線
 
半
裁
竹
管
に
よ
る
刺
突
と
沈
線
 
指
頭
押
圧
 
胴
部
に
粘
土
塊
貼
付

LR

76
5

I
口

縁
～

胴
部

C 
N8

0
Ⅳ

(2
75
)

15
7

明
黄

褐
日
縁

:波
状

縁
 

や
や
肥

厚
 

円
形

凹
孔
 
棒

状
・

箆
状

工
具
 

半
萩

竹
管

に
よ
る
沈
線
 
横

位
隆
帯

(棒
状

工
具

に
よ
る
押

圧
)ボ

タ
ン
状

貼
付

L 
R束

第
1種

76
6

ID
13
0

口
縁

～
胴

部
G 
M8
0

hr
(1
66
)

に
ぶ

い
黄

褐
口

縁
:波

状
縁

日
!L
R 
RL
側

面
[長

胴
:L
R 
RL
結

東
第

1構
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自
物
No

図
版
No

写
図
N(

登
録
No

分
類

部
  

位
出

土
地

点
出

土
層

位
日

径
最

大
径

器
高

底
径

器
彊

色
  

調
文

様
・

特
徴

施
文

原
体

備
  
 

考

76
7

胴
～

底
郡

G 
N8
0

(2
80
)

に
ぶ

い
黄

橙
回
縁

:双
頭

突
起

(4
単

位
)や

や
肥

厚
 

波
底

部
3列

縦
位

隆
帯

半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線
76
8・

76
9と

同
一

個
体

76
8

胴
～

底
部

G 
N8
0

Ⅳ
に

ぶ
い

黄
橙

胴
部

:半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線
76
7・

76
9と

同
一

個
体

76
9

胴
～

底
部

G 
N8
0

Ⅳ
(2
20
)

に
ぶ

い
黄

橙
胴

部
:半

赦
竹

管
に

よ
る

沈
線
.底

部
:網

代
痕

→
ナ

デ
76
7・

76
8と

同
一

個
体

77
0

2
日
縁

～
胴

部
C 
N7
9

11
2

灰
黄

褐
日

縁
:平

縁
,日

唇
部

に
半

殺
竹

管
に

よ
る

刻
み
.頸

都
 

胴
都

:

半
載

竹
管

に
よ

る
沈

線
及

び
刺

突
.

LR

10
5

I
胴

～
底

部
G 
V1
79

Ⅳ
(2
57
)

暗
褐

顕
部

:縦
・

横
位

隆
帯

(棒
状

工
具

に
よ

る
刺

突
)棒

状
工

具
に

よ

る
沈

線
 

底
部

:網
代

痕
・ 種

Ｌ 第
RL
結

束

両
端

結
節

77
2

10
5

14
Э

胴
～

底
部

G 
N7
9

Ⅳ
10
8

に
ぶ

い
黄

橙
底

部
:網

代
痕

→
ナ

デ
LR

内
面

媒
付

着

77
3

10
5

I
胴

～
底

部
G 
M7
9

Ⅳ
10
0

明
赤

褐
底

部
:網

代
痕

.

LR
 R
L結

東

第
1種

77
4

10
5

I
14
2

胴
～

底
部

G 
N7
9

Ⅳ
暗

赤
褐

LR

77
5

10
5

I
14
3

胴
～

底
部

C 
M7
9

Ⅳ
に

ぶ
い

黄
橙

RL
両

端
部

結
節

77
6

14
4

回
縁

～
底

部
G 
M7
9

Ⅳ
に

ぶ
い

黄
橙

77
7

I
52
5

日
縁

C0
79

Ⅳ
40

に
ぶ

い
赤

褐
口

縁
:平

縁
網

目
状

撚
糸
L

77
8

I
52
6

口
縁

GO
Ю

Ⅳ
灰

黄
褐

日
縁

:単
頭

突
起
 

肥
厚
,日

唇
部

に
棒

状
工

具
に

よ
る

刻
み

あ
り

棒
状

工
具

に
よ

る
刺

突
列

.

77
9

I
日

縁
G 
L8
1

Ⅳ
に

ぶ
い

掲
口

縁
:平

縁
 

日
唇

部
に

指
頭

状
工

具
に

よ
る
押

圧
あ

り
 

半
教

竹
管

に
よ

る
沈

線
.

78
0

I
5熟

口
縁

～
顕

部
G 
L8
1

Ⅳ
暗

褐
口

縁
:平

縁
 

や
や

肥
厚
 

半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線
`

78
〕

I
口

縁
～

胴
部

G 
V1
81

Ⅳ
黒

褐
口
縁

:平
縁
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

I
日

縁
G 
N8
1

Ⅳ
黒

褐
日
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
 

横
位

隆
帯

(棒

状
工

具
に

よ
る
沈

縦
)

78
3

I
53
2

口
縁

G0
79

Ⅳ
に

ぶ
い

黄
褐

縁
平 線

‥ 沈
縁 る

日 よ
縦

位
隆

行
(棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線
)棒

状
工

具
に

78
4

I
口

縁
C0
79

Ⅳ
褐

灰
日

縁
:平

縁

78
5

I
日
縁

～
頸

部
C0
79

Ⅳ
黒

褐
口

縁
:波

状
縁
.や

や
肥

厚
.横

位
隆

帯
(棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

)

半
織

竹
管

に
よ

る
沈

線
.

78
6

I
53
3

日
縁

G 
N7
9

Ⅳ
暗

褐
日

縁
:単

頭
突

起
 

や
や

肥
厚
 

波
頂

部
日

唇
部

に
棒

状
工

具
に

よ

る
刻

み
あ

り

10
6

I
日

縁
～

胴
部

G0
79

Ⅳ
に

ぶ
い

褐
口

縁
:平

縁

10
6

I
日

縁
GO
的

Ⅳ
黒

褐
日

縁
:平

縁

10
6

I
53
6

日
縁

G 
N8
1

Ⅳ
褐

日
縁

:平
縁
 

押
引

文
 

縦
 

横
位

隆
帯

10
6

〔
日

縁
G 
M8
0

Ⅳ
に

ぶ
い

褐
日
縁

:平
縁
 

肥
厚
 

棒
状

工
兵

に
よ

る
沈

線
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童
物
N(

図
版
No

写
図

N(
登

録
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分
類

部
 

位
出

土
地

点
出

土
層

位
日

径
最

大
径

器
高

底
径

浄
厚

色
  

調
文

様
・

特
徴

施
文

原
体

術
  
 

考

10
6

68
I

54
0

日
縁

C 
N7
9

Ⅳ
掲

灰
日

縁
:平

縁
.や

や
肥

厚

79
2

I
日

縁
C0
79

Ⅳ
灰

黄
褐

口
縁

平
縁
 

半
税

竹
管

に
よ

る
沈

線

79
3

I
54
3

日
縁

G 
M8

0
Ⅳ

に
ぶ

い
黄

橙
日

縁
:単

頭
突

起
 

や
や

肥
厚
 

波
頂

部
直

下
円

形
凹

孔
 

棒
状

工

具
 

半
載

竹
管

に
よ

る
沈

繰
LR

79
4

I
53
5

日
縁

G 
N8

1
Ⅳ

黒
褐

日
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
.

79
5

68
1

日
縁

C 
N7
9

Ⅳ
に

ぶ
い

黄
褐

日
縁

:波
状

縁
 

半
載

竹
管

に
よ

る
沈

線

I
53
9

口
縁

C 
M8

1
Ⅳ

灰
黄

褐
口

縁
:単

頭
突

起
.波

頂
部

か
ら
縦

位
隆

帝
(半

載
竹

管
に

よ
る

沈

線
)棒

状
工

具
・

半
我

竹
管

に
よ

る
沈

線

I
日

縁
G 
M7

8
Ⅳ

に
ぶ

い
黄

橙
日

縁
:平

縁
 

肥
厚
 

棒
状

工
具

に
よ

る
凹

孔
 

半
伐

竹
管

に
よ

る

沈
線

.

I
54
8

日
縁

G 
N7

9
Ⅳ

黒
褐

日
縁

:小
波

状
縁
 

日
唇

部
に

棒
状

工
具

に
よ

る
刻

み
 

半
載

竹
管

に
よ

る
刺

突
列

・
沈

線
 

内
面

棒
状

工
具

に
よ

る
刺

突
あ

り
LR

79
9

10
6

I
口

縁
～

胴
部

C 
h1
79

Ⅳ
明

褐
日

縁
:平

縁
 

や
や

肥
厚
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
 

横
位

隆
需

(指
頭

状
工

具
に

よ
る
押

圧
).

LR
・

RL
結

束
第

1種
端

部
結

節

80
0

10
6

I
日

縁
～

胴
部

GL
,M
81

Ⅳ
暗

褐
日

縁
:波

状
縁
,や

や
肥

厚
 

縦
・

横
・

斜
位

鋸
歯

状
隆

市

80
1

10
7

I
突

起
G 
N7

9
Ⅳ

に
ぶ

い
黄

褐
ド
ー

ナ
ツ

状
突

起
(中

央
円

形
凹

孔
 

周
辺

は
棒

状
工

具
に

よ
る

扉
」

突
列

)

10
7

〔
54
6

日
縁

G0
79

Ⅳ
褐

灰
日

縁
:平

縁
.半

我
竹

管
に

よ
る

沈
線

.

80
3

10
7

I
54
7

口
縁

C 
N7

9
Ⅳ

灰
黄

褐
日

縁
:波

状
縁
 

波
頂

部
直

下
に

円
形

凹
孔
.半

我
竹

管
に

よ
る

沈

線

80
4

10
7

I
55
2

回
縁

～
胴

部
G 
L8
0

Ⅳ
80

黒
褐

口
縁

:平
縁

80
5

I
54
9

口
縁

G 
N7
9

Ⅳ
明

褐
日
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚
.棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

.

I
口

縁
～

胴
部

G 
N8

0
Ⅳ

褐
灰

口
縁

:平
縁
 

横
位

隆
帯

(指
頭

状
工

具
に

よ
る
押

圧
列

).
ll
「
L巻

状

隆
帯

(景
J落

)

LR
側

面
圧
痕

LR

I
口

縁
～

胴
部

G 
L8
0

Ⅳ
に

ぶ
い

褐
日

縁
:平

縁
,や

や
肥

厚
0段

3条

80
8

I
日

縁
～

胴
部

G0
79

Ⅳ
77

黒
褐

口
縁

:平
縁
.棒

状
工

呉
に

よ
る

沈
線

。
「

ノ
」

字
状

隆
帯
 

横
位

隆

帯
(爪

形
文

列
)

68
I

顕
部

～
胴

部
C 
N8
0

Ⅳ
灰

黄
褐

口
縁

:平
緑
.肥

厚
LR

69
I

日
縁

～
胴

部
C0
79

Ⅳ
暗

褐
日

縁
:平

縁
.日

唇
部

:指
頭

状
工

具
に

よ
る
押

圧
あ

り
,

回
:L
 R
結

節
個
Ⅲ
[痕

胴
:L
 R
結

節
第

1種
靖
部
結
節

69
I

日
縁

～
胴

都
C0
78

Ⅳ
黒

褐
口

縁
:平

縁
網

目
状

P/
Nt
t 
L

10
7

69
I

日
縁

～
胴

部
C0
79

IV
黒

褐
日
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚
.縦

位
lr
k帯

(棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
).

結
位

隆
帯
 

権
状

工
具

に
よ

る
沈

線
LR
端

部
結

節

10
7

69
I

56
0

日
縁

～
胴

部
G0
79

Ⅳ
褐

灰
口
縁

:平
縁
,半

裁
竹

管
に

よ
る
沈

線
LR

10
7

I
56
2

胴
部

G 
M7

9
Ⅳ

に
ぶ

い
黄

褐
口

縁
:平

縁
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
.
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土
器

観
察

表
(2
3)

図
版
No

写
図

N(
登

録
К

分
類

部
  

位
出

土
地

′点
出

土
層

位
日

径
最

大
径

器
高

底
径

器
厚

色
  

調
文

様
 

特
徴

施
文

原
体

備
  
 

考

I
口

縁
G 
L8
0

Ⅳ
褐

口
縁

:波
状

縁
.

I
56
5

日
縁

～
胴

部
G0
78

Ⅳ
橙

日
縁

:平
縁
,棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

単
軸

絡
条

体
r

I
56
4

日
縁

～
胴

部
Gヽ

17
9

Ⅳ
掲

灰
口

縁
波

状
縁
.半

我
竹

管
に

よ
る
刺

突
 

沈
線

69
I

日
縁

G 
N8
0

Ⅳ
56

黒
褐

口
縁

:平
縁
 

半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線
 

刺
突

列
.

69
I

日
縁

～
胴

部
G 
y1
79

Ⅳ
灰

黄
褐

日
縁

:平
縁

網
目
状

撚
糸
L

82
0

69
I

56
9

日
縁

～
胴

部
G 
N7
9

Ⅳ
灰

黄
褐

口
縁

:平
縁
 

日
唇

部
に

一
部

指
頭

に
よ

る
押

圧
あ

り

I
回
縁

～
胴

部
C 
N7
9

Ⅳ
暗

褐
日
縁

:平
縁

82
2

I
57
2

日
縁

～
頸

部
C 
M8
1

Ⅳ
褐

回
縁

:波
状

縁
.口

唇
部

に
指

頭
に

よ
る

押
圧

あ
り
 

指
頭

状
・

棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

あ
り

,

I
口

縁
G 
Ⅲ
18
1

Ⅳ
に

ぶ
い

黄
橙

日
縁

:波
状
縁
 
波
底
部
直
下

円
形
凹
孔
 
棒
状
工
具
・

半
裁
竹
管

に
よ
る
沈
線

.

I
57
4

口
縁

～
胴

部
C0
79

Ⅳ
に

ぶ
い

褐
回
縁

:平
縁

.
RL
端

部
結

節

10
8

I
57
5

口
縁

G 
N8
0

Ⅳ
黒

褐
日
縁

:平
縁
 

粘
土

塊
貼

付
.
棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

.

10
8

I
57
6

口
縁

G 
N7
9

Ⅳ
黒

褐
日
縁

:平
縁

L

10
8

I
口

縁
C 
N7
9

Ⅳ
黒

褐
口
縁

:平
縁

R側
面

圧
痕

I
口

縁
C0
80

Ⅳ
灰

黄
褐

日
縁

:波
状

縁
 

肥
厚
.指

頭
状

工
具

に
よ

る
沈

線
.

RL

I
57
9

日
縁

G 
N8
0

Ⅳ
黒

褐
回

縁
平
縁
 

棒
状

工
具

・
半

伐
竹

管
に

よ
る

沈
線

.

83
0

ω
I

口
縁

G0
79

Ⅳ
暗

赤
褐

日
縁

!平
縁

LR
側

面
圧

痕
 L
R

69
I

口
縁

G 
N8
0

Ⅳ
灰

黄
褐

回
縁

:平
縁
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

83
2

69
I

日
縁

G 
N8
0

Ⅳ
に

ぶ
い

黄
橙

回
縁

平
縁

[∩
]隆

帯
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

83
3

I
58
4

日
縁

G 
N8
0

Ⅳ
掲

灰
口

縁
:波

状
縁
.波

頂
部

直
下

に
円

形
刺

突
 

波
頂

部
間

に
縦

位
隆

帯
 

指
頭

状
工

具
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

10
8

I
58
5

回
縁

G0
80

Ⅳ
灰

黄
褐

日
縁

:平
縁

.

圧
痕

と
思

わ
れ

る
が

不
明

10
8

I
日

縁
G 
N7
9

Ⅳ
黒

褐
日
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚
 

円
形

竹
管

に
よ

る
刺

突
LR
側

面
圧
痕
・
L

R

I
58
8

口
縁

～
胴

部
G0
78

Ⅳ
灰

黄
褐

日
縁

:平
縁
 

や
や

肥
厚
 

粘
土

塊
貼

付
 

半
救

竹
管

に
よ

る
刺

突
.

10
8

I
口

縁
G 
M7
8

Ⅳ
灰

褐
日

縁
:小

波
状

縁
 

日
唇

部
に

棒
状

工
具

に
よ

る
刻

み
あ

り
L端

部
結

節

I
口

縁
G0
79

Ⅳ
31

黒
褐

日
縁

:単
頭

突
起
 

山
形

隆
帯



第
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土
器

観
察
表

(2
4)

| N ＼
ヨ

い

|

宣
物
No

図
版
No

写
図

N(
登

録
N(

分
類

部
  

位
出

土
地

点
出

土
層

位
口

径
最

大
径

器
高

底
径

津
輝

色
  

調
文

様
・

特
徴

施
文

原
体

備
考

83
9

69
I

胴
部

C 
M7
9

Ⅳ
に

ぶ
い

責
褐

網
目
状

撚
糸
L

10
8

I
56
7

頸
部

～
胴

部
G 
M7
9

Ⅳ
明

褐
円

形
竹

管
に

よ
る

刺
突
 

半
載

竹
管

に
よ

る
沈

線

10
8

I
56
8

頸
部

G 
N8
0

Ⅳ
黄

褐
棒

状
工

具
に

よ
る
沈

線

84
2

10
8

I
58
0

日
縁

G 
N8
0

Ⅳ
灰

黄
褐

円
形

状
隆

帯
(半

裁
竹

管
に

よ
る

刺
突
).
棒

状
工

兵
に

よ
る

沈
線

.

84
3

10
8

69
I

58
7

口
縁

G 
N8
0

Ⅳ
に

ぶ
い

黄
橙

半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線

84
4

10
8

IC
63
8

日
縁

～
底

部
G 
J8
0

Ⅳ
～
V

(1
57
)

(1
74
)

17
6

暗
褐

口
縁

:単
頭

突
起

(単
位

不
明
).
波

頂
部

直
下

に
ポ

タ
ン
状

貼
付

文
.

84
5

IB
l

口
縁

～
底

部
G 
K8
0

V
(2
80
)

45
0

に
ぶ

い
黄

橙
口

縁
:単

頭
突

起
(単

位
不

明
)半

裁
竹

管
・

ヘ
ラ
状

工
具

に
よ

る

沈
線
 

横
位

隆
帯

外
面
煤
付
着

84
6

IB
l

日
縁

～
底

部
G 
K8
0

V
暗

褐
口

縁
:双

頭
突

起
(6
単

位
).
波

底
部

直
下

に
円

形
凹

孔
 

棒
状

工

具
に

よ
る
沈

線
・

円
形

竹
管

に
よ

る
刺

突
列

LR
端

部
結

節

84
7

ID
口

縁
～

底
部

G 
K8
0

V
(1
83
)

褐
日
縁

:平
縁

外
面

煤
付

着

70
ID

回
縁

～
底

部
G 
K8
1

V
(1
61
)

に
ぶ

い
褐

日
縁

:平
縁

.
外

面
煤
付

着
,剥

落
多

し

IG
2

回
縁

～
底

部
G 
K8
0

V
(1
70
)

08
褐

日
縁

:平
縁

.

ID
16
8

日
縁

～
底

部
G 
K8
0

V
36
5

56
5

13
橙

顕
部

:横
位

隆
帯

(指
頭

状
工

具
に

よ
る
押

圧
)

単
軸

絡
条

体
L

71
ID

15
7

口
縁

～
底

部
G 
L8
0

V
(1
48
)

(1
55
)

(1
13
)

■
0

に
ぶ

い
黄

橙
回

縁
:平

縁
L

IG
l

14
5

日
縁

～
底

部
G0
79

V
(1
51
)

黒
褐

日
縁

:平
縁

(指
頭

状
工

具
に

よ
る

押
圧

)

85
3

IC
l

16
3

日
縁

～
底

部
G 
K8
1

V
灰

黄
褐

日
縁

:平
縁
.爪

形
文

刺
突

85
4

11
1

IG
l

口
縁

～
底

部
G 
L8
0

V
(1
66
)

26
2

暗
褐

口
縁

:平
縁

LR

85
5

IG
l

口
縁

～
底

部
G 
K8
0

V
暗

褐
口

縁
:平

縁
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

85
6

IB
l

14
9

日
縁

～
胴

部
G 
K8
1

V
27
7

に
ぶ

い
黄

褐
日
縁

:平
縁

.
L端

部
結

節

73
IC
2

日
縁

～
胴

部
G 
K8
1

V
(1
36
)

06
暗

褐
日
縁

:平
縁

,
LR
端

部
結

節

IB
l

日
縁

～
胴

部
G0
78

V
13
7

18
4

06
黒

褐
日

縁
:平

縁
.半

裁
竹

管
(刷

毛
目
状

工
具
)に

よ
る

沈
線

口
:L
R側

面
圧

痕

85
9

ID
15
3

日
縁

～
底

部
G 
K8
1

V
09

暗
褐

口
縁

:平
縁

木
目
状

撚
糸
L

86
0

73
IG
l

15
6

日
縁

～
胴

部
Gヽ

17
8

V
(1
94
)

明
褐

日
縁

:平
縁
 

横
位

隆
帝

.

日
し
RR
し

培
束
射

1種
目
面
E痕

胴
:L
R 
RL
常

束
第

1笹

86
1

I
日
縁

～
底

部
G 
K8
0

(2
51
)

に
ぶ

い
黄

褐
日
縁

:平
縁
 

肥
厚

。
(指

頭
圧

痕
に

よ
り
3封

1単
位

か
?)

頭
部

:横
位

隆
帯

(指
頭

状
工

具
に

よ
る
押

圧
)

LR
端

都
結

節

86
2

IG
2

口
縁

～
胴

部
G 
K8
1

V
(1
48
)

灰
褐

口
縁

平
縁

(指
頭

圧
痕

)
内

面
媒

付
着
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土
器

観
察
表

(2
5)

遺
物
No

図
,版
N(

子
図
N(

登
録
Nc

分
類

部
  

位
出

土
地

点
出

土
層

位
口

径
最

大
径

器
高

底
径

器
F

色
  

調
文

様
・

特
徴

施
文

原
体

備
考

Й
IG
l

日
縁

～
胴

部
G 
N7
8

Ⅲ
+V

(2
17
)

暗
褐

口
縁

:平
縁
.横

位
隆

帯
.

LR
側

面
圧
痕

LR
 R
L結

東
第

1種

86
4

IG
l

12
7

日
縁

～
胴

部
G 
L7
9

Ⅲ
+V

(1
63
)

13
8

灰
褐

口
縁

:平
縁
.隆

線
貼

付
.

隆
帯
貼
付
前

に
沈
線

に
よ
る

下
書

き
確
認
.外

面
煤
付
着

.

74
ID

16
0

口
縁

～
胴

部
Gヽ

18
1

V
(1
98
)

払
5

赤
褐

回
縁

:平
縁
.や

や
肥

厚
.縦

位
隆

帝
(半

蔽
竹

管
に

よ
る

刺
突

).

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
.

LR
'R
L結

束
第

1種

端
部
結
節

外
面

煤
付

着

I
66
8

胴
都

～
底

部
C 
K8
1

V
に

ぶ
い

橙
LR

86
7

i3
I

16
5

胴
部

～
底

部
G 
K8
1

V
(1
44
)

11
に

ぶ
い

黄
栓

底
部

:網
代

痕
→

ナ
デ

.
内

面
煤

付
着

86
8

I
胴

～
底

部
G 
K8
1

V
泌

8
赤

褐

86
9

IC
16
7

胴
部

～
底

部
G 
L7
9

灰
黄

褐
RL

内
面

煤
付

着

87
0

I
16
4

胴
部

～
底

部
G1
81

V
(1
■

7)
59

に
ぶ

い
黄

橙
底

部
:網

代
痕

→
ナ

デ
,

I
15
4

日
縁

～
胴

部
G 
K8
1

V
(1
90
)

11
に

ぶ
い

黄
橙

半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線
.底

部
:網

代
痕

→
ナ

デ
.

87
2

I
59
2

日
縁

～
胴

部
G 
K8
1

V
褐

日
縁

「
平

縁
LR
L?

87
3

I
59
9

口
縁

～
胴

部
G 
L7
8

V
72

に
ぶ

い
黄

褐
回
縁

:平
縁
 

肥
厚
.指

頭
状

工
具

・
半

哉
竹

管
に

よ
る

沈
線

.

87
4

I
日

縁
Gh
/1
81

灰
黄

褐
日

縁
平

縁
肥

厚
 

指
頭

状
工

具
に

よ
る

沈
線

87
5

I
日

縁
～

胴
部

G 
L8
0

V
明

赤
褐

口
縁

:平
縁
.棒

状
工

具
に

よ
る
沈

線
単
軸

絡
条

体
r

87
6

I
日

縁
～

顕
部

G 
K8
1

掲
日

縁
:波

状
縁
.肥

厚
 

指
頭

状
工

具
・

半
載

竹
管

に
よ

る
沈

線
.

半
我

竹
管

に
よ

る
刺

突
.

87
7

I
60
5

日
縁

G 
K8
1

V
灰

黄
褐

日
縁

:波
状

縁
.肥

厚
 

指
頭

状
工

具
 

半
機

竹
管

に
よ

る
沈

線

87
8

I
口

縁
Gヽ

17
8

に
ぶ

い
黄

褐
日
縁

:平
縁
 

肥
厚
 

半
載

竹
管

に
よ

る
茅
」突

列
・

沈
線

87
9

I
口

縁
～

胴
部

G 
M7
8

に
ぶ

い
黄

橙
口
縁

:平
縁
.や

や
肥

厚
.縦

位
隆

帯
.棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

.
LR

88
0

I
日

縁
～

胴
部

G 
K8
1

黒
褐

日
縁

:平
縁

.

88
1

Ъ
I

口
縁

G 
L7
9

V
45

暗
褐

口
縁

:平
縁
,日

唇
部
に
指
頭
状
工
具
に
よ
る
押
圧
あ

り
.

88
2

I
口

縁
CA
/1
8]

V
暗

褐
口

縁
:波

状
縁
 

縦
位

隆
帝

(棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
).
棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

88
3

I
口

縁
～

胴
部

G 
M8
1

黒
褐

日
縁

:平
緑

多
軸

撚
糸
RL
R

88
4

75
I

口
縁

～
胴

部
G【

81
灰

黄
褐

日
縁

:平
縁

88
5

I
日
縁

～
胴

部
G

に
ぶ

い
黄

褐
口

縁
:単

頭
突

起
 

波
頂

部
口

唇
部

に
渦

巻
状

隆
帝

し
R

88
6

I
口
縁

～
胴

部
G 
L8
0

V
に

ぶ
い

責
褐

口
縁

:平
縁

撚
糸
L
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第
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表
 

土
器

観
察

表
(2
6)

遺
物
No

図
版
Nc

写
図

NI
登

録
No

分
類

部
 

位
出

土
地

声
出

土
層

位
口

径
最

大
径

器
高

底
径

器
厚

色
  

調
文

様
 

特
徴

施
文

原
体

備
  
 

考

88
7

I
口

縁
～

胴
部

G 
K7
9

V
掲

日
縁

:平
縁

.

75
I

60
6

日
縁

～
胴

部
G 
K8
1

V
明

赤
褐

口
縁

:平
縁

単
軸

絡
条

体
r

75
I

日
縁

～
胴

部
G 
K8
1

V
灰

黄
褐

日
縁

:平
縁

木
目
状
撚
糸
L

89
0

I
日

縁
G 
L8
0

V
灰

黄
褐

日
縁

平
縁
 

半
教

竹
管

に
よ

る
沈

線
,

I
口

縁
C 
M8
1

V
灰

黄
褐

口
縁

:波
状

縁
.縦

・
横

位
隆

帯
(半

載
竹

管
に

よ
る

沈
線
)半

戒

竹
管

に
よ

る
沈

線
.

89
2

I
59
8

日
縁

～
胴

部
G 
K8
0

V
暗

褐
口

縁
:平

縁
.や

や
肥

厚

89
3

I
日
縁

～
胴

部
G 
M7
8

V
42

黒
褐

日
縁

:平
縁
 

肥
厚
 

棒
状

工
兵

に
よ

る
沈

線

89
4

1
22
7

回
縁

G 
L7
9

V
明

赤
褐

回
縁

〔
平

縁
 

や
や

肥
厚
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

89
5

I
59
1

日
縁

～
胴

都
G 
M8
1

V
に

ぶ
い

赤
褐

口
縁

:平
縁
`棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線
 

半
裁

竹
管

に
よ

る
刺

突
.

LR

89
6

I
59
6

日
縁

G 
K8
0

V
黒

褐
日

縁
:平

縁
,日

唇
都

指
頭

状
工

兵
に

よ
り
刻

み
あ

り
,横

位
隆

帯

(指
頭

状
工

具
に

よ
る
押

圧
列

).

I
日

縁
G 
M8
1

V
に

ぶ
い

黄
褐

日
縁

:波
状

縁
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
.半

我
竹

管
に

よ
る
刺

突

75
I

口
縁

G 
L8
0

V
暗

褐
口

縁
:波

状
縁
 

や
や

肥
厚
 

縦
位

隆
帯

(棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
)

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線

I
59
5

口
縁

～
胴

部
G 
L7
9

V
灰

黄
褐

口
縁

:平
縁

LR

I
62
0

G 
K8
0

V
に

ぶ
い

褐
LR
端

部
結

節

I
胴

部
G 
K7
9

V
褐

半
我

竹
管

に
よ

る
沈

線

90
2

I
G 
K8
0

V
69

暗
褐

半
敷
竹
管
に
よ
る
沈
線
.ボ

タ
ン
状
難
付
文

90
3

I
G 
K8
1

V
10
6

暗
4g
J

RL
R

90
4

16
9

日
縁

～
胴

部
調

査
区

一
括

20
1

灰
黄

褐
日
縁

:平
縁
 

半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線
L端

部
結

節

90
5

I
口

縁
～

胴
部

調
査

区
一

括
(2
75
)

10
0

11
暗

褐
日
縁

1単
頭
突
起

(1
単
位
?)
や

や
肥
厚

波
頂
部
直
下
に
縦
位
隆
市

(半
蔵
竹
管
に
よ
る
枕
線
十
粘
土
塊
舶
1)
I

格
状
二
具
に
よ
る

lt
線
と
刺
突
 
半
税
竹
管
に
よ
る
批
線
 
頭
部

:積
位
隆
す

(梓
状
工
具
に
よ
る
刺
突

).

90
6

IC
口

縁
～

胴
部

G 
L8

0
一

括
(2
39
)

09
赤

褐
日

縁
:平

縁
.や

や
肥

厚
LR
端

部
結

節

90
7

I
胴

部
～

底
部

調
査

区
一

括
11

に
ぶ

い
褐

胴
:半

裁
竹

管
に

よ
る

沈
線
 

底
部

:網
代

痕
→

ナ
デ

.
し
R

90
8

I
胴

部
～

底
都

調
査

区
一

括
明

褐

90
9

I
胴

部
～

底
部

調
査

区
―

括
(2
35
)

19
7

に
ぶ

い
黄

橙

77
I

62
4

日
縁

調
査

区
一

括
灰

黄
褐

日
縁

:平
縁
 

半
我

竹
省

に
よ

る
沈

線
.
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表
 

土
器

観
察

表
(2
7)

遺
物
No

図
版
N(

写
図
Nc

霊
SN
c

撼
部

 
位

出
土

地
点

出
土

層
位

口
径

最
大

径
器

高
底

径
器
輝

色
  

調
文

様
 

特
徴

施
文

原
体

備
考

91
1

I
62
5

口
縁

調
査

区
一

括
赤

褐
口

縁
:平

縁
 

棒
状

工
具
 

半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線
と
刺

突
す

77
I

62
6

目
縁

調
査

区
一

括
49

に
ぶ

い
褐

口
縁

:波
状
縁
,波

頂
部
直
下

に
横
位
隆
帯

(円
形
凹
子
し )
.日

唇
都

に
棒
状
工
具
に
よ
る
沈
線
.半

裁
竹
管
に
よ
る
沈
線

77
I

62
7

目
縁

調
査

区
一

活
m

に
ぶ

い
黄

橙
口
縁

:小
波

状
縁
 

波
頂

部
内

外
面

に
渦

文
貼

付

77
I

口
縁

調
査

区
一

括
黒

褐
日
縁

!平
縁
,日

唇
部
に
半
裁
竹
管

に
よ
る
沈
線
.棒

状
工
具
・
半

載
竹
管
に
よ
る
沈
線
 
刺
突

.

I
62
9

口
縁

調
査

区
一

括
に

ぶ
い

黄
褐

日
縁

:双
頭
突
起
.肥

厚
 
波
頂
部
直
下

に
円
形
刺
突
 
波
底
部
縦

位
隆
帯
.半

裁
竹
管
に
よ
る
沈
線

77
I

日
縁

調
査

区
一

括
褐

日
縁

:単
頭

突
起
.や

や
肥

厚
.波

頂
部

直
下

円
形

凹
孔
 

半
載

竹

管
に

よ
る

沈
線

.

I
日

縁
～

胴
部

調
査

区
一

括
に

ぶ
い

黄
橙

日
縁

:平
縁
.や

や
肥

厚
 

棒
状

工
具

・
半

裁
竹

管
に

よ
る

沈
線

.

I
63
3

日
縁

～
胴

部
調

査
区

一
括

灰
責

褐
日

縁
:平

縁
.

77
I

日
縁

調
査

区
一

括
褐

灰
口

縁
:単

頭
突

起
.波

頂
部

直
下

縦
位

隆
帯

(棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
).
棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

・
刺

突

″
I

口
縁

～
頸

部
調

査
区

一
括

暗
褐

口
縁

:平
縁
 

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
 

横
位

隆
帯

(棒
状

工
具

に

よ
る

沈
線

).

77
I

63
6

口
縁

～
胴

都
調

査
区

一
括

暗
褐

口
縁

:平
縁

.

77
I

口
縁

～
胴

部
調

査
区

一
括

灰
黄

褐
口

縁
:平

縁
.

LR
L

I
62
2

口
縁

～
胴

部
調

査
区

一
括

黒
褐

口
縁

:平
縁
.縦

位
鋸

歯
状

隆
帯

(棒
状

工
具

に
よ

る
辣
U突

)

77
I

63
2

口
縁

～
頭

部
調

査
区

一
括

に
ぶ

い
黄

褐
口

縁
:波

状
縁
 

や
や

肥
厚
.棒

状
工

具
・

半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線

77
I

63
4

胴
部

調
査

区
一

括
明

褐
棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

.
木

目
状

撚
糸
L

92
6

I
63
0

胴
部

調
査

区
一

括
褐

灰
半
裁
竹
管
に
よ
る
沈
線

.
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第
73
表
 

土
製

品
観
察
表

遺
物
No

図
版
No

写
図
No

登
録

1ヾ
o

器
種

残
存

部
位

出
上

位
置

出
土

層
位

長
さ

幅
厚

さ
重

量

38
板

状
土

偶
頭

部
S1
04

埋
土

下
位

50

15
7

38
65
6

土
製

品
S1
02

床
面

63
77

耳
栓

S 
K0
7

埋
土

18
84

92
7

η
66
0

土
塊

G 
L7
8

I層
14
69

板
状

土
偶

頭
部

～
胴

体
G 
M8
0

Ⅱ
層

12
91

92
9

板
状

土
偶

胴
体

G 
J7
9

I層
17
29
6

板
状

土
偶

肩
部

G 
N7
8

Ⅱ
層

18
75

板
状

土
偶

肩
部

G 
L8
1

Ⅱ
層

17
22

土
製

品
G卜

18
1

I層
22
58

93
3

64
9

板
状

土
lf
R

胴
体

～
脚

部
G 
L7
9

Ⅱ
～

Ⅲ
層

11
56

板
状

土
偶

頭
部

～
胴

体
G 
N7
9

Ⅲ
層

21
80
3

93
5

板
状

土
偶

頭
部

G 
L8
0

Ⅱ
層

72
4

93
6

64
8

板
状

土
偶

胴
体

～
脚

部
G 
L8
0

Ⅲ
層

93
7

77
64
5

板
状

土
偶

胴
体

G 
L7
9

Ⅲ
層

93
8

64
3

板
状

土
偶

胴
体

G 
M8
1

Ⅲ
層

54

98
9

77
64
1

板
状

土
偶

脚
部

G 
L8
1

Ⅱ
層

94
0

12
0

77
65
4

耳
栓

G 
K7
9

Ⅲ
層

12
0

77
65
7

土
製

品
Gヽ

18
2

Ⅲ
層

12
0

77
66
1

土
錘

C 
L7
8

Ⅲ
層

94
4

12
0

77
65
8

土
製

品
G 
L7
8

Ⅱ
層

24
68

77
65
5

耳
栓

G 
N8
0

Ⅳ
層

η
65
2

耳
栓

G 
L7
9

V層
12
32
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表
 

石
鏃

観
察

表
(1
)

遺
物
No

図
版
No

写
真
No

登
録
No

分
 

類
出

上
位

置
出

土
層

位
長
 

さ
幅

厚
 

さ
重
 

さ
石
  

材
産
  

地
備

考

1
II
l―

埋
土

貢
岩

奥
羽

山
脈

Ⅱ
S

埋
土

48
4

買
岩

奥
羽

山
脈

V類
の

可
能

性
あ

り

15
15

Ⅲ
―

S
埋

土
(1
92
)

頁
岩

奥
羽

山
脈

2
Ⅳ
-1
・

4
S

埋
土

(2
98
)

20
8

頁
岩

奥
羽

山
脈

先
端

部
欠

損
し
て

い
る

た
め

ど
ち

ら
か

に
帰

属

Ⅳ
―

S
埋

土
買

岩
奥

羽
山
脈

11
Ⅳ

S
床

面
直

上
買

岩
奥

羽
山

LF
R

埋
土

頁
岩

奥
羽

山
脈

Ⅳ
-6

埋
土

20
7

頁
岩

奥
羽

山
脈

Ⅳ
-4

S
埋

土
頁

岩
奥

羽
山
脈

42
80
47

Ⅳ
S

埋
土

(1
62
)

買
岩

奥
羽

山
脈

右
脚

部
破

損

Ⅳ
-5

埋
土

(2
43
)

頁
岩

奥
羽

山
脈

43
81
61

Ⅳ
-1

埋
上

下
位

買
岩

奥
羽

山
脈

Ⅳ
-1

S 
R0
6

埋
土

頁
岩

奥
羽

山
脈

Ⅳ
-6

S 
Q0
5

埋
土

頁
岩

奥
羽

山
脈

29
9

G 
L7
9

Ⅲ
(2
26
)

頁
岩

奥
羽

山
脈

68
埋

土
43
5

頁
岩

奥
羽

山
lr
t

Ю
41

Ⅳ
-3

埋
土

43
6

20
7

更
岩

奥
羽

山
脈

73
Ⅳ
-3

S 
D0
1

1層
43
8

頁
岩

興
羽

山
脈

Ⅳ
-1

G 
K7
9

(1
67
)

25
9

買
岩

匙
羽

山
脈

Ⅳ
-4

G 
K8
1

(2
87
)

頁
岩

駐
羽

山
脈

94
9

Ⅳ
-2

G 
K8
0

16
4

買
岩

奥
羽

山
脈

95
0

C1
80

(3
62
)

頁
岩

奥
羽

山
脈

Ⅱ
-1

C 
K8
0

買
岩

奥
羽

山
脈

95
2

4
肛
-1

G 
M7
8

貢
岩

奥
羽

山
脈

95
3

14
Ⅲ
-1

G1
81

55
6

買
岩

奥
羽

山
LF
t

95
4

76
Ⅳ

―
J

G1
80

買
岩

奥
羽

山
脈

95
5

殆
Ⅳ
-4

G 
L7
9

頁
岩

奥
羽

山
脈

95
6

76
Ⅳ
-4

GM
約

11
5

頁
岩

奥
羽

山
脈

95
7

76
Ⅳ
-5

G1
80

14
7

59
頁

岩
司
可
山

脈

95
8

76
Ⅳ

G
16
2

08
7

買
岩

BF
R

95
9

76
Ⅱ
-1

G1
78

16
2

買
岩

脈

96
0

12
2

76
10
5

G 
N8
0

42
1

89
頁

岩
奥

羽
山

脈

12
2

76
G 
V1
78

40
8

94
13
38

頁
岩

奥
羽

山
脈

96
2

12
2

76
Ⅳ
-1

G 
N7
9

Ⅱ
～

皿
45

12
4

頁
岩

奥
羽

山
脈

96
3

12
2

76
]

調
査

区
Ⅱ

～
Ⅲ

層
一

括
45
6

40
8

頁
岩

奥
羽

山
脈

96
4

12
2

76
Ⅳ
-6

G 
L7
9

17
9

黒
曜

石
湯

ノ
倉

96
5

12
2

76
Ⅳ
-6

G1
79

02
6

頁
岩

奥
羽

山
脈

96
6

12
2

76
Ⅳ
-4

G
45

頁
岩

奥
羽

山
脈

96
7

12
2

76
Ⅳ
-4

G1
79

2■
7

頁
岩

羽
山

脈

96
8

12
2

76
Ⅳ
-4

G 
M8
0

50
貫

岩

96
9

12
2

76
Ⅳ
-4

G 
L7
9

Ю
頁

岩
羽

山
脈

97
0

12
2

76
Ⅳ
-2

G」
硲

(3
21
)

17
6

46
頁

岩
羽

山
脈

12
2

76
5

Ⅳ
-3

G 
OF
9

39
0

頁
岩

と羽
山
脈

97
2

12
2

76
Ⅳ
-3

C0
79

72
頁

岩
奥

羽
山

脈



第
75
表
 

石
鏃

観
察

表
(2
)

遺
物
No

図
版

1詭
写

真
No

登
録
No

分
 

類
出

上
位

置
出

土
層

位
長

 
さ

幅
厚
 

さ
重
 

さ
石
  

材
産
  

地
備

考

97
3

Ⅳ
-6

G 
N8
0

Ⅲ
37
2

頁
岩

奥
羽

山
脈

Ⅳ
-6

∬
79

El
36
5

22
3

買
岩

奥
羽

山
脈

Ⅳ
-6

G 
M8
0

Ⅲ
34
6

40
9

買
岩

奥
羽

山
脈

3M
約

Ⅱ
貫

岩
奥

羽
山

脈

Ⅲ
―

ユ
G 

K8
2

Ⅲ
頁

岩
奥

羽
山
脈

Ⅲ
-2

G 
K8
0

Ⅲ
75
7

買
岩

奥
羽

山
脈

97
9

Ⅲ
-1

GM
Ю

Ⅲ
(4
41
)

買
岩

奥
羽

山
脈

98
0

η
Ⅳ
-4

G0
80

Ⅳ
買

岩
奥

羽
山

脈

98
1

12
3

η
17

Ⅳ
-1

G 
M7
9

Ⅳ
頁

岩
奥

羽
山

脈

98
2

12
3

η
88

Ⅳ
-5

G 
F7
9

Ⅳ
37
9

頁
岩

奥
羽

山
脈

98
3

η
紡

ll
l-
1

3h
17
8

Ⅳ
36
8

33
2

買
岩

奥
羽

山
脈

O
Ⅳ
-3

G 
M8
1

Ⅳ
3&
6

16
5

38
5

買
岩

奥
羽

山
脈

98
5

59
V-
1

3N
80

Ⅳ
37
Э

頁
岩

羽
山

】

85
V

C 
N8
0

Ⅳ
29
5

買
岩

匙
羽

山

Ⅳ
-1

G 
K8
0

V
28
2

買
岩

き
羽
山

98
8

Ⅳ
-1

GM
 N
80
 8
1

V
17
1

買
岩

奥
羽

山
脈

Ⅳ
-1

G 
L7
9

V
39
8

29
7

買
岩

奥
羽

山
脈

13
0

Ⅵ
G 
L7
9

V
19
49

買
岩

奥
羽

山
脈

99
1

Ⅳ
-5

G 
L8
0

V
凝

灰
岩

奥
羽

山
脈

Ⅳ
-4

S 
Q0
2

埋
土

頁
岩

奥
羽

山
脈

左
脚

部
末

端
部

欠
損

I-
2

G 
K7
8

(1
81
)

買
岩

奥
羽

山
脈

|

ぶ
つ
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|

第
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表
 

尖
頭

器

遺
物
No

図
版
No

写
真
No

登
録
No

出
上

位
置

出
土

層
位

長
 

さ
幅

厚
 

さ
重
 

さ
石
  

材
産
  

地
備

考

99
4

G 
L8
2

57
8

13
4

買
岩

奥
羽

山
LI
R

77
Gヽ

18
0

(3
41
)

(3
37
)

10
8

頁
岩

奥
羽

山
脈

99
6

13
5

G 
F7
9

Ⅳ
(4
14
)

(4
67
1

20
 4
6

買
岩

奥
羽

山
脈
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第
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石
箆

観
察

表

遺
物
No

図
版
No

写
真
No

登
録
No

分
  

類
出

土
位

置
出

土
層

位
長
 

さ
幅

厚
 

さ
重
 

さ
刃
  

角
七
渉

石
  

材
産
  

地
備

考

16
2

Ⅳ
-1

埋
土

(6
72
Ⅲ

26
55

38
--
48

頁
岩

興
羽

山
脈

基
部

側
破

損

17
8

Ⅲ
-1

埋
土

59
7

22
91

36
^´

46
頁

岩
奥

羽
山

脈

15
6

皿
・
Ⅳ

3L
81

I
27
9

12
57

35
-4
4

頁
岩

奥
羽

山
ll
k

80
20
2

Ⅱ
-1

G 
N8
0

Ⅱ
84
]

53
56

32
-3
9

○
買

岩
奥

羽
山

ll
Ft

77
15
2

I
2

M8
0

I
奥

羽
山

脈

19
7

L7
9

Ⅲ
63
7

24
78

32
-4
9

0
糞

質
頁

岩
奥

羽
山

脈

10
00

78
L7
8

Ⅱ
ω

6
26
1

29
08

35
～

39
頁

名
奥

羽
山
脈

10
01

13
7

Ⅲ
-1

G1
79

Ⅱ
10
25

71
58

50
^-
56

0
買

岩
奥

羽
山

脈

10
02

20
9

V
C 
L7
9

Ⅱ
11
07

10
21

頁
岩

奥
羽

山
脈

I-
2

Gヽ
江8
0

Ⅱ
74
12

買
岩

奥
羽

山
脈

10
04

Ⅳ
G 
M7
9

Ⅲ
12
2

14
16

39
-4
5

寅
岩

奥
羽

山
脈

10
05

I
G 
L8
0

Ⅱ
23
7

17
18

36
-4
2

C
頁

岩
奥

羽
山

脈

10
06

I
G 
L8
0

Ⅲ
頁

岩
奥

羽
山
脈

I
C 

M8
Ⅲ

78
8

52
73

37
-5
2

○
頁

岩
疑

羽
山

lf
K

10
07

14
7

GM
Ю

Ⅲ
56
8

27
5

13
4

22
84

45
々
ヤ
48

頁
岩

奥
羽

山
脈

94
G 
K8
0

ll
(6
27
)

19
40

58
○

頁
岩

斑
羽

山
脈

10
09

Ⅳ
-2

C 
L8
0

0
55
-6
0

百
岩

奥
羽

山
脈

17
2

I-
2

C0
78

ll
(6
84
)

35
5

29
70

29
～

33
百

岩
奥

羽
山

脈

17
1

G 
L7
9

ll
67
0

23
86

49
-5
6

頁
岩

奥
羽

山
脈

12
8

18
7

I
G 
N7
9

Ⅳ
22
70

39
～

43
○

頁
岩

奥
羽

山
脈

12
8

18
8

Ⅳ
G 
N8
0

Ⅳ
26
58

49
^-
56

頁
岩

羽
山

脈

12
8

G 
h4
81

V
41
^´

52
○

頁
岩

羽
山

脈

12
8

=L
79

V
60
1

15
7

27
09

35
´
ヤ
44

頁
岩

羽
山

脈

12
8

18
0

I-
1

T´
81

V
76
8

13
7

32
77

40
～

44
Э

頁
岩

奥
羽

山
脈

01
7

12
9

21
2

V
i 
KЯ

l
V

(1
09
3Ⅲ

45
4

盲
岩

鳳
羽

止
IЛ
晨

第
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表
 

ト
ラ

ン
シ

ュ
様
石

器
観
察
表

遺
物
No

図
版
No

写
真
No

登
録
No

出
上

位
置

出
土

層
位

長
 

さ
幅

厚
 

さ
重
 

さ
石
  

材
産
  

地
備

考

G 
L8
1

Ⅲ
32
37

更
岩

鳳
羽

山
脈

β
 N
R0

m
50
5

29
R

56
25
∩

A
百

岩
興

羽
山

脈

第
79
表
 

石
匙

観
察

表
(1
)

遺
物
No

図
版
No

写
真
No

登
録
No

分
 

類
出

上
位

置
出

土
層

位
長
 

さ
幅

厚
 

さ
重
 

さ
刃
  

角
堆
渉

石
  

材
産
  

地
備

考

13
6

I
1

S
埋

土
11
08

32
4

10
4

31
43

25
-3
6

○
頁

岩
奥

羽
山

脈

24
2

Ⅳ
S

床
面

(2
73
)

(3
74
)

頁
岩

奥
羽

山
脈

24
9

I
3

S
埋

土
(5
57
)

26
^ヤ

34
頁

岩
奥

羽
山
脈

Ⅱ
-2

S
埋

土
78
4

36
～

43
頁

岩
奥

羽
山

脈

6
Ⅱ
-2

S
埋

土
57
9

86
18
32

38
-5
8

頁
岩

奥
羽

山
脈

6
Ⅱ

S
埋

土
64
6

(6
95
)

43
21

41
-5
6

頁
岩

奥
羽

山
脈

17
6

皿
-2

S
埋

土
56
5

38
～

51
頁

岩
奥

羽
山

脈

17
6

81
16

Ⅲ
-2

埋
土

75
5

65
4

62
11

買
岩

奥
羽

山
脈

24
4

Ⅱ
-2

埋
土

72
4

15
31

39
-5
2

頁
岩

奥
羽

山
脈

埋
土

47
8

58
^´

68
負

岩
奥

羽
山
脈

26
3

I-
5

S
埋

土
(5
55
1

38
ユ

11
06

33
^´

38
頁

岩
奥

羽
山

脈

25
2

皿
-1

埋
土

14
17

41
^-
46

○
頁

岩
奥

羽
山

脈

44
22
8

Ⅲ
-2

S
埋

土
45
4

(4
93
)

15
98

34
～

38
○

頁
岩

奥
羽

山
脈

25
5

35
25
7

I-
4

S0
08

埋
土

35
～

42
○

貢
岩

奥
羽

山
脈

26
6

36
26
7

Ⅱ
-1

S0
05

埋
土

86
42
～

46
頁

岩
奥

羽
山

脈

厘
十

百
岩

興
羽

山
Л晨
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第
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表
 
石

匙
観
察
表

(2
)

第
32
表
 

異
形
石

器
観
察
表

遺
物
No

図
版
煎

o
写

真
No

登
録
No

分
 

類
出

上
位

置
出

土
層

位
長
 

さ
幅

厚
 

さ
重
 

さ
刃
  

角
光

沢
石
  

材
産
  

地
備

考

29
0

“

22
7

Il
-2

S 
K0
5

理
土

54
8

10
94

33
´
-4
6

頁
岩

路
42

Ⅱ
-2

S 
D0
1

3尼
56
8

72
4

13
7

40
25

30
--
39

頁
岩

羽
山

脈

10
20

80
20
7

I-
4

G打
79

I
40
0

(2
06
)

39
4

33
´
ウ
38

頁
岩

80
20
8

I-
5

Gヽ
18
0

I
52
8

37
8

17
36

38
-4
5

頁
岩

奥
羽

山
脈

10
22

80
25
8

Ⅲ
-2

G∬
80

I
18
6

34
6

27
3

36
-4
0

頁
岩

奥
羽

山
脈

10
23

80
25
6

I-
4

G 
N8
0

Ⅱ
22
6

12
97

27
-4
6

頁
岩

奥
羽

山
脈

02
4

80
22
6

Ⅱ
-1

C 
N8
0

Ⅱ
10
12

42
-4
9

買
岩

奥
羽

山
脈

02
5

80
48
4

Ⅲ
-1

G 
H7
9

Ⅱ
10
8

20
39

32
～

43
買

岩
奥

羽
山

LF
R

02
6

80
24
3

I-
2

C 
M7
8

84
6

16
4

54
-7
3

○
玉

髄
奥

羽
山

脈

02
7

80
I-
3

C 
K7
9

46
7

12
22

53
--
58

赤
色

買
岩

奥
羽

山
脈

80
26
0

I-
5

G 
L7
8

Ⅱ
(4
62
)

34
2

60
7

28
～

33
頁

岩
奥

羽
山

脈

10
29

13
I-
4

C0
79

Ⅲ
47
7

53
9

26
´
-3
5

頁
岩

奥
羽

山
脈

13
80

Ⅱ
-1

G 
H7
9

Ⅱ
29
-4
1

赤
色

頁
岩

奥
羽

山
EF
R

10
31

23
7

ll
-1

G 
M7
8

Ⅲ
48
6

78
8

54
01

51
～

働
買

岩
奥

羽
山

脈

10
32

22
3

Ⅲ
-2

G 
K8
1

I
28
2

26
6

43
～

50
頁

岩
奥

羽
山

脈

10
33

26
8

Ⅲ
-2

G 
N8
0

I
50
9

91
5

33
44

38
～

44
頁

岩
奥

羽
山
脈

24
7

Ⅲ
-2

G 
K8
1

37
～

56
黒

曜
石

小
赤

沢

10
35

24
6

I-
4

C0
79

Ⅳ
60
2

20
4

32
～

50
貢

岩
奥

羽
山

脈

23
5

I-
3

S1
01

Ⅳ
矧
Э
9

23
7

14
81

39
～

45
頁

岩
奥

羽
山

脈

Ⅱ
-2

G 
M7
8

Ⅳ
14
39

47
^´

60
赤

色
頁

岩
奥

羽
山

脈

10
38

25
9

Ⅱ
G 
N7
9

Ⅳ
34
1

39
～

51
赤

色
頁

岩
奥

羽
山

脈

10
39

Ⅱ
G 
M7
9

Ⅳ
77
6

22
78

33
-4
0

貢
岩

奥
羽

山
脈

I
C 

L8
0

(6
41
)

58
～

66
頁

岩
奥

羽
山

脈
10
41

Ⅲ
,M
・

N8
0'
8

39
4

31
88

42
-7
1

買
岩

奥
羽

山
脈

10
42

G0
78

VT
層

卜
面

15
5

42
61

59
-゛

73
聴

篭
奥

羽
山

脈

第
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表
 
石

錐
観
察
表

遺
物
No

図
版
No

写
真
No

分
 

類
出

上
位

置
出

土
層

位
長
 

さ
厚
 

さ
重
 

さ
石
  

材
産
  

地
備

考

17
S 
IO
l

理
土

頁
岩

奥
羽

山
脈

I
S 
D0
1

1層
60
6

17
7

10
33

頁
岩

奥
羽

山
脈

10
43

I
G 
L8
0

I
22
8

更
岩

奥
羽

山
脈

10
44

Ⅱ
G 
L7
9

Ⅱ
(5
26
)

84
42
4

珪
質

頁
岩

奥
羽

山
脈

10
45

83
G 
L7
8

Ⅲ
(1
49

15
7

頁
岩

奥
羽

山
脈

10
46

GI
畠

1

`4
10
1

98
64
2

頁
岩

興
羽

山
脈

遺
物
No

図
MN

O
写
真
No

分
 

類
出

上
位

置
出

土
層

位
長
 

さ
幅

厚
 

さ
重
 

さ
石
  

材
産
  

地
備

考

13
4

82
G 
L7
9

阻
96
1

54
6

70
88

ご
岩

奥
羽

山
脈

10
48

13
4

76
0

G 
L8
1

Ⅱ
23
5

三
岩

と羽
山
脈

10
49

13
4

49
3

G 
hf
78

RI
(5
21
Ⅲ

匙
羽

山
脈



第
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表
 

ス
ク

レ
イ
パ

ー
観
察
表

(1
)

― ― 　 ］ ∞ ト 　 ー ー

遺
物
No

図
版
No

写
真
No

登
録
No

分
  

類
出

土
位

置
出

土
層

位
長
 

さ
幅

厚
 

さ
重
 

さ
刃
  

角
光
沢

石
  

羽
産
  

地
怖

考

17
I-
1

S
0

埋
土

67
1

59
-7
3

頁
岩

奥
羽

山
脈

I
S

0
埋

土
73
´
ヤ
82

○
頁

岩
奥

羽
山

脈
楔

形
石

器
か

ら
の

転
用

7
I

S
0

埋
土

48
3

83
-8
9

○
買

岩
奥

羽
山

脈

I-
3

S
0

埋
土

52
4

37
06

48
～

56
買

岩
奥

羽
山

脈

7
I-
2

S
01

理
土

69
9

52
1

46
4

48
～

65
買

岩
奥

羽
山

脈

7
ll
-2

S
理

土
43
5

20
04

53
～

66
東

岩
奥

羽
山

脈

7
Ⅲ
-2

S
埋

土
32
4

1
46
-6
6

○
尭

質
頁

岩
奥

羽
山

脈

17
80
04

Ⅱ
-1

S
埋

土
51
7

2
38
46

30
^´

51
頁

岩
奥

羽
山

脈

17
70
6

Ⅱ
-4

S
埋

土
l

87
88

50
´

7゙2
頁

岩
奥

羽
山

脈

17
38
7

ll
-3

S
埋

土
41
79

59
-7
2

頁
岩

奥
羽

山
脈

81
23

Ⅱ
-4

S
埋

土
59
6

46
9

48
^-
66

頁
岩

奥
羽

山
脈

18
mЭ

3
Ⅲ
-2

S
埋

土
93
7

35
5

48
～

60
頁

岩
奥

羽
山

脈

47
0

Ⅲ
-2

S
理

土
48
0

19
35

42
～

49
頁

岩
lv
L羽

山
脈

52
9

VI
-3

S
埋

土
48
～

63
頁

岩
奥

羽
山

脈

74
8

VI
-2

S
埋

土
(3
97
)

32
8

78
3

44
～

54
頁

岩
奥

羽
山

脈

70
8

V-
1

S
埋

土
15
6

69
68

型
～

68
○

頁
岩

奥
羽

山
脈

65
5

Ⅳ
S

理
土

26
7

61
-8
7

○
頁

岩
奥

羽
山

脈

2]
44
0

VI
S

01
l■
土

7■
7

18
59

58
´
ヤ
68

○
頁

岩
奥

羽
山

脈

19
V■

S
01

理
土

(6
72
)

10
9

39
-5
0

○
頁

岩
奥

羽
山

脈

21
19

70
5

VI
―

S
陛

土
(6
41

17
4

52
83

48
～

74
デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

21
VI

埋
土

(6
36
)

67
-8
0

凝
灰

岩
奥

羽
山

脈

VH
-2

S
埋

土
27
99

65
-8
1

買
岩

奥
羽

山
LF
R

14
4

VH
-1

埋
土

51
6

買
岩

奥
羽

山
lr
t

80
21

S
埋

土
(5
31
)

50
～

59
買

岩
奥

羽
山

脈

51
I

S 
R0
1

理
土

紹
Э
13

43
-5
1

買
岩

奥
羽

山
脈

28
2

コ
S0

05
埋

土
(8
66
)

50
-6
1

頁
岩

奥
羽

山
脈

80
33

I
S 

K0
1

埋
土

24
37

38
^´

45
頁

岩
奥

羽
山
脈

36
4

Ⅲ
一

S 
K0
4

埋
土

(2
15
)

51
5

38
^-
42

買
岩

奥
羽

山
脈

I
S 

K0
5

埋
土

42
2

23
99

39
～

42
頁

岩
奥

羽
山

脈

67
38
0

埋
土

(3
86
)

58
-6
4

岩
奥

羽
山

脈

50
8

コ
埋

土
(3
77
)

(2
77
)

10
04

55
^-
88

岩
興

羽
山

脈

49
7

埋
土

26
19

51
^´

63
買

岩
奥

羽
山

脈

P1
97

埋
土

19
38

62
-7
0

頁
岩

奥
羽

山
lF
k

42
68
]

S 
DO
]

3層
40
0

18
67

37
-5
5

買
岩

奥
羽

山
LF
e

34
0

S 
D0
1

2層
80
8

49
^-
64

○
頁

岩
奥

羽
山

脈

10
50

13
5

82
I

G1
78

Ⅱ
10
11
9

63
^´

74
頁

岩
奥

羽
山

脈

10
5]

Ⅱ
―

G 
L7
8

Ⅱ
(伊

4)
51
-7
2

頁
岩

奥
羽

山
脈

10
52

V―
G 
K7
9

Ⅱ
22
8

13
19
9

72
-8
8

買
岩

奥
羽

山
脈

10
53

Ⅳ
G 
K8
1

Ⅱ
59

58
～

60
頁

岩
奥

羽
山

脈

10
54

V-
1

G1
79

Ⅱ
(5
09
)

58
1

69
08

61
-7
7

○
頁

岩
奥

羽
山

脈

10
55

V-
3

G 
M8
1

Ⅱ
～

ll
11
4

45
-5
7

C
頁

岩
奥

羽
山

脈

10
56

64
2

I-
3

調
査

区
Ⅱ
～

Ⅲ
層

一
括

63
-7
1

頁
奥

羽
山

脈

10
57

VI
-1

G 
K8
0

Ⅱ
～

Ⅱ
68
4

52
‐
 6
2

頁
テ

奥
羽

山
脈

10
58

36
8

V-
3

調
査

区
Ⅱ
～

Ⅱ
44
-6
6

頁
岩

奥
羽

山
脈

VH
-4

調
査

区
Ⅱ
～

Ⅲ
婚
一
括

22
4

未
竹

百
岩

14
羽

I 
tH
に
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ス
ク

レ
イ
パ

ー
観

察
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企や ∞ 釦
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遺
物
No

図
版
No

写
真
No

登
録
No

分
  

類
出

上
位

置
出

土
層

位
長
 

さ
幅

厚
 

さ
重
 

さ
刃
  

角
光

沢
石
  

羽
産
  

地
備

考

I
G 
L8
0

24
1

84
52

82
～

85
頁

岩
奥

羽
山

脈

G 
L7
8

69
49

50
-6
2

買
岩

奥
羽

山
脈

10
62

56
8

G 
K7
9

99
6

49
8

23
5

11
01
4

52
^-
68

○
買

岩
奥

羽
山

脈

10
63

57
3

C 
N8
1

69
8

11
13
2

56
‐

76
頁

岩
奥

羽
山

脈

10
64

55
8

G 
L8
0

(1
06
5)

36
9

71
77

53
～

62
貢

岩
奥

羽
山

脈

10
65

I―
G 

L7
9

64
8

40
5

27
71

53
-5
8

頁
岩

堤
羽

山
脈

10
66

I
G1

78
(4
13
)

10
52

48
-5
3

0
頁

岩
興

羽
山

爪

10
67

44
8

I
Gヽ

17
9

(4
01
)

59
^-
64

頁
岩

奥
羽

山
LF
e

10
68

I
G 
M8
1

63
9

60
48

48
-5
9

買
岩

奥
羽

山
脈

10
69

13
9

Ⅱ
GN

陶
(7
65
)

32
55

55
^-
58

買
岩

奥
羽

山
脈

末
端

部
・

左
側

縁
破

損

10
70

13
9

Ⅱ
G1
78

13
67

40
-6
1

流
紋

岩
奥

羽
山

脈

13
9

m
G」

硲
63
8

17
0

67
48

46
～

57
頁

岩
奥

羽
山

脈

10
72

13
9

69
4

Ш
G 
N7
8

73
6

62
25

頁
岩

異
羽

山
〕

10
73

Ⅲ
G 

N8
0

44
9

21
47

65
～

80
買

岩
奥

羽
山

10
74

81
11

Ⅱ
G 

h1
79

50
08

頁
岩

奥
羽

山
脈

10
75

Ⅲ
G 
M8
0

80
10
54

43
～

54
○

頁
岩

奥
羽

山
脈

10
76

ll
l

G 
K8
2

60
9

66
～

終
買

岩
奥

羽
山

脈

10
77

Ⅳ
G

94
2

64
-6
9

頁
岩

奥
羽

山
脈

10
78

V
G 
J7
8

43
24

り
～

66
○

東
岩

奥
羽

山
脈

10
79

V
G 
L7
9

26
4

51
-6
3

≧
質

頁
岩

奥
羽

山
脈

10
80

V
G 
K7
8

42
3

21
54

41
--
66

買
岩

奥
羽

山
lF
k

10
81

VI
―

G1
79

29
8

27
^-
37

頁
岩

奥
羽

山
lR

10
82

V―
G 
N7
9

36
41

62
-7
9

貢
岩

奥
羽

山
脈

10
83

VI
―

G 
M8
0

29
3

13
04

49
-6
0

頁
岩

奥
羽

山
脈

10
84

44
2

VI
G 

L8
0

(2
95
)

21
14

49
^-
58

○
頁

岩
奥

羽
山

lF
k

10
85

VI
G 
K8
0

32
3

28
07

61
^-
70

頁
岩

奥
羽

山
脈

10
86

46
5

VI
G」

i8
53
～

78
○

買
岩

奥
羽

山
脈

10
87

56
3

G 
K8
1

Ⅲ
75
2

と1
42

14
09
3

53
^-
64

頁
岩

奥
羽

山
脈

10
88

52
7

VⅡ
C1
78

Ⅲ
78
9

33
3

24
45

35
^´

50
夏

岩
奥

羽
山

脈

10
89

V
64
93

VI
I―

G 
K7
9

Ⅲ
53
7

20
6

35
-4
7

頁
岩

奥
羽

山
脈

14
3

85
39
3

VI
G 
K8
1

皿
(2
78
)

65
4

37
^-
52

頁
岩

奥
羽

山
脈

14
3

87
VH
―

G 
M7
8

Ⅲ
68
0

71
6

53
24

47
-6
4

頁
岩

奥
羽

山
脈

09
2

14
2

87
46
7

VH
―

G 
K7
8

(7
36
)

11
2

31
84

54
-7
1

買
岩

興
羽

山
脈

09
3

14
4

86
49
2

VH
―

Cと
81

(8
75
)

(4
21
)

53
37

43
´
-6
5

頁
岩

奥
羽

山
脈

09
4

86
52
3

VI
I一

G 
N8
0

20
6

34
65

60
～

69
頁

岩
ll
L羽

山
脈

09
5

14
4

87
55
6

VⅡ
G 
T7
9

13
64

20
54
3

44
´
ウ
63

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

09
6

14
5

87
60
9

Ⅱ
G 
L8
0

Ⅳ
(4
44
)

(1
89
)

38
06

76
～

78
頁

岩
奥

羽
山

脈

10
97

14
5

88
54
2

VH
G0
78

Ⅳ
18
6

猾
Э
89

64
-7
2

頁
岩

奥
羽

山
脈

10
98

14
5

88
57
7

VI
G 
F7
9

Ⅳ
19
6

39
85

35
～

58
○

頁
岩

奥
羽

山
脈

10
99

87
V

G 
N8
0

Ⅳ
17
57

50
～

67
頁

岩
奥

羽
山
脈

10
0

14
5

88
75
3

G 
K8
0

V
(2
49
)

(8
51
)

64
^-
80

頁
岩

奥
羽

山
脈

88
45
5

V
G 

N7
9

V
17
5

58
^-
76

頁
岩

奥
羽

山
脈

56
9

VI
G 
K8
0

V
(1
00
7)

(2
70
)

25
73

43
-6
2

頁
岩

奥
羽

山
脈

49
8

VI
C 
K8
0

V
44
39

44
～

62
○

買
岩

奥
羽

山
lb
l

57
2

G 
K8
1

V
62
4

22
9

53
^ヤ

72
頁

岩
奥

羽
山

脈

40
8

VH
I

G 
K8
0

V
36
^´

58
頁

岩
奥

羽
山

lI
FR
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不
定

形
石

器
観

察
表

(1
)

|

Ю OO ⇔

|

遺
物
No

図
版
No

写
真
No

登
録
No

分
 

類
出

土
位

置
出

土
層

位
長
 

さ
幅

厚
 

さ
重
 

さ
石
  

材
産
  

地
備

考

I
S

埋
土

56
9

頁
岩

奥
羽

山
脈

I
S

埋
土

(4
83
)

(5
31
)

12
2

頁
岩

奥
羽

山
脈

I
S

2層
(5
23
)

21
84

買
岩

奥
羽

山
脈

74
9

I
S

埋
土

(5
39
)

(7
41
)

頁
岩

奥
羽

山
脈

50
3

I
S

埋
土

(1
12
)

(2
83
)

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

20
I

S
埋

土
44
22

買
岩

奥
羽

山
脈

70
7

Ⅱ
S

理
土

(7
26
)

38
55

買
岩

奥
羽

I 
tt
lF
Ft
基

盤
?

43
9

I-
1

S
埋

土
62
4

62
53

買
岩

奥
羽

山
脈

58
51
11
1

V-
1

S
理

土
42
36

買
岩

奥
羽

山
脈

59
I-
1

S
理

土
67
96

奥
羽

山
LF
R

60
S

理
土

68
9

奥
羽

山
脈

20
64
0

エ
S

埋
土

47
4

(2
81
)

88
8

買
岩

奥
羽

山
LF
R

62
釣

I-
1

S
床

面
(3
78
)

15
21

買
岩

奥
羽

山
脈

27
5

Ⅲ
S

埋
土

(4
15
)

(4
47
)

19
68

頁
培

奥
羽

山
脈

74
2

Ⅱ
S

骸
床

面
直

上
(守

4)
買

岩
奥

羽
山

脈

47
2

S
02

床
面

(3
■

8)
(3
92
)

(1
■

8)
10
86

買
岩

奥
羽

山
脈

47
]

S
埋

土
(3
93
)

凝
灰

岩
奥

羽
山

ll
R

25
48

S
05

埋
土

(2
27
)

(4
29
)

06
5

頁
岩

奥
羽

山
脈

44
80
20

S
05

埋
土

(2
41
)

44
6

頁
岩

災
羽

山
脈

20
2

44
42
3

Ⅱ
S

埋
土

(2
20
)

頁
岩

奥
羽

山
LF
rK

20
3

44
6η

Э
1

S
埋

土
(3
84
)

頁
岩

羽
山

脈

20
4

44
1

S
埋

土
下

位
(5
74
)

21
23

頁
岩

匙
羽

山
Lr
t

20
5

45
80
19

2
S

埋
土

下
位

頁
岩

奥
羽

山
脈

20
6

80
18

1
S

埋
土

(4
07
)

21
26

頁
岩

奥
羽

山
脈

26
7

58
I

S 
Q0
5

埋
土

29
3

26
ユ

頁
岩

奥
羽

山
脈

28
0

74
5

I-
1

S 
K0
2

埋
土

44
6

47
0

18
93

頁
岩

奥
羽

山
脈

80
35

V-
2

S 
K0
5

埋
土

43
9

16
45

頁
岩

奥
羽

山
脈

VI
P1

03
埋

土
(4
73
)

12
2

32
88

頁
岩

奥
羽

山
脈

V-
2

S 
D0
1

3層
64
46

更
岩

羽
山

月

V-
1

G 
N7
8

I
33
2

26
63

頁
岩

14
7

Ⅳ
GN
Ю

Ⅱ
38
9

12
8

58
06

買
岩

羽
山

脈

08
14
7

40
01

I
G 

M7
8

Ⅱ
(4
12
)

(4
25
)

(1
45
)

頁
岩

羽
山

脈

10
9

14
7

89
52
4

V
G 
H7
9

Ⅱ
78
9

20
0

買
岩

興
羽

山
LI
R

14
8

89
69
3

I
G

Ⅱ
72
93

更
岩

奥
羽

山
脈

11
14
8

89
80
0

V―
G 
M7
8

Ⅱ
22
1

43
05

頁
岩

奥
羽

山
脈

12
14
8

89
I

G 
L8
0

Ⅱ
22
2

12
89
3

流
紋

岩
奥

羽
山

脈

14
9

89
V―

調
査

区
1～

Ⅲ
層

一
括

60
2

40
5

38
16

頁
岩

奥
羽

山
脈

14
14
9

90
20
1

V
G 
L8
0

Ⅱ
66
6

36
9

44
73

頁
岩

奥
羽

山
脈

14
9

G 
M7
9

67
4

13
4

17
31

頁
岩

奥
羽

山
脈

14
9

G
Ⅲ

56
0

29
15

買
岩

奥
羽

山
脈

VI
G 
L8
0

Ⅲ
15
44

頁
岩

奥
羽

山
lF
Fk

I-
1

G0
78

Ⅲ
(8
75
)

32
09

買
岩

奥
羽

山
脈

V
岳
K的

Ⅲ
頁

岩
奥

羽
山

脈
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第
86
表
 

不
定

形
石

器
観

察
表

(2
)

第
38
表
 
石
核

観
察
表

遺
物
No

図
版
No

写
真
No

登
録
No

分
  

類
出

上
位

置
出

土
層

位
長
 

さ
幅

厚
 

さ
重
 

さ
石
  

材
産
  

地
備

考

44
9

Ⅱ
G 
K7
9

39
64

買
岩

奥
羽

山
脈

57
6

I-
1

G 
L7
9

24
3

頁
岩

奥
羽

山
脈

I-
1

G 
N8
0

10
28

20
5

15
05
5

頁
岩

奥
羽

山
脈

Ⅲ
G耳

78
62
5

18
9

50
04

頁
岩

奥
羽

山
脈

Ⅱ
G 

K8
0

買
岩

奥
羽

山
脈

V―
G打

78
Ⅲ

53
9

71
69

頁
岩

奥
羽

山
脈

70
0

I
G打

78
Ⅲ

40
26

頁
岩

奥
羽

山
脈

〃
57
0

I
G0

82
Ⅳ

(Ю
l)

74
3

10
69
1

買
岩

奥
羽

山
脈

I
G 

K8
ユ

V
52
4

75
3ユ

頁
岩

奥
羽

山
脈

44
7

ll
l

G 
K8
0

V
72
4

40
8

22
37

買
岩

奥
羽

山
脈

75
4

G 
K8
0

V
46
8

16
0

36
77

百
井

囃
羽

山
脈

第
87
表
 

楔
形

石
器

観
察

表

遺
物
No

図
版
No

写
真
No

登
録
No

分
 

類
出

上
位

置
出

土
層

位
長
 

さ
幅

厚
 

さ
重
 

さ
石
  

材
産
  

地
備

考

D
S

埋
土

25
12

頁
岩

奥
羽

山
脈

81
36

I
G 
L7
9

I
買

岩
奥

羽
山

脈

77
2

I
G 
M8
0

Ⅱ
12
24

赤
色

頁
岩

奥
羽

山
脈

15
4

47
30

コ
G 
M8
1

Ⅱ
頁

岩
奥

羽
山

脈

15
4

77
3

I
G 
L8
0

Ⅲ
43
3

頁
岩

奥
羽

山
脈

13
5

15
4

D
G 
L8
0

Ш
頁

岩
奥

羽
山

脈

15
4

81
18

D
G 
L8
1

コ
(3
52
)

買
岩

奥
羽

山
脈

65
R

C 
N8
0

Ⅳ
(2
74
)

(2
51
)

77
8

流
紋

岩
興

羽
山

脈

遺
物
No

図
版
No

写
真
No

登
録
No

分
 

類
出

上
位

置
出

土
層

位
長
 

さ
幅

厚
 

さ
重
 

さ
石
  

材
産
  

地
備

考

65
25

I
S

埋
土

49
1

60
44

頁
岩

奥
羽

山
脈

基
盤

66
25

I
S

埋
土

10
07
5

頁
岩

奥
羽

山
lF
Fe
基
盤

12
9

33
Ⅳ

S
骸

埋
上

下
位

39
66

頁
岩

奥
羽

山
脈

基
盤

20
7

も
I

S
05

埋
土

安
山

岩
奥

羽
山

lF
K基

盤

20
8

4
5

80
16

I
S

05
埋

土
15
42

頁
岩

奥
羽

山
脈

基
盤

20
9

45
I

S
05

埋
土

78
54

鶏
瑞

奥
羽

山
脈

基
盤

27
6

62
S

埋
土

72
1

70
3

21
26
7

赤
色

頁
岩

興
羽

山
脈

基
盤

69
40

81
35

I
P1
03

埋
土

(2
0
8)

13
67

負
岩

興
羽

山
脈

基
盤

81
17

C 
Iv
18
0

I
75
62

頁
岩

奥
羽

山
脈

基
盤

I
G 
J8
0

Ⅱ
赤

色
頁

岩
奥

羽
山

脈
基

盤

I
G 
K8
1

E
58
6

32
5Ю

0
買

岩
奥

羽
山

脈
基

盤

80
6

C 
M8
2

ll
46
7

10
13
6

鳴
聰

奥
羽

山
脈

基
盤

I
G 
K8
0

ll
10
70

17
80

14
50

32
45

買
岩

奥
羽

山
脈

基
盤

43
G

78
ll

30
8

48
42

鳴
璃

奥
羽

山
lF
Ft
基
盤

14
4

78
9

I
G 
L7
8

ll
12
24

89
94
5

頁
岩

奥
羽

山
lF
R基

盤



第
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表
 

打
製
石

器
観
察
表

第
90
表
 

磨
製

石
斧

観
察

表

|

に0 ∞ 00

|

遺
物
No

図
販
No

写
真
No

登
勲

oヾ
分

類
出

土
位

置
出

土
層

位
長
 

さ
幅

厚
 

さ
重
 

さ
石
  

材
産
  

地
備

考

14
5

Ⅱ
G 
K7
8

Ⅱ
層

1弘
3

92
5

娼
46
2

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

15
8

94
57
77

Ⅲ
G 
L8
0

El
サ
曽

(5
3
7)

5■
5

12
02
4

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

奥
羽

山
脈

15
8

盟
82
6

I
E 
P7
5

Ⅳ
層

17
60

72
6

23
6

51
23
3

買
岩

癸
羽

山
脈

94
82
7

Ⅱ
E 
P7
5

Ⅳ
層

15
06

m8
30
5

31
27
8

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

79
2

G 
L8
0

Ⅱ
層

43
8

20
6

42
1ユ

頁
岩

奥
羽

山
脈

遺
物
No

図
顔
No

写
真
No

登
録
No

分
 

類
出

上
位

置
出

土
層

位
長
 

さ
幅

厚
 

さ
重
 

さ
石

 
材

産
  

地
備

考

46
12
22

I
S1
05

埋
土

(6
86
)

(3
■

1)
31
17

買
岩

奥
羽

山
脈

28
6

64
I

S 
K0
4

埋
土

(4
8
7)

12
6

11
94

粘
板

岩
北

上
山

地
/奥

羽
山

脈
基

盤

14
9

9「
D

I
G 
K8
0

I
(6
17
)

(1
93
)

(2
13
)

19
26

頁
岩

北
上

山
地

/奥
羽

山
LF
t基

盤

15
0

と
G∬

8ユ
(2
97
)

(1
64
)

(6
9)

39
2

頁
岩

北
上

山
地

/奥
羽

山
脈

基
盤

I
調

査
区

Ⅱ
・

Ⅲ
(1
87
)

83
5

貢
岩

奥
羽

山
脈

Ⅱ
C 
N8
0

18
6
0

6α
3

3&
9

73
24
2

細
粒

閑
緑

岩
羽

山
脈

基
盤

11
65

]
G 
L8
0

12
84

48
4

29
42
1

細
粒

閃
緑

岩
羽

山

15
4

18
29

Ⅱ
G 
M7
9

(1
41
3)

(6
93
)

(3
&3
)

68
77
4

14
m粒

閃
緑
岩

羽
山

Ⅲ
Cヽ

17
0

30
9

17
4

粘
板

岩
北

上
山

地
/奥

羽
山

脈
基

盤
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第
91
表
 
石
錘

観
察
表

(1
)

遺
物
No

図
版
No

写
具
No

登
録
No

分
 

類
出

土
位

置
出

土
層

位
長
 

さ
幅

厚
 

さ
重
 

さ
石
  

材
産
  

地
備

考

S
埋

土
58
9

93
08

デ
イ
サ

イ
ト

奥
羽

山
脈

S
埋

土
17
6

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

10
73

S
埋

土
67
1

60
1

18
6

90
93

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

S
床

面
55
5

デ
イ
サ

イ
ト

奥
羽

山
脈

80
08

S
埋

土
75
1

14
22
8

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

89
9

S
理

土
64
3

凝
灰

岩
奥

羽
山

脈

床
面

26
9

26
66

安
山

岩
奥

羽
山

脈

留
96
7

埋
土

60
8

82
59

礫
岩

奥
羽

山
脈

92
0

床
面

96
03

デ
イ
サ

イ
ト

奥
羽

山
脈

10
63

理
土

10
2
3

26
5

28
68
1

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山
脈

92
3

1層
72
1

12
38
2

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

96
5

Ⅱ
b

S
理

土
デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

10
74

S
埋

土
32
99

砂
岩

奥
羽

山
脈

10
29

Ⅱ
b

S
理

土
11
12
7

安
山

岩
奥

羽
山

脈

10
96

S
理

土
(5
02
)

(6
27
)

(1
77
)

68
19

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

理
土

20
4

98
96

安
山

岩
奥

羽
山

脈

10
93

理
土

砂
岩

奥
羽

山
脈

10
28

Ⅳ
a

埋
土

(6
41
)

53
4

20
2

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

92
2

Ⅳ
a

S
床

面
80
2

27
4

34
25
4

デ
イ

サ
イ

ト
奥

羽
山

脈
凹

痕
 

磨
面

形
成

後
転

用

10
76

V
S

埋
土

(5
21
)

(1
24
)

41
電
3

安
山

岩
奥

羽
山

脈

92
4

Ib
S

床
面

88
4

20
5

16
23
1

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

BF
R

88
8

Ⅱ
a

S
床

直
75
2

15
99
1

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

Ⅱ
埋

土
(5
2
6)

16
8

59
86

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

15
8

10
87

04
埋

土
下

位
20
81
8

礫
岩

奥
羽

山
脈

15
9

10
79

Ⅱ
a

S
04

埋
上

下
位

8■
2

20
0

11
91
2

デ
イ
サ

イ
ト

奥
羽

山
脈

16
0

10
86

04
坦

土
下

位
56
08

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

ll
 a

S
埋

土
下

位
11
18
9

デ
イ
サ

イ
ト

奥
羽

山
脈

10
85

Ⅱ
a

S
埋

土
下

位
17
7

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

埋
土

(6
64
)

15
25

安
山

岩
奥

羽
山

ll
Fk

S 
RO
]

入
れ

子
外

37
61

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

81
46

S 
R0
3

埋
納

10
76

17
9

56
91

細
粒

閃
緑

岩
奥

羽
山

脈
基

盤

S 
R0
3

埋
納

85
8

24
8

77
07

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

81
48

S 
R0
3

埋
納

15
5

04
25

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

81
47

S 
R0
3

埋
納

65
8

細
粒

閃
緑

岩
奥

羽
山

lF
R基

盤

24
3

S 
R0
3

埋
納

94
8

19
8

85
52

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

10
75

Ib
S 
K0
5

埋
土

54
3

17
5

96
58

安
山

岩
奥

羽
山

脈

94
9

埋
土

89
7

89
4

30
8

39
05
4

安
山

岩
奥

羽
山

脈

89
6

P6
4

埋
土

68
7

19
7

15
31
3

細
粒

閃
緑

岩
奥

羽
山

脈
基

盤

P6
4

埋
土

11
63
2

細
粒

閃
緑

岩
奥

羽
山

LF
R基

盤

40
97
9

P1
37

埋
土

22
5

安
山

岩
奥

羽
山

脈

P1
90

埋
土

74
1

22
9

12
42

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

P1
99

埋
土

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

15
6

15
9

95
0

Ⅱ
a

G 
L8
1

I
13
84
4

デ
イ
サ

イ
ト

奥
羽

山
脈

15
9

10
97

Ⅱ
a

G 
N8
0

Ⅱ
46
86

デ
イ
サ
イ

ト
羽

山
脈

15
9

G1
80

Ⅱ
10
33
9

デ
イ
サ
イ

匙
羽

出
ll
lF
k

15
9

G 
M8
0

Ⅱ
57
7

78
6

27
3

13
81
5

百
井

理
羽

II
IR
確



第
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表
 
石
錘

観
察
表

(2
)
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|

遺
物
No

図
版
No

写
真
No

登
録
No

分
 

類
出

土
位

置
出

土
層

位
長
 

さ
幅

厚
 

さ
重
 

さ
石

 
材

産
  

地
備

考

94
3

Ⅲ
b

G0
79

Ⅱ
46
3

79
5

70
77

砂
岩

奥
羽

山
脈

G 
N7
8

Ⅱ
67
5

89
6

21
2

23
98

デ
イ
サ
イ

ト
興

羽
山

脈

10
70

C0
79

Ⅱ
60
6

13
88
]

頁
岩

奥
羽

山
脈

10
39

G 
J7
8

Ⅱ
78
8

84
8

18
01
5

買
岩

奥
羽

山
脈

G 
J7
8

Ⅱ
11
21
8

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

C 
M7
9

ll
72
2

23
05
9

貢
岩

奥
羽

山
脈

10
07

C0
79

ll
11
45
4

安
山

岩
奥

羽
山

脈

10
25

Ⅱ
a

G 
L7
8

ll
77
8

48
8

11
32
3

細
粒

閃
緑

岩
奥

羽
山

脈
基

盤

G 
J7
9

]
55
2

88
4

12
43
7

細
粒

閃
緑

岩
奥

羽
山

脈
基

盤

10
06

G1
79

Ш
60
9

5
86
47

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

G0
79

ll
78
4

14
04
5

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

lF
R

96
9

Ch
/1
81

ll
58
6

22
2

89
67

砂
岩

奥
羽

山
脈

両
面

に
凹

痕
形

成

G 
J7
8

]
78
6

21
39
2

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

lF
e

10
72

C1
79

ll
28
02
2

安
山

岩
奥

羽
山

脈

G 
L8
1

ll
82
6

22
60
9

安
山

岩
奥

羽
山

脈

G1
79

ll
46
7

82
8

デ
イ
サ

イ
ト

奥
羽

山
脈

11
04

G 
L8
0

□
70
7

17
93
3

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

lF
e

10
66

G 
N7
9

D
77
7

18
32
5

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

G 
L7
9

ll
9

デ
イ
サ

イ
ト

奥
羽

山
bF
Ft

11
02

G 
h1
79

ll
l

89
8

22
50
]

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

18
0

G 
N8
1

ll
骸

2
10
56

安
山

岩
奥

羽
山

脈

%
C 
L7
9

ll
(8
03
)

17
79
7

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

18
2

Ⅱ
a

G 
L8
0

Ⅲ
74
3

14
80
2

礫
岩

奥
羽

山
脈

10
64

Ⅱ
a

G 
N8
0

Ⅱ
94
2

22
09
2

安
山

岩
奥

羽
山

脈

10
00

G0
79

Ⅱ
87
9

27
56
8

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

16
2

10
23

Ⅱ
a

Gヽ
18
0

Ⅱ
88
2

17
3

15
85
4

頁
岩

災
羽

山
脈

18
6

16
2

Ⅳ
b

G 
M8
1

Ⅱ
64
3

27
4

16
13
8

礫
岩

奥
羽

山
脈

両
面

凹
痕

18
7

16
2

C1
79

皿
69
22

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

18
8

16
2

Ⅳ
b

G 
L8
1

皿
67
6

(6
17
)

11
27
4

砂
岩

奥
羽

山
脈

両
面

に
凹

痕
形

成

18
9

C 
hr
78

Ⅲ
19
08
8

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

19
0

16
2

10
32

Ⅱ
a

C 
L8
0

Ⅲ
14
7

デ
イ
サ

イ
ト

奥
羽

山
脈

16
2

Ⅲ
a

G 
L8
0

Ⅳ
88
6

安
山

岩
奥

羽
山

lF
R

16
3

10
91

G 
N7
9

Ⅳ
48
33

安
山

岩
奥

羽
山

脈

19
2

16
2

10
80

E 
Q7
6

Ⅳ
上

面
62
6

83
2

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

19
4

16
3

10
35

C 
L8
0

Ⅳ
デ
イ
サ

イ
ト

奥
羽

山
脈

19
5

16
3

96
1

Ib
E 
P7
6

Ⅳ
上

面
28
67

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

19
6

16
3

G 
M8
1

V
59
4

15
3

50
99

砂
岩

奥
羽

山
脈

19
7

16
3

10
54

工
a

G 
K8
0

V
52
7

68
45

細
粒

閃
緑

岩
奥

羽
山

LF
R基

盤

19
8

16
3

10
92

G 
N7
9

Ⅳ
98
84

安
山

岩
奥

羽
山

脈

16
3

89
1

G 
K8
0

V
79
9

14
0

安
山

岩
奥

羽
山

脈

16
3

97
5

Ⅱ
a

G 
J8
1

V
69
5

60
5

デ
イ
サ
イ

ト
兇

羽
山

弼

16
3

11
08

G 
K8
0

V
23
7

18
15
9

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

16
R

G 
Iv
18
1

V
72
5

97
含

″
15
43

礫
岩

奥
羽

山
lT
R
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礫
石

器
観
察
表

(1
)

― ― 　 や Φ 〕 ― ‐

遺
物
No

図
MN
o

写
真
No

登
録
No

分
類

(新
)

出
土

位
置

出
土

層
位

長
 

さ
幅

厚
 

さ
重
 

さ
石
  

材
産
  

地
怖

考

16
39

埋
土

37
62
8

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

LF
R

15
26

埋
土

44
4

32
05
7

デ
イ
サ
イ

ト
晃

羽
山

脈

16
30

0
埋

土
40
5

26
94
5

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

16
01

埋
土

50
7

43
3

49
07
6

デ
イ
サ

イ
ト

興
羽

山
LF
t

80
06

埋
上

12
31

46
1

43
6

31
70
9

安
山

岩
奥

羽
山

脈

16
53

埋
土

66
9

53
6

47
54
6

安
山

岩
奥

羽
山

LF
Ft

16
47

0
埋

土
16
90

26
37

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

16
24

0
床

面
直

上
17
80

20
24
6

珪
化

木
奥
羽
山
脈

23
22
24

0
埋

土
11
38

13
60
56

安
山

岩
奥

羽
山

LF
rk

20
89

0
埋

土
(8
50
)

(4
90
)

花
筒

岩
奥

羽
山

脈
基

盤

19
26

0
埋

土
59
99
6

花
両

岩
奥

羽
山

脈
基

盤

20
71

S
0

埋
土

10
53

87
38
2

花
画

岩
奥

羽
山

脈
基

盤

19
36

0
床

面
10
79

99
8

安
山

岩
奥

羽
山

脈

10
0

19
93

Ⅲ
S

0
埋

土
25
34
2

凝
灰

岩
奥

羽
山

脈

20
96

Ⅲ
S

0
埋

土
77
1

24
91
8

熔
岩

(安
山

岩
質

)
奥

羽
山

脈

10
2

19
92

Ⅳ
0

埋
土

10
85

68
3

86
75
5

山
岩

異
羽

山
脈

10
3

13
20

Ⅳ
0

埋
土

10
28

89
8

46
0

60
78
2

山
岩

異
羽

山
脈

10
4

16
08

V
S

0
埋

土
(3
86
)

(2
62
)

10
37
5

砂
岩

奥
羽

山
脈

10
5

15
49

V
0

埋
土

16
75

42
6

34
10
2

砂
岩

奥
羽

山
脈

10
6

19
49

VI
0

床
面

86
5

44
7

52
38
7

安
山

岩
奥

羽
山
脈

10
7

21
96

VⅡ
S

0
埋

土
(9
69
)

(5
37
)

29
94
1

花
筒

閃
緑

岩
奥

羽
山
脈

基
盤

10
8

19
98

VⅡ
S

0
埋

土
49
6

49
46
1

砂
岩

異
羽

山
FF
R

10
9

20
27

VⅡ
S

0
埋

土
16
50

10
77
29

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

15
01

VE
S

0
埋

土
13
55

84
7

45
5

75
30
4

花
両

閃
緑

岩
異

羽
山

脈
基

盤

1
XⅡ

-2
a

S
0

埋
土

16
35

42
0

48
75
2

安
山

岩
興

羽
山

脈

15
96

XⅢ
-l
a

S
0

埋
土

16
30

81
1

44
2

η
78
7

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

13
25

X 
ll
l-
la

S
0

埋
土

14
45

60
6

49
1

46
12
7

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

XⅢ
-2
b

S
0

埋
土

(1
53
0)

80
8

12
26
85

安
山

岩
奥

羽
山

脈

15
93

XⅢ
-2
a

S
埋

土
9磁

61
安

山
岩

奥
羽

山
脈

16
59

XⅡ
-2
a

S
埋

土
(1
0■

5)
25
81
2

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

7
XⅢ

-2
b

S
埋

土
(1
13
0)

(7
56
)

42
35
3

安
山

岩
奥

羽
山

脈

22
03

XV
I

S
理

土
(9
74
)

(8
35
)

(3
23
)

31
84
4

凝
灰

岩
奥

羽
山

脈

XV
-2

S
埋

土
(5
04
1

24
07
0

凝
灰

岩
奥

羽
山

脈

15
94

XV
-2

S
埋

土
10
53

58
2

14
00
2

石
英

安
山

岩
奥

羽
山

脈

21
82

XV
]

S
埋

土
(1
38
9)

13
51

89
79
5

熔
岩

(安
山

岩
質

)
奥

羽
山

脈

XV
皿

-1
S

床
面

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

XV
IH
-1

S
埋

土
デ
イ
サ

イ
ト

奥
羽

山
脈

8矧
Э

XV
Ⅲ

-1
S

埋
土

49
0

45
1

68
49

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈
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礫
石

器
観

察
表

(2
)

|

ぶ
つ

Φ (0

|

遺
物
No

図
版
No

写
真
No

登
録
No

分
類

(新
)

出
土

位
置

出
土

層
位

長
 

さ
幅

厚
 

さ
重
 

さ
石
  

材
産
  

地
備

考

10
52

I
床

面
20
69
1

礫
岩

奥
羽

山
脈

19
74

VI
床

面
84
2

75
5

31
7

30
41
1

安
山

岩
奥

羽
山

脈

12
79

Ⅳ
床

面
(7
36
)

(5
25
)

(6
22
)

32
31
1

安
山

岩
異

羽
山

脈

16
28

床
面

79
2

62
68
7

花
画

岩
奥

羽
山

脈
基

盤

14
72

XⅢ
-2
a

床
面

18
25

49
9

84
44
7

デ
イ
サ

イ
ト

奥
羽

山
脈

11
47

XⅢ
-3

埋
土

67
6

56
91
1

デ
イ
サ

イ
ト

奥
羽

山
脈

27
14
56

柱
穴

69
67

安
山

岩
奥

羽
山

脈

15
8

床
直

46
67
6

安
山

岩
奥

羽
山

LF
t

43
9

理
土

下
位

14
52

49
49
7

デ
イ
サ

イ
ト

奥
羽

山
脈

49
6

埋
土

下
位

14
56
)

(1
95
)

15
78
9

頁
岩

奥
羽

山
脈

基
盤

・
北

上
山

地

18
4

床
直

12
92
7

デ
イ
サ

イ
ト

奥
羽

山
脈

04
埋

土
11
78

22
4

14
42
0

凝
灰

岩
奥

羽
山

脈

16
8

S
床

直
16
05

37
55
8

花
両

岩
奥

羽
山

脈
基

盤

XⅡ
-2
a

S
埋

土
19
40

11
15
72

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

Ⅳ
S

床
面

56
2

60
15
1

安
山

岩
奥

羽
山

脈

1
Ⅳ

S
床

面
12
65

55
5

96
93
1

安
山

岩
奥

羽
山

脈

XⅢ
-l
a

埋
土

71
7

42
9

79
91
7

細
粒

閃
緑

岩
奥

羽
山

lF
R

40
16
9

XⅢ
-l
a

S
床

直
(1
26
1)

(3
27
)

37
85
1

安
山

岩
奥

羽
山

脈

40
55
9

XⅢ
-3

S
埋

土
15
95

54
3

56
03
3

デ
イ
サ
イ

ト
興

羽
山

lF
Fk

2
56
9

埋
土

(4
52
)

72
95

砂
岩

奥
羽

山
脈

46
57
4

理
土

(6
89
)

(5
05
)

(2
09
)

75
70

凝
灰

岩
奥

羽
山

脈

34
2

S
理

土
99
9

25
31
6

デ
イ

サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

S
埋

土
92
2

57
2

39
39
3

安
山

岩
奥

羽
山

脈

S
埋

土
10
91

88
1

45
5

47
79
9

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈
21
7

46
V

S
埋

土
η
Э 

l
69
27
8

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山
脈

16
33

V
S

埋
土

87
5

22
2

38
33
5

デ
イ
サ

イ
ト

奥
羽

山
LF
R

VI
S

埋
土

10
50

(Ю
2)

45
8

36
63
5

花
両

閃
緑

岩
奥

羽
山

lF
R基

盤

22
04

VⅡ
]

S
埋

土
(7
11
1)

(3
41
)

(1
60
)

57
56

礫
岩

奥
羽

山
脈

47
15
99

S
埋

土
49
0

14
40
5

デ
イ
サ

イ
ト

奥
羽

■
1脈

22
2

47
22
05

S
埋

土
(8
65
)

(6
91

鬱
2

23
75
5

砂
岩

奥
羽

山
脈

22
3

守
15
61

XⅢ
-l
a

S
埋

土
(8
31
)

67
8

38
9

30
77
6

安
山

岩
奥

羽
山

ll
R

22
3

ク
15
77

XⅢ
-3

S
埋

土
(7
22
)

(5
86
)

(3
60
)

17
24
5

安
山

岩
奥

羽
山

脈
22
4

守
15
52

XⅢ
-2
a

S
埋

土
36
6

36
85
8

デ
イ
サ

イ
ト

奥
羽

山
脈

4i
13
34

XⅢ
-3

S
埋

土
75
9

49
2

54
72
9

安
山

岩
奥

羽
山

脈
守

32
22
10

X皿
-3

S
埋

土
(7
98
)

(4
88
)

31
17
4

花
戯

閃
緑

岩
奥

羽
山

脈
基

盤
守

16
31

XⅢ
-2
a

S
埋

土
(器

1)
(6
14
)

(5
04
)

29
47
9

安
山

君
奥

羽
山

脈
49

80
41

I
S

埋
土

(1
15
2)

(4
72
)

(3
21
)

17
29
4

礫
岩

奥
羽

山
脈

16
40

XⅢ
-2
a

S
埋

土
13
46

56
91
6

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈
XⅢ

-2
a

S
lη

5
80
49

安
山

岩
韓

羽
山

Ak
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礫
石

器
観

察
表

(3
)

|

健や Φ し
つ

|

遺
物
No

図
版
No

写
真
No

登
録
No

分
類

(新
)

出
上

位
置

出
土

婚
位

長
 

さ
幅

厚
 

さ
重
 

さ
石
  

材
産
  

地
備

考

16
32

I
S0
01

埋
土

85
01
1

安
山

岩
奥

羽
山

ll
R

22
15

Ⅱ
S0
01

14
28

99
6

12
68
96

花
尚

岩
奥

羽
山

脈
基

盤

22
22

XⅡ
-2
a

S0
01

12
23

71
61
]

デ
イ
サ

イ
ト

奥
羽

山
脈

16
52

I
S0

02
埋

土
(8
55
)

(6
72
)

(1
77
)

12
75
6

デ
イ
サ

イ
ト

奥
羽

山
脈

25
2

22
25

VⅡ
S0
02

13
45

10
19

11
05
21

安
山

岩
奥

羽
山

脈

16
45

I
S0

03
埋

土
16
05

38
6

32
09
2

安
山

岩
奥

羽
山

脈

25
7

15
78

I
S0

03
埋

土
12
82

58
41
4

石
英

斑
岩

奥
羽

山
脈

基
盤

16
43

I
S0
03

埋
土

(9
07
)

44
5

32
79
2

花
筒

岩
奥

羽
山

脈
基

盤

16
60

V
S0
03

埋
土

(1
49
2)

48
16
2

凝
灰

岩
奥

羽
山

脈

16
51

V
S0
03

理
土

11
28

57
4

50
04
5

石
英

斑
岩

奥
羽

山
脈

16
49

X皿
-l
a

S 
Q0
3

埋
土

17
40

95
03
6

細
粒

閃
緑

岩
奥

羽
山

脈
基

盤

XⅢ
-3

S0
03

埋
土

66
41
1

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

16
37

X皿
-l
a

S 
Q0
3

埋
土

(1
86
0)

66
6

54
6

87
43
2

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

16
27

I
S 

Q0
5

埋
土

16
30

87
6

38
7

89
63
9

安
山

岩
奥

羽
山

脈

22
09

Ⅱ
S 
Q0
5

埋
土

12
01

94
9

10
53
17

花
商

閃
緑

岩
奥

羽
山

脈
基

盤

XⅢ
-l
a

S0
05

埋
土

(1
21
2)

(6
83
)

40
45
4

安
山

岩
奥

羽
山

脈

13
27

I
S0

06
理

土
13
29

66
5

41
66
5

安
山

岩
奥

羽
山

脈

27
4

81
57

XV
II

S0
06

埋
土

37
20

21
10

14
40

92
00

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

I
S 
K0
1

埋
土

5■
5

29
0

20
89
1

安
山

興
羽

山
BI
R

22
29

VⅡ
S 
K0
1

埋
土

12
37

94
3

58
4

97
73
8

安
山

奥
羽

山
脈

14
05

XⅢ
-2
a

S 
K0
4

埋
土

17
65

42
8

安
山

奥
羽

山
月

13
53

XⅡ
-2
a

S 
K0
4

埋
土

(7
41
)

24
12
9

花
尚

閃
緑

岩
奥

羽
山

脈
盤

13
22

V
S 
K0
5

埋
土

13
48

29
8

31
91
9

安
山

岩

29
5

V
S 
K0
5

埋
土

13
43

72
9

69
28
2

雰
B両

斑
岩

29
7

15
09

XⅢ
-2
a

埋
土

50
88
3

デ
イ
サ
イ

ト

13
94

I
P2
6

埋
土

13
51

70
6

96
70
9

安
山

岩
羽

山
脈

16
36

I
埋

土
15
43

34
64
5

安
山

岩
奥

羽
山

脈

11
37

XⅢ
-2
a

P5
7

埋
土

16
60

76
2

55
7

10
14
22

花
両

岩
奥

羽
山

脈
基

盤

68
40

11
40

I
P7
3

埋
土

19
50

65
5

49
5

86
63
6

安
山

老
奥

羽
山

LF
R

40
12
35

VI
P8
8

埋
土

12
11

60
05
8

FJ
/N
岩

羽
山

打

19
41

I
P8
8

埋
土

79
2

48
8

46
42
8

安
山

岩
と
羽
山

12
39

XⅢ
-2
a

埋
土

14
80

53
4

36
4

43
11
6

安
山

岩
と羽

山

40
13
68

I
埋

土
(4
88
)

(6
■

6)
(4
04
)

15
44
7

安
山

岩
奥

羽
山

脈

40
19
56

Ⅲ
P1
03

埋
土

46
2

毬
43
8

花
筒

岩
lv
L羽

山
脈

基
盤

40
I

P1
20

埋
土

16
40

67
4

32
1

43
58
6

デ
イ
サ

イ
ト

奥
羽

山
脈

20
24

I
P1
49

埋
土

11
45

82
8

59
8

80
41

花
満

閃
緑

岩
ly
L羽

山
脈

基
盤

32
2

22
02

P1
51

埋
土

11
62

76
8

57
62
8

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

lF
Ft

21
79

I
P1
65

埋
土

12
62

50
0

78
00
5

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

12
05

I
P1
87

埋
土

(6
64
)

34
0

53
46

菌
岩

理
羽

山
脈

共
韓
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遺
物
No

図
版
No

写
真
No

登
録
No

分
類

(新
)

出
土

位
置

出
土

層
位

長
 

さ
幅

厚
 

さ
重
 

さ
石
  

材
産
  

地
怖

考

32
7

約
22
21

VI
P1
90

埋
土

11
12

61
61
6

安
山

岩
奥

羽
山

脈

32
9

I
P1
98

埋
土

16
45

49
8

10
40
64

安
山

岩
奥

羽
山

LF
R

33
0

71
XⅢ

-3
P1
98

埋
土

62
55
9

安
山

岩
羽

山
lT
R

33
2

71
14
68

I
P1
99

埋
土

92
11

デ
イ
サ
イ

ト
羽

山
lF
Fk

71
21
78

VI
P1
99

埋
土

10
91

82
48
8

花
両

閃
緑

岩
興

羽
山

脈
基

盤

22
19

Ⅱ
SD

3層
12
31

10
26

94
69
7

安
山

岩
奥

羽
山

脈

i4
22
32

VI
S 

D0
3層

78
1

45
23
7

花
両

閃
緑

岩
奥

羽
山

脈
基

盤

34
3

74
22
26

VI
S 

D0
Ⅱ

12
56

86
2

71
14
6

安
山

岩
奥

羽
山

脈

34
4

刑
XⅢ

-l
b

SD
2層

16
20

50
77

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

17
32

I
I

34
3

18
29
9

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

XV
IⅡ

-1
I

68
2

デ
イ
サ
イ

ト
臭

羽
山

脈

15
70

VⅢ
CM

I
14
50

43
72
4

安
山

岩
奥

羽
山

脈

I
C1
78

Ⅱ
18
35

36
21
2

安
山

岩
奥

羽
山

脈

I
G」

81
Ⅱ

67
36

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

21
45

Ⅱ
C 
N8
0

Ⅱ
96
5

10
03

56
8

80
45
3

安
山

岩
奥

羽
山

脈

20
54

Ⅱ
G 
L8
1

I
12
12

10
00

40
2

安
山

岩
奥

羽
山

脈

Ⅲ
G 
K8
1

Ⅱ
13
23

39
95
4

安
山

岩
奥

羽
山

脈

23
25

Ⅲ
C 
L7
9

Ⅱ
61
83
2

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山
脈

20
03

Ⅳ
G 
N7
8

Ⅱ
60
6

26
97
8

安
山

岩
奥

羽
山
脈

Ⅳ
G 
L8
0

Ⅱ
96
0

65
07
6

安
山

岩
奥

羽
山
脈

20
09

VΠ
G 
M8
0

Ⅱ
12
29

11
83
58

安
山

岩
奥

羽
山
脈

22
56

V]
C 
L8
0

Ⅱ
10
48

56
75
9

花
尚

閃
緑

岩
奥

羽
山
脈

基
盤

VⅡ
G 
M8
0

Ⅱ
(1
18
2)

52
72
6

デ
イ

サ
イ

ト
奥

羽
山
脈

18
30

VⅡ
C 
N8
1

Ⅱ
54
8

56
66
4

安
山

岩
奥

羽
山

脈

23
08

VⅡ
G 
M7
9

Ⅱ
78
51
1

花
蘭

閃
緑

岩
奥

羽
山

脈
基

盤

21
42

VI
I

G 
N8
0

1
12
43

12
70

94
13
9

安
山

岩
奥

羽
山

脈

20
94

VⅢ
G 
L8
1

Ⅱ
29
71
1

安
山

岩
奥

羽
山

脈

12
21

10
42

VⅢ
C0
79

Ⅱ
20
1

安
山

岩
奥

羽
山

IF
R

18
38

IX
G 
J8
0

Ⅱ
68
7

71
16
4

デ
イ
サ
イ

ト
囃

羽
山

脈

21
51

XⅡ
G 
N8
0

Ⅱ
11
22

97
5

安
山

岩
奥

羽
山

脈

2И
XⅡ

-3
G 
M7
9

Ⅱ
10
51

花
両

閃
緑

岩
奥

羽
山

脈
基

盤

19
64

XⅢ
-3

Gヽ
17
9

Ⅱ
44
8

68
70
0

安
山

岩
奥

羽
山

脈

14
49

XⅢ
-l
a

G 
L8
1

Ⅱ
16
75

83
6

安
山

岩
奥

羽
山

脈

XⅢ
-l
a

G 
N8
0

Ⅱ
19
04

84
82
4

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

18
27

XⅢ
-3

G 
N8
0

Ⅱ
94
15
7

デ
イ

サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

84
5

XV
I

G 
N8
0

Il
11
04
2

軽
石

奥
羽

山
脈

21
80

XV
Ⅲ

-1
C0
80

Ⅱ
11
32

11
67
13

赤
色

頁
岩

奥
羽

山
脈

12
42

V
G 
L7
8

Ⅱ
～

ll
15
17

35
5

花
両

閃
緑

岩
奥

羽
山

lF
R基

盤

20
53

VT
72
71

安
山

岩
奥

羽
山

Ir
k
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遺
物
NO

図
版
No

写
真
No

登
録
No

分
類

(新
)

出
土

位
置

出
土

層
位

長
 

さ
幅

厚
 

さ
重
 

さ
石
  

材
産
  

地
備

考

VⅡ
G 
N7
9

I～
Ⅲ

12
34

56
01
7

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山
脈

88
0

VI
GN
約

Ⅱ
～

ll
10
3]

36
■

41
デ
イ
サ

イ
ト

奥
羽

山
脈

13
35

XⅢ
-3

G 
M8
1

Ⅱ
～

Ⅲ
46
60
2

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山
脈

XV
IE
-1

G 
K7
9

Ⅱ
～

ll
10
62
1

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山
脈

21
08

I
G 
L7
9

Ⅱ
66
8

28
42
2

安
山

岩
奥

羽
山
脈

17
41

I
G 
L8
0

Ⅱ
(2
88
)

20
88
7

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山
脈

15
62

I
G 
N8
1

Ⅲ
36
99
4

砂
岩

奥
羽

山
脈

19
2ユ

I
G 
M8
0

Ⅱ
10
17

10
63
9

砂
岩

奥
羽

山
脈

18
73

I
G 
M8
1

ll
l

30
65
4

凝
灰

岩
奥

羽
山

脈

17
96

I
C 
L8
1

Ⅱ
14
00

44
04
8

デ
イ
サ

イ
ト

奥
羽

山
脈

17
72

I
G 
L7
8

Ⅲ
14
50

29
01
9

デ
イ
サ

イ
ト

奥
羽

山
脈

21
59

Ⅱ
C 
M7
9

Ⅲ
31
34
5

安
山

岩
奥

羽
山

lF
K

23
47

Ⅱ
C 
M8
1

Ⅱ
98
2

65
98
6

デ
イ
サ

イ
ト

奥
羽

山
脈

23
26

Ⅱ
Gヽ

17
9

ll
l

54
88
2

安
山

岩
奥

羽
山

脈

19
43

C1
79

狙
デ
イ
サ
イ

ト
央

羽
山

脈

Gヽ
18
0

Ⅲ
40
39
7

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

19
77

G 
L8
0

Ⅲ
99
8

78
5

33
57
5

安
山

岩
奥

羽
山

BF
FK

G 
H7
9

ll
l

19
80

98
62
5

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

Ⅳ
G 
J7
8

Ⅲ
93
8

86
3

45
64
3

安
山

岩
奥

羽
山

脈

16
9

Ⅳ
G 
N8
0

Ⅲ
72
4

28
33
5

花
筒

岩
奥

羽
山

脈
基

盤

Ⅳ
C 
L7
9

m
11
16

63
6

96
71
6

安
山

岩
羽

山

Ⅳ
G 
M7
8

Ⅲ
10
76

74
58
9

安
山

岩
羽

山

Ю
Ⅳ

C 
h1
79

Ⅲ
97
B

89
53
1

安
山

岩
奥

羽
山

脈

70
21
16

Ⅳ
G 
L7
9

Ⅲ
94
5

76
18
1

安
山

岩
奥

羽
山

脈
25
7

Ю
Ⅳ

GJ
猾

Ⅲ
97
5

46
9

安
山

岩
奥

羽
山

脈
25
8

Ⅳ
G 
L7
9

Ⅲ
10
37

59
19
2

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

HF
R

25
9

Ю
V

G 
L7
8

Ⅲ
10
59

39
7

53
12
4

安
山

岩
奥
羽
山

l」
R

Ю
V

G 
J7
8

Ⅲ
86
3

44
03
7

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

V
G 
V1
81

Ⅲ
10
18

64
1

42
46
6

安
山

岩
奥

羽
山

脈

21
37

V
G 
L8
1

Ⅲ
85
1

58
9

18
35
5

砂
岩

奥
羽

山
lR

V
GJ
Ю

Ⅲ
13
47

41
2

49
11
5

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

26
4

V
G 

L8
1

Ⅲ
19
00

55
0

73
61
2

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

V
C 
L8
1

Ⅲ
84
8

41
84
6

花
筒

閃
緑

岩
興

羽
山

脈
果

解

12
66

19
63

VI
G 

h1
78

Ⅲ
93
6

85
3

32
98
5

安
山

岩
興

羽
山

脈

12
67

VI
G 
M7
9

Ⅲ
90
3

81
70
6

安
山

岩
奥

羽
山
脈

26
8

1
20
50

VI
C 
K7
8

Ⅲ
14
26

10
52

88
20
7

安
山

岩
奥

羽
山

脈
26
9

17
2

10
3

23
32

VI
C 
M8
1

ll
l

48
08
5

山
岩

奥
羽

山
脈

27
0

17
2

10
3

VI
G 
K8
]

Ⅲ
94
6

53
5

60
37
7

山
岩

奥
羽

山
脈

12
7

21
15

VⅡ
C 
L8
1

Ⅲ
79
4

51
34
8

山
岩

興
羽

山
B 
Ft
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遺
物
No

図
版
No

写
真
No

登
録
No

分
類

(新
)

出
上

位
置

出
土

層
位

長
 

さ
幅

厚
 

さ
重
 

さ
石
  

材
産
  

地
備

考

12
72

20
98

VI
G1
80

Ⅲ
46
7

38
82
7

デ
イ
サ

イ
ト

興
羽

山
脈

12
73

G 
N8
1

Ⅲ
10
86

65
02
2

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

22
55

VH
G 
L8
0

Ⅱ
10
14

49
2

62
11
8

デ
イ
サ

イ
ト

奥
羽

山
脈

22
78

VH
G 
L7
8

Ⅲ
10
35

59
13
7

デ
イ
サ

イ
ト

奥
羽

山
脈

17
33

G 
K7
9

14
3

63
28
3

花
両

岩
奥

羽
山

脈
基

盤

10
4

20
06

G 
L8
1

10
96

89
51
4

山
岩

奥
羽

山
脈

12
78

10
4

19
50

C 
h1
81

29
0

10
02
48

山
岩

奥
羽

山
脈

12
79

17
3

10
4

20
34

G 
N8
0

72
7

52
81
6

花
尚

岩
奥

羽
山

脈

12
80

22
64

G 
K7
8

08
6

78
8

52
25
9

花
筒

岩
奥

羽
山

脈
基

盤

17
3

10
4

18
82

X
C 
N8
0

79
1

33
02
8

石
英

安
山

岩
奥

羽
山

脈

[2
82

10
4

13
40

IX
G 
L8
0

10
31

78
8

48
0

49
21
7

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

12
84

10
4

84
2

VⅡ
I

C 
M8
]

11
20

12
15

50
0

24
94
0

軽
石

(石
英

安
山

岩
質

)
奥

羽
山

脈

12
85

10
4

18
75

XⅡ
-2
a

G 
M7
9

60
2

80
27
8

安
山

岩
奥

羽
山

脈

12
86

20
57

XⅢ
-3

G 
L7
8

17
25

53
7

95
72
5

凝
灰

岩
奥

羽
山
脈

12
87

10
5

15
43

XⅢ
-2
b

G卜
17
8

72
2

15
%“

安
山

岩
奥

羽
山

脈

12
88

17
4

10
4

12
36

XⅢ
-2
a

G 
L8
2

20
30

10
87
81

細
粒

閃
緑

岩
奥

羽
山

脈
基

盤

12
90

17
4

10
4

12
49

XⅡ
-3

Cと
82

14
49

58
6

49
8

55
61

安
山

岩
奥

羽
山

脈

12
91

17
5

XⅢ
-3

G 
N7
8

14
25

60
2

43
33
9

デ
イ
サ

イ
ト

奥
羽

山
脈

12
92

X皿
-2
b

C1
79

13
78

73
1

98
86
8

砂
岩

奥
羽

山
脈

12
93

XⅢ
-l
a

G 
K8
0

16
95

68
6

61
20
4

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

莫
羽

山
脈

基
盤

12
94

XⅢ
-2
a

G 
N7
9

12
96

37
2

37
68
1

デ
イ
サ
イ

ト
奥

羽
山

脈

XⅢ
-l
a

C 
L7
8

14
99

65
1

45
82
1

細
粒

閃
緑

岩
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第Ⅵ章 自然科学分析

1.北上市滝の沢地区遺跡黒曜石産地同定

(株)第四紀地質研究所

はじめに

黒曜石は地質学においてはガラス質火山岩と呼ばれ、本質は非品質の自然ガラスであり、一般的な工業用

ガラスと物性は異ならない。

古代人にとっての黒曜石やサヌカイ ト (ガ ラス質安山岩)は人工的に精練さて制作された鋭利な鉄器や青

銅器のない時代の鋭利な刃物を容易に制作できる材質として位置づけられ、尖頭器、ナイフ型石器、石鏃、

掻器、剥器、細石刃など異なる多種の使用目的に利用される石材である。

考古学分野における黒曜石研究では、黒曜石の原産地調査、肉眼的な岩相分類、看材としての適性などを

姑象として原産地黒曜石を研究してきた。この原産地黒曜石の研究と平行して遺跡出上の黒曜石遺物の研究

がおこなわれ、原産地の黒曜石との内眼による岩相的対比により原産地を特定し、遺跡に至る黒曜石のルー

トの解明や、流通機構などについての研究が行われてきた。黒曜石はガラスであり、均質であり、肉眼的な

岩相区分にとっては個々の原石に際立った特徴がないという限界がある。(岩相とは岩石学的な面でとらえた

特徴)言い換えれば、原産地の黒曜石の岩相区分による分類では遺跡出土遺物がどの原産地の黒曜石である

のか判別ができないものが出てくることになる。

このような岩相区分の難しさから、肉眼観察の限界に姑する危機意識から、物理的に数値化された機器分

析による分析への要望が分析分野に姑してなされた。

分析分野といつても化学分野の分析と地質学分野の分析は各々その対象とするものに対する考え方が異な

ることから、元素を中心とする化学分野での分析と酸化物濃度による岩石学的な分類 をする地質学分野とで

は基本的な考え方に違いがある。この分析対象への考え方の違いは考古学者の間では初期の段階では余りよ

く理解されていなかった。

本論文では、地質学分野の岩石学的な分析法と分頚法で黒曜石とガラス質安山岩を分類 し、本手法が安山岩

から流紋岩に至るSi02量 の広い領域でも、流紋岩領域のうち黒曜石が対象となるSi02量 の狭い領域でも適応

できることを示し、各原石の酸化物濃度での標準化を行い、組成領域を確定した。この標準化により、遺跡

出土黒曜石遺物の原産地黒曜石の同定が容易となり、考古学分野の研究者に共有できるデータとして寄与で

きることを示した。

1 分析試料

黒曜石の原産地はフォッサマグナより東側の東北日本に多 くあり、フオッサマグナより西側の西南日本で

は、フォッサマグナから本州西端までの地域では黒曜石の産地はなく、だだ 1つ隠岐島の黒曜石が有名であ

る。九州地方では熊本県の阿蘇地方の黒曜石が有名であるが、その他に佐賀県の腰岳、大分県の姫島、鹿児

島県北部のシラス台地の中の竜ヶ水、上牛鼻などの原産地が知られている(岡村、2000)。

東北日本の黒曜石を研究対象としたのは黒曜石の原産地が多く分布しており、黒曜石の石器が遺跡から多

数出土し、黒曜石の使用頻度が高く、多種にわたる石器を制作しており、原産地同定をおこなうことで、こ

れらの流通経路を解明することは意味があると考えた。フォッサマグナより西側の地域では黒曜石の使用頻
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度はフォッサマグナを離れるにしたがって低 くなっていき、大阪府の二上山に代表されるサヌカイトと呼ば

れるガラス質安山岩の使用頻度が高くなる (藁科他、1977)。 黒曜石の持つ重要性は東北日本の方が高く、研

究フィールドを東北日本全体 とした。

原産地の黒曜石の採取に際しては黒曜石の岩体では、中心部分の最もよい部分を試料とし採取することを

心掛けた。大きな岩体では中心部分から岩体の外側 に向かって、岩体の大きさにより数mごとに試料を採取

し、岩体における元素の偏析があるかも検討した。小さな岩体では、中心部分とその周辺部分を5カ 所を目

的として採取した。採取にあたってはガスの抜けた跡や、微細なクラックなどの少ない、黒曜石として石器

制作に道するような部分を採取した。黒曜石の岩体として確認されないが礫層中の礫 として、あるいは海岸

に打ち上げられた礫として存在する黒曜石は大きな礫を最低10個 を目的として採取 した。新島や佐渡島など

の細粒の黒曜石で、石器としての使用が難しいものについては採取して分析しても、本論分では対象外とし

た。

2 分析試料の調整と実験条件

2-1 分析試料の調整

分析試料は黒曜石の岩体では岩体のなかで 5個所程度選択し、 1個所で 5～ 10試料を採取した。介紙結果

は岩体の中で選択した各個所について 1分析値で代表させた。例えば、西餅屋の岩体では孔道内の 4個所を

4分析値で表示した。岩体が貧弱である場合には 1岩体の中で10個以上を採取 し、試料数分の分析結果を表

示した。岩体が消滅しているものや、明確な岩体としての露頭が認められないものや河床の中の転石あるい

は斜面に露出する堆積した黒曜石は 10個以上採取し、試料数分の分析結果を表示 した。

分析にあたっては、露頭より採取した黒曜石を打ちかき、比較的平滑な面を分析面とする未整形試料を作

成した。

ガラス質安山岩は表面が風化 しており、表面には鉄分が付着して、岩石本来の分析値を反映することが出

来ないので、ダイヤモンドカッターで切断し、剥片を作成し、分析した。分析した結果は黒曜石と同様に酸

化物濃度で表示した。

2-2 実験条件

分析はエネルギー分散型蛍光X線分斬装置 (日 本電子製 JSX-3200)で 行なった。この分析装置は

標準試料を必要としないファンダメンタルパラメータ法 (FP法)に よる自動定量計算システムが採用され

ており、6C～ 99Uま での元素分析ができ、ハイパワーX線源(最大30k V、 4m A)の採用で微量試料～最大

2901nHlф ×8011ullHま での大型試料の浪j定が可能である。小形試料では16試料自動交換機構により連続して分析

できる。升紙 はバルクFP法でおこなった。FP法とは試料を構成する全元素の種類 と濃度、X線源のスペ

クトル分布、装置の光学系、各元素の質量吸収係数など装置定数や物性値を用いて、試料から発生する各元

素の理論強度を計算する方法である。

分析にあたっては、露頭より採取した黒曜石を打ちかき、比較的平滑な面を分析面とする未整形試料をX

線照射範囲が約15mmф の試料台に直接のせ分析 した。実験条件はバルクFP法 (ス タンダードレス方式)、

分析雰囲気 =真空、X線管ターゲット素材 =Rh、 加速電圧 =30k V、 管電流 =自動制御、分析時間=200秒

(有効分析時間)である。また、分析にあたっては標準サンプルを分析し、キャリブレーションを行い、装置

の正常さを保って行った。
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この分析装置で分析した標準試料の分析値と標準試料の公開された分析値との間には表-2に示すように

ほぼ等しい分析値が認められた。分析対象元素はSi,Tl,Al,Fe,Mn,Mg,Ca,Na,K,P,Rb,Sr,Y,Zrの 14元素、分析値

は黒曜石の含水量 =0と仮定し、酸化物の重量%を 100%にノーマライズし、表示した。

地質学的には分析値の重量%は小数点以下 2桁で表示することになっているが、微量元素のRb,Sr,Y,Zrは 重

量%では小数点以下 3～ 4桁の微量となり、小数点以下 2桁では 0と 表示される。ここでは分析装置のソフ

トにより計算された小数点以下 4桁 を用いて東北日本全体の原産地黒曜石と関東地方のガラス質安山岩の化

学分析結果を表-3に表示した。

岩石の化学組成を構成する主要元素と微量元素の中から、岩石の骨格となるSiと Al、 有色鉱物の主要元素

であるFe,Ca,無色鉱物の主要元素であるNaと Kの関連からK、 副成分鉱物のイルメナイトからFeと Ti、 微量元

素ではRbと Srの各元素組み合わせにより黒曜石を分類する図を作製した (周藤他、2002)。 基本的には主要

元素の各元素が重複しない組み合わせとしたが、Fe,Mn,Tiは鉄質関連として相関性の高い元素であり、Tiは

Feと Mnの 2元素との対比となっている。主要元素と微量元素の酸化物濃度 (重量%)で Si02-A1203,Fe203-

Ti02,K20-CaO,T102-MnO, Rb20-SrOの 5組の組み合わせで図を作成した。

3 東北日本全体の黒曜石

3-l S102-Aし 03対比

図-1に示すように黒曜石全体はSi02は 73.50～79,00%の領域にあり、Si02が低い領域から高い領域に向か

って丸瀬布系、月山系、赤石山系・信州系・伊豆箱根系と3領域に地域ごとに分布する。赤井川と板山系は

赤石山系に近い領域に分布するがSi02と A1203が ともに小さく、領域を異にする。深浦はAわ03が12%以下で、

他の黒曜石とは異なる領域にある。湯ノ倉は丸瀬布系に近いがAち03が1%ほ ど小さく、異なる領域に分布する。

3-2  Fe203-T102対 上ヒ

図-2に示すようにFe203が低い領域から高い領域に向かって原産地ごとに分布する。Fe203が 1.50%以下で、

Ti02が0.00～ 2.50%の領域ではTi02が低い領域から高い領域に向かって和田峠系 -1、 板山系、月山系和田峠

系 -2、 神津島、蓼科系が連続して領域ごとに分布している。またこの領域で系列の異なる北海道の黒曜石

はFe203が 1.00%よ り高い領域で赤石山、十三の沢、赤井川、所山、置戸山と連続して領域ごとに分布 して

いる。新潟県の上三光と上石川は北海道系列上に分布し、異質である。Fe203が 1.50%よ り高い領域には伊豆

箱根系 とマルセップ系、湯ノ倉、深浦、月ヽ赤沢の黒曜石が各々の領域に集中して分布する。

3-3 K20-CaO文↓lヒ

黒曜石は図-3に示すようにCaOが 1.00%以上の領域にあって、Kヮ0が 1.00～4.00%の 領域にはK20が低い

領域から高い領域に向かって、伊豆箱根系の畑宿、鍛冶屋、上多賀、柏峠、栃木県の高原山、丸瀬布系が

各々異なる領域に分布する。宮城県の湯ノ倉はこれらの中ではCaoがいくぶん高い。Caoが 0.50～ 1.50%、

K20が3.00～ 4.00%の領域にはCaOが低い領域に出来島・神津島、高い領域に置戸山 。小赤沢が共存して同じ

領域に分布する。K20が 3.50～ 6.00%の 領域にはCaOが低い領域から高い領域に向かって、深浦、赤石山・和

田峠系 -1・ 星ヶ碁、月山系が各々異なる領域に分布し、Caoが高い領域には板山系、赤井川、置戸山、所

山、丸瀬布系が狭い領域で各々異なる領域に分布する。
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3-4 Ti02-MnO対 比

図-4に示すように、T102が0.00～020%、 MnOが 0.00～ 0.80%の領域にはTi02が低い領域から高い領域に

向かって、赤石山 I。 、赤石山Ⅱ・十三の沢、赤井川、丸瀬布系・置戸山・所山が分布する。T102が015%

以上の領域には、蓼科系、湯ノ倉、九瀬布系の丸瀬布、鍛冶屋、柏峠、畑宿が各々異なる領域に分布する。

MnOが0.50%以 上の領域で、Mnoが低い領域から高い領域に向かって、和田峠系 -2・ 榊津島、板山系、

和田峠系-1、 月山系、出来島、男鹿系が各々異なる領域に分布する。

3-5  Rb20-SrO対士ヒ

図-5に示すように、Rb20が0.000～0,008%、 SrOが 0.010～ 0.025%の 領域には伊豆箱根系 と湯ノ倉、Rb20

が0003～ 0.009%、 SrOが0,006～0.012%の 領域には榊津島、Rb20カ湘007～ 0.018%、 SrOが 0.007～0,020%の領

域には蓼科系・高原山・丸瀬布系 。出来島が混在する。、Rb20カЮ.012～ 0.023%、 SrO力泊.002～ 0.100%の領域

には赤井川・所山・十三の沢が混在する。Rb20が 0.130～ 0022%、 SrO力湘.000～0,005%の領域には赤石山系、

Rb20が0,013～ 0,027%、 SrOが 0.002～0.08%の領域には和田峠系 -2・ 板山系、Rb20が 0.028～ 0.036%、 SrOが

0.000～ 0.0052%の領域には和田峠系 -1が集中し、領域によって原産地の地域がおおむね分類できる。Rb20

が0.015～ 0.027%、 SrO力Ю.008～ 0.018%の領域には男鹿系と上石川が混在する。

4 滝の沢遺跡他出土黒曜石遺物の化学の分析結果

滝の沢遺跡他出土黒曜石遺物は第 1表化学分析表に示す通りである。第 2表原産地対比表には遺物と原産

地を対比し、同定した結果が示してある。

分析した遺物20個のうち17個が小赤沢であり、滝の沢-1と 2の石鏃と滝の沢 -13の剥片は宮城県湯ノ倉

産の黒曜石である。
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2.滝の沢地区遺跡の埋設土器内充填土壌

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

滝の沢地区遺跡 (岩手県北上市大堤地内に所在)は、和賀川によって形成された河岸段丘上 (標高約78m

前後)に位置する。これまでの発掘調査により、竪穴住居跡、土坑、埋設土器、焼土遺構、集石遺構などが

確認されており、縄文時代前期末～中期初頭の集落の一部であると考えられている。

今回は、調査区内で検出された埋設土器の用途 。内容物推定を行うために、土器内充填土壌について土壊

理化学分析と微刑遺物分析を行う。

1.試料

調査は、包含層中から検出された 1,3～ 5号埋設土器である。 1号埋設土器は、正立した土器内に反転

した土器が合わさった状態で検出されている。 3号埋設土器は、若千斜位の土器内に石錘 5点埋納された状

態で検出されている。 4号埋設土器は、正立した土器で完形の状態で検出されている。 5号埋設土器は、若

千斜位の土器で完形の状態で検出されている。試料は、これら各埋設土器の内部に充填した土壌から採取さ

れた 4点 (試料番号 1～ 4)である。これら4点全点について、土壌理化学分析と微細遺物分析を行う。な

お、試料は暗褐～黒褐色を呈し、いずれも軽埴土 (LiC)よ りなる。

2.分析方法

(1)微細遺物分析

土壌試料各400ccを水に一晩液浸し、試料の泥化を促す。O.5mmの 師を通して水洗し残澄を集め、漑眼実体

顕微鏡下で観察し、同定可能な植物遺体等を抽出する。植物遺体の形態的特徴から種類を同定する。分析後

の植物遺体等は、種類毎にビンに入れ、50%エ タノール溶液による液浸保存を行う。

(2)土壌理化学分析

今回測定する成分は、特に動物の体組織や骨に多 く含まれるリン酸の含量測定を行う。リン酸は、骨に多

量に含まれ、土壌中に固定されやすい性質がある。そのため、遺体が埋葬されると土壌中にリン酸の富化が

認められることから、遺体あるいは遺骨の痕跡を推定することができる。また、リン酸の供給源としては植

物体もあげられる。植物由来のリン酸成分が供給された場合、リン酸含量よりも腐植含量が高 くなる。よっ

て、植物体の影響を調べるために腐植含量も測定する。

リン酸は硝酸 。過塩素酸分解 ―バナ ドモリブデン酸比色法、腐植はチューリン法で分析する (土壌養分測

定法委員会,1鋸 1)。 以下に各項目の具体的な操作工程を示す。

試料を風乾後、軽 く粉砕して2.00mmの 舗を通過させる (風乾細土試料)。 風乾細土試料の水分を加熱減量

法 (105℃、 5時間)に より測定する。風乾細土試料の一部を粉砕し、O.5mmφ のふるいを全通させる (微粉

砕試料)。

風乾細土試料2.00gを ケルダール分解フラスコに秤量し、硝酸約 5 mlを 加えて加熱分解する。放冷後、過

塩素酸約10mlを 加えて再び加熟分解を行う。分解終了後、水で100mlに 定容してろ過する。ろ液の一定量を

試験管に採取し、リン酸発色液を加えて分光光度計によリリン酸 (P205)濃度を測定する。この測定値と加

熱減量法で求めた水分量から乾土あたりのリン酸含量 (P20mg//g)を 求める。
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また、微粉砕試料0.100～0.500gを 100ml三角フラスコに正確に秤 りとり、O.4Nク ロム酸・硫酸混液10mlを

正確に加え、約200℃ の砂浴上で正確に 5分間煮沸する。冷却後、0.2%フ ェニルアントラエル酸液を指示薬

に0.2N硫酸第 1鉄アンモニウム液で滴定する。滴定値および加熟減量法で求めた水分量から乾土あたりの有

機炭素量 (Or&c乾土%)を求める。これに1,724を乗じて腐植含量 (%)を 算出する。

3。 結果

(1)微細遺物分析

結果を表 1に示す。師別後の各残澄からは、オニグルミが検出されたほか、炭化材が検出された。また、

木材組織が確認されない、部位・種類共に不明である炭化物を不明災化物とした。以下に、同定された種実

遺体の形態的特徴を記す。

。オニグルミ (Juglans mandshu� ca Mttim.subsp.罰 eboldiana(Maxim.)Kitamura)

クルミ科クルミ属

核の細片が検出された。完全に炭化しており、黒色。大きなもので10mm程度。完形ならば広卵形で先端

部分がやや尖り、1本の明瞭な縦の縫合線がある。内部には子葉が入る2つ の大きな窪みと隔壁がある。核皮

は硬 く、表面には縦方向に溝状の浅い彫紋が走 りごつごつしている。試料は、表面に溝状の浅い彫紋がある

点と、内部の隔壁の一部が残る点を同定根拠とした。

(2)土壌理化学分析

結果を表 2に示す。測定の結果、腐植含量は、3.35～4.46%を 示し、各試料ともほぼ類似した測定値を示す。

リン酸含量は、3.0～6.90P205mygを示し、 5号埋設土器で最も高い値を示す。

4.考察

微細遺物分析の結果、各試料からは、骨片や副葬品など遺体埋納を直接示唆する微細な遺物が検出されな

いが、オニグルミの核が検出される。オニグルミは、谷部など水湿のある場所に好んで生える落葉高木であ

る。また、オニグルミは、堅果がアク抜きをせずに食べられ、長期保存が可能で収量も多いため、古 くから

里山で保護、採取されてきた種類である。本遺跡周辺で入手しやすい種実であったと考えられ、持ちこまれ

利用されていた可能性が考えられる。オニグルミが完全に炭化し、破損 した状態で土器内から検出されたこ

とを考慮すると、利用後に何らかの理由により火熱を受けその後土器内に入ったなど、人為的行為により遺

構にもたらされた可能性がある。

一方、今回分析試料とした土壌の理化学性をみると、腐植含量は3.35～ 446%と 若干高い測定値を示す。微

細遺物分析で炭化した植物遺体が検出されることから、今回測定した腐植含量に植物遺体の影響が表れてい

るとみられる。このことから、土壌中に植物遺体起源の上壌腐植が多 く含まれていると考えられる。ただし、

測定値に著しい変化がないことから、土壌腐植による影響は各埋設土器ともほぼ類似 していると仮定できる。

リン酸含量は3.49～ 6.90P205mノ gを示 しており、試料により変化がみられる。ところで、土壌中に普通に含

まれるリン酸量、いわゆる天然賦存量については、川崎ほか (1991)、 天野ほか (1991)、 Bowen(1983)、

Bolt&Bruggenwert(1980)な どの報告例がある。これらの事例から推定される天然賦存量の上限は、約

3.OP205mg/g程 度である (なお、各調査例の記載単位が異なるため、ここでは全てP205mゴ gで統一している)①

今回のリン酸含量値は、 4試料とも天然賦存量の上限を上回っている。よって、各埋設土器内に充填した土

壌は、人為的影響などによる外的要因によってリン酸成分が富化されていると指摘できる。
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以上のことから、各埋設土器 とも骨など遺体埋納を直接示唆するものが検出されなかったが、土壌の理化

学組成から何 らかの動物遺体が埋納 されていた可能性があることが指摘できた。特に 5号埋設土器はリン酸

含量が極めて高いことから、その可能性が高いと考えられる。可食植物が土器内から検出される点を考える

と、内部に充填された土壌は少なくとも人為的な影響を受けたものと考えられる。ところで、人為的に遺体

が埋納されると、土壌の理化学成分が偏在することが知 られてお り (例えば、小山,1995:中根,1992:中

根・馬場,1995:パ リノ・サーヴェイ株式会社,1999な ど)、 これが遺体埋納の決め手になると考えられる。

さらに遺体が埋納されると、アラキジン酸 (C20)。 ベヘン酸 (C22)・ リグノセリン酸 (C24)な どの高級

脂肪酸が検出され、コレステロールとコプロスタノールが多産することがある (例えば、小山,1995:中 野 ,

1993,1995)。 このように複数の調査項 目を 3次元的に調査することで、より詳細な検討が可能になると思われ

る。なお、その際、埋設土器内土壌だけでなく、基本土層と比較することが最 も重要である。今後同様の分

析事例を対比試料を含めて実施 し、今回の結果を改めて評価 していきたい。
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3.滝の沢地区遺跡出土琥珀の分析

(財)元興寺文化財研究所 植田直見

1.分析資料

資料は表 1に示すように 2点 とも縄文時代のものである。なお、資料は破片になっており原型はつかめな

い。分析資料は番号 (1、 2)で示した。

2.分析目的

滝の沢地区遺跡群出土琥珀が、琥珀であるかどうかの確認と、産地同定を行う。

3.使用機器および原理

測定はフーリェ変換型赤外分析分光光度計 (FT― IR)(日本電子 (株)製JIR-6C100)と 熱分析装置 (D

TA・ TGA)((株)島津製作所D T G 6Cl)を 使用した。FT‐ IRに よる分析では、資料に赤外線を照射す

ることにより得られる分子の構造に応 じた固有の周波数の呼吸を解析し、化合物の種類の同定することがで

きる。また、DTA・ TGAは資料に熱を加え、得られる質量変化から蒸気・気化温度、また、酸化・熱分

解などの化学変化を知ることができる熱重量測定 (TGA)と 、試料の融解などの状態の変化や化学反応の

温度を知ることができる示差熱分析 (DTA)があり、これらから試料の熱に対する挙動を調べることがで

きる。熱分析は今回新たに導入した分析方法でFT― IRに よる分析結果と併用することによりさらに精度の

高い分析が行える。

4.分析方法および条件

FT― IR分析は試料を臭化カリウム (K Br)と 混合、圧縮し錠剤を作製して行うK Br錠剤法により測定

を行った。測定条件は分解能 2cm l、 検出器としてTGSを用いた。

DTA・ TGA分析は試料を粉状に粉砕したものを白金セルに入れ、毎分100mlで空気を流しながら毎分

20℃ で昇温させ、その時の重量変化と熱量変化を測定した。

5。 結果および考察

FT‐ IR分析において、劣化していない部分の赤外吸収スペクトルが得られればその産地同定は可能であ

る。しかし、劣化が激しいと、全体的に吸収はブロードになり特徴的な吸収が消失し、新たに異なった位置

にピークが表れることがある。分析に使用した破片は、肉眼による観察では、比較的失透がなく、全体に劣

化は少ないと思われた。その中で堅くてより健全な部分を選んでFT‐ IRに よる分析を行った。

表 1.分析資料一覧

仮番号 出土地点 時  代

滝の沢 1 1 V層 縄文時代前期末から中期初頭

滝の沢 2 V層 縄文時代前期末から中期初頭
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その結果、3500～ 2800、 1710、 15C10～800cm l付近の吸収から琥珀であることが確認できた (図 1‐1)。 次に、

1800～ 800cm l付 近の吸収位置及び強度より、産地の判明している標準となる琥珀から得られたスペク トル

と比較し、産地同定を試みた (図 2‐ 1)。 その結果、今回分析した試料は、1300～800cm lの 吸収位置および強

度が久慈市産およびいわき市産の琥珀と類似することがわかった。一方、銚子産の琥珀とは1200～ 1000cmユ

付近の吸収位置および強度が異なる結果が得られた (図2‐ 1)。

次に熱分析の結果では、今回分析した 2点はいずれも同一産地であり、標準琥珀の熱分析と比較すると銚

子市産琥珀とはことなり久慈市およびいわき市産琥珀 と比較的近い挙動を示すことがわかった (図 2-2)。 し

かし、550℃付近のDTA曲線が久慈およびいわき産より急激な変化を示 し、400℃ 付近のDTA曲線より高

い値示していることにより今回比較した産地以外の可能性も考えられる。

以上により、現時点ではこの琥珀は久慈市産およびいわき市産の可能性が高いことがわかった。 しかし、

少量産地など標準試料についてはまだ全てのデータを収集しておらず断定出来なかった。

琥珀の産地は国内でも、少量産出地を含めると10カ所以上ある。また国外でも各地で産出する。そのなか

で、主産地についてのFT‐ IR分析はすでに報告されている。しかし、出土琥珀は劣化状態が様々でそれに

よって吸収位置や強度が変化する。そのため劣化が進行したものはそのスペクトルが変化し産地同定が不可

能になる場合がある。そこで、今回新たに熱分析を実施し、両者の分析結果を検討することで産地を特定す

ることの可能性がより高くなると考えた。今後は、少量産地の分析を行い、より多くの標準となる分析値を

収集するとともに、複数の分析法を併用することで様々な状態の琥珀の産地同定が可能になると考える。
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第Ⅶ章 考察

1.遺構

今回の調査区 1区からは縄文時代の竪穴住居跡 5棟・配石遺構 6基、埋設土器 6基が得られた。それぞれ

検出された遺構についてまとめ、調査区の様相を捉えてみたい。

竪穴住居跡 (以下住居とする)は 5棟検出された。全体的に出土遺物が少ないものの、出土遺物から3号

住居以外は大木 6式期を中心とした時期に比定される。また 3号住居も床面の検出がⅢ層上面であり、本層

が大木 6式を中心とした出土層位であることから、大木 6式かそれ以降の時期と捉えられ、 5棟ともほぼ同

時期の可能性がある。それらの平面形は楕円形ないし不整楕円形のプランを呈している。規模は約 4～ 8m

である①埋土と基本土層との区別ができず、壁の立ち上がりはやや不明瞭である。柱穴は竪穴住居の壁側に

不規則に配され、その囲まれた中に地床炉を有する。地床炉は床面の中心より外れて配置されている。

柱穴と焼土の配置及び柱穴のみの配置から住居 5棟を想定している。 7・ 8号住居は前者、それ以外は後

者に相当する①それらの平面形は円形ないし楕円形を呈し、規模は約 4～ 6mである。住居の軸線方向であ

るが、 1～ 3・ 6号住居の長軸は斜面の傾斜方向と平行し、 4・ 5'8号住居は直交している。

本調査区で検出できた盟穴住居の配置は、 3号住居が西側、 6号住居が南西側、10号住居が北側に延びて

いくことから、基本的には北・北西側、南・南西側に広がっていく傾向が見られる。東側に延びていく住居

は 5号住居のみで全体的に遺構密度は低 く、それより東側に延びていく可能性は少ないものと思われる。こ

のことから本調査区においては弧状を呈した集落形態が捉えられる。

埋設土器はⅡからⅣ層にかけて 6基検出されている。本遺構に使用された土器は、 1・ 5号は大木 6式、

3。 4・ 6号は大木 6～ 7a式に比定される。埋設土器の形態は、正立と斜位の 2種類で、倒立したものは

存在していない。基本的に埋設土器のみは4基、入れ子が確認できたのは 1基、 5点の石錘を埋納していた

ものが 1基ある。自然科学分析結果からは動植物埋納していることが示唆された。以上のことから、基本的

に大木 6～ 7a式期と時間幅は認められないが、使用方法が共通していたと捉えられる。

配石遺構は 6基検出され、所属時期を特定できる出土遺物はなく、検出層位から前期末から中期初頭に所

属できる。配石の形態は 3分類でき、一つないし複数礫を縦位に立石が 3基、一つの礫を横位に配されてい

るものが 2基、複数の礫が散浸に配置されているものが 1基である。検出層位から検討していくと、 5。 6

号から1・ 2・ 3。 4号へと移行し、一つの礫が立石する形態から複数礫の立石と一つの礫の横位の配石ヘ

と変化していくことが認められる。

調査区 1区において上記の遺構を配置から検討してみると、住居が存在する空間と配石遺構や埋設土器な

どが形成され、土器も合わせて廃棄している空間があることを窺うことができる。この成果と北上市教育委

員会により調査された周辺の成果と合わせて検討していくと、集落は大規模なものであると想定でき、集落

南東部の様刑の一部を明らかにできたものと思われる。
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2.土器

すべての遺構から3,096点 、G L o M80グ リッドを中心とした遺構外から42,687点 、Ht45,783点出上 している。

遺構外の主な出土層位はⅢ層である。大木 6式を中心として、大木 2b・ 5b～ 7b式及び円筒下層 d式が

出土している。

器形が確認できた大木 5b～ 7a式にかけての資料と器種分類と合わせてまとめていく。

大木 5b～ 6式       大木 6式       大木 6～ 7a式     大木 7a式

IAl.lA2.IBl

IB2.IC.ID

IE.IF.IGl.

上記のように大木 6式においては深鉢の器形にバラエテイーがあるものの、 7a式になると出土量との関

係が存在 していることを差し引いてもその差は見られなくなる。大木 7a式においては比較的くびれが弱 く

口縁に向かってやや開くように立ち上がるものが増えるように思われる。しかし破片しかないため不明な点

が多い。浅鉢は資料が少なく不明な点が多いが、器形は大木 7a式以降に多様化していくと思われる。また、

円筒下 d層式の資料が確認され、周辺の和光 6区遺跡でも確認されている。これらの異系統土器の存在も稀

有な事例として挙げられよう。

本遺跡では大木 6式を中心として確認されたことから、それについてのみ言及していく。出上 した大木 6

式の特徴は以下の通りである。

・口縁部は単頭・訳頭突起の波状縁のものが多く、平口縁もがあるが外反気味に立ち上がる。その肥厚帯は

どちらも幅が広い。

・口縁部には太い沈線と円形凹孔を組み合わせたものや凹子し列のみを有する。

・突起下に円形凹孔や円形粘土版、円形粘土塊を貼付。

・頸部の幅が広 く、頚部文様帯に平行沈線による波状・鋸歯状沈線が複数列施文されている。

・体部には沈線文が施文され、ボタン状貼付文が施文されている。

最近の松田 (2003)を はじめ、当該期の資料の細分研究が行われている。それらを参考にすると、本調査

区の資料は古段階に相当する口唇部が鋸歯状を呈したり、三角印刻が施されている資料が少量であるが確認

できるものの、上記に挙げたような特徴を示すような比較的中～新段階に相当する資料が主体である。今後

は、滝ノ沢遺跡 (北上市教育委員会)の成果及び周辺に存在する当該期の良好な成果が得られている遺跡と

合わせて検討していくことで、本型式及びその前後の型式の様相がより明らかにされるものと思われる。

3.石器

1)石材環境

本遺跡においては、第12表に示したように各石器には複数の石材が使用されていることがわかった。本遺

跡の石材環境を当該期の周辺遺跡を参考にしながらまとめていきたい。

剥片石器の石材は頁岩、珪質頁岩、赤色頁岩が主体で、凝灰岩や鶏増、黒曜石などの石材が量は多 くはな

いものの存在している。礫石器の石材はデイサイト、安山岩等が主体を成す。頁岩類は原石が搬入され剥片

が多 く存在 し、製品としても搬入していることから、遺跡周辺に頁岩産地が存在 していたことが想定され、

IC.IGl.

IG2.

IBl.ID。

EA.
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剥片石器、礫石器の主要石材は石材獲得コス トが低いと考えられる。また剥片石器の中での黒曜石は、出土

頻度が極めて低い。産地同定により小赤沢と湯ノ倉産のものが存在することが明らかになった。小赤沢産の

ものは自然面を有する剥片が出土しており、黒曜石の中では本原産地が多 く出土 している。和賀町清水ケ野

遺跡においても同一産地のものが確認されている。湯ノ倉産は石鏃の製品としての搬入であり、剥片は 1点

のみである。このことからどちらも石材獲得のコス トは高いものと思われるが、前者は本遺跡周辺には比較

的容易に搬入されている状況が捉えられる。後者はデータそのものが少ないうえにほとんど存在 していない

ことから、後者の獲得コス トは前者と比べてより高いものと思われる。これと同様のことが久慈産の琥珀に

も当てはまる。しかしながら、これらの石材が直接獲得か、間接的な獲得によるものかはここでは判断でき

ない。

上述したように頁岩は、獲得コス トが低いことは和賀川沿いに形成された周辺の遺跡において使用頻度が

高いことから、この上流に頁岩の産地が存在していた可能性は高い。

が考までに周辺の遺跡の状況は下記の通 りである。煤孫遺跡では、凝灰岩の使用頻度が高く泥岩 (頁岩)

の頻度は若千低い。礫器や石錘においても凝灰岩の使用頻度が高い。本遺跡周辺では凝灰岩も獲得しやすい

状況にあることが窺える。鳩岡崎遺跡は剥片石器は本遺跡に似た傾向にあり泥岩 (頁岩)の頻度が高くその

他の石材頻度が低い。しかし礫器は煤孫遺跡と類似傾向にある。共通した石材同定がなされていないことか

ら、正確なデータ提示でないことは否めないが、共通と相違の部分が存在していることが認められる。

上記のことをまとめてみると、以下の通 りである。

・頁岩やデイサイト、安山岩などの剥片石器や礫看器の主要石材は獲得コス トが低 く容易に搬入できる状況

にあること。

・湯ノ倉産黒曜石や久慈産琥珀など獲得コス トの高いものが搬入されていること。ただし獲得方法について

はここでは判断できない。

今後は滝ノ沢遺跡とのデータを合わせて検討していくことと、周辺に当該期の遺跡が多数存在 しているこ

とからそれらと比較していくことで、この地域一帯の石材環境を明らかにすることを課題としたい。

2)特殊磨石

特殊磨石 (礫石器XⅢ類)は本遺跡において遺構内から36′点と遺構外から159点、計195点出土している①特殊

磨石とは「やや細長くずんぐりした転石の側縁部の、断面でみると角ばった部分にのみ、集中して磨滅痕を残

す。側縁部に角ばった部分がなければ磨いて作出する。」 (八木1976)と ある。本県においては、東北地方南半

の大木型式の上器が出土する遺跡からは前期の始めからその存在を確認でき、中期中葉まで多く出土している。

本遺跡では磨面の状況及び敲打痕等の痕跡が認められたことから3分類 している。 1類は磨面の脇に剥離

痕が確認されるもの、 2類は磨 り面のみで構成されているもの、 3類は磨 り面以外に敲打痕等の痕跡が認め

られるものである。磨面のみで形成されている 2類が93点 と最も出土量が多 く、 1類が46点、 3類が56点で

ある。各比で分布図を作成して検討したように本石器は敲石 (I類)の分布と一部重なる部分があるが、礫

石器の分布範囲の中で基本的に本石器は他類とはほぼ異なる分布を示す。また敲石からの転用が多 く存在す

ることも先述している。

1類は磨面の両脇に剥離が確認され、先端に敲打痕が認められる 3類と合わせて見ていくと、 1・ 3類に

おいては「敲く」という行為に封しての使用部位は異なるものの、その行為の後に「磨る」行為が行われて

いる。これは単に磨るという行為の 2類 とは異なる作業工程によって生まれた結果と判断できる。また、前
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者の中に稜を持ち僅かに磨面の形成が見られる石器が確認されている。このことは磨る以前に何らかの目的

のために稜を形成するための剥離を行っていることを示唆するものである。この意図的に稜を形成するとい

う行程から「切るないし敲 く」行為が作業に含まれ、その後、「磨る」という行為が行われたと推測される。

先述したような人木氏 (人木1976)の定義に従えば、本資料においては 2類のみが相当する。ただし1・

3類のように結果的に側縁部と先端部に敲打面ないし剥離面が形成され、最終的に磨面が形成されるという

過程を捉えるならば、今後は特殊磨石の機能にバリエーションが存在することを含めて検討していく必要が

ある。これは同様の石材形状を使用し側縁部に剥離だけを形成するものや敲打のみを最終形態としているも

のが存在していないことからも、複数機能が連動した石器であると考えられる。

このことから1類からは「敲 くないし切る」という行為と「磨る」という行為が一体となった石器である

ことが想定され、石材規模の選択及び稜が存在している形態のものを使用 していることからも、特殊磨石は

基本的には、表裏面に磨面が形成されている礫石器Ⅱ類とは異なる石器であると考えられる。ただし、本石

器 2類 と側縁部のみに磨面が形成された磨石 (礫石器Ⅱ類)や本石器 1類 と半円状打製石器とは、明確な区

分が得られないものと現時点では思われる。

このように「特殊磨石」は、磨石 (礫器Ⅱ類)の側面に形成された磨面と明確に区分できないものも存在

しているが、磨石 (礫石器Ⅱ類)と 作業が異なる磨石であると考えたい。なぜなら「特殊磨石」には、定義

されたような磨面だけ構成されたものでなく、それ以外に提示したような複数の作業工程が存在しているこ

とと、基本的に石材選択が行われていることなどから、他の礫石器とは明らかに区分できる要素を有してい

るからである。今後の課題としては、純粋に磨面が形成されている本石器 2類 と円礫の側面にのみ磨面が形

成されている磨石と分離させていくことが挙げられる。また、半円状打製石器との関連性を考えていく必要

もあろう。

本石器は東北地方において比較的時期を限定していることが窺えることから、何らかの生業等により生ま

れた磨石であると思われ、上述したことを踏まえ本石器の解釈を行っていくことを今後の課題としたい。

3)礫石器

本報告では礫石器を19分類 した。それぞれにおいて、長幅比、長さと重量比、長幅指数と重量比の散布図

を作成し各類の比較を行った結果、使用する礫に対して選択が行われている可能性があるのでまとめておく。

なお、XⅡ 類については長幅指数と重量比しか提示できなかったことについては御容赦願いたい。 (長幅指

数=長さ■幅×100を使用している。)

①長幅比では、一部重なる部分があるが I・ ⅡoXⅢ 類の各類を中心として大きく3つのまとまりが確認で

きる。 I類の長さ100～150mm。 幅40～60mm、 Ⅱ類の長さ80～ 120mm。 幅70～ 110mm、 XⅢ類の長さ130～

200mm・ 幅50～90mmにそれぞれまとまりをみせる。これがすべてでないが僅かに互いのまとまりに分布す

るものもある。 I類 と同じ傾向を示すのがV類の一部とⅢ類の一部、Ⅱ類はⅢ類の一部とⅣ類とV類の一部、

Ⅶ類、Ⅷ類、XⅢ類は一部 I類 と重なるが他類とは重複することはない。

②長さと重量比では、それぞれ重なる範囲があるが I・ Ⅱ oXⅢ類の各類を中心として 3つのまとまりが確

認できる。 I類は長さ50～ 160mm。 重量100～ 600g、 長さ :重量は 1:2～ 4で ある。 H類は長さ70～

150mm。 重量200～ 1300g、 長さ :重量は 1:4～ 8.3で ある。 XⅢ類は長さ150～ 300mm。 重量400～ 1000g、

長さ :重量は 1:1.6～ 4である。 I類 と同じ傾向を示すのがⅢ類の一部とV類の一部とⅨ類、Ⅱ類はⅣ類と

Ⅵ類とⅦ類とⅢ類の一部とV類の一部及び I類の一部、XⅢ類は I類の一部とⅢ類の一部が重なるが概ね他
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類と重複することはない。

③長幅指数と重量比では、幾つか傾向が確認できる。I類は長幅指数100～ 350。 重さ500g前後、指数 :重量

は1:■2～ 1.3で ある。Ⅱ類は長幅指数100～ 150。 重量200～ 1300gである。長幅指数はほぼ同じで重量だけ

が重くなっていく状態を示している。XⅢ類は長幅指数150～ 300。 重量400～ 1000gで ある。I類 と似た傾向

を示すのはⅢ類の一部とV類の一部である。Ⅱ類と同じような傾向を示しているのはI類の一部とⅢ類の一

部とⅣ類とⅦ類の一部V類の一部、XⅢ 類は一部 I類 と重さなるが他類とは重複することはなく、Ⅱ類とは

長幅指数が異なるだけで平行している分布している。

上記のことから各散布図によりI類、Ⅱ類、XⅢ 類を中心としたグループのまとまりが存在していること

が言える。これら各類の使用する礫の規模の特徴を捉えられ、各作業に合わせて礫の形態が選択されていた

ことを意味するものと思われる。さらにこれらを踏まえて、石材の形態と使用痕跡から作業の運動性につい

て考えていきたい。便宜的にそれぞれをA・ B・ C群としてまとめていく。

A群は、 I類である。礫の形態は縦に細長い楕円形を呈し、ほぼ両端に小さな面を形成している。この類

はI類 とШ類の一部とV類を中心に使用されている。基本的にはこの石器に使用される礫は「敲く」という

作業を主にした中で選択が行われている。

B群は、Ⅱ類である。礫の形態が表裏面において面的に平坦面を形成しており、基本的にはその平坦面に

おいて「磨る」という作業を主にした石材選択が行われていたと考えられる。その作業に「敲打痕」 。「凹

痕」 。「溝痕」が形成されていることから、複数の作業行為が連動する。この群はⅡ類を中心としⅢ類一部、

Ⅳ・Ⅶ・XⅡ 類に使用されており、これは「磨る」以外に「敲くや削る」という作業が行われる石器である。

特に、「敲く」という行為にA群 とは異なる「敲く」という行為が存在していたと思われる。このことはI類

とⅡ類では敲打痕が形成される面にも違いがあり、前者が小さい面や端部を中心で、後者はほぼ側面として

面的な広がりが見られていることから、その行為に違いが存在していることを示唆できる。本類は最も幅広

い作業行為に適したものと捉えることができる。

C群は、XⅢ類である。礫の形態は縦に長く複数の側縁部を形成しており、その側縁部を作業面として使

用し「磨る」という作業を意識した中で選択されている。本類は明らかに上述していた作業以外の行為を目

的として礫が選択されていることを窺える。ただし敲打痕については特殊磨石の頂で述べたが、それらは礫

石器 I類の礫の分布と重複し、同じ規模の礫選択が行われているものが含まれていることからも、ある程度

本群においても運動した礫選択の結果と裏付けられる。

また、A・ B群の両者に跨るⅢ類は、礫の平坦面に凹痕が形成されているので平坦面が存在すれば良いも

のと思われ、積極的な礫選択が行われていない。本類のみで構成されているものが存在していることは、作

業行為として「面で敲く」という作業行為は確立している。両群に跨っていることから基本的に他との作業

行為と運動しやすく、それに合わせて礫選択が行われていたと考えられる。

上記のように礫を選択した時点において運動した作業工程、また「敲く」や「磨る」という作業行為に異

なる姑象物が存在していたことが想定できる。ただしこのことは、「礫の形態=作業工程」というように直結

させることには問題があることも否定できないが、少なくとも上述したような作業行為を連動させるために

礫選択が行われていたことは考えられる。今後は池谷氏 (池谷2003)が行っている使用痕分析と今回行った

ような分類と合わせて検討することで、より礫石器の属性を明らかにしていく必要があるものと思われる。
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4)使用痕分析

本遺跡の資料において多 くの光沢を有する石器を確認することができた。当初は分類最中に複数器種及び

それらの細分した中から認められ、それらの使用痕跡に違いが見られるかというところから始まっている。

担当者自身が使用痕観察は始めてであったため、当センターの米田氏に指導・協力を得ながら行った。使用

痕が確認できたものは30点 であり、内訳は箆状石器12点、石錐 1点、スクレイパー 7点、石匙10点である。

分析にあたっては、御堂島 (1986)を 使用しており、使用痕光沢面や線状痕のパターンの観察についてもそ

れに従って行うこととした。本来ならばそれらの記載を行わなければならないが、ここでは省略し、その結

果及びそれらから得られたことのみをまとめておく。なお機能推定までには至らなかったため、表の一覧ヘ

の記載は今回行わなかった。使用痕の観察には実体顕微鏡 (OLYMPUS C-35A)を 用い、40倍で観

察を行い写真撮影を行った。

観察結果

資料 1 336。 検討部位は石錐の刃部先端である。小～極小の微細剥離痕、線状痕が刃部方向に平行して見ら

れるが、ポリッシュは検討されていない。

資料 2 1005。 検討部位は石箆刃部の裏面である。刃部には弱い光沢のポリッシュが見られる。中～極小の

微細剥離痕、刃部に直交する線状痕が観察される。

資料 3 1006。 検討部位は石箆刃部の裏面である。部位にはBタ イプポリッシュが見られる。中～小の微細

剥離痕、刃部に直交・平行する線状痕が確認される。

資料 4 999。 検討部位は石箆刃部の表面である。側縁部に近い部分にBタ イプポリッシュが見られる。中～

極小の微細剥離痕、刃部に直交する線状痕が確認されている。

資料 5 998。 検討部位は石箆刃部の表面である。部位にはDタ イプポリッシュが見られ、それらは表面の高

い所に分布している。中～極小の微細剥離痕、刃部に直交 。斜行する線状痕が確認されている。

資料 6 1001。 検討部位は石箆基部の表面である。検討部位には弱い光沢のポリッシュが見られる。中～極

小の微細剥離痕、刃部に直交する線状痕が確認されている。

資料 7 1011。 検討部位は石箆刃部の表裏面である。検討部位には弱い光沢のポリッシュが見られる。中～

極小の微細剥離痕、刃部に直交する線状痕が確認されている。

資料 8 314。 検討部位は石箆刃部の表面である。検討部位には弱い光沢のポリッシュが見られる。中～極小

の微畑剥離痕、刃部に直交する線状痕が確認されている。

資料 9 1013。 検討部位は石箆刃部の裏面である。検討部位にはBタ イプポリッシュが見られる。中～小の

微細剥離痕、刃部に直交・斜行する線状痕が確認されている。

資料10 1008。 検討部位は石箆刃部の表面である。検討部位にはポリッシュは見られないものの、小～極小

の微細剥離痕、刃部に直交する線状痕が確認されている。

資料11 1003。 検討部位は石箆刃部の表面である。検討部位にはBタ イプ (?)ポ リッシュが見られる。中

～小の微細剥離痕、刃部に直交する線状痕が確認されている。

資料12 1004。 検討部位は石箆刃部の裏面である。検討部位には縁辺に弱い光沢のポリッシュが見られる。

小～極小の微刑剥離痕、刃部に直交する線状痕が確認されている。

資料13 1014。 検討部位は石箆刃部の裏面と左側縁部裏面である。それぞれ検討部位には弱い光沢のポリッ

シュが見られる。前者には中～小の微細剥離痕、刃部に直交する線状痕、後者には小～極小の微細剥離痕、

刃部に平行する線状痕が見られる。
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資料14 19。 検討部位は石匙刃部の裏面である。検討部位には縁辺に弱い光沢のポリッシュが見られる。小

～極小の微細剥離痕、刃部に平行する線状痕が確認されている。

資料15 1040。 検討部位は石匙刃部の裏面である。検討部位には磨滅が激しい状況と縁辺に弱い光沢のポリ

ッシュが見られる。中～極小の微細剥離痕、刃部に直交・斜行する線状痕が確認されている。

資料16 1026。 検討部位は石匙刃部の裏面である。検討部位には縁辺に弱い光沢のポリッシュが見られる。

中～極小の微細剥離痕、刃部に直交する線状痕が確認されている。

資料17 1023。 検討部位は石匙刃部の裏面である。検討部位には弱い光沢のポリッシュが刃部に平行して見

られる。小～極小の微細剥離痕、刃部に平行する線状痕が確認されている。

資料18 255。 検討部位は看匙刃部の裏面である。検討部位には弱い光沢のポリッシュが見られる。小～極小

の微細剥離痕、刃部に平行する線状痕が確認されている。

資料19 195。 検討部位は石匙刃部の裏面である。検討部位の縁辺には弱い光沢のポリッシュが見られる。中

～極小の微細剥離痕、刃部に斜行する線状痕が確認されている。

資料20 22。 検討部位は石匙刃部の裏面である。検討部位の縁辺には弱い光沢のポリッシュが見られる。小

～極小の微細剥離痕、刃部に平行・斜行する線状痕が確認されている。

資料21 1041。 検討部位は石匙刃部の裏面である。検討部位には九味帝びた光沢でBタ イプポリッシュと思

われるものが見られる。中～小の微細剥離痕、刃部に平行・斜行する線状痕が確認されている。

資料22 1022。 検討部位は石匙刃部の裏面である。検討部位の縁辺には弱い光沢のポリッシュが見られる。

中～極小の微細剥離痕、刃部に平行する線状痕が確認されている。

資料23 1033。 検討部位は石匙刃部の裏面である。検討部位の縁辺には弱い光沢のポリッシュが見られる。

大～極小の微細剥離痕、刃部に平行する線状痕が確認されている。

資料24 29。 検討部位はスクレイパーの表面である。検討部位には丸味帯びたBタ イプポリッシュが見られ

る。中～極小の微細剥離痕、刃部に直交 。平行する線状痕が確認されている。

資料25 1067。 検討部位はスクレイパーの裏面である。検討部位はEタ イプポリッシユが見られる。中～極

小の微細剥離痕、刃部に平行・斜行する線状痕が確認されている。

資料26 1079。 検討部位はスクレイパーの裏面である。検討部位にはにぶい光沢が見られる。中～小の微細

剥離痕、刃部に直交・斜行する線状痕が確認されている。

資料27 1099。 検討部位はスクレイパーの裏面である。検討部位には弱い光沢が見られる。大～極小の微細

剥離痕、刃部に直交・斜行する線状痕が確認されている。

資料28 1078。 検討部位はスクレイパーの裏面である。検討部位には弱い光沢が見られる。大～小の微細剥

離痕、刃部に直交・斜行する線状痕が確認されている。

資料29 1091。 検討部位はスクレイパーの裏面である。検討部位には弱い光沢が見られる。大～小の微細剥

離痕、刃部に平行する線状痕が確認されている。

資料30 44。 検討部位は不定形石器の裏面である。検討部位の縁辺には弱い光沢が見られる。中～小の微細

剥離痕、刃部に直交する線状痕が確認されている。
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掲載
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分布 大きさ 平面形 断面形 主方向 主タイプ

資料 1 裏面

資料 2 裏面

資料 3 裏面

資料 4 表面

資料 5 表面

資料 6 表面

資料 7 表面

資料 8 表面

資料 9 裏面

資料10 裏面

資料11 表面
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資料17 資料18

資料19 資料20

資料21 資料22

資料23 資料24



資料25 資料26

資料27 資料28

資料29 資料30
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まとめ

上記のように多数の使用痕を他器種にわたり確認することができたことから、本来の目的は各石器の細分

した中で異なる使用痕を観察できるかという問題のもとに今回の観察を行った。しかし、前述したようなこ

とに対して全く捉えられず、上記のような中途半端な提示に留まり、本来の目的に達することなくまとめる

に至ってしまった。今後は金属顕微鏡を使用しこれらの観察を継続していくことで、各器種の細分した中で

の形態差と作業行為との関連性について検討していきたい。

参考文献

(こ こでは財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターを岩文埋とする。)

阿子島香 1984「不定形石器分析の視点」第47巻第 3・ 4号

阿子島香1989『石器の使用痕』ニューサイエンス社

阿部朝衛1985「縄文時代石器研究の視点と方法」『法政考古学』第10集

阿部朝衛1985「多面体を呈する敲石 再論」 『帝京史学』第 5号

後藤秀―「縄文時代石器研究の基礎作業」 F考古学論叢』 芹沢長介先生還暦記念論文集刊行会編

鈴木道之助1990『石器入門事典 縄文』柏書房

梶原洋・阿子島香1981「貢岩製石器の実験使用痕研究」F考古学雑誌』67-1

梶原洋1982「石匙の使用痕分析―仙台市三神峯遺跡出土資料を使って―」『考古学雑誌』68-2

興野義-1984「大木式土器について」『宮城県の研究 1考古学編』清文堂

興野義-1969「大木式土器理解のために (V)」 『考古学ジャーナル』32ニ ューサイエンス社

興野義-1979「大木式上器理解のために (Ⅵ )」 『考古学ジャーナル』48ニ ューサイエンス社

小笠原好彦1968「東北南部における前期末から中期初頭の縄文式土器」『仙台湾周辺の考古学的研究』宮城県教育大学歴史

研究会編

小笠原好彦1984「縄文時代前・中期の上偶」『宮城県の研究 1考古学編』清文堂

稲野彰子1991「大木式土器に見られる球胴形深鉢について」『北上市立博物館研究報告』第 8号

熊谷常正1997「岩手県の上偶」「土偶研究の地平」勉誠社

熊谷常正19947「岩手県内出土土偶の概要」『東北北海道の土偶、シンポジウム発表要旨』

加藤孝1956「宮城県登米郡新田村糠塚貝刻  『新田村史』

草間俊一他1974『水沢市史』

白′鳥良-1989「前期大木式上器様式」『縄文土器大観』小学館

丹羽茂「大木式上器」『縄支文化の研究』 2

松日光太郎2003「大木 6式の変遷とその地域性」F神奈川考古』第39号

茅野嘉雄2Cll10「 南郷村畑内遺跡出土のすり石について」研究紀要第 5号

堀江武1982「耳飾の分類と製作工具に関して」「國學院資料館紀要』第 8輯

藤沼邦彦他1969『埋蔵文化財緊急発掘調査肌報―長根只塚』宮城県教育委員会

七飯町教育委員会1979『峠下聖山遺跡』

新潟県教育委員会1992F関 越自動車道関係発掘調査報告書 五丁歩遺跡 十二木遺跡』新潟県埋蔵文化財調査報告書第57

集
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北上市教育委員会1987F滝 ノ沢遺跡』

北上市教育委員会1990『滝ノ沢遺跡Ⅱ』

北上市教育委員会1991『滝ノ沢遺跡Ⅲ』

北上市教育委員会2CXlll『 滝ノ沢遺跡 V』

岩文埋1982『御所ダム建設関連遺跡発掘調査報告書 雫石町塩ヶ森 I・ Ⅱ遺跡』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報

告書31集

岩文埋1987『和光 6区遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書114集

岩文埋1992『本郷遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書164集

岩文埋1996『鳩岡崎上の台遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書別 集

岩文埋1994「煤孫遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書196集

岩文埋211Cll『清水ヶ野遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書351集

岩文埋211113『新日遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告3405集

南北海道考古学情報交換会20周年記念シンポジウム実行委員会19粥「北日本における縄文時代の墓制資料』

秋田県教育委員会1988『上の山C遺跡』秋田県文化財調査報告書第166集

岩手県教育委員会1982『東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書 (江釣子村鳩岡咲崎遺跡)」 岩手県文化財調査報

告書第70集

松本茂他1991「東北横断自動車道遺跡調査報告書ll 法正尻遺跡』福島県文化財センター

相原淳一他1987『七ヶ宿ダム関連遺跡発掘調査報告書Ⅲ 小梁川遺跡』宮城県教育委員会

一- 345 -





茸





調査区 1区全景 (南から)

1号竪穴住居完掘 (北東から)

写真図版 1 調査全景
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1号埋設土器 3号埋設土器

5号埋設土器 6号埋設土器

土偶出土状況

写真図版 2 遺物出土状況
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調査区 1区 Ⅱ層遺物出土状況

調査区 1区完掘

写真図版 8 遺物出土状況・完掘状況
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1号竪穴住居完掘

1号竪穴住居断面 1号竪穴住居平面

地床炉検出 地床炉断面

写真図版 9 1号 竪穴住居
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4号竪穴住居完掘

5号竪穴住居完掘 5号竪穴住居断面

3・ 4号竪穴住居完掘

1号埋設土器入れ子検出

写真図版10

1号埋設土器検出

1号埋設土器断面
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1号配石遺構検出 1号配石遺構断面
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3号配石遺構検出 3号配石遺構断面
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4号配石遺構完掘 5号配石遺構断面

1号焼土検出 1号焼土断面

2号焼土検出 2号焼土断面

4号焼土検出

写真図版13
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5号焼土検出 5号焼土断面

1号陥し穴検出

2号土坑完掘

1号土坑完掘

2号土坑断面

3号土坑断面3号土坑完掘
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ふりがな

所収遺跡

ふりがな

所 在 地

コー ド 言ヒ湘幸 東緯
調査期間

調査面積

m
調査原因

市町利 遺跡番号

く区心地さ沢一酌
峠勘

岩手県北上市

大堤西 1丁 目

ほか

03206 M E75
-0373

度

分

・
５５

３９

ｂ

４４

秒

141度

6す)

9.73万少

2002,09.01

2002.12.06

1,646

国道 4号線拡

幅事業に伴う

緊急発掘調査

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

滝の沢地区

遺跡

集落 縄文時代前期末か

ら中期初頭

竪穴住居 5棟
焼土遺構 5基
埋設土器 6基
配石遺構 6基
陥し穴  1基
土 坑  5基
柱 穴 219基

」三号子45,734デミ

石器7,236点

土製品19点

石製品 8点

時期不明 溝

土 坑

1条

1基



岩手県文化振興事業団埋蔵文化財発掘調査報告書第4酪集

滝の沢地区遺跡発掘調査報告書

回道 4号拡1幅事業関連遺跡発掘調査

1印刷  平成17年 2月 21日

発行  平成17年 2月 25日

印刷

(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡11-185

TEL(019)638-9001
FAX(019)638-8563

川口印刷工業株式会社

〒020-0841 岩手県盛岡市羽場10-1-2
TEL(019)632-22■

発行

⑥ (財)岩手県文化振興事業団連蔵文化財
―
センター 2005



iF III手―|:
！
●
■
■
　
フ

十
「
　

一 一“一
甘 ，

．ｒ
甲〔
一】
一

ヽ
「

”一
，
一・
Ｉ
々

・
！■
一一

，
……‐‥
！
■
い■
ｉ＝
一

，一
一・，ｉ
≡
イ
一　
一゙
４岬
●
■
■

・　

　

　

中一
一
一一

，士
・ ，

■
イ
一
〕．
ャギ
∴

・す
．
″，
■中
」一“ヽ

．
．

・ギ
】
一
；
ド・

，　
↓
一一
　．
寸‘

一■
一
一
中一
・

・れ
キ

ヤ
．

一一
　　
一一
　一　
一　
　　
　　
　一

一番

…ｉ■
♯
―
一

，・沖
　
・一
一　
一．ド
一
４
〓許
十一

，

！
∫
∴

JI―|●
I

「
'||.i t ifi

( ;ヽ= |

I

!・
||:|!||

一一
一．
一一
一一
ｉ・
十一
一・一
一

一一一一
一
一一
・一一一一

一一．一一．一一．　
　
　
　
・一一・一一

‐一．′
一一
清

【一
ぷ狂
＝
一一
４
一一
一

‐′，
一一
一・
一一
　　ヽ
ィ　
一　
ド一

，，
一 ，」
一
・　
　い

，

＝
ヽ
４
「■
・■
・■
】
一・一
一一■

，夕
洋

一一一
一一

，一一
“・一一
一．
一一
．一．
．　一
一中は
”・∵
一一一
一一・
４一
一一一
一一す
一一・
一一一
・一

■
・
■
．４
一
∵
〓
■
！
　
一　
・一
メ
■
・
す●
一一
　
一一
一
ド
●
ヽ
一一丁
一、

・　
　
　
　
　
　
　
　
・
一．
．
一．　
≡
≡「　
、
十
猟
一
■
一

一柱
一卜
一
Ｔ
摯
ユ
撃
弾
ド一
一醤
一一一
■
ゞ
中

声:

|二

上

ill lll・

:ヽ、

ユ■ |  '




